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序 
章 
 
関
心
の
所
在 
日
本
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
の
外
交
関
係
が
始
ま
っ
て
か
ら
ま
も
な
く
一
世
紀
が
経
つ
。両
国
の
国
交
は
、
一
九
一
八
年
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
が
独
立
を
宣
言
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
一
九
二
一
年
に
ソ
ビ
エ
ト
ロ
シ
ア
（
一
九
二
二
年
以
降
は
ソ
連
）
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
征
服
し
、
ソ
ビ
エ
ト
ロ
シ
ア
に
加
入
さ
せ
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
交
関
係
は
途
切
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
日
本
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
直
接
的
な
外
交
関
係
は
長
い
間
途
切
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
一
年
の
ソ
連
崩
壊
後
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
が
独
立
を
回
復
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
復
活
し
た
。
本
稿
で
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
一
九
二
〇
年
代
ま
で
、
日
本
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
だ
っ
た
の
か
、
ま
た
お
互
い
に
対
す
る
認
識
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 
ま
ず
、
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
～
一
九
〇
五
年
）
当
時
の
日
本
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
の
関
係
を
述
べ
て
お
く
。
当
時
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
日
本
に
対
し
て
戦
争
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
日
本
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
と
い
う
共
通
の
敵
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
露
戦
争
の
結
果
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
他
の
国
々
、
例
え
ば
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
も
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
ま
ず
、
日
露
戦
争
当
時
の
、
日
本
に
対
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
認
識
、
そ
し
て
日
露
戦
争
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
を
考
察
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 
次
に
、
ロ
シ
ア
革
命
（
一
九
一
七
年
）
期
に
視
点
を
移
す
。
こ
の
革
命
に
よ
っ
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
独
立
を
回
復
し
た
。
独
立
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
と
っ
て
、
列
強
か
ら
の
独
立
承
認
や
、
列
強
と
の
友
好
関
係
は
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
日
本
と
の
間
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
の
か
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
政
府
が
日
本
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
を
得
た
の
か
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 
先
行
研
究 
二
〇
世
紀
初
頭
の
日
本
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
関
係
史
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
次
の
三
つ
で
あ
る
。 
一
つ
目
は
、
ジ
ャ
ヴ
ァ
ヒ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ニ
コ
「
日
本
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
関
係
史
か
ら
」（『
若
い
歴
史
家
研
究
の
全
集
』
ト
ビ
リ
シ
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
１
。
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
八
世
紀
か
ら
二
一
世
紀
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
が
、
日
露
戦
争
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
の
関
係
に
関
す
る
先
駆
的
な
研
究
で
あ
り
、
本
研
究
が
取
り
上
げ
る
時
代
も
含
ん
で
い
る
。
ジ
ャ
ヴ
ァ
ヒ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
氏
は
一
八
～
一
九
世
紀
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
も
た
ら
さ
れ
た
日
本
に
つ
い
て
の
情
報
を
発
見
し
、
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、
研
究
の
約
半
2 
 
分
が
日
露
戦
争
当
時
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
作
家
の
態
度
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
興
味
深
い
。
ジ
ャ
ヴ
ァ
ヒ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
氏
の
研
究
の
最
大
の
成
果
は
、
日
露
戦
争
時
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
著
名
な
作
家
ら
が
、
日
本
を
支
持
す
る
詩
と
小
説
を
発
表
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
は
「
日
露
戦
争
の
開
戦
と
共
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
最
高
指
導
者
ら
は
、
遠
慮
せ
ず
に
日
本
側
を
支
持
し
た
。
特
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
有
名
な
作
家
ら
は
活
躍
し
た
。
彼
ら
は
日
露
戦
争
に
ロ
シ
ア
帝
国
が
惨
敗
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
回
復
を
期
待
し
た
の
だ
」
２
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
日
露
戦
争
が
一
般
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
内
で
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
日
露
戦
争
の
費
用
や
戦
病
死
者
の
基
金
と
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
が
少
な
か
ら
ぬ
寄
付
を
行
っ
て
事
実
な
ど
に
つ
い
て
は
考
察
し
て
い
な
い
点
で
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
ジ
ャ
ヴ
ァ
ヒ
シ
ィ
ヴ
ィ
リ
氏
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
作
家
ら
は
独
立
回
復
を
期
待
し
て
い
た
と
述
べ
た
が
、
日
露
戦
争
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
運
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
に
は
言
及
し
て
い
な
い
点
に
お
い
て
も
課
題
が
残
る
。
私
は
、
当
時
の
新
聞
に
見
ら
れ
る
日
露
戦
争
に
対
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
認
識
や
、
日
露
戦
争
の
費
用
、
戦
病
死
者
の
基
金
に
対
す
る
活
動
は
、
日
露
戦
争
当
時
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
あ
り
よ
う
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
点
だ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
日
露
戦
争
に
参
戦
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
論
じ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
、
独
立
時
代
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
（
一
九
一
八
年
～
一
九
二
一
年
）
と
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
と
述
べ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
も
、
研
究
上
の
課
題
が
あ
る
。 
二
つ
目
は
、
拙
稿
「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
と
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
～
一
九
〇
五
年
）」（『
第
六
九
回
大
学
会
議
（
優
勝
し
た
学
生
研
究
の
全
集
）』
二
〇
〇
九
年
）
で
あ
る
３
。
本
研
究
は
、
日
露
戦
争
に
出
征
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
軍
人
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
が
、
同
時
に
、
ジ
ャ
ヴ
ァ
ヒ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
氏
と
同
じ
く
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
内
で
集
め
ら
れ
た
ロ
シ
ア
帝
国
軍
の
戦
費
や
、
戦
病
死
者
救
護
基
金
に
寄
付
さ
れ
た
金
額
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
詩
人
が
秘
密
裏
に
日
本
を
支
持
し
た
こ
と
な
ど
に
も
言
及
し
て
い
る
。
但
し
、
日
露
戦
争
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
ど
の
よ
う
な
影
響
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
日
本
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
の
総
括
的
な
外
交
関
係
史
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
点
で
課
題
が
残
っ
て
い
る
。 
三
つ
目
は
、
黒
宮
広
昭
・
マ
ム
リ
ア
・
ギ
オ
ル
ギ
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
三
角
形
：
ロ
シ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス
・
日
本
、
一
九
〇
四
年
～
一
九
四
五
年
』（
デ
グ
ル
デ
ル
オ
ー
ペ
ン
社
、
二
〇
一
六
年
）
４
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
二
人
の
研
究
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
人
目
は
、
日
本
人
の
黒
宮
広
昭
、
二
人
目
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
マ
ム
リ
ア
・
ギ
オ
ル
ギ
で
あ
る
。
両
氏
の
研
究
の
一
つ
の
目
的
は
、
一
九
〇
四
～
一
九
四
五
年
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
日
本
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
彼
ら
は
結
局
「
八
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
日
本
と
の
関
係
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
」
５
と
結
論
づ
け
る
。
黒
宮
氏
と
マ
ム
リ
ア
氏
は
、
コ
ー
カ
サ
ス
で
活
動
し
た
日
本
人
諜
報
員
に
注
目
し
、
日
本
人
諜
報
員
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は
日
本
の
た
め
に
コ
ー
カ
サ
ス
住
民
も
ス
パ
イ
と
し
て
雇
っ
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
彼
ら
は
本
当
の
ス
パ
イ
で
は
な
く
、
日
本
の
資
金
や
武
器
に
よ
っ
て
、
故
郷
を
ロ
シ
ア
帝
国
・
ソ
連
か
ら
解
放
す
る
た
め
に
活
動
し
た
愛
国
者
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ー
カ
サ
ス
に
お
け
る
日
本
の
諜
報
員
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
彼
ら
の
研
究
の
意
義
が
あ
る
。
ま
た
、
両
氏
は
日
露
戦
争
の
際
、
日
本
公
使
館
付
陸
軍
武
官
明
石
元
二
郎
大
佐
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
愛
国
者
コ
ン
ニ
・
シ
リ
ア
ク
ス
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
と
の
間
の
対
ロ
シ
ア
秘
密
関
係
を
研
究
し
た
。
し
か
し
、
両
氏
の
研
究
に
は
、
日
露
戦
争
時
に
お
け
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
日
本
に
対
す
る
態
度
に
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
一
八
年
以
降
の
独
立
時
代
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
日
本
と
の
関
係
に
関
す
る
言
及
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
日
本
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
（
事
実
上
・
法
律
上
）
を
承
認
し
た
こ
と
を
ご
く
簡
単
に
紹
介
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。 
ほ
か
に
も
個
別
の
研
究
は
あ
る
が
、
第
二
章
と
第
五
章
で
改
め
て
紹
介
し
た
い
。 
本
稿
の
課
題 
現
在
、日
本
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
は
友
好
的
な
関
係
に
あ
る
。し
か
し
、以
上
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
二
〇
年
代
ま
で
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
研
究
は
十
分
で
な
い
。
本
稿
の
目
的
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
日
本
と
の
関
係
の
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
特
に
両
国
に
と
っ
て
の
二
つ
の
重
要
な
時
期
に
注
目
す
る
。
第
一
は
日
露
戦
争
期
（
一
九
〇
四
～
一
九
〇
五
年
）、
第
二
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
期
（
一
九
一
八
～
一
九
二
一
年
）
で
あ
る
。 
な
お
、
本
研
究
に
資
す
る
研
究
や
資
料
は
非
常
に
乏
し
い
。
そ
の
た
め
、
当
時
の
新
聞
、
雑
誌
、
手
紙
、
回
想
録
、
外
交
史
料
な
ど
を
利
用
し
た
。
そ
の
際
、
史
料
中
の
人
名
、
地
名
等
の
日
本
語
訳
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
を
基
準
と
し
た
。 
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第
一
章 
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
併
合 
 
第
一
節 
問
題
の
所
在 
 
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
併
合 
上
述
し
た
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
段
階
に
お
い
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
日
本
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
を
共
通
の
敵
だ
と
考
え
て
い
た
（
ロ
シ
ア
は
一
七
二
二
年
以
降
「
ロ
シ
ア
帝
国
」）。
し
か
し
、
日
本
史
学
界
で
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
が
ど
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
た
の
か
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
と
り
あ
え
ず
、
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
一
九
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
併
合
に
つ
い
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
の
先
行
研
究
を
も
と
に
紹
介
し
な
が
ら
、
論
点
や
問
題
点
を
整
理
し
、
そ
の
目
的
が
ロ
シ
ア
に
よ
る
黒
海
進
出
、
す
な
わ
ち
海
港
都
市
の
占
領
に
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 
一
八
〇
一
年
、
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
宣
言
書
）
に
よ
り
、
東
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
あ
る
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
が
ロ
シ
ア
帝
国
に
併
合
さ
れ
、
残
り
の
地
域
も
そ
の
後
順
次
併
合
さ
れ
た
。
現
在
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
、
こ
の
年
が
正
式
に
ロ
シ
ア
帝
国
に
征
服
さ
れ
た
年
と
さ
れ
て
い
る
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
自
ら
の
手
で
敵
か
ら
自
国
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
保
護
す
る
た
め
に
併
合
し
た
と
さ
れ
る
６
（
な
お
、
本
稿
で
は
法
的
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
が
ロ
シ
ア
帝
国
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
こ
と
を
「
併
合
」
と
言
う
が
、
実
質
的
に
は
「
征
服
」
で
あ
る
た
め
そ
の
こ
と
を
強
調
し
た
い
場
合
に
は
「
征
服
」
の
語
を
用
い
る
）。 
先
行
研
究 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
ロ
シ
ア
関
係
に
関
す
る
研
究
は
少
な
く
な
い
が
、
未
だ
十
分
で
は
な
い
。
そ
の
原
因
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
が
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
併
合
（
一
八
〇
一
～
一
九
一
七
年
）
と
ソ
連
に
よ
る
併
合
（
一
九
二
一
～
一
九
九
一
年
）
を
受
け
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
ロ
シ
ア
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
併
合
は
敵
国
か
ら
保
護
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
併
合
し
な
け
れ
ば
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
敵
国
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
、
自
国
に
よ
る
併
合
の
正
当
性
を
主
張
し
た
。
一
九
九
一
年
ま
で
の
ソ
連
時
代
も
、
研
究
に
は
政
府
の
検
閲
が
入
っ
て
お
り
、
誤
り
が
多
い
。
ソ
連
時
代
に
は
、
ツ
ァ
ー
の
政
策
へ
の
批
判
は
許
さ
れ
た
が
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
併
合
に
つ
い
て
は
、
肯
定
的
に
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ソ
連
の
崩
壊
（
一
九
九
一
年
）
か
ら
現
代
ま
で
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
研
究
者
は
、
こ
の
よ
う
な
ソ
連
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
研
究
を
批
判
し
、
一
八
〇
一
年
の
併
合
の
不
当
性
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
侵
略
政
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ソ
連
崩
壊
＝
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
後
に
検
閲
を
受
け
ず
に
書
か
れ
た
研
究
を
ま
ず
検
討
し
て
お
く
。 
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主
な
研
究
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 
第
一
は
、
ヴ
ァ
フ
タ
ン
グ
・
グ
ル
リ
「
一
四
八
三
～
一
九
二
一
年
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
ロ
シ
ア
関
係
」（
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
サ
リ
出
版
社
、
ト
ビ
リ
シ
、
二
〇
一
一
年
）
７
で
あ
る
。
グ
ル
リ
氏
は
こ
の
研
究
に
お
い
て
、
一
八
〇
一
年
か
ら
一
八
一
〇
年
に
か
け
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
併
合
し
た
経
緯
を
は
じ
め
て
論
じ
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
グ
ル
リ
氏
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
従
来
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
ロ
シ
ア
帝
国
間
の
条
約
（「
ギ
オ
ル
ギ
エ
フ
ス
ク
条
約
」
一
七
八
三
年
、「
エ
ル
ア
ズ
ナ
ウ
リ
協
定
」
一
八
〇
四
年
）
の
侵
害
で
あ
る
。
し
か
し
氏
は
、
意
外
に
も
ロ
シ
ア
帝
国
の
併
合
目
的
に
つ
い
て
は
殆
ど
述
べ
て
な
い
。 
第
二
は
、
ジ
バ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
オ
レ
グ
『
一
七
六
八
～
一
七
七
四
年
の
露
土
戦
争
と
南
ジ
ョ
ー
ジ
ア
』
（
シ
ョ
タ
・
ル
ス
タ
ヴ
ェ
リ
国
立
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
８
で
あ
る
。
ジ
バ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
氏
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
対
す
る
侵
略
政
策
を
検
討
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
全
コ
ー
カ
サ
ス
の
「
征
服
」
を
狙
っ
て
い
た
と
し
た
が
、
こ
こ
で
も
肝
心
の
ロ
シ
ア
の
「
征
服
」
の
目
的
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。 
本
章
の
課
題 
ソ
連
時
代
の
ロ
シ
ア
の
歴
史
家
の
研
究
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
併
合
し
た
目
的
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
敵
国
か
ら
保
護
す
る
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ソ
連
が
崩
壊
し
た
後
で
独
立
時
代
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
研
究
者
ら
は
、
ロ
シ
ア
・
ソ
連
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
下
で
書
か
れ
た
研
究
を
批
判
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
な
ぜ
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
併
合
し
た
の
か
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
そ
の
点
の
評
価
は
曖
昧
で
あ
る
。
本
稿
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
論
点
や
問
題
点
を
整
理
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
併
合
の
目
的
が
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
黒
海
進
出
、
す
な
わ
ち
海
港
都
市
の
占
領
に
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
を
検
証
し
て
み
た
い
。 
 
第
二
節 
一
五
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
ま
で
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
ロ
シ
ア
（
帝
国
）
関
係 
 キ
リ
ス
ト
教
国
か
ら
の
隔
離 
ま
ず
、
先
行
研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
併
合
前
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
ロ
シ
ア
（
一
七
二
一
年
ま
で
は
「
ロ
シ
ア
」
と
表
記
）
と
の
関
係
を
、
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
略
述
し
て
お
き
た
い
。 
一
四
五
三
年
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
っ
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
が
陥
落
し
た
こ
と
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
キ
リ
ス
ト
教
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
（
キ
リ
シ
タ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
９
。
四
世
紀
以
降
の
キ
リ
ス
ト
教
国
に
と
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
と
の
関
係
は
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
イ
ラ
ン
か
ら
の
圧
迫
に
対
し
、
自
国
の
文
化
・
宗
教
・
政
権
を
守
る
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た
め
に
し
ば
し
ば
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
四
六
〇
年
代
末
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
ア
王
国
の
崩
壊
が
始
ま
り
、
一
四
九
〇
年
に
崩
壊
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
王
国
は
、
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
、
カ
へ
テ
ィ
王
国
、
カ
ル
ト
ル
王
国
１
０
、
サ
ム
ツ
ヘ
・
サ
ー
タ
バ
ゴ
（
厳
密
に
は
王
国
で
は
な
い
）
の
四
カ
国
に
分
か
れ
た
（
ロ
シ
ア
革
命
後
、
こ
の
四
カ
国
を
含
む
地
域
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
し
て
独
立
し
た
た
め
、
本
稿
で
は
こ
の
地
域
を
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
総
称
し
、
ま
た
そ
の
住
民
を
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
と
表
記
す
る
場
合
も
あ
る
）。
ま
た
、
対
外
戦
争
だ
け
で
な
く
内
戦
も
起
こ
り
、
国
防
は
さ
ら
に
難
し
く
な
っ
て
い
た
。 
 
（注：イメレティ王国にサメグレロ公国、アブハジア公国、グリア公国やスヴァネティ公国が入った） 
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一
五
五
五
年
、
イ
ラ
ン
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
間
で
「
ア
マ
ス
イ
ヤ
和
平
条
約
」
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
条
約
に
よ
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
東
西
に
分
断
さ
れ
、
東
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
イ
ラ
ン
、
西
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
勢
力
圏
に
置
か
れ
た
。
さ
ら
に
、
北
側
に
は
イ
ス
ラ
ム
教
国
の
コ
ー
カ
サ
ス
が
あ
っ
た
１
１
。
つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
完
全
に
イ
ス
ラ
ム
教
の
国
々
に
囲
ま
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
孤
立
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
長
い
戦
い
に
よ
っ
て
人
口
は
減
少
し
、
各
国
は
孤
立
無
援
の
戦
い
で
国
力
を
低
下
さ
せ
た
。 
イ
ス
ラ
ム
教
の
国
々
の
包
囲
を
突
破
す
る
た
め
に
は
、
強
大
な
キ
リ
ス
ト
教
国
と
の
同
盟
が
必
要
で
あ
年 国王の名称 ロシアの国王名 結果 
一四八三年 カヘティ王国のアレ
クサンドル一世 
イヴァン三世 拒否１２ 
一五六三年 カヘティ王国のレヴ
ァン一世 
イヴァン四世 協力要請を受け入れ、カヘティ王国に五〇〇人の軍隊を派遣した。
しかし、クリミア・ハン国がロシアを攻撃したため、カヘティ王国
は北コーカサスからの撤兵を余儀なくされた１３。 
一五八六年 カヘティ王国のアレ
クサンドル二世 
フォードル一世 軍事的な援助を約束したものの、実現には至らなかった１４。 
一五八八年 カヘティ王国のアレ
クサンドル二世 
フォードル一世 軍事的な援助を約束したものの、実現には至らなかった１５。 
一六四九年 イメレティ王国のア
レクサンドル三世 
アレクセイ 拒否１６ 
一六五八年 カルトル・カヘティ王
国のテイムラズ一世 
アレクセイ 拒否１７ 
一六八二年 イメレティ王国のア
ルチル二世 
イヴァン五世 拒否１８ 
表 ジョージアの国王らからロシアへ支援要請（年表） 
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っ
た
。
そ
の
よ
う
な
国
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
ロ
シ
ア
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
、
一
四
八
〇
年
に
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
独
立
し
、
更
に
勢
力
圏
を
拡
大
し
よ
う
と
１
９
、
コ
ー
カ
サ
ス
に
接
近
し
た
。
敵
対
す
る
国
や
国
家
宗
教
を
同
じ
く
す
る
ロ
シ
ア
（
ロ
シ
ア
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
同
じ
正
教
国
で
あ
っ
た
。
正
教
と
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
派
の
こ
と
）
に
対
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
は
期
待
感
が
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
に
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
は
他
国
と
関
係
を
結
ぶ
上
で
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
王
国
ら
は
ロ
シ
ア
に
対
し
て
数
回
、
に
イ
ラ
ン
ま
た
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
対
抗
す
る
た
め
の
支
援
を
請
う
た
が
、
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。（
表
参
照
） 
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
の
外
交
政
策 
で
は
こ
の
時
期
、
ロ
シ
ア
は
ど
の
よ
う
な
外
交
政
策
を
取
っ
て
い
た
の
か
。
一
七
世
紀
末
か
ら
ロ
シ
ア
皇
帝
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
は
、
ロ
シ
ア
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
一
員
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
彼
の
目
標
は
、
黒
海
、
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
、
ダ
ー
ダ
ヌ
ル
ス
海
峡
を
ロ
シ
ア
の
影
響
下
に
置
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
カ
ス
ピ
海
を
ロ
シ
ア
の
も
の
と
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
イ
ン
ド
へ
の
航
路
を
ロ
シ
ア
の
管
理
下
に
置
く
こ
と
も
狙
っ
て
い
た
。
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
は
コ
ー
カ
サ
ス
に
進
出
す
る
べ
く
、
一
七
二
〇
年
、
カ
ル
ト
ル
王
国
に
使
者
を
派
遣
し
た
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
は
、
使
者
を
通
じ
て
国
王
ヴ
ァ
フ
タ
ン
グ
六
世
に
対
し
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
イ
ス
ラ
ム
教
の
敵
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
コ
ー
カ
サ
ス
に
進
出
し
た
の
だ
と
説
明
す
る
。
更
に
、
そ
の
戦
争
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
も
協
力
し
、
他
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
共
に
対
イ
ラ
ン
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
を
提
案
し
た
。
ヴ
ァ
フ
タ
ン
グ
六
世
は
こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
、
ロ
シ
ア
の
同
盟
国
と
な
っ
た
。 
グ
ル
リ
氏
に
よ
る
と
、「
国
王
ヴ
ァ
フ
タ
ン
グ
六
世
は
、
ロ
シ
ア
と
同
盟
を
結
ぶ
前
に
、
イ
ラ
ン
か
ら
の
保
護
と
支
援
を
求
め
る
た
め
に
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
使
節
団
を
派
遣
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
イ
ラ
ン
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
同
盟
国
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
一
七
一
五
年
、
支
援
を
拒
否
さ
れ
た
。
ヴ
ァ
フ
タ
ン
グ
六
世
は
自
国
を
守
る
た
め
に
、
ロ
シ
ア
と
の
同
盟
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
２
０
の
で
あ
っ
た
。 
一
七
二
二
年
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
は
カ
ス
ピ
海
沿
岸
に
進
出
を
開
始
し
、
ヴ
ァ
フ
タ
ン
グ
六
世
は
連
合
国
の
一
員
と
し
て
四
万
人
の
軍
勢
（
ア
ル
メ
ニ
ア
人
等
を
含
む
）
を
従
え
、
待
ち
か
ま
え
た
。
当
時
、
イ
ラ
ン
の
国
力
は
低
下
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
・
カ
ル
ト
ル
王
国
連
合
軍
に
対
抗
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
他
方
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
、
コ
ー
カ
サ
ス
に
「
強
い
ロ
シ
ア
」
で
は
な
く
「
弱
い
イ
ラ
ン
」
が
い
る
方
が
都
合
が
よ
い
の
で
、
イ
ラ
ン
を
救
済
す
る
た
め
ヴ
ァ
フ
タ
ン
グ
六
世
に
同
盟
を
提
案
し
た
。
し
か
し
、
ヴ
ァ
フ
タ
ン
グ
六
世
は
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
か
ら
の
支
援
を
期
待
し
て
い
た
た
め
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
の
提
案
を
拒
否
し
た
。 
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
の
裏
切
り
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
の
撤
退 
と
こ
ろ
が
一
七
二
二
年
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
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世
は
カ
ス
ピ
海
沿
岸
へ
の
遠
征
を
突
然
中
止
し
た
。
カ
ル
ト
ル
王
国
は
、
同
盟
国
ロ
シ
ア
か
ら
援
助
を
得
ら
れ
ず
、
イ
ラ
ン
や
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
対
峙
し
て
孤
立
し
た
。
ま
ず
イ
ラ
ン
の
支
持
で
北
コ
ー
カ
サ
ス
の
諸
民
族
が
カ
ル
ト
ル
王
国
を
攻
め
入
り
、
更
に
一
七
二
三
年
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
軍
が
カ
ル
ト
ル
王
国
の
首
都
ト
ビ
リ
シ
を
陥
落
さ
せ
、
カ
ル
ト
ル
は
焼
け
野
原
に
さ
れ
た
。 
一
七
二
四
年
、
ロ
シ
ア
は
秘
か
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
和
平
条
約
」
を
結
び
、
東
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
勢
力
圏
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
イ
ス
ラ
ム
教
の
敵
か
ら
保
護
す
る
と
い
う
、
国
王
ヴ
ァ
フ
タ
ン
グ
六
世
へ
の
約
束
を
守
ら
な
か
っ
た
た
め
、
ヴ
ァ
フ
タ
ン
グ
六
世
は
、
一
七
二
四
年
に
戦
争
を
中
断
し
ロ
シ
ア
帝
国
に
逃
亡
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
２
１
。
こ
の
事
実
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
に
と
っ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
私
は
理
解
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
フ
タ
ン
グ
六
世
は
四
万
人
の
軍
人
を
率
い
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
到
着
を
待
ち
、
共
に
攻
撃
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
ま
た
、
自
国
の
安
泰
の
た
め
に
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
同
盟
を
結
ぶ
道
も
あ
っ
た
が
あ
え
て
そ
れ
を
拒
否
し
、
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
ロ
シ
ア
と
の
同
盟
を
選
ん
だ
。
そ
し
て
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
和
平
条
約
」
の
後
、
ヴ
ァ
フ
タ
ン
グ
六
世
が
逃
げ
込
ん
だ
先
は
、
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
国
で
あ
る
当
の
ロ
シ
ア
帝
国
で
あ
っ
た
。 
一
七
二
四
年
、
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
の
国
王
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
五
世
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
の
侵
略
を
防
ぐ
た
め
に
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
に
手
紙
を
送
っ
た
。
国
王
は
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
が
窮
乏
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
の
経
済
的
な
支
援
を
求
め
た
。
し
か
し
、
一
七
二
四
年
に
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
和
平
条
約
」
を
結
ん
だ
ロ
シ
ア
は
、
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
だ
け
で
な
く
、
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
も
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
勢
力
圏
と
認
め
て
い
た
た
め
、
支
援
を
拒
ん
だ
。
一
七
三
八
年
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
五
世
は
ロ
シ
ア
に
再
び
支
援
を
請
う
た
め
使
節
団
を
派
遣
し
た
が
、
こ
れ
も
失
敗
し
た
２
２
。 
 
 
 
こ
う
し
て
一
七
三
二
か
ら
一
七
三
六
年
に
か
け
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
カ
ス
ピ
海
沿
岸
か
ら
撤
兵
し
て
い
っ
た
２
３
。 
キ
リ
ス
ト
教
国
と
し
て
の
ロ
シ
ア
の
意
義 
以
上
の
よ
う
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
各
国
王
ら
は
、
宗
教
を
同
じ
く
す
る
ロ
シ
ア
か
ら
支
援
を
受
け
る
こ
と
を
非
常
に
強
く
期
待
し
て
お
り
、
何
度
も
そ
の
た
め
の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
と
同
盟
し
て
敵
国
と
戦
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
全
て
の
主
権
を
ロ
シ
ア
へ
譲
る
こ
と
さ
え
提
案
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ロ
シ
ア
は
、
そ
の
要
請
を
表
向
き
は
受
け
入
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
も
の
の
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
支
援
を
行
わ
な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
（
帝
国
）
に
は
、
同
じ
宗
教
で
あ
っ
て
も
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
保
護
し
た
り
支
援
し
た
り
す
る
明
確
な
意
思
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
（
帝
国
）
に
と
っ
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
意
義
は
、
こ
の
時
期
あ
ま
り
高
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
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第
三
節 
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
併
合
の
準
備 
 エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
の
外
交
政
策
―
黒
海
進
出
― 
本
節
で
も
、
先
行
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
ま
と
め
て
お
く
。
一
七
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
外
交
政
策
を
改
め
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
対
す
る
関
心
を
再
び
強
め
た
。
こ
の
一
八
世
紀
後
半
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
併
合
の
準
備
期
間
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
な
ぜ
ジ
ョ
ー
ジ
ア
が
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
重
要
と
な
っ
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。 
ソ
連
時
代
の
歴
史
家
ミ
ハ
イ
ル
・
ポ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
帝
国
経
済
の
発
展
は
貿
易
を
促
進
し
、
海
洋
へ
の
進
出
を
促
し
た
。
し
か
し
ロ
シ
ア
帝
国
に
と
っ
て
、
海
外
か
ら
技
術
や
機
械
等
を
輸
入
し
、
ま
た
雑
穀
を
輸
出
す
る
た
め
に
は
、
バ
ル
ト
海
は
遠
か
っ
た
。
そ
こ
で
ロ
シ
ア
帝
国
は
黒
海
に
進
出
し
、
ク
リ
ミ
ア
と
現
在
の
オ
デ
ッ
サ
周
辺
を
獲
得
し
、
地
中
海
に
入
る
た
め
の
海
峡
を
支
配
下
に
置
く
こ
と
を
狙
っ
た
の
で
あ
る
２
４
。 
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
帝
国
の
皇
帝
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
は
、
黒
海
を
目
指
し
た
。
黒
海
を
目
指
す
に
あ
た
っ
て
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
存
在
が
妨
げ
と
な
る
。
そ
こ
で
一
七
六
八
年
、
露
土
戦
争
が
開
始
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
は
開
戦
の
理
由
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
民
族
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
下
か
ら
解
放
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
帝
国
側
の
本
当
の
目
的
は
ク
リ
ミ
ア
・
ハ
ン
国
や
北
黒
海
沿
岸
を
占
領
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
２
５
。
黒
海
の
東
沿
岸
の
キ
リ
ス
ト
教
国
家
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
だ
け
で
あ
り
、
そ
こ
で
ロ
シ
ア
帝
国
に
と
っ
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
が
重
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
ロ
シ
ア
帝
国
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
の
戦
争
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
諸
国
の
軍
も
参
戦
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
た
。
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
と
違
っ
て
、
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
は
参
戦
に
向
け
て
説
得
し
や
す
い
と
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
は
考
え
た
２
６
。
こ
の
考
え
は
正
し
か
っ
た
と
言
え
る
。
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
の
国
王
ソ
ロ
モ
ン
一
世
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
の
独
立
を
求
め
、
一
七
六
四
年
ロ
シ
ア
に
対
し
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
戦
う
た
め
の
支
援
を
要
請
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
こ
の
時
は
拒
否
さ
れ
た
）
２
７
。 
露
土
戦
争
時
の
ロ
シ
ア
帝
国
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア 
一
七
六
八
年
に
露
土
戦
争
が
始
ま
る
と
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
諸
国
に
参
戦
を
求
め
た
。
ソ
ロ
モ
ン
一
世
や
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
の
国
王
エ
レ
ク
レ
二
世
は
、
参
戦
す
る
代
わ
り
に
、
①
経
済
援
助
を
行
う
こ
と
、
②
必
要
な
場
合
砲
兵
や
大
砲
を
送
る
こ
と
、
③
和
平
条
約
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
意
思
を
反
映
す
る
こ
と
、
の
三
つ
の
条
件
を
提
示
し
た
２
８
。
ソ
ロ
モ
ン
一
世
や
エ
レ
ク
レ
二
世
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
併
合
さ
れ
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
領
土
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
強
力
な
同
盟
国
を
求
め
て
お
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
申
し
入
れ
は
そ
れ
に
見
合
う
も
の
で
あ
っ
た
２
９
。
こ
う
し
て
各
国
は
、
最
終
的
に
、
五
〇
〇
〇
人
の
軍
人
と
大
砲
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
を
条
件
に
、
参
戦
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
の
で
あ
る
。 
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ジ
バ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
氏
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
ロ
シ
ア
帝
国
軍
を
派
遣
し
た
目
的
は
、
①
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
対
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
軍
を
利
用
す
る
こ
と
、
②
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
を
「
征
服
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
３
０
。
ま
た
グ
ル
リ
氏
に
よ
る
と
、「
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
を
戦
わ
せ
る
南
コ
ー
カ
サ
ス
の
開
戦
に
よ
っ
て
、
オ
ス
マ
ン
軍
を
コ
ー
カ
サ
ス
に
足
止
め
し
、
ク
リ
ミ
ア
に
全
軍
を
送
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
」
と
い
う
３
１
。
し
か
し
、
こ
の
意
見
は
正
確
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
開
戦
し
た
後
で
も
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
コ
ー
カ
サ
ス
に
軍
を
増
派
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
の
目
的
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
参
戦
に
よ
っ
て
、
ク
リ
ミ
ア
に
派
遣
さ
れ
る
オ
ス
マ
ン
軍
の
数
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。 
ロ
シ
ア
帝
国
の
目
的 
一
七
七
〇
年
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
・
ト
ー
ト
レ
ー
ベ
ン
将
軍
が
入
っ
た
。
エ
レ
ク
レ
二
世
は
、
コ
ー
カ
サ
ス
に
対
す
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
侵
略
拠
点
で
あ
っ
た
ア
ハ
ル
ツ
ィ
ヘ
要
塞
へ
の
攻
撃
を
求
め
た
の
に
対
し
て
、
ト
ー
ト
レ
ー
ベ
ン
は
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
に
移
動
し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
軍
と
戦
っ
て
い
る
ソ
ロ
モ
ン
一
世
を
支
援
し
た
。
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
首
都
の
ク
タ
イ
シ
要
塞
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
軍
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
・
ロ
シ
ア
帝
国
連
合
軍
の
攻
撃
に
よ
り
、
要
塞
は
陥
落
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
へ
の
支
援
は
そ
こ
ま
で
で
あ
り
、
一
七
七
〇
年
一
〇
月
四
日
、
ソ
ロ
モ
ン
一
世
の
反
対
に
も
関
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
帝
国
軍
は
黒
海
沿
岸
の
海
港
都
市
ポ
チ
を
包
囲
し
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
軍
は
要
塞
を
守
り
抜
き
、
一
七
七
一
年
二
月
六
日
、
失
敗
し
た
ト
ー
ト
レ
ー
ベ
ン
将
軍
は
包
囲
を
解
く
３
２
。
こ
の
間
、
彼
が
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
国
王
や
イ
メ
レ
テ
ィ
国
王
に
対
す
る
ク
ー
デ
タ
ー
を
計
画
し
た
（
失
敗
）
こ
と
も
あ
り
、
エ
レ
ク
レ
二
世
や
ソ
ロ
モ
ン
一
世
の
抗
議
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
ト
ー
ト
レ
ー
ベ
ン
将
軍
を
更
迭
し
、
代
わ
り
に
ス
ホ
ー
テ
ィ
ン
将
軍
を
差
し
向
け
た
。  
一
七
七
一
年
に
、
ス
ホ
ー
テ
ィ
ン
将
軍
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
入
っ
た
。
一
七
七
一
年
一
月
一
三
日
、
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
は
ス
ホ
ー
テ
ィ
ン
将
軍
に
手
紙
を
送
っ
た
。
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
た
の
は
、
黒
海
へ
の
進
出
を
実
現
す
る
た
め
に
も
ポ
チ
は
重
要
で
あ
る
の
で
、
必
ず
ポ
チ
を
獲
得
し
守
り
抜
く
こ
と
、
そ
し
て
「
神
か
ら
こ
れ
よ
り
良
い
港
が
い
た
だ
く
ま
で
軍
艦
の
た
め
に
ポ
チ
港
を
利
用
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
３
３
。 
エ
レ
ク
レ
二
世
は
、
ス
ホ
ー
テ
ィ
ン
将
軍
に
も
ア
ハ
ル
ツ
ィ
へ
要
塞
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
将
軍
は
拒
否
し
、
ポ
チ
を
包
囲
す
る
た
め
に
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
に
移
動
し
た
。
国
王
ソ
ロ
モ
ン
一
世
は
、
沼
で
囲
ま
れ
た
ポ
チ
を
夏
に
包
囲
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
（
伝
染
病
を
警
戒
し
た
た
め
）
が
、
ス
ホ
ー
テ
ィ
ン
将
軍
は
ポ
チ
要
塞
を
包
囲
し
た
。
し
か
し
、
彼
を
は
じ
め
ロ
シ
ア
帝
国
軍
の
半
分
以
上
は
病
気
に
な
り
、
一
〇
月
に
は
包
囲
を
解
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。
や
む
な
く
同
年
一
二
月
、
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
は
ロ
シ
ア
帝
国
軍
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
の
撤
兵
を
命
令
し
３
４
、
一
七
七
二
年
ロ
シ
ア
軍
は
帰
国
し
て
い
っ
た
。
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
や
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
は
、
ま
た
も
や
同
盟
国
の
ロ
シ
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ア
帝
国
は
約
束
を
守
ら
ず
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
軍
に
対
し
て
孤
立
状
態
と
な
っ
た
３
５
。
こ
う
し
て
一
七
七
四
年
、「
キ
ュ
チ
ュ
ク
・
カ
イ
ナ
ル
ジ
条
約
」
が
締
結
さ
れ
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
勢
力
圏
で
あ
る
と
認
め
た
の
で
あ
る
３
６
。 
私
は
こ
こ
に
ロ
シ
ア
帝
国
の
目
的
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
先
行
研
究
で
は
明
確
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
目
的
は
、
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
軍
か
ら
保
護
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
黒
海
に
進
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ジ
バ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
氏
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
で
ポ
チ
の
獲
得
が
決
定
さ
れ
た
の
は
、
一
七
七
一
年
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
ポ
チ
の
攻
撃
は
一
七
七
一
年
で
は
な
く
そ
れ
以
前
に
、
例
え
ば
露
土
戦
争
が
始
ま
っ
た
一
七
六
八
年
に
定
め
ら
れ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
一
七
七
〇
年
に
ト
ー
ト
レ
ー
ベ
ン
将
軍
は
ア
ハ
ル
ツ
ィ
へ
要
塞
へ
の
攻
撃
を
行
わ
ず
、
た
だ
ち
に
ポ
チ
の
包
囲
へ
と
向
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 
但
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
こ
の
時
期
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
黒
海
沿
岸
を
必
ず
し
も
占
領
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
た
な
ら
、
実
際
に
派
遣
さ
れ
た
軍
勢
よ
り
も
は
る
か
に
大
規
模
な
軍
勢
で
攻
撃
し
た
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
は
、
ト
ー
ト
レ
ー
ベ
ン
将
軍
は
、
ポ
チ
を
獲
得
す
る
と
い
う
目
的
が
達
成
で
き
な
く
な
る
と
、
た
だ
ち
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
撤
兵
し
た
。
こ
の
時
は
ま
だ
、
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ク
リ
ミ
半
島
獲
得
が
ロ
シ
ア
帝
国
の
第
一
目
的
で
あ
っ
た
。 
「
ギ
リ
シ
ア
計
画
」
と
ギ
オ
ル
ギ
エ
フ
ス
ク
条
約 
エ
レ
ク
レ
二
世
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
敵
国
に
対
し
て
、
同
盟
国
を
持
た
ず
に
自
国
の
軍
だ
け
で
は
国
を
守
れ
な
い
と
考
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
国
家
と
の
同
盟
を
画
策
し
た
。
国
王
は
イ
タ
リ
ア
の
宣
教
師
を
通
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
ロ
ー
マ
法
王
等
に
経
済
援
助
や
軍
事
改
革
の
支
援
を
請
う
た
。
そ
の
見
返
り
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
戦
争
す
る
場
合
に
は
、
エ
レ
ク
レ
二
世
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
で
参
戦
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の
返
答
は
な
か
っ
た
が
、
他
方
で
エ
レ
ク
レ
二
世
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
も
支
援
を
依
頼
し
続
け
た
３
７
。 
一
七
八
〇
年
か
ら
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
共
に
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
排
除
す
る
「
ギ
リ
シ
ア
計
画
」
を
立
案
し
た
３
８
。1781
年
、
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
と
秘
か
に
会
い
、
ギ
リ
シ
ア
計
画
に
関
し
て
交
渉
を
始
め
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
の
目
的
は
地
中
海
に
入
る
海
峡
を
獲
得
し
、
ア
ド
リ
ア
海
か
ら
カ
ス
ピ
海
に
か
け
て
ロ
シ
ア
帝
国
の
勢
力
圏
を
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
３
９
。
こ
れ
と
当
時
に
、
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
は
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
に
向
か
い
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
保
護
下
に
入
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
エ
レ
ク
レ
二
世
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
支
援
を
受
け
ら
れ
る
見
込
み
が
な
か
っ
た
の
で
、
自
国
を
守
る
た
め
に
こ
の
提
案
に
応
じ
る
こ
と
に
し
た
。 
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一
七
八
三
年
七
月
、
ロ
シ
ア
帝
国
と
カ
ル
ト
ル
・
カ
へ
テ
ィ
王
国
は
、
ギ
オ
ル
ギ
エ
フ
ス
ク
で
条
約
（「
ギ
オ
ル
ギ
エ
フ
ス
ク
条
約
」）
に
調
印
し
た
。「
ギ
オ
ル
ギ
エ
フ
ス
ク
条
約
」
の
内
容
は
、
要
約
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
カ
ル
ト
ル
・
カ
へ
テ
ィ
王
国
は
外
交
権
を
ロ
シ
ア
帝
国
に
譲
り
、
そ
の
代
わ
り
ロ
シ
ア
帝
国
の
保
護
領
と
な
っ
て
、
敵
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
場
合
、
ロ
シ
ア
帝
国
側
は
王
国
を
保
護
す
る
義
務
を
負
う
。
第
二
に
、
よ
り
重
要
な
点
は
、
こ
の
段
階
で
は
ロ
シ
ア
帝
国
が
カ
ル
ト
ル
・
カ
へ
テ
ィ
王
国
の
内
政
に
干
渉
す
る
権
利
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
４
０
。
し
か
し
ロ
シ
ア
帝
国
は
「
ギ
オ
ル
ギ
エ
フ
ス
ク
条
約
」
を
遵
守
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
当
時
「
ギ
リ
シ
ア
計
画
」
の
実
行
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。 
一
七
八
三
年
の
一
一
月
、
ロ
シ
ア
は
カ
ル
ト
ル
・
カ
へ
テ
ィ
王
国
側
が
求
め
て
い
た
二
連
隊
で
は
な
く
、
二
大
隊
を
進
駐
さ
せ
て
き
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
軍
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
へ
の
出
兵
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
や
イ
ラ
ン
の
不
満
を
招
い
た
。
そ
れ
ま
で
エ
レ
ク
レ
二
世
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
ハ
ン
国
ら
は
、
宗
主
国
で
あ
る
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
へ
の
貢
納
を
中
止
し
た
。
更
に
、
北
コ
ー
カ
サ
ス
イ
ス
ラ
ム
教
の
諸
民
族
軍
は
、
宗
教
を
保
護
す
る
名
目
で
、
し
ば
し
ば
王
国
を
攻
撃
し
た
。
エ
レ
ク
レ
二
世
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
し
て
数
回
に
わ
た
り
条
約
を
守
る
こ
と
や
、
軍
事
援
助
を
す
る
よ
う
に
催
促
し
た
が
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
王
国
の
国
力
低
下
を
狙
っ
て
い
た
た
め
４
１
、
エ
レ
ク
レ
二
世
の
催
促
を
無
視
し
た
。
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
は
ロ
シ
ア
保
護
領
と
な
っ
た
が
恩
恵
を
受
け
ら
れ
ず
、
逆
に
孤
立
無
援
と
な
っ
た
４
２
。
一
七
八
七
年
、
第
二
次
露
土
戦
争
が
始
ま
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
二
大
隊
を
ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
撤
兵
さ
せ
、
一
七
九
一
年
に
露
土
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
王
国
に
戻
さ
な
か
っ
た
４
３
。
エ
レ
ク
レ
二
世
は
や
む
な
く
、
自
国
を
守
る
た
め
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
含
め
た
周
辺
国
と
の
交
渉
を
開
始
し
た
。
露
土
戦
争
を
経
て
も
な
お
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
勢
力
削
減
を
め
ざ
す
「
ギ
リ
シ
ア
計
画
」
の
実
現
は
遠
く
、
そ
れ
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
と
っ
て
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
重
要
性
が
な
く
な
り
、「
ギ
オ
ル
ギ
エ
フ
ス
ク
条
約
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
義
務
が
守
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
一
七
九
三
年
、「
ギ
オ
ル
ギ
エ
フ
ス
ク
条
約
」
に
不
満
を
感
じ
た
イ
ラ
ン
の
ア
ー
ガ
ー
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
ー
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
攻
撃
す
る
構
え
を
見
せ
た
。
国
王
エ
レ
ク
レ
二
世
は
、
立
て
続
け
に
ロ
シ
ア
帝
国
に
使
者
を
派
遣
し
、「
ギ
オ
ル
ギ
エ
フ
ス
ク
条
約
」
通
り
、
王
国
へ
の
軍
事
援
助
を
要
求
し
た
が
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
全
て
の
要
求
を
無
視
し
た
。
一
七
九
五
年
九
月
、
イ
ラ
ン
軍
は
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
に
侵
攻
し
、
首
都
ト
ビ
リ
シ
を
焼
き
払
っ
た
。
王
国
軍
の
み
で
は
対
処
で
き
ず
、
つ
い
に
戦
い
に
敗
れ
、
国
は
非
常
に
大
き
な
被
害
を
受
け
、
弱
体
化
し
た
。 
ロ
シ
ア
帝
国
は
一
七
九
五
年
一
二
月
、
イ
ラ
ン
に
宣
戦
布
告
し
、
三
万
人
の
軍
勢
で
攻
撃
を
開
始
し
た
が
、
同
年
、
皇
帝
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
が
死
亡
す
る
と
、
パ
ー
ヴ
ェ
ル
一
世
は
方
針
を
転
換
し
、
一
七
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九
七
年
の
六
月
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
要
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
帝
国
軍
は
引
き
上
げ
た
。
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
と
違
っ
て
、
パ
ー
ヴ
ェ
ル
一
世
に
は
コ
ー
カ
サ
ス
に
進
出
す
る
意
図
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
歴
史
家
の
中
に
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
王
国
の
併
合
を
最
終
目
的
と
し
て
、
そ
の
た
め
に
王
国
を
弱
体
化
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
一
見
正
し
そ
う
で
あ
る
が
、
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
①
一
七
六
八
～
一
七
七
四
年
の
露
土
戦
争
に
際
し
て
ポ
チ
港
の
獲
得
を
狙
っ
た
時
、
②
「
ギ
リ
シ
ア
計
画
」
の
実
行
を
目
指
し
た
時
の
二
度
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
な
い
と
分
か
っ
た
段
階
で
ロ
シ
ア
帝
国
は
撤
兵
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
敵
国
に
対
し
て
孤
立
し
た
。
つ
ま
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
目
標
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
併
合
、
弱
体
化
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
黒
海
に
進
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
第
四
節 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
併
合 
 イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
動
向 
本
節
で
は
ロ
シ
ア
帝
国
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
諸
王
国
を
併
合
さ
せ
る
過
程
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
中
で
も
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
黒
海
進
出
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
併
合
と
の
関
係
に
留
意
す
る
。
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
併
合
の
実
際
の
目
的
は
ロ
シ
ア
正
教
国
の
保
護
に
あ
っ
た
の
か
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
国
土
拡
大
に
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
は
別
の
目
的
が
あ
っ
た
の
か
を
論
点
と
し
て
考
察
し
た
い
。 
一
八
世
紀
後
半
、
コ
ー
カ
サ
ス
に
対
す
る
列
強
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
イ
ラ
ン
や
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
帝
国
も
自
身
の
勢
力
圏
下
に
置
く
こ
と
を
望
ん
だ
。
こ
の
う
ち
、
い
ち
早
く
コ
ー
カ
サ
ス
に
あ
る
民
族
の
保
護
を
宣
言
し
た
の
は
ロ
シ
ア
帝
国
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
は
ロ
シ
ア
帝
国
が
コ
ー
カ
サ
ス
を
勢
力
圏
下
に
置
く
可
能
性
が
最
も
高
か
っ
た
と
言
え
る
。
ロ
シ
ア
帝
国
が
コ
ー
カ
サ
ス
に
対
し
て
関
心
を
も
っ
た
理
由
は
、
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
へ
の
進
出
を
意
図
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
イ
ラ
ン
や
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
経
済
面
や
軍
事
面
で
支
援
し
、
コ
ー
カ
サ
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
の
勢
力
圏
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
戦
略
的
意
義
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
４
４
。  
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一
七
九
九
年
一
〇
月
一
七
日
、
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
の
状
況
を
視
察
す
る
た
め
に
、
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
ム
シ
ン
・
プ
ー
シ
キ
ン
伯
爵
が
派
遣
さ
れ
た
。
一
八
〇
〇
年
、
彼
は
皇
帝
に
対
す
る
報
告
書
で
、
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
を
併
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
ず
れ
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
や
サ
メ
グ
レ
ロ
公
国
も
併
合
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
述
べ
た
。
ヴ
ァ
フ
タ
ン
グ
・
フ
ェ
ラ
ゼ
氏
や
ラ
ヴ
ァ
ン
・
ム
ム
ラ
ゼ
氏
は
、
一
八
〇
〇
年
の
こ
の
報
告
書
を
も
っ
て
「
ロ
シ
ア
帝
国
の
全
ジ
ョ
ー
ジ
ア
征
服
計
画
」
と
判
断
し
た
４
５
。 
一
七
九
九
年
の
一
一
月
、
ト
ビ
リ
シ
に
イ
ヴ
ァ
ン
・
ラ
ザ
レ
フ
将
軍
の
軍
が
派
遣
さ
れ
て
き
た
。
ラ
ザ
レ
フ
将
軍
は
、
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
に
ロ
シ
ア
帝
国
軍
が
出
兵
し
た
理
由
を
、「
ギ
オ
ル
ギ
エ
フ
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ス
ク
条
約
」
に
従
い
、
王
国
を
保
護
す
る
た
め
だ
と
説
明
し
た
。
し
か
し
、
実
際
の
理
由
は
併
合
の
準
備
で
あ
っ
た
。
更
に
、
マ
ミ
ア
・
ド
ゥ
ン
バ
ゼ
氏
は
「
ロ
シ
ア
帝
国
軍
が
ト
ビ
リ
シ
に
入
る
こ
と
は
、
イ
ン
ド
を
巡
る
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
間
の
紛
争
の
開
始
と
関
連
が
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
４
６
。 
カ
ル
ト
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
の
併
合 
そ
の
直
前
の
一
七
九
八
年
死
亡
し
た
エ
レ
ク
レ
二
世
の
後
継
者
は
、
病
弱
な
ギ
オ
ル
ギ
一
二
世
と
な
っ
て
い
た
。
一
八
〇
〇
年
、
パ
ー
ヴ
ェ
ル
一
世
は
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
同
盟
を
結
ん
だ
。
ロ
シ
ア
帝
国
は
フ
ラ
ン
ス
が
イ
ギ
リ
ス
と
戦
争
す
る
際
に
、
フ
ラ
ン
ス
を
支
援
す
る
代
わ
り
に
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
一
部
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
支
援
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
受
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
同
年
イ
ン
ド
へ
出
兵
し
た
ロ
シ
ア
帝
国
軍
に
と
っ
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
必
要
な
国
と
な
っ
た
４
７
。 
こ
う
し
て
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
の
ロ
シ
ア
帝
国
へ
の
併
合
が
決
定
さ
れ
、
パ
ー
ヴ
ェ
ル
一
世
は
一
八
〇
〇
年
一
二
月
一
八
日
、
王
国
を
ロ
シ
ア
帝
国
へ
併
合
す
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
宣
言
書
）
を
用
意
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
ギ
オ
ル
ギ
一
二
世
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
直
前
に
死
亡
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
へ
の
併
合
の
許
可
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
パ
ー
ヴ
ェ
ル
一
世
は
、
一
八
〇
一
年
一
月
一
八
日
、
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
を
ロ
シ
ア
帝
国
に
併
合
す
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
宣
言
書
）
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。 
一
八
〇
一
年
三
月
に
、
パ
ー
ヴ
ェ
ル
一
世
が
暗
殺
さ
れ
た
。
後
継
者
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
、
外
交
政
策
を
変
更
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
対
立
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
軍
の
イ
ン
ド
へ
の
出
兵
を
停
止
し
た
。
ま
た
、
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
の
併
合
が
外
交
問
題
を
引
き
起
こ
す
の
を
避
け
る
た
め
に
、
新
皇
帝
は
王
国
の
ロ
シ
ア
帝
国
へ
の
併
合
を
保
留
し
た
。
そ
し
て
カ
ー
ル
・
ク
ノ
リ
ン
グ
将
軍
に
対
し
て
、
王
国
の
状
態
を
検
討
す
る
た
め
、
①
王
国
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
援
助
な
し
に
自
国
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
②
ロ
シ
ア
帝
国
へ
の
併
合
は
す
べ
て
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
意
思
で
あ
っ
た
の
か
の
二
点
を
調
べ
る
よ
う
命
じ
た
４
８
。 
ク
ノ
リ
ン
グ
は
命
令
の
目
的
を
理
解
し
、
そ
の
後
皇
帝
に
提
出
し
た
報
告
書
の
中
で
、
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
は
独
力
で
は
自
国
を
守
る
こ
と
が
で
き
ず
、
市
民
は
ロ
シ
ア
帝
国
へ
の
併
合
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
虚
偽
の
内
容
を
記
載
し
た
。
実
際
に
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
ロ
シ
ア
帝
国
へ
の
併
合
を
望
ん
で
お
ら
ず
、
報
告
書
の
内
容
は
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
を
併
合
す
る
た
め
の
仕
掛
け
で
あ
っ
た
。
一
八
〇
一
年
八
月
八
日
、
ロ
シ
ア
帝
国
で
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
を
ロ
シ
ア
帝
国
へ
併
合
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
帝
国
の
グ
ー
ベ
ル
ニ
ヤ
（
県
）
に
な
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
一
八
〇
一
年
九
月
一
二
日
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル1
世
は
王
国
を
ロ
シ
ア
帝
国
へ
併
合
す
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
宣
言
書
）
を
発
表
し
た
４
９
。 
チ
ュ
ン
ブ
リ
ゼ
・
ド
ド
氏
は
一
連
の
出
来
事
に
つ
い
て
、「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
、
併
合
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
よ
っ
て
ギ
オ
ル
ギ
エ
フ
ス
ク
条
約
を
破
り
、
王
族
が
国
王
の
座
に
就
く
こ
と
を
否
定
し
た
。
そ
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の
よ
う
な
こ
と
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
や
イ
ラ
ン
も
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
両
国
が
征
服
す
る
際
に
は
国
王
の
権
限
が
縮
小
さ
れ
る
が
、
宗
主
国
の
支
配
下
に
運
営
さ
れ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
だ
け
が
王
政
を
廃
止
し
、
王
族
を
ロ
シ
ア
帝
国
に
移
住
さ
せ
た
の
で
あ
る
」
と
批
判
し
た
５
０
。 
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
の
併
合
の
目
的
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ド
ゥ
ン
バ
ゼ
氏
に
よ
る
と
、
一
九
世
紀
初
頭
に
ロ
シ
ア
帝
国
は
バ
ー
ク
（
カ
ス
ピ
海
西
沿
岸
）
と
西
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
黒
海
沿
岸
を
手
に
入
れ
る
計
画
を
立
て
た
。
ト
ビ
リ
シ
を
経
て
黒
海
と
カ
ス
ピ
海
と
を
直
結
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
支
配
下
に
新
貿
易
ル
ー
ト
を
開
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
５
１
。
し
か
し
、
で
は
な
ぜ
カ
ス
ピ
海
と
黒
海
と
を
直
結
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
ド
ゥ
ン
バ
ゼ
氏
は
書
い
て
い
な
い
が
、
彼
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
（
後
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）
を
併
合
し
、
黒
海
と
カ
ス
ピ
海
を
直
結
し
て
ア
ジ
ア
市
場
な
ど
と
の
貿
易
ル
ー
ト
の
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
西
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
併
合
①
―
サ
メ
グ
レ
ロ
公
国
の
併
合
― 
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
に
次
い
で
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
西
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
併
合
に
向
か
っ
た
。
そ
こ
を
併
合
せ
ず
に
、
黒
海
沿
岸
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
帝
国
は
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
併
合
の
理
由
と
し
て
、
王
国
の
状
態
を
調
査
さ
せ
た
が
、
西
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
場
合
は
そ
の
よ
う
な
調
査
な
し
に
併
合
が
は
か
ら
れ
た
。 
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
の
国
王
ソ
ロ
モ
ン
二
世
は
、
反
ロ
シ
ア
的
思
想
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
の
で
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
直
接
交
渉
に
乗
り
出
す
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
に
対
し
て
は
、
サ
メ
グ
レ
ロ
公
国
の
グ
リ
ゴ
リ
・
ダ
デ
ィ
ア
ニ
公
爵
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ソ
ロ
モ
ン
二
世
と
ダ
デ
ィ
ア
ニ
は
レ
チ
ュ
フ
ミ
地
方
を
巡
っ
て
争
っ
て
お
り
、
ダ
デ
ィ
ア
ニ
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
誘
い
に
乗
っ
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
は
ダ
デ
ィ
ア
ニ
に
対
し
、
サ
メ
グ
レ
ロ
公
国
を
ロ
シ
ア
帝
国
に
併
合
す
れ
ば
、
レ
チ
ュ
フ
ミ
地
方
の
獲
得
を
支
持
す
る
と
の
条
件
を
提
示
し
、
ダ
デ
ィ
ア
ニ
は
そ
れ
を
承
諾
し
た
。 
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ツ
ィ
ツ
ィ
ア
ノ
フ
ジ
ョ
ー
ジ
ア
総
督
は
、
ダ
デ
ィ
ア
ニ
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
に
対
す
る
請
願
書
（
ロ
シ
ア
帝
国
へ
の
併
合
を
願
い
出
る
内
容
）
を
送
ら
せ
る
た
め
、
マ
イ
ノ
フ
大
佐
を
派
遣
し
た
。
こ
れ
は
実
に
茶
番
で
あ
っ
た
。
請
願
書
の
内
容
は
ロ
シ
ア
人
が
書
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ダ
デ
ィ
ア
ニ
は
、
ほ
と
ん
ど
修
正
せ
ず
に
自
分
の
書
い
た
請
願
書
と
し
て
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
後
に
は
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
公
爵
や
グ
リ
ア
公
爵
や
イ
メ
レ
テ
ィ
国
王
も
、
同
じ
よ
う
に
し
て
書
か
れ
た
請
願
書
を
提
出
し
た
。
一
八
〇
三
年
一
二
月
四
日
、
サ
メ
グ
レ
ロ
公
国
は
請
願
書
に
調
印
し
、
正
式
に
ロ
シ
ア
帝
国
の
保
護
領
と
な
っ
た
５
２
。
請
願
書
に
は
、
①
サ
メ
グ
レ
ロ
公
国
は
永
久
に
ロ
シ
ア
帝
国
の
一
部
と
な
る
こ
と
、
②
ロ
シ
ア
帝
国
は
造
船
の
た
め
に
公
国
の
森
か
ら
材
木
を
無
料
で
得
る
こ
と
、③
新
港
を
開
設
す
る
場
合
ロ
シ
ア
商
人
は
課
税
さ
れ
な
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
５
３
。こ
こ
か
ら
、
こ
の
請
願
書
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
と
っ
て
非
常
に
有
利
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
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サ
メ
グ
レ
ロ
公
国
の
ロ
シ
ア
帝
国
保
護
領
化
は
、
実
際
に
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
併
合
で
あ
っ
た
。 
こ
う
し
て
サ
メ
グ
レ
ロ
公
国
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
一
部
と
な
っ
た
が
、
海
港
都
市
ポ
チ
は
ま
だ
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
下
に
残
っ
た
。
黒
海
沿
岸
に
あ
っ
た
こ
の
要
塞
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
目
標
で
あ
っ
た
。
ツ
ィ
ツ
ィ
ア
ノ
フ
総
督
は
皇
帝
に
送
っ
た
手
紙
に
「
サ
メ
グ
レ
ロ
は
ポ
チ
無
し
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
書
い
て
い
る
。
当
時
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
の
戦
い
を
準
備
し
て
い
た
が
、
ポ
チ
の
獲
得
は
非
常
に
重
要
な
課
題
な
の
で
、
政
府
は
ツ
ィ
ツ
ィ
ア
ノ
フ
総
督
に
対
し
て
機
会
が
あ
れ
ば
必
ず
港
を
「
征
服
」
す
る
よ
う
命
令
し
た
５
４
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
第
一
目
標
が
黒
海
沿
岸
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 
先
に
、
サ
メ
グ
レ
ロ
の
黒
海
沿
岸
を
獲
得
す
る
に
当
た
っ
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
サ
メ
グ
レ
ロ
公
爵
に
同
国
を
支
持
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
そ
の
時
結
ば
れ
た
協
定
に
も
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
黒
海
の
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
は
造
船
の
た
め
に
サ
メ
グ
レ
ロ
の
森
の
材
木
を
使
い
、
ま
た
新
し
い
港
町
を
建
て
る
計
画
も
立
て
ら
れ
た
。
ツ
ィ
ツ
ィ
ア
ノ
フ
の
手
紙
に
よ
っ
て
ポ
チ
の
重
要
性
を
理
解
し
た
ロ
シ
ア
帝
国
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
和
平
条
約
を
結
ん
だ
に
も
拘
ら
ず
、
ポ
チ
征
服
の
許
可
を
出
し
た
。 
西
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
併
合
②
―
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
併
合
の
試
み
― 
一
八
〇
四
年
に
、
ツ
ィ
ツ
ィ
ア
ノ
フ
総
督
は
ロ
シ
ア
帝
国
軍
と
共
に
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
に
進
出
し
、
ソ
ロ
モ
ン
二
世
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
保
護
を
希
望
し
な
い
場
合
は
戦
争
を
起
こ
す
と
脅
迫
し
た
。
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
、
ソ
ロ
モ
ン
二
世
は
ロ
シ
ア
皇
帝
に
請
願
書
を
提
出
し
、
一
八
〇
四
年
四
月
二
五
日
、
エ
ル
ア
ズ
ナ
ウ
リ
協
定
が
結
ば
れ
て
、
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
も
ロ
シ
ア
帝
国
の
保
護
領
と
な
っ
た
。
請
願
書
の
内
容
は
サ
メ
グ
レ
ロ
の
請
願
書
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
造
船
の
た
め
に
公
国
の
森
か
ら
素
材
を
無
料
で
手
に
入
れ
る
こ
と
（
第
一
一
条
）、
黒
海
の
港
か
ら
東
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
、
ま
た
逆
に
東
ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
黒
海
に
貨
物
を
運
ぶ
際
、
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
は
ロ
シ
ア
人
に
課
税
し
な
い
こ
と
（
第
一
六
条
）
が
明
記
さ
れ
た
５
５
。 
実
は
同
協
定
は
結
ば
れ
る
二
年
前
の
一
八
〇
二
年
四
月
末
、
ツ
ィ
ツ
ィ
ア
ノ
フ
総
督
は
交
渉
の
た
め
、
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
に
使
者
を
派
遣
し
た
。
使
者
派
遣
の
目
的
の
一
つ
は
、
ソ
ロ
モ
ン
二
世
が
毎
年
ロ
シ
ア
帝
国
に
造
船
の
た
め
五
〇
〇
〇
本
の
材
木
を
無
料
で
提
供
、
あ
る
い
は
安
価
で
譲
渡
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
か
否
か
を
調
査
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
５
６
。
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
の
場
合
に
も
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
黒
海
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 
グ
リ
ア
公
国
（
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
の
一
部
）
の
黒
海
沿
岸
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
併
合
さ
れ
て
お
り
、
港
の
要
塞
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
軍
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
は
グ
リ
ア
公
国
の
黒
海
沿
岸
も
19 
 
狙
い
、
一
八
〇
四
年
二
月
一
三
日
、
ツ
ィ
ツ
ィ
ア
ノ
フ
総
督
は
在
オ
ス
マ
ン
帝
国
大
使
の
イ
タ
リ
ン
ス
キ
ー
に
手
紙
を
送
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
グ
リ
ア
公
国
の
バ
ツ
ミ
港
を
譲
る
た
め
の
交
渉
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
と
行
う
こ
と
を
要
求
し
た
。
さ
ら
に
同
年
の
四
月
二
五
日
、
総
督
は
再
び
手
紙
を
送
り
、
グ
リ
ア
公
国
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
一
部
と
な
っ
た
の
で
、
バ
ツ
ミ
港
を
ロ
シ
ア
帝
国
に
必
ず
譲
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
こ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
５
７
。 
西
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
併
合
③
―
ア
ブ
ハ
ジ
ア
公
国
の
併
合
― 
一
八
〇
六
年
、
露
土
戦
争
が
始
ま
る
と
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
公
国
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
か
ら
独
立
す
る
た
め
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
支
援
を
要
請
し
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
は
こ
れ
を
支
持
す
る
代
わ
り
に
、
ポ
チ
獲
得
の
た
め
ア
ブ
ハ
ジ
ア
公
国
の
支
援
を
要
求
し
た
。
ア
ブ
ハ
ジ
ア
公
国
の
ケ
レ
シ
ュ
・
ベ
イ
・
シ
ャ
ル
ヴ
ァ
シ
ゼ
公
爵
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
対
し
て
戦
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
露
土
戦
争
の
際
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
軍
が
ア
ブ
ハ
ジ
ア
公
国
の
ロ
シ
ア
帝
国
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
妨
げ
た
。
こ
の
た
め
、
公
爵
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
殺
さ
れ
、
新
公
爵
は
親
オ
ス
マ
ン
帝
国
派
の
ア
ス
ラ
ン
・
シ
ャ
ル
ヴ
ァ
シ
ゼ
と
な
っ
た
。
新
公
爵
に
対
し
て
彼
の
兄
弟
の
サ
フ
ァ
ル
・
べ
グ
・
シ
ャ
ル
ヴ
ァ
シ
ゼ
が
反
乱
を
図
っ
た
が
、
失
敗
し
た
。
そ
の
後
、
サ
フ
ァ
ル
・
ベ
グ
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
支
援
を
求
め
た
。
一
八
〇
八
年
八
月
一
二
日
、
サ
フ
ァ
ル
・
ベ
グ
は
正
教
に
改
宗
し
、
名
前
を
ギ
オ
ル
ギ
に
改
め
、
ロ
シ
ア
皇
帝
へ
の
請
願
書
に
調
印
し
た
。
請
願
書
の
第
七
条
に
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
造
船
の
た
め
に
材
木
を
無
料
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
記
さ
れ
て
い
た
。
一
八
一
〇
年
二
月
一
七
日
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
公
国
の
請
願
を
受
け
入
れ
、
同
公
国
は
正
式
に
ロ
シ
ア
帝
国
保
護
領
と
な
っ
た
。
同
年
の
七
月
一
〇
日
、
ロ
シ
ア
帝
国
軍
は
ソ
フ
ミ
港
町
に
進
出
し
、
ギ
オ
ル
ギ
・
シ
ャ
ル
ヴ
ァ
シ
ゼ
は
公
爵
と
な
っ
た
５
８
。
そ
の
結
果
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
公
国
の
黒
海
沿
岸
も
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
西
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
併
合
④
―
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
の
併
合
― 
ソ
ロ
モ
ン
二
世
は
「
エ
ル
ア
ズ
ナ
ウ
リ
協
定
」
に
調
印
し
た
が
、
国
の
運
営
は
依
然
と
し
て
ソ
ロ
モ
ン
二
世
の
手
に
あ
っ
た
。
国
王
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
併
合
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
が
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
そ
う
し
た
ソ
ロ
モ
ン
二
世
の
独
立
政
策
に
不
満
で
、
王
国
の
廃
止
が
決
定
さ
れ
た
。
一
八
〇
九
年
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ト
ル
マ
ソ
ー
フ
コ
ー
カ
サ
ス
総
督
は
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
を
訪
問
し
、
交
渉
の
た
め
招
い
た
ソ
ロ
モ
ン
二
世
を
騙
し
て
逮
捕
し
た
。
一
八
一
〇
年
、
総
督
は
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
を
廃
止
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
へ
の
併
合
を
宣
言
し
た
。
逮
捕
さ
れ
た
ソ
ロ
モ
ン
二
世
は
逃
亡
し
、
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
に
帰
っ
て
反
乱
を
起
こ
し
た
が
、
激
し
い
戦
闘
の
末
ロ
シ
ア
軍
に
敗
北
し
、
さ
ら
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
逃
げ
込
ん
だ
（
一
八
一
五
年
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
死
亡
）。
グ
ル
リ
氏
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
ソ
ロ
モ
ン
二
世
の
権
利
を
侵
害
し
、「
エ
ル
ア
ズ
ナ
ウ
リ
協
定
」
を
破
っ
て
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
を
併
合
し
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
５
９
。 
20 
 
一
八
一
〇
年
、
グ
リ
ア
公
国
の
公
爵
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
要
求
通
り
イ
メ
レ
テ
ィ
王
国
か
ら
独
立
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
保
護
を
請
願
し
た
。
も
ち
ろ
ん
請
願
書
は
受
け
入
れ
ら
れ
、
グ
リ
ア
は
自
治
公
国
と
し
て
ロ
シ
ア
帝
国
の
一
部
と
な
っ
た
が
、
実
際
に
は
自
治
権
が
大
き
く
制
限
さ
れ
た
。
協
定
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
グ
リ
ア
公
国
の
黒
海
沿
岸
に
新
港
を
開
設
す
る
権
利
や
造
船
の
た
め
材
木
を
無
料
で
利
用
す
る
権
利
を
得
た
６
０
。
一
八
一
一
年
、
ロ
シ
ア
帝
国
軍
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
占
領
さ
れ
て
い
た
グ
リ
ア
の
港
町
を
攻
撃
す
る
準
備
を
進
め
た
。
九
月
八
日
、
シ
モ
ニ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
大
佐
は
ト
ル
マ
ソ
ー
フ
総
督
に
「
バ
ツ
ミ
要
塞
や
ツ
ィ
ヒ
ス
ジ
リ
要
塞
（
バ
ツ
ミ
と
近
い
）
を
征
服
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
報
告
し
、
総
督
か
ら
攻
撃
の
許
可
を
得
た
。
し
か
し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
ロ
シ
ア
帝
国
が
平
和
条
約
を
結
ん
だ
た
め
、
最
終
的
に
攻
撃
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
６
１
。  
最
終
目
的
と
し
て
の
黒
海
進
出 
以
上
の
内
容
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
漠
然
と
指
摘
は
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
目
的
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
黒
海
へ
進
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
。
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
最
初
に
カ
ル
ト
ル
・
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
を
廃
止
し
て
併
合
し
た
。
翌
年
、
西
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
公
国
や
王
国
の
併
合
に
向
か
い
、
一
八
一
〇
年
に
は
ス
ヴ
ァ
ネ
テ
ィ
公
国
（
イ
メ
レ
テ
ィ
の
北
部
、
コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
の
元
に
あ
る
公
国
）
を
除
い
て
西
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
併
合
を
完
了
し
た
。
ス
ヴ
ァ
ネ
テ
ィ
公
国
が
併
合
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
黒
海
か
ら
遠
か
っ
た
た
め
で
あ
る
（
一
八
五
九
年
ス
ヴ
ァ
ネ
テ
ィ
公
国
も
併
合
さ
れ
た
）。 
 
第
五
節 
小 
括 
 本
章
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
（
帝
国
）
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
保
護
す
る
意
図
が
な
か
っ
た
。 
一
五
世
紀
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
孤
立
状
態
と
な
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
敵
国
に
囲
ま
れ
た
。
一
五
世
紀
か
ら
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
国
王
ら
は
そ
う
し
た
国
々
と
戦
う
た
め
ロ
シ
ア
帝
国
に
支
援
を
要
請
し
た
が
、
支
援
し
た
の
は
イ
ヴ
ァ
ン
四
世
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
も
ク
リ
ミ
ア
・
ハ
ン
国
の
攻
撃
で
カ
ヘ
テ
ィ
王
国
か
ら
撤
兵
し
た
。
一
八
世
紀
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
や
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
保
護
の
名
目
で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
イ
ラ
ン
や
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
対
す
る
同
盟
を
提
案
し
た
。
し
か
し
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
は
秘
か
に
オ
ス
マ
ン
と
平
和
条
約
を
結
ん
だ
。
そ
の
条
約
に
、
カ
ル
ト
ル
を
保
護
す
る
と
い
う
条
文
は
な
か
っ
た
。
次
い
で
一
七
六
八
年
、
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
は
露
土
戦
争
の
際
、
エ
レ
ク
レ
二
世
や
ソ
ロ
モ
ン
一
世
に
対
オ
ス
マ
ン
同
盟
へ
の
加
入
を
提
案
し
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
参
戦
し
た
が
、
ロ
シ
ア
帝
国
軍
は
ポ
チ
の
占
領
に
失
敗
す
る
と
撤
兵
し
た
。
両
皇
帝
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に
約
束
を
守
ら
ず
支
援
せ
ず
に
残
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
攻
撃
を
受
け
、
敗
北
し
、
国
力
は
著
し
く
低
下
し
た
。
そ
の
後
、「
ギ
リ
シ
ア
計
画
」
実
行
の
た
め
に
、
再
び
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
と
っ
て
重
要
と
な
っ
た
が
、
計
画
失
敗
と
共
に
ロ
シ
ア
帝
国
の
支
援
は
な
く
な
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
孤
立
し
た
。 
こ
の
頃
の
ロ
シ
ア
帝
国
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
へ
の
進
出
は
黒
海
進
出
、
特
に
カ
ス
ピ
海
と
黒
海
と
を
直
結
し
て
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
を
円
滑
に
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
両
海
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
が
そ
の
犠
牲
と
な
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
国
王
ら
は
ロ
シ
ア
帝
国
へ
数
回
に
わ
た
り
協
力
を
求
め
た
が
、
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
ほ
と
ん
ど
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
軍
を
派
遣
し
た
の
は
、
海
岸
へ
進
出
す
る
時
だ
け
で
あ
っ
た
。
全
て
の
西
ジ
ョ
ー
ジ
ア
公
の
国
や
王
国
の
請
願
書
に
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
黒
海
へ
の
関
心
が
反
映
さ
れ
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
と
っ
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
、
黒
海
へ
進
出
す
る
た
め
の
橋
頭
保
で
あ
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
保
護
す
る
考
え
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
ジ
ョ
ー
ジ
ア
が
海
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
れ
ば
ロ
シ
ア
帝
国
へ
の
併
合
を
避
け
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
海
か
ら
遠
い
ス
ヴ
ァ
ネ
テ
ィ
公
国
の
併
合
は
、
非
常
に
遅
れ
て
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 
以
上
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
併
合
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
そ
の
論
点
や
問
題
点
を
整
理
し
、
現
段
階
で
の
見
通
し
を
示
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
部
分
的
に
し
か
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
ロ
シ
ア
帝
国
の
併
合
目
的
が
、
カ
ス
ピ
海
と
の
連
結
を
念
頭
に
置
い
た
黒
海
進
出
、
す
な
わ
ち
海
港
都
市
の
占
領
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
一
世
紀
後
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
極
東
と
南
に
進
出
し
、
東
ア
ジ
ア
の
海
に
出
る
港
の
獲
得
を
め
ざ
し
、
韓
国
や
満
州
の
日
本
権
益
を
脅
か
し
た
。
そ
こ
で
ロ
シ
ア
帝
国
は
、
日
本
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
の
共
通
の
敵
国
と
な
っ
た
が
、
そ
の
原
因
も
同
じ
く
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
海
へ
の
進
出
を
め
ざ
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。 
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第
二
章 
日
露
戦
争
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア 
 
第
一
節 
日
露
戦
争
の
開
戦
予
想
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人 
 
 
日
露
戦
争 
本
章
で
は
、
日
露
戦
争
期
の
日
本
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
関
係
を
検
討
す
る
。
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
私
以
外
に
ほ
と
ん
ど
本
格
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
最
初
に
、
日
露
戦
争
の
概
要
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。 
一
九
〇
四
年
二
月
一
〇
日
、
日
本
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
宣
戦
布
告
し
て
、
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
非
常
に
大
規
模
な
戦
争
で
、
両
国
と
も
一
〇
〇
万
人
以
上
の
兵
士
を
動
員
し
た
と
言
わ
れ
る
６
２
。
日
本
軍
に
と
っ
て
、
戦
略
上
の
第
一
目
的
は
旅
順
要
塞
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
第
一
次
、
第
二
次
旅
順
総
攻
撃
は
失
敗
し
て
、
多
数
の
戦
傷
者
が
出
た
。
一
九
〇
四
年
一
一
月
二
六
日
、
第
三
次
旅
順
総
攻
撃
が
開
始
さ
れ
、
よ
う
や
く
旅
順
要
塞
が
陥
落
し
た
６
３
。 
日
本
軍
は
、
こ
の
戦
争
で
極
め
て
多
く
の
戦
病
死
者
を
出
し
た
。
奉
天
会
戦
で
は
、
日
本
軍
は
ま
た
一
つ
勝
利
を
獲
得
し
た
も
の
の
、
戦
病
死
者
は
さ
ら
に
増
え
た
。
こ
こ
に
、
日
本
の
戦
力
の
限
界
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
一
九
〇
五
年
三
月
二
三
日
、
山
県
有
朋
参
謀
総
長
は
、
内
閣
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
中
で
山
県
は
、「
ロ
シ
ア
は
将
校
に
欠
乏
し
て
い
な
い
が
、
日
本
は
多
数
の
将
校
を
失
っ
て
補
充
が
困
難
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
政
治
的
解
決
の
必
要
」
を
強
調
し
て
い
た
。
つ
ま
り
日
本
軍
は
、
一
九
〇
五
年
に
な
る
と
、
戦
争
を
継
続
す
る
が
戦
力
を
ほ
ぼ
喪
失
し
て
い
た
の
で
あ
る
６
４
。 
同
じ
頃
、
ロ
シ
ア
帝
国
で
は
第
一
次
ロ
シ
ア
革
命
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
極
東
で
の
戦
争
を
続
け
た
。
一
九
〇
四
年
一
〇
月
に
バ
ル
ト
海
か
ら
極
東
の
戦
線
を
援
助
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
バ
リ
チ
ッ
ク
艦
隊
は
、
一
九
〇
五
年
五
月
、
つ
い
に
日
本
海
に
到
達
し
た
。
そ
し
て
五
月
二
七
日
、
日
本
海
で
日
本
艦
隊
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
艦
隊
を
全
滅
さ
せ
た
６
５
。
両
国
と
も
戦
争
を
継
続
す
る
戦
力
を
消
耗
さ
せ
る
中
で
、
結
局
ア
メ
リ
カ
が
仲
介
し
て
、
一
九
〇
五
年
九
月
五
日
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
日
露
講
和
条
約
（
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
）
が
締
結
さ
れ
た
。
講
和
条
約
で
は
、（
１
）
ロ
シ
ア
帝
国
は
日
本
の
韓
国
に
お
け
る
利
益
を
認
め
、
日
本
の
韓
国
に
対
す
る
指
導
・
管
理
・
保
護
に
対
し
て
干
渉
し
な
い
こ
と
、（
２
）
ロ
シ
ア
帝
国
は
、
日
本
に
大
連
・
旅
順
な
ら
び
に
付
近
の
相
借
権
を
譲
る
こ
と
、
ま
た
両
国
は
満
州
に
有
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
鉄
道
を
保
護
す
る
た
め
、
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
一
五
名
ま
で
守
備
兵
を
置
く
権
利
を
留
保
す
る
こ
と
、（
３
）
ロ
シ
ア
帝
国
は
、
日
本
に
樺
太
南
部
を
譲
る
こ
と
、（
４
）
ロ
シ
ア
帝
国
は
、
日
本
海
・
オ
ー
ホ
ツ
ク
海
・
ベ
ー
リ
ン
グ
海
の
露
両
岸
に
魚
業
権
を
日
本
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に
認
め
る
こ
と
、
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
６
６
。 
『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
と
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』 
さ
て
、
一
九
〇
四
年
に
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
時
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
一
部
で
あ
っ
た
６
７
。
も
ち
ろ
ん
、
戦
争
は
国
民
の
生
活
に
影
響
を
与
え
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
兵
士
も
出
征
し
た
。
本
章
で
は
、
日
露
戦
争
に
対
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
対
応
を
検
討
す
る
た
め
に
、
当
時
の
日
刊
新
聞
『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
（Iveria
）』
と
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
（Tsnob
is
 Fu
rtseli
）』
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
こ
の
二
つ
の
新
聞
を
選
ん
だ
の
は
、
当
時
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
お
い
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
で
刊
行
さ
れ
た
新
聞
が
こ
の
二
つ
の
新
聞
だ
け
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
新
聞
が
有
力
な
日
刊
新
聞
で
あ
り
、
戦
争
に
対
す
る
国
民
の
声
が
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 
な
ぜ
、
当
時
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
発
行
さ
れ
て
い
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
の
新
聞
が
そ
の
二
紙
だ
け
あ
っ
た
の
か
、
説
明
し
て
お
き
た
い
。
一
番
重
要
な
理
由
は
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
の
厳
し
い
検
閲
政
策
で
あ
り
、
従
っ
て
新
聞
の
刊
行
が
極
め
て
難
し
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
マ
ン
ス
ヴ
ェ
タ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
イ
ア
コ
ブ
６
８
は
同
時
代
の
検
閲
政
策
に
つ
い
て
、「
新
聞
の
紙
面
を
制
作
し
た
後
の
次
の
段
階
で
、
私
た
ち
は
非
常
に
恐
ろ
し
い
場
所
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
『
毛
糸
で
出
来
た
橋
』
み
た
い
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
橋
を
渡
る
時
に
毛
糸
が
切
れ
る
と
、
地
獄
に
落
ち
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
非
常
に
怖
か
っ
た
。
こ
の
恐
ろ
し
い
橋
は
、
つ
ま
り
同
時
代
の
検
閲
で
あ
っ
た
」
６
９
と
回
想
録
で
述
べ
て
い
る
。 
厳
し
い
検
閲
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ル
ツ
ハ
ラ
ヴ
ァ
・
サ
ム
ソ
ン
７
０
（『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
も
、「
新
聞
を
制
作
し
た
後
、
印
刷
す
る
ま
で
の
間
に
、
検
査
の
た
め
に
検
閲
官
に
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
無
許
可
で
印
刷
す
る
と
、
印
刷
所
員
が
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
検
閲
官
の
許
可
を
得
ず
印
刷
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
検
閲
官
は
新
聞
を
検
査
す
る
時
、
全
て
の
記
事
を
修
正
し
た
。
新
聞
を
修
正
せ
ず
に
返
す
こ
と
は
極
め
て
珍
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
記
事
の
掲
載
を
禁
じ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
７
１
。
厳
し
い
検
閲
政
策
の
た
め
に
、
新
聞
社
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
事
実
、
露
戦
争
が
勃
発
し
た
直
後
、
検
閲
官
は
『
ク
ワ
リ
新
聞
７
２
』
を
発
行
し
て
い
た
新
聞
社
を
閉
鎖
さ
せ
た
。 
 
 
 
『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』（
一
八
七
七
年
～
一
九
〇
六
年
）
は
日
刊
新
聞
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
聞
社
は
、
自
由
主
義
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
民
族
主
義
の
保
護
に
努
め
て
い
た
。
日
露
戦
争
当
時
の
『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
の
発
行
部
数
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
の
方
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
運
動
党
派
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
の
指
導
者
、
ラ
ス
ヒ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
７
３
（
後
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
総
裁
）、
ジ
ャ
バ
ダ
リ
・
ア
レ
ク
サ
ン
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ド
ル
７
４
な
ど
は
、
民
衆
へ
の
宣
伝
を
強
化
す
る
た
め
、
一
九
〇
〇
年
に
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
を
買
収
し
た
。
こ
う
し
て
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
運
動
派
の
機
関
紙
と
な
っ
た
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
歴
史
家
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ゼ
・
ド
ミ
ト
リ
氏
、
ガ
フ
リ
ン
ダ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
氏
に
よ
る
と
、「『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
の
主
な
目
標
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
を
回
復
す
る
た
め
の
扇
動
を
す
る
」
７
５
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
露
戦
争
の
時
、
同
新
聞
社
は
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
の
写
真
刷
』
と
『
モ
ア
ン
ベ
雑
誌
』（
月
刊
）
も
刊
行
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
時
代
の
ロ
シ
ア
帝
国
で
唯
一
の
情
報
電
報
局
「
ロ
シ
ア
電
報
局
」（
日
本
の
電
報
局
と
異
な
り
情
報
の
発
信
基
地
と
し
て
の
役
割
を
持
つ
）
も
あ
っ
た
。「
ロ
シ
ア
電
報
局
」
か
ら
購
入
す
る
情
報
の
値
段
は
と
て
も
高
価
で
あ
っ
た
が
、
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
社
は
、「
ロ
シ
ア
電
報
局
」
と
契
約
を
結
び
、
情
報
を
購
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
は
、『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
よ
り
情
報
を
早
く
載
せ
る
こ
と
が
で
き
た
７
６
。 
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
時
、
軍
事
面
の
担
当
記
者
は
、
ビ
ラ
ニ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
シ
ャ
ク
ロ
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。
サ
ホ
キ
ア
・
テ
ド
７
７
（『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
記
者
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
員
）
に
よ
る
と
、「
ビ
ラ
ニ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
日
露
戦
争
に
関
す
る
報
道
を
極
め
て
注
意
し
な
が
ら
選
択
し
て
い
た
」
７
８
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
検
閲
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
帝
国
を
支
持
し
な
い
記
事
を
載
せ
な
い
よ
う
に
も
努
め
て
い
た
。『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
の
発
行
部
数
は
、
一
九
〇
三
年
は
九
〇
〇
〇
部
だ
っ
た
が
、
日
露
戦
争
の
時
に
は
一
万
五
〇
〇
〇
部
を
超
え
た
７
９
。 
残
念
な
が
ら
、『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
と
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
は
、
一
九
〇
六
年
に
検
閲
官
に
よ
っ
て
閉
鎖
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
一
九
〇
六
年
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
反
乱
に
関
す
る
記
事
を
新
聞
に
載
せ
た
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
は
、
西
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
起
っ
た
反
乱
を
鎮
圧
し
た
ロ
シ
ア
帝
国
軍
を
批
難
し
た
。
テ
ィ
ー
モ
フ
ェ
フ
ト
ビ
リ
シ
総
督
は
新
聞
社
に
、
鎮
圧
が
事
実
だ
と
い
う
証
拠
を
示
さ
な
い
と
新
聞
社
を
閉
鎖
す
る
と
脅
し
た
。
新
聞
社
が
証
拠
資
料
を
示
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
社
は
閉
鎖
さ
れ
、
新
聞
社
長
の
ジ
ャ
バ
ダ
リ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
は
ト
ビ
リ
シ
に
住
む
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
８
０
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
お
け
る
日
露
戦
争
前
の
報
道 
次
に
、
日
露
戦
争
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
ど
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
た
の
か
見
て
い
き
た
い
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
新
聞
や
雑
誌
に
は
日
露
戦
争
に
関
す
る
情
報
も
載
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
興
味
深
い
の
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
一
部
で
あ
る
の
に
、
新
聞
は
「
日
本
に
対
す
る
戦
争
」
と
呼
ば
ず
、
あ
え
て
「
露
日
戦
争
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た
こ
と
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で
あ
る
。
普
段
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
自
国
が
戦
争
す
る
場
合
、
例
え
ば
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
対
す
る
戦
争
、
イ
ラ
ン
に
対
す
る
戦
争
と
、
敵
国
名
を
挙
げ
て
そ
の
国
に
対
す
る
戦
争
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
つ
ま
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
あ
え
て
「
露
日
戦
争
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
露
戦
争
が
自
分
た
ち
の
戦
争
で
は
な
く
、
他
国
同
士
の
戦
争
だ
と
示
唆
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
戦
前
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
新
聞
は
、
日
露
問
題
に
関
心
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
開
戦
前
年
の
一
九
〇
三
年
一
〇
月
か
ら
日
露
戦
争
の
危
機
の
記
事
を
載
せ
始
め
た
が
、
記
事
の
数
は
少
な
く
、
情
報
の
ほ
と
ん
ど
は
外
国
の
新
聞
報
道
の
翻
訳
に
基
づ
い
て
い
た
。
一
九
〇
三
年
一
〇
月
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
い
た
『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
の
イ
ア
ゼ
記
者
８
１
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
載
せ
た
８
２
。 
 
日
露
戦
争
の
開
戦
は
間
近
に
迫
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
帝
国
は
満
州
に
勢
力
を
拡
大
す
る
予
定
の
た
め
、
鉄
道
や
要
塞
な
ど
を
建
設
し
、
軍
隊
を
集
結
さ
せ
、
バ
イ
カ
ル
鉄
道
を
敷
設
し
、
極
東
に
多
く
の
戦
艦
を
送
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
帝
国
が
権
益
確
保
の
た
め
に
、
戦
争
と
い
う
手
段
に
訴
え
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
は
二
〇
～
三
〇
年
前
の
鎖
国
政
策
を
転
換
し
て
い
る
。
日
本
は
人
口
増
加
に
伴
い
国
土
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
大
陸
進
出
を
狙
っ
て
い
る
。
そ
の
日
本
政
府
に
と
っ
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
極
東
政
策
は
警
戒
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
は
満
州
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
半
島
の
占
領
さ
え
狙
っ
て
い
る
と
予
想
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
等
も
大
国
ロ
シ
ア
の
極
東
へ
の
進
出
を
警
戒
し
て
い
る
。
記
者
は
、
そ
の
よ
う
に
報
じ
た
［
史
料
一
］。 
そ
の
記
事
の
約
一
週
間
後
、『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
に
ま
た
一
つ
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
た
８
３
。
ロ
シ
ア
帝
国
は
義
和
団
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
自
国
を
防
衛
す
る
名
目
で
満
州
に
軍
隊
を
派
遣
し
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
に
は
、
満
州
か
ら
の
撤
兵
予
定
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
央
ロ
シ
ア
か
ら
農
民
を
満
州
に
移
住
さ
せ
て
い
る
。
日
本
政
府
は
満
州
へ
の
ロ
シ
ア
の
勢
力
拡
大
に
対
し
て
抗
議
し
、
撤
兵
を
促
し
た
。
撤
兵
し
な
い
場
合
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
開
戦
す
る
と
脅
し
た
。
列
強
も
ロ
シ
ア
の
極
東
政
策
に
不
満
で
あ
り
、
日
本
に
戦
費
を
貸
与
す
る
予
定
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
戦
争
は
避
け
ら
れ
そ
う
に
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
［
史
料
二
］。 
最
も
興
味
深
い
の
は
、
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
約
一
〇
年
前
に
、『
モ
ア
ン
ベ
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
ニ
コ
ラ
ゼ
・
ニ
コ
８
４
と
い
う
人
物
の
日
清
問
題
に
関
す
る
記
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
記
事
で
彼
は
、
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
っ
て
日
本
と
ロ
シ
ア
帝
国
が
戦
争
す
る
こ
と
を
予
告
し
た
８
５
。さ
ら
に
、彼
は
一
九
〇
四
年
に
、
国
民
の
間
に
日
本
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
背
景
に
、
同
じ
記
事
を
本
と
し
て
出
版
し
、
日
露
戦
争
に
対
す
る
自
分
の
予
想
を
加
え
た
。
こ
の
予
想
も
正
し
か
っ
た
と
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ニ
コ
ラ
ゼ
は
「
日
本
を
惨
敗
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。
日
本
を
倒
す
こ
と
は
陸
戦
で
は
な
く
、
海
戦
だ
け
で
き
る
が
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
強
い
艦
隊
を
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
ま
だ
持
っ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
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あ
る
８
６
。 
戦
前
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
は
、
日
本
を
批
判
す
る
記
事
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
言
え
る
が
、
当
時
の
ロ
シ
ア
帝
国
に
は
、
人
種
差
別
を
う
か
が
わ
せ
る
記
事
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
は
、
当
時
ロ
シ
ア
帝
国
の
新
聞
記
事
を
収
集
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
記
事
を
書
い
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
極
東
で
は
白
人
と
黄
色
人
の
争
い
が
あ
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
ア
ジ
ア
人
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
を
守
る
た
め
に
戦
っ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
全
て
の
白
人
は
ロ
シ
ア
帝
国
を
支
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
論
理
に
な
っ
て
い
た
［
史
料
三
］。 
日
露
開
戦
の
報
道 
一
九
〇
五
年
一
月
二
八
日
、『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
は
開
戦
に
つ
い
て
の
記
事
を
載
せ
た
。
記
事
は
、「
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
極
東
総
督
か
ら
驚
き
の
情
報
が
届
い
た
。
日
本
艦
隊
が
ロ
シ
ア
艦
隊
を
攻
撃
し
、
戦
争
を
開
始
し
た
」
と
伝
え
た
［
史
料
四
］。
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
日
露
開
戦
の
報
に
驚
い
た
。
ア
ジ
ア
の
小
国
が
大
国
ロ
シ
ア
帝
国
に
先
に
攻
撃
を
し
か
け
る
と
は
、
ま
っ
た
く
の
驚
き
で
あ
っ
た
［
史
料
五
］。 
開
戦
後
、
戦
争
に
関
す
る
情
報
は
、
基
本
的
に
新
聞
の
第
一
面
に
現
れ
た
。
も
っ
と
も
、
毎
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
戦
争
に
関
す
る
報
道
の
大
半
は
、
事
実
だ
け
を
伝
え
る
短
い
も
の
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
同
時
代
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
新
聞
・
雑
誌
の
数
が
少
な
か
っ
た
。『
ク
ワ
リ
新
聞
』
は
、
日
露
戦
争
に
関
す
る
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
と
、
開
戦
に
つ
い
て
の
極
め
て
短
い
報
道
を
載
せ
た
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
内
の
問
題
に
関
し
て
述
べ
て
い
た
８
７
。『
モ
グ
ザ
ウ
リ
雑
誌
』（
文
芸
誌
）
に
は
、
日
露
戦
争
に
関
す
る
記
事
が
ま
っ
た
く
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
。『
ム
ツ
ク
メ
シ
雑
誌
』（
宗
教
雑
誌
）
は
日
露
戦
争
の
開
戦
に
関
し
て
、
海
外
の
新
聞
か
ら
翻
訳
し
た
短
い
情
報
の
み
を
載
せ
た
８
８
。 
戦
争
に
関
す
る
記
事
の
大
半
は
、
外
国
の
新
聞
（
ロ
シ
ア
帝
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
等
）
の
記
事
、
ま
た
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
か
ら
届
い
た
電
報
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
沙
河
会
戦
で
ロ
シ
ア
帝
国
が
敗
北
を
喫
す
る
と
、『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
に
は
そ
う
し
て
入
手
さ
れ
た
戦
争
に
関
す
る
記
事
す
ら
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
、
掲
載
面
も
第
一
面
か
ら
中
面
に
移
っ
た
。
奉
天
会
戦
で
日
本
が
勝
利
す
る
と
共
に
、
更
に
戦
争
に
関
す
る
情
報
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
反
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
、
自
治
を
求
め
る
世
論
（
独
立
運
動
）
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
始
め
、
第
一
面
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
自
治
権
論
の
記
事
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
（
自
治
権
論
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
述
べ
る
）。 
 
第
二
節 
日
露
戦
争
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
兵
士 
 
 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
兵
士
の
動
向 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
一
部
で
あ
っ
た
の
で
、
戦
争
で
は
一
定
27 
 
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
ま
ず
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
徴
兵
さ
れ
、
出
征
し
た
。
一
九
〇
四
年
二
月
二
日
、
ト
ビ
リ
シ
で
恐
ら
く
最
初
で
最
後
の
軍
人
の
送
別
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
の
出
征
人
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
出
征
に
関
す
る
新
聞
記
事
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
、
出
征
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
日
露
戦
争
に
出
征
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
総
計
も
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
出
征
兵
士
の
数
を
調
べ
る
た
め
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
立
公
文
書
館
で
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
日
露
戦
争
に
関
わ
る
ほ
と
ん
ど
の
資
料
が
ロ
シ
ア
に
送
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
日
露
戦
争
に
参
戦
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
に
関
す
る
最
初
の
情
報
は
、
一
九
〇
四
年
三
月
二
八
日
に
も
た
ら
さ
れ
た
。『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
に
鴨
緑
江
か
ら
届
い
た
電
報
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
電
報
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
鴨
緑
江
か
ら
復
活
祭
を
お
祝
い
し
ま
す
。
連
隊
や
友
達
や
親
し
い
人
に
心
か
ら
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
は
元
気
で
す
。
カ
シ
タ
リ
ン
ス
キ
将
軍
、
メ
ス
ヒ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
、
バ
ク
ラ
ゼ
、
マ
チ
ュ
タ
ゼ
、
ス
ミ
ル
ノ
フ
」。
カ
シ
タ
リ
ン
ス
キ
中
将
は
当
時
、
鴨
緑
江
会
戦
の
指
揮
官
で
あ
り
、
メ
ス
ヒ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
、
バ
ク
ラ
ゼ
、
マ
チ
ュ
タ
ゼ
は
カ
シ
タ
リ
ン
ス
キ
と
一
緒
に
電
報
を
送
っ
て
い
る
の
で
、
カ
シ
タ
リ
ン
ス
キ
の
親
し
い
同
僚
か
部
下
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 
ま
た
、『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
か
ら
オ
ル
ベ
リ
ア
ニ
・
ギ
オ
ル
ギ
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
の
情
報
が
得
ら
れ
た
。
オ
ル
ベ
リ
ア
ニ
は
第
二
コ
ー
カ
サ
ス
騎
兵
旅
団
長
で
あ
っ
た
。
記
事
に
よ
る
と
、
第
二
コ
ー
カ
サ
ス
騎
兵
旅
団
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
少
な
い
よ
う
で
あ
り
、
騎
兵
の
ほ
と
ん
ど
は
ダ
リ
ニ
民
族
、
ア
ン
デ
ィ
民
族
、
ガ
ジ
ク
ム
フ
民
族
、
チ
ェ
チ
エ
ン
民
族
８
９
で
あ
っ
た
。
旅
団
は
連
隊
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
連
隊
長
は
一
人
だ
け
で
あ
っ
た
（
ツ
マ
ニ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
）。 
最
も
興
味
深
い
の
は
、
中
将
の
カ
ズ
ベ
ギ
・
ギ
オ
ル
ギ
と
い
う
人
物
の
動
向
で
あ
る
。
旅
順
陥
落
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
要
塞
が
日
本
軍
か
ら
攻
撃
さ
れ
る
危
機
を
招
い
た
。
そ
の
よ
う
な
切
迫
し
た
状
況
の
中
で
、
一
九
〇
五
年
一
月
二
五
日
、
カ
ズ
ベ
ギ
中
将
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
要
塞
司
令
官
か
ら
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
要
塞
司
令
官
に
着
任
し
た
。
し
か
し
、
一
九
〇
七
年
に
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
す
る
不
忠
の
罪
で
逮
捕
さ
れ
、
起
訴
さ
れ
る
恐
れ
が
生
じ
た
。結
局
、起
訴
は
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、司
令
官
を
解
任
さ
せ
ら
れ
た
９
０
。 
陸
軍
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
が
い
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
新
聞
の
記
事
を
検
討
し
た
時
、
数
一
〇
人
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
将
校
に
関
す
る
情
報
が
見
つ
か
っ
た
。
し
か
し
、
研
究
を
進
め
る
中
で
、
海
軍
に
内
陸
国
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
出
身
の
軍
人
を
発
見
し
た
時
は
驚
い
た
。
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
の
ペ
ト
ロ
パ
ブ
ロ
フ
ス
ク
戦
艦
で
、
マ
カ
ロ
フ
司
令
長
官
の
参
謀
長
を
務
め
る
ア
ガ
ピ
エ
フ
大
佐
で
あ
る
。
基
本
的
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
名
字
は
「
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
」
或
は
「
ゼ
」
で
終
わ
る
が
、
ロ
シ
ア
帝
国
で
成
功
す
る
た
め
に
、
ロ
シ
ア
人
の
よ
う
に
「
エ
フ
」
や
「
オ
フ
」
と
名
字
を
改
め
る
者
も
い
た
。
ア
ガ
ピ
エ
フ
は
、
ア
ガ
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ピ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
か
ら
改
名
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
名
前
で
あ
る
。
彼
は
一
九
〇
四
年
三
月
三
一
日
に
機
雷
で
撃
沈
さ
れ
た
ペ
ト
ロ
パ
ブ
ロ
フ
ス
ク
戦
艦
に
、
マ
カ
ロ
フ
司
令
長
官
と
一
緒
に
乗
船
し
て
お
り
戦
死
し
た
（
こ
の
こ
と
は
旅
順
に
い
た
『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
の
記
者
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
）［
史
料
六
］。
調
べ
て
い
く
と
、
実
は
旅
順
に
も
う
一
人
ア
ガ
ピ
エ
フ
と
い
う
名
の
人
物
を
見
つ
け
た
。
彼
は
赤
十
字
社
の
軍
医
で
あ
っ
た
［
史
料
七
］。 
戦
病
死
者
の
情
報 
戦
争
中
は
、
戦
病
死
者
に
関
す
る
情
報
も
新
聞
に
現
れ
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
全
て
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
戦
病
死
者
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
日
露
戦
争
に
お
け
る
戦
病
死
者
や
捕
虜
に
な
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
デ
ー
タ
も
な
い
の
で
、
詳
し
く
検
討
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
と
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
に
よ
っ
て
、
若
干
の
情
報
が
収
集
で
き
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
〇
四
年
夏
以
降
、
戦
病
死
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
数
は
、
次
第
に
増
加
し
た
。
そ
の
た
め
、『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
は
一
九
〇
四
年
の
七
月
末
か
ら
毎
日
、
戦
病
死
者
に
関
す
る
情
報
を
載
せ
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
の
情
報
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
新
聞
『
ル
ス
キ
・
イ
ン
ヴ
ァ
リ
ド
（Ruski
  
Inva
lid
）』
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
［
史
料
八
］。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
を
含
む
戦
病
死
者
に
関
す
る
情
報
は
、
名
字
が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
新
聞
の
全
四
頁
の
う
ち
、
二
面
ま
た
は
三
面
で
小
さ
く
報
じ
ら
れ
た
。 
新
聞
に
は
戦
病
死
者
に
関
す
る
事
実
が
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
分
析
や
評
価
は
な
か
っ
た
の
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
日
露
戦
争
で
戦
っ
て
い
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
に
つ
い
て
の
詳
し
い
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
新
聞
は
、
戦
病
死
者
の
数
よ
り
も
、
小
さ
な
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
田
舎
町
の
大
雨
の
方
に
関
心
が
あ
り
、
そ
ち
ら
が
詳
し
く
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
日
露
戦
争
へ
の
関
心
は
そ
の
レ
ベ
ル
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
新
聞
報
道
に
表
れ
る
日
本
の
軍
人 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
軍
人
に
関
す
る
記
事
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
極
め
て
短
い
情
報
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
軍
人
に
関
す
る
情
報
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
中
に
、
日
本
の
軍
人
を
批
判
す
る
記
事
は
な
く
、
む
し
ろ
憧
憬
し
て
い
る
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
一
九
〇
四
年
六
月
二
三
日
の
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
に
は
、
黒
木
為
楨
陸
軍
大
将
を
称
賛
す
る
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
記
事
に
よ
る
と
、
黒
木
大
将
は
、
捕
虜
に
対
し
て
た
い
へ
ん
親
切
に
接
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
に
と
っ
て
、
敗
れ
た
相
手
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
る
こ
と
、
そ
し
て
親
切
に
す
る
こ
と
は
、
男
ら
し
い
行
為
と
し
て
称
賛
さ
れ
て
い
る
。
黒
木
も
そ
の
対
象
で
あ
っ
た
［
史
料
九
］。 
ま
た
、
一
九
〇
四
年
五
月
二
三
日
の
『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
は
、
野
津
道
貫
大
将
を
勇
敢
な
人
物
と
し
て
称
賛
し
た
。
新
聞
に
は
、
個
人
だ
け
で
な
く
、
一
般
的
に
日
本
軍
・
軍
事
制
度
・
軍
人
を
称
賛
し
高
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く
評
価
す
る
記
事
も
載
せ
ら
れ
た
９
１
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
捕
虜 
研
究
を
進
め
る
中
で
、
日
本
の
捕
虜
収
容
所
に
い
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
も
発
見
し
た
。
新
聞
に
は
時
折
、
捕
虜
と
な
っ
た
者
の
情
報
、
ま
た
は
収
容
所
か
ら
届
い
た
情
報
も
載
せ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
姫
路
捕
虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
て
い
た
チ
チ
ナ
ゼ
・
エ
リ
ズ
バ
リ
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
で
出
版
さ
れ
た
本
を
姫
路
捕
虜
収
容
所
に
送
る
こ
と
を
依
頼
し
た
。
そ
の
手
紙
か
ら
チ
チ
ナ
ゼ
の
捕
虜
番
号
（
二
一
八
八
）
も
分
か
り
、
ま
た
彼
と
一
緒
に
姫
路
捕
虜
収
容
所
に
、
約
二
〇
人
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
が
収
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
［
史
料
一
〇
］。 
 
第
三
節 
戦
費
と
戦
病
死
者 
 
 
貴
族
会
の
寄
付
活
動 
こ
れ
ま
で
、
日
露
戦
争
に
関
す
る
新
聞
記
事
等
を
も
と
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
出
征
軍
人
等
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
か
ら
日
露
戦
争
に
対
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
見
方
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 
と
こ
ろ
で
、
開
戦
と
共
に
、
全
ロ
シ
ア
帝
国
に
お
い
て
戦
費
や
戦
病
死
者
の
救
護
基
金
の
た
め
、
募
金
運
動
が
開
始
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
の
一
部
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
も
募
金
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
軍
人
の
み
な
ら
ず
、
銃
後
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
も
自
分
の
役
割
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
重
要
な
こ
と
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
が
ロ
シ
ア
帝
国
の
た
め
に
、
募
金
に
協
力
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
日
露
戦
争
の
時
、
ロ
シ
ア
帝
国
を
支
援
し
た
の
か
し
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
活
動
を
調
べ
て
み
た
。 
開
戦
か
ら
約
一
週
間
後
の
一
九
〇
五
年
二
月
五
日
、
ト
ビ
リ
シ
グ
ベ
ー
ル
ニ
ヤ
貴
族
会
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
皇
帝
を
支
援
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
ま
た
、
戦
費
や
戦
病
死
者
を
救
護
す
る
た
め
、
二
万
五
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
寄
付
し
た
。
二
万
五
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
と
は
ど
れ
く
ら
い
の
価
値
が
あ
る
の
か
。
当
時
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
満
州
軍
総
司
令
官
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
・
ア
レ
ク
セ
イ
の
た
め
に
、
軍
馬
一
頭
が
六
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
で
購
入
さ
れ
た
９
２
。
一
九
〇
五
年
時
点
で
、
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
の
年
収
は
一
五
万
ル
ー
ブ
ル
で
あ
り
、
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
司
令
長
官
の
ロ
ジ
ェ
ス
ト
ヴ
ェ
ン
ス
キ
ー
・
ジ
ノ
ヴ
ィ
ー
の
年
収
は
一
〇
万
八
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
９
３
、
決
し
て
少
な
く
な
い
金
額
だ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
私
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
他
の
グ
ベ
ー
ル
ニ
ヤ
貴
族
会
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
金
額
と
、
ト
ビ
リ
シ
グ
ベ
ー
ル
ニ
ヤ
貴
族
会
で
、
集
め
ら
れ
た
金
額
を
比
較
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
［
史
料
一
一
］。 
『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
『
ビ
ル
ジ
ュ
・
ヴ
ェ
ド
モ
ス
ト
新
聞
』
の
記
事
に
基
づ
30 
 
い
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
戦
費
や
戦
病
死
者
救
護
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
た
金
額
を
紹
介
し
て
い
る
。
オ
ル
ロ
フ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
ー
フ
伯
は
、
開
戦
と
同
時
に
戦
費
と
し
て
一
二
五
万
ル
ー
ブ
ル
を
寄
付
し
た
。
ロ
シ
ア
赤
十
字
会
は
五
〇
万
ル
ー
ブ
ル
、
ハ
ル
キ
ウ
貴
族
会
は
一
六
〇
万
ル
ー
ブ
ル
、
モ
ス
ク
ワ
貴
族
会
は
二
〇
〇
万
ル
ー
ブ
ル
、
ク
ル
ス
ク
貴
族
会
は
二
五
万
ル
ー
ブ
ル
、
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
貴
族
会
は
一
七
万
五
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
五
〇
万
ル
ー
ブ
ル
、
サ
ラ
ト
フ
は
一
〇
万
ル
ー
ブ
ル
、
カ
ル
ガ
は
一
〇
万
ル
ー
ブ
ル
、
キ
エ
フ
の
砂
糖
工
場
は
二
〇
万
ル
ー
ブ
ル
、
ほ
か
に
氏
名
不
明
の
ア
メ
リ
カ
人
が
二
〇
万
ル
ー
ブ
ル
を
寄
付
し
て
い
る
［
史
料
一
二
］。 
こ
れ
ら
の
事
実
を
比
べ
る
と
、
ト
ビ
リ
シ
貴
族
会
が
寄
付
し
た
金
額
よ
り
、
オ
ル
ロ
フ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
ー
フ
伯
は
五
〇
倍
も
多
く
、
ま
た
モ
ス
ク
ワ
貴
族
会
は
八
〇
倍
、
無
名
の
ア
メ
リ
カ
人
で
さ
え
も
八
倍
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
征
服
さ
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
人
口
は
当
時
一
〇
〇
万
人
以
下
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
人
口
の
一
四
〇
万
人
よ
り
、
二
〇
倍
も
多
く
寄
付
し
て
い
る
［
表
一
］。
つ
ま
り
、
実
際
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
寄
付
は
き
わ
め
て
形
式
的
な
活
動
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、
ま
だ
確
認
で
き
る
史
料
を
発
見
で
き
て
い
な
い
が
、
寄
付
活
動
も
自
発
的
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
か
ら
の
命
令
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
可
能
性
も
低
く
な
い
。 
ま
た
、
当
時
の
新
聞
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
ロ
シ
ア
帝
国
の
グ
ベ
ー
ル
ニ
ヤ
貴
族
会
は
、
戦
病
死
者
や
遺
家
族
の
救
護
運
動
に
参
加
し
、
そ
の
た
め
に
身
分
を
問
わ
ず
に
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
委
員
会
の
本
部
は
モ
ス
ク
ワ
に
あ
り
、
寄
付
金
等
の
収
集
の
担
当
組
織
と
な
り
、
本
部
長
に
は
ト
ル
ベ
ツ
ク
コ
イ
モ
ス
ク
ワ
貴
族
会
長
が
就
任
し
た
。
本
部
員
に
は
帝
国
内
各
地
の
グ
ベ
ー
ル
ニ
ヤ
貴
族
会
か
ら
一
人
ず
つ
が
選
ば
れ
た
」［
史
料
一
三
］。
こ
こ
か
ら
も
、
戦
時
の
寄
付
活
動
が
、
政
府
の
主
導
の
も
と
で
組
織
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
の
寄
付
も
そ
の
一
環
で
あ
ろ
う
。 
宗
教
機
関
の
寄
付
活
動 
戦
費
の
調
達
や
戦
病
死
者
の
救
護
の
た
め
に
、
宗
教
機
関
も
活
動
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
の
あ
る
教
会
は
、
一
九
〇
四
年
二
月
一
三
日
時
点
で
一
五
万
ル
ー
ブ
ル
を
集
め
て
赤
十
字
会
に
寄
付
し
、
修
道
院
は
二
万
六
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
集
め
た
。
ま
た
極
東
の
戦
線
に
貨
物
列
車
一
〇
両
分
の
衣
服
を
送
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
エ
ク
ザ
ル
フ
教
区
で
も
開
戦
と
と
も
に
、
戦
費
の
徴
収
と
戦
病
死
者
の
救
護
の
活
動
を
開
始
し
た
９
４
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
ま
ず
、
一
九
〇
四
年
二
月
二
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
出
征
し
た
翌
日
、
ア
レ
ク
ス
ジ
ョ
ー
ジ
ア
総
主
教
代
理
（
ロ
シ
ア
人
）
が
彼
ら
の
た
め
に
祈
り
を
捧
げ
た
。
祈
り
の
時
、
彼
は
戦
費
を
国
民
か
ら
集
め
る
こ
と
を
提
唱
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
エ
ク
ザ
ル
フ
教
区
の
基
金
か
ら
の
寄
付
金
を
戦
費
と
し
て
政
府
に
寄
贈
し
た
。
ア
レ
ク
ス
ジ
ョ
ー
ジ
ア
総
主
教
代
理
は
一
〇
〇
人
の
戦
病
者
の
救
護
す
る
た
め
、
一
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
寄
贈
し
た
。
一
九
〇
四
年
の
一
年
間
で
、
戦
費
と
し
て
寄
付
さ
れ
た
の
は
合
計
で
四
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六
九
六
ル
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た
９
５
。
モ
ス
ク
ワ
に
あ
る
宗
教
機
関
の
寄
付
金
額
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
少
な
い
。 
さ
ら
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
エ
ク
ザ
ル
フ
教
区
に
あ
る
全
て
の
修
道
院
は
、
修
道
士
の
給
料
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
戦
病
死
者
の
救
護
費
と
し
て
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
戦
線
に
衣
服
や
食
糧
な
ど
を
送
っ
た
。
し
か
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
正
教
会
の
研
究
者
パ
ヴ
リ
ア
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ケ
テ
ヴ
ァ
ン
氏
に
よ
る
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
神
父
や
修
道
士
等
の
活
動
は
活
発
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
人
の
修
道
士
が
募
金
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
た
９
６
。
つ
ま
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
修
道
士
は
ロ
シ
ア
の
戦
争
を
積
極
的
に
支
持
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
日
露
戦
争
の
開
戦
と
共
に
モ
ス
ク
ワ
修
道
院
は
一
五
万
ル
ー
ブ
ル
を
寄
付
し
た
の
に
対
し
て
、
一
九
〇
四
年
を
通
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
修
道
院
が
寄
付
し
た
金
額
は
僅
か
四
六
九
六
ル
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た
。 
一
般
国
民
の
寄
付
活
動 
貴
族
や
修
道
士
だ
け
で
な
く
、
一
般
国
民
も
寄
付
を
し
た
。
例
え
ば
、
ト
ビ
リ
シ
帽
子
メ
ー
カ
ー
会
は
一
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
［
史
料
一
四
］、
ア
ハ
ル
ツ
ィ
ヘ
市
議
会
は
ロ
シ
ア
艦
隊
に
五
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
寄
付
し
た
［
史
料
一
五
］。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
団
体
ご
と
に
お
よ
そ
一
〇
〇
～
五
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
の
寄
付
を
行
っ
て
い
る
。 
戦
争
に
寄
付
す
る
こ
と
へ
の
対
抗
も
あ
っ
た
。
ト
ビ
リ
シ
サ
ー
ク
ル
９
７
は
戦
費
と
し
て
一
万
五
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
寄
贈
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
こ
れ
に
関
し
て
協
議
す
る
こ
と
を
決
め
た
［
史
料
一
六
］。
し
か
し
そ
の
後
、
ト
ビ
リ
シ
サ
ー
ク
ル
が
戦
費
を
寄
付
し
た
か
ど
う
か
に
関
す
る
情
報
は
な
い
の
で
、
協
議
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。 
し
か
し
当
時
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
た
金
額
は
、
戦
費
よ
り
も
高
か
っ
た
。
例
え
ば
、
農
業
組
織
は
ロ
シ
ア
赤
十
字
会
に
一
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
女
子
病
院
に
二
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
寄
付
し
た
［
史
料
一
七
］。
ま
た
、
ア
カ
キ
基
金
（
ツ
ェ
レ
テ
リ
・
ア
カ
キ
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
著
名
な
詩
人
）
に
ゴ
ゲ
バ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
イ
ア
コ
ブ
は
一
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
、
ガ
ム
レ
ケ
リ
は
一
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
贈
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
〇
五
年
一
月
、
ア
カ
キ
基
金
は
、
奉
天
に
住
ん
で
い
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
か
ら
一
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
の
寄
付
を
受
け
た
［
史
料
一
八
］。
参
考
ま
で
に
挙
げ
て
お
く
と
、
目
が
悪
い
子
供
の
た
め
の
病
院
が
、
一
九
〇
四
年
一
月
に
受
け
た
寄
付
金
は
三
二
四
一
ル
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た
９
８
。 
戦
費
や
戦
病
死
者
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
た
金
額
か
ら
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
日
露
戦
争
を
自
国
の
戦
争
と
は
認
識
せ
ず
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
勝
利
を
積
極
的
に
欲
し
て
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
寄
付
金
は
少
額
で
、
寄
付
は
形
式
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
戦
費
募
集
よ
り
、
戦
病
死
者
や
彼
ら
の
遺
家
族
の
救
護
の
た
め
の
寄
付
活
動
の
方
が
、
新
聞
で
は
さ
か
ん
に
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
戦
争
に
お
い
て
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
あ
ま
り
協
力
し
な
か
っ
た
が
、
戦
争
犠
牲
者
の
た
め
の
活
動
は
行
っ
た
と
い
え
る
。 
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そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
く
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
勝
利
を
欲
し
て
い
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
を
密
か
に
支
持
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。 
 
第
四
節 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
有
力
詩
人
と
日
露
戦
争 
 
 
日
本
を
支
持
す
る
詩 
ジ
ャ
ヴ
ァ
ヒ
シ
ュ
リ
氏
は
「
日
本
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
関
係
史
か
ら
」
と
い
う
論
文
に
お
い
て
、「
日
露
戦
争
の
開
戦
と
共
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
最
高
指
導
者
ら
は
、
遠
慮
せ
ず
に
日
本
側
を
支
持
し
た
。
特
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
有
名
な
作
家
ら
は
活
躍
し
た
。
彼
ら
は
日
露
戦
争
に
ロ
シ
ア
帝
国
が
惨
敗
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
回
復
を
期
待
し
た
の
だ
９
９
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
根
拠
と
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
詩
人
の
詩
を
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
少
し
異
な
っ
た
見
解
を
持
っ
て
い
る
。
日
本
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
開
戦
し
た
時
点
で
は
な
く
、
日
本
軍
の
勝
利
が
明
白
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
、
詩
人
が
日
本
を
支
持
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
史
料
は
、
今
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
重
要
な
事
実
で
あ
る
。
実
は
、
ジ
ャ
ヴ
ァ
ヒ
シ
ュ
リ
氏
が
「
日
本
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
関
係
史
か
ら
」
で
引
用
し
た
詩
・
小
説
は
、
一
九
〇
五
年
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
私
も
、
当
時
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
新
聞
に
、
日
露
戦
争
に
関
す
る
詩
を
数
多
く
発
見
し
た
の
で
、
ジ
ャ
ヴ
ァ
ヒ
シ
ュ
リ
氏
の
論
文
で
示
さ
れ
た
二
編
の
詩
と
あ
わ
せ
て
論
じ
て
お
き
た
い
。 
開
戦
当
時
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
日
本
の
勝
利
が
信
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
日
本
軍
の
勝
利
が
続
く
と
、
ロ
シ
ア
帝
国
惨
敗
へ
の
期
待
が
生
ま
れ
た
。
旅
順
要
塞
の
陥
落
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
に
与
え
た
負
の
衝
撃
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
新
聞
に
は
要
塞
の
陥
落
に
関
す
る
記
事
が
多
く
載
せ
ら
れ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
外
国
の
新
聞
記
事
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
数
人
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
が
旅
順
で
戦
死
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
ら
に
関
す
る
特
別
な
記
事
は
掲
載
さ
れ
ず
、
基
本
的
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
奉
天
会
戦
で
日
本
が
勝
利
し
た
こ
と
を
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
好
意
的
に
受
け
止
め
、
興
奮
し
た
詩
人
は
日
本
に
詩
を
献
呈
し
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
に
よ
る
検
閲
と
処
罰
の
恐
れ
が
あ
っ
た
の
で
、
詩
で
は
「
日
本
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
と
用
い
ら
れ
た
言
葉
か
ら
、
日
本
に
献
呈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 
詩
の
分
析 
最
初
の
反
ロ
シ
ア
の
詩
は
、
メ
グ
レ
リ
・
ド
ツ
１
０
０
と
い
う
詩
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。
一
九
〇
四
年
一
〇
月
一
〇
日
、『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
は
満
州
か
ら
届
い
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
軍
人
の
手
紙
を
載
せ
た
１
０
１
。
こ
れ
を
読
ん
だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
メ
グ
レ
リ
は
詩
を
書
い
た
。
メ
グ
レ
リ
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
が
極
東
で
戦
っ
て
い
る
こ
と
に
憤
怒
し
た
。
日
本
に
対
す
る
戦
争
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
が
ロ
シ
ア
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帝
国
側
の
兵
士
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
へ
の
憤
り
で
あ
る
。
詩
に
使
っ
た
「
憎
悪
が
生
ま
れ
る
」
の
表
現
か
ら
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
す
る
憎
悪
さ
え
う
か
が
わ
れ
る
［
史
料
一
九
］。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
、
日
露
戦
争
に
日
本
が
勝
利
す
る
こ
と
が
、「
春
」
に
た
と
え
ら
れ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
征
服
さ
れ
た
時
代
を
「
冬
の
時
代
」
と
感
じ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
戦
争
に
惨
敗
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
立
回
復
が
達
成
さ
れ
る
と
期
待
し
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
の
解
放
と
日
本
の
勝
利
は
、
冬
か
ら
春
に
季
節
が
移
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
特
に
、
旅
順
要
塞
が
陥
落
し
て
か
ら
、「
春
」
の
議
論
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。
当
時
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
厳
し
い
検
閲
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
新
聞
に
日
本
の
勝
利
を
示
す
際
は
「
春
」
の
言
葉
が
使
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
旅
順
要
塞
が
陥
落
し
た
後
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
間
で
日
本
の
勝
利
と
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
の
解
放
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
拡
大
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
私
は
旅
順
が
征
服
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
と
回
復
を
信
じ
ら
れ
な
い
で
い
た
詩
人
ミ
ケ
ラ
ゼ
・VL
（
ヴ
ラ
ド
メ
リ
）
を
発
見
し
た
。
彼
は
一
九
〇
五
年
一
月
四
日
に
悲
観
的
な
詩
を
書
き
「
我
々
の
国
に
、
春
の
光
が
差
し
込
む
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
悩
ん
だ
」
［
史
料
二
〇
］。
こ
こ
で
も
「
春
」
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。 
同
じ
「
春
」
に
関
す
る
詩
が
そ
の
後
も
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。
一
九
〇
五
年
の
二
月
九
日
、
ボ
ケ
リ
ア
・
ギ
オ
ル
ギ
（
学
校
の
教
師
、
作
家
）
が
、
ミ
ケ
ラ
ゼ
・
ヴ
ラ
ド
メ
リ
の
詩
に
応
え
て
書
い
た
詩
が
『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
に
載
せ
ら
れ
た
。
こ
の
詩
で
使
わ
れ
て
い
る
「
春
」
も
、
日
露
戦
争
に
お
け
る
日
本
の
勝
利
を
意
味
し
て
お
り
、
ボ
ケ
リ
ア
は
日
本
の
勝
利
を
予
想
し
て
、
日
本
人
の
こ
と
を
素
晴
ら
し
い
民
族
で
あ
る
と
称
賛
し
た
。「『
春
』
を
歌
っ
て
い
る
」
と
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
日
本
の
勝
利
の
た
め
に
祈
り
、
喜
ん
で
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
［
史
料
二
一
］。 
奉
天
会
戦
で
日
本
が
勝
利
す
る
と
、
喜
ん
だ
イ
リ
コ
（
チ
ャ
ヴ
チ
ャ
ヴ
ヴ
ァ
ゼ
・
イ
リ
ア
１
０
２
）
と
い
う
詩
人
は
、『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
に
詩
を
発
表
し
た
。
こ
の
詩
で
「
太
陽
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
日
本
の
こ
と
で
あ
り
、「
暗
み
の
国
」
は
ロ
シ
ア
帝
国
、「
鳥
」
と
「
ツ
バ
メ
」
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
民
族
や
ロ
シ
ア
帝
国
内
の
少
数
民
族
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
冬
に
迫
害
さ
れ
た
も
の
は
、
春
を
呼
び
掛
け
る
は
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
、「
冬
に
迫
害
さ
れ
た
も
の
」
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
迫
害
さ
れ
た
小
民
族
、「
春
を
呼
び
掛
け
る
」
と
は
独
立
回
復
を
願
う
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
太
陽
の
王
」
は
明
治
天
皇
で
あ
る
と
も
解
釈
で
き
る
［
史
料
二
二
］。 
ツ
ェ
レ
レ
テ
リ
・
ア
カ
キ
１
０
３
に
つ
い
て
は
ジ
ャ
ヴ
ァ
ヒ
シ
ュ
リ
氏
の
研
究
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
詩
を
書
い
た
。
彼
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
に
た
い
へ
ん
人
気
の
あ
っ
た
詩
人
で
、
影
響
力
の
あ
る
人
物
で
も
あ
っ
た
。
詩
の
題
名
は
「
グ
リ
ア
風
の
子
守
唄
」。
ジ
ャ
ヴ
ァ
ヒ
シ
ュ
リ
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
詩
の
お
も
し
ろ
さ
は
、「
お
お
、
こ
れ
は
す
ご
い
」
と
い
う
表
現
に
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
で
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は
「oi, amas venatsvale
」
と
書
く
。「venatsvale
」
と
い
う
言
葉
を
正
確
に
日
本
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
大
ま
か
に
言
え
ば
「
す
ご
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
全
て
の
連
は
「o
i, 
amas venatsvale
」と
い
う
称
賛
の
表
現
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。さ
ら
に
、こ
の
詩
で「o
i , am
as
」
は
、
こ
れ
は
大
山
巌
元
帥
を
暗
に
示
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
で
、
大
山
巌
元
帥
の
名
前
の
発
音
は
「
オ
イ
ア
マ
」
と
な
る
が
、
大
山
を
称
賛
す
る
表
現
を
使
う
と
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
に
処
罰
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
の
で
、
ア
レ
ゴ
リ
ー
を
使
い
、「oi, 
amas 
venatsvale
」、
つ
ま
り
「
お
お
、
こ
れ
は
す
ご
い
」
と
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ア
カ
キ
は
、
大
山
の
名
前
を
区
切
っ
て
「
オ
イ
、
ア
マ
ー
ス
」
と
呼
ば
せ
る
と
い
う
妙
技
ま
で
使
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
ヴ
ァ
ヒ
シ
ュ
リ
氏
は
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
詩
で
「oi, 
amas 
venatsvale
」
赤
ん
坊
へ
の
呼
び
か
け
で
あ
り
、
ア
カ
キ
に
と
っ
て
「
赤
ん
坊
」
と
は
、
日
本
と
い
う
「
若
い
国
」
を
も
意
味
し
て
い
た
と
私
は
考
え
て
い
る
［
史
料
二
三
］。
そ
れ
ゆ
え
私
は
、
こ
の
詩
は
ロ
シ
ア
の
惨
敗
を
期
待
し
、
日
本
を
支
持
す
る
詩
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
理
解
す
る
［
史
料
二
四
］。
さ
ら
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
た
ち
は
日
本
を
応
援
す
る
た
め
、
ギ
タ
ー
を
弾
き
な
が
ら
「
グ
リ
ア
１
０
４
風
の
子
守
唄
」
を
歌
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
も
今
回
判
明
し
た
１
０
５
。 
ま
た
ジ
ャ
ヴ
ァ
ヒ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
氏
は
、
別
の
詩
人
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
有
名
な
作
家
、
フ
シ
ャ
ヴ
ェ
ラ
・
ヴ
ァ
ジ
ャ
１
０
６
は
、
日
本
を
讃
え
る
詩
を
書
い
た
。
こ
の
詩
の
お
も
し
ろ
さ
は
、
ア
ク
ロ
ス
テ
ィ
ッ
ク
詩
で
あ
る
点
に
あ
る
。（
ア
ク
ロ
ス
テ
ィ
ッ
ク
詩
と
は
、
各
行
頭
の
文
字
を
並
べ
る
と
あ
る
語
に
な
る
遊
戯
詩
の
こ
と
で
あ
る
）。
作
家
は
詩
の
内
容
は
、
あ
る
民
族
を
称
賛
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
各
行
頭
の
文
字
を
読
め
ば
、
こ
の
民
族
が
日
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
各
行
頭
の
文
字
を
つ
な
げ
る
と
、「
日
本
人
で
す
」
と
い
う
意
味
に
な
る
か
ら
で
あ
る
［
史
料
二
五
］。 
以
上
の
検
討
か
ら
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
詩
人
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
惨
敗
を
期
待
し
、
日
本
を
密
か
に
支
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
ジ
ャ
ヴ
ァ
ヒ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
氏
の
指
摘
と
は
異
な
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
詩
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
詩
の
日
付
を
検
討
す
る
と
、
日
本
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
日
露
戦
争
が
開
戦
し
た
時
点
で
は
な
く
、
日
本
軍
の
勝
利
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 
 
第
五
節 
新
聞
に
お
け
る
日
本
文
化
の
紹
介 
 
 
日
本
文
化
の
紹
介 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
新
聞
記
者
は
戦
争
の
情
報
と
共
に
、
日
本
の
文
化
・
歴
史
等
に
関
す
る
紹
介
記
事
を
新
聞
に
載
せ
た
。
当
時
の
全
て
の
新
聞
を
読
む
と
、
日
本
を
敵
国
と
み
な
し
て
い
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
や
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
日
本
に
関
す
る
記
事
を
読
み
、
そ
の
よ
う
な
新
し
い
ア
ジ
ア
の
小
国
が
、
開
国
か
ら
五
〇
年
ほ
ど
の
間
に
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先
進
国
ま
で
発
展
し
た
こ
と
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
人
々
は
驚
い
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
側
の
兵
士
と
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
が
戦
争
に
参
加
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
に
対
す
る
批
判
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
当
時
の
ロ
シ
ア
帝
国
の
新
聞
が
、
日
本
を
見
下
し
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
危
機
を
強
調
し
て
い
る
（
黄
色
の
危
機
な
ど
の
記
事
）
の
と
は
ま
っ
た
く
対
照
的
で
あ
る
。 
『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』、『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』、『
モ
ア
ン
ベ
雑
誌
』、『
ム
ツ
ム
ケ
シ
雑
誌
』
は
、
日
本
に
関
す
る
記
事
を
載
せ
た
が
、『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
の
方
が
日
本
に
関
す
る
記
事
が
多
く
、
ま
た
テ
ー
マ
が
多
様
で
あ
り
、
内
容
も
詳
し
か
っ
た
。
例
え
ば
、『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
に
は
、
一
九
〇
四
年
一
月
三
〇
日
か
ら
日
本
に
関
す
る
連
載
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
数
は
計
二
一
本
以
上
に
の
ぼ
っ
た
。
記
事
の
大
部
分
は
質
が
高
く
、
日
本
の
名
称
、
天
皇
、
議
会
、
人
口
、
気
候
、
宗
教
、
日
本
史
、
ア
イ
ヌ
、
家
族
制
度
、
神
話
、
国
土
・
地
理
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
関
係
、
商
売
、
明
治
憲
法
、
政
党
、
経
済
、
予
算
、
明
治
維
新
、
農
業
、
鉄
道
、
商
船
、
教
育
、
新
聞
、
文
学
、
日
本
語
、
劇
叙
、
伝
統
、
祭
り
、
茶
道
、
相
撲
、
芸
者
、
日
本
人
科
学
者
・
大
学
、
陸
軍
、
海
軍
な
ど
に
関
す
る
記
事
が
載
せ
ら
れ
た
。
記
者
は
ア
グ
ラ
ゼ
・
イ
リ
ア
１
０
７
で
あ
る
。
記
事
を
書
い
た
記
者
は
日
本
に
精
通
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
参
考
文
献
と
し
て
海
外
で
出
版
さ
れ
た
本
や
雑
誌
な
ど
を
利
用
し
て
お
り
、
天
照
大
神
を
「
ア
マ
テ
レ
ザ
女
神
」
と
書
く
な
ど
の
誤
り
も
見
ら
れ
た
。 
独
立
運
動
の
機
運 
奉
天
会
戦
で
の
日
本
軍
の
勝
利
に
よ
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
独
立
回
復
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
独
立
回
復
の
最
初
の
一
歩
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
自
治
権
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
〇
五
年
三
月
か
ら
『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
や
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
で
は
自
治
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
始
ま
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
、
ど
の
よ
う
な
独
立
運
動
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
こ
れ
に
日
露
戦
争
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
章
で
論
じ
て
い
く
。 
 
第
六
節 
小 
活 
 
日
露
戦
争
は
、
日
本
に
対
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
関
心
を
高
め
た
。
新
聞
等
で
は
日
本
文
化
に
関
す
る
記
事
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
形
式
的
に
は
敵
国
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
記
事
に
は
日
本
に
好
意
的
な
内
容
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。 
も
っ
と
も
、
日
露
開
戦
の
段
階
で
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
戦
争
に
あ
ま
り
関
心
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
名
前
も
知
ら
れ
て
い
な
い
東
ア
ジ
ア
の
小
国
に
、
大
国
ロ
シ
ア
帝
国
が
負
け
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
軍
が
勝
利
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
惨
敗
の
期
待
が
高
ま
り
、
日
本
人
に
対
す
る
評
価
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。 
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ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
一
員
と
し
て
日
本
と
対
し
て
戦
っ
て
い
た
が
、
新
聞
等
に
は
日
本
を
批
判
す
る
記
事
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
逆
に
、
記
事
か
ら
は
日
本
に
対
す
る
賛
美
す
る
傾
向
は
見
て
取
れ
た
。
極
東
で
戦
っ
て
い
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
軍
人
に
つ
い
て
さ
え
、
記
事
は
極
め
て
短
く
、
数
も
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
軍
を
密
か
に
称
賛
す
る
記
事
が
現
れ
た
。
さ
ら
に
新
聞
だ
け
で
な
く
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
有
名
な
詩
人
ら
も
日
本
を
賛
美
し
て
詩
を
献
呈
し
た
。
ま
た
、
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
全
ロ
シ
ア
帝
国
に
お
い
て
戦
費
や
戦
病
死
者
の
救
護
基
金
の
た
め
募
金
運
動
が
行
わ
れ
、
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
も
参
加
し
た
が
、
寄
付
金
額
は
少
額
で
形
式
的
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
、
こ
の
時
日
本
に
対
し
て
き
わ
め
て
共
感
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
の
独
立
を
め
ざ
す
機
運
が
あ
っ
た
。 
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第
三
章 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
運
動
に
対
す
る
日
露
戦
争
の
影
響
と
日
本
の
支
持 
 
前
章
に
お
い
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
日
露
戦
争
で
密
か
に
日
本
を
支
持
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
日
本
の
勝
利
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
解
放
手
段
と
し
て
見
ら
れ
た
。
実
際
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
日
露
戦
争
で
ロ
シ
ア
帝
国
が
惨
敗
す
る
と
、
独
立
回
復
の
期
待
が
高
ま
っ
た
。 
本
章
で
は
、
日
露
戦
争
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
運
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
お
け
る
対
日
観
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 
 第
一
節 
ロ
シ
ア
帝
国
内
の
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
運
動
と
独
立
運
動 
 
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
運
動 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
状
況
を
論
じ
る
前
に
、ロ
シ
ア
帝
国
内
で
の
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
運
動
に
つ
い
て
短
く
紹
介
し
て
お
く
。
日
露
戦
争
勃
発
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
内
に
も
動
揺
が
生
じ
た
。
ツ
ァ
ー
リ
（
ロ
シ
ア
皇
帝
）
や
政
府
は
、
戦
争
前
に
す
で
に
支
持
を
失
っ
て
い
た
が
、
開
戦
に
よ
っ
て
そ
の
支
持
は
さ
ら
に
低
下
し
た
。
同
時
に
、
ロ
シ
ア
帝
国
下
で
は
被
支
配
民
族
に
よ
る
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
運
動
や
独
立
運
動
が
起
こ
っ
た
。
特
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
ど
で
独
立
運
動
（
完
全
自
治
権
要
求
も
含
む
）
が
拡
大
し
て
い
く
。
日
露
戦
争
で
、
同
国
民
が
ロ
シ
ア
帝
国
軍
と
一
緒
に
日
本
に
対
し
て
戦
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
日
本
を
支
持
し
た
。 
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
ロ
シ
ア
帝
国
内
で
は
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
運
動
が
激
し
く
な
っ
た
。
当
時
の
ロ
シ
ア
帝
国
に
は
二
つ
の
影
響
力
の
強
い
運
動
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
を
中
心
と
す
る
労
農
運
動
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
被
支
配
民
族
に
も
広
が
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
目
標
は
ツ
ァ
ー
リ
を
打
倒
し
、
労
農
政
府
を
樹
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
征
服
さ
れ
た
諸
民
族
に
と
っ
て
は
何
も
変
わ
る
も
の
は
な
く
、
た
だ
ロ
シ
ア
帝
国
の
ツ
ァ
ー
リ
政
府
が
ロ
シ
ア
の
労
農
政
府
に
変
更
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
二
つ
目
の
有
力
な
運
動
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
の
独
立
運
動
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
の
被
支
配
民
族
に
は
、
日
露
戦
争
で
の
ロ
シ
ア
の
敗
戦
に
よ
り
、
独
立
実
現
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
独
立
運
動
が
始
ま
り
、
特
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
コ
ー
カ
サ
ス
に
独
立
運
動
が
激
し
く
広
が
り
、
彼
ら
は
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
武
装
蜂
起
を
準
備
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
も
ロ
シ
ア
帝
国
に
征
服
さ
れ
た
民
族
で
あ
っ
た
の
で
、
本
研
究
で
は
独
立
運
動
に
注
目
す
る
。 
前
述
し
た
よ
う
に
、
日
露
戦
争
の
開
始
と
共
に
、
被
支
配
民
族
に
独
立
回
復
の
期
待
が
も
た
ら
さ
れ
38 
 
た
１
０
８
。
そ
の
た
め
、
日
本
は
敵
国
で
は
な
く
同
盟
国
と
し
て
判
断
さ
れ
た
。
大
国
ロ
シ
ア
帝
国
に
お
け
る
す
べ
て
の
独
立
運
動
を
検
討
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
状
況
が
似
て
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
動
向
を
短
く
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド 
一
八
〇
九
年
、
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
か
ら
首
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
を
守
備
す
る
た
め
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
占
領
し
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
感
情
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
を
公
用
語
と
し
て
許
可
し
た
１
０
９
。 
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
国
は
、
帝
国
内
に
広
い
自
治
を
認
め
ら
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
１
１
０
。
し
か
し
、
一
八
九
八
年
に
ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
ロ
シ
ア
化
す
る
方
針
を
定
め
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ボ
ブ
リ
コ
フ
将
軍
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
総
督
に
任
命
し
た
。
一
八
九
九
年
の
「
二
月
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
に
よ
り
ロ
シ
ア
語
を
公
用
語
と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
１
１
１
。
一
八
九
九
年
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
憲
法
を
廃
止
し
て
、
総
督
独
裁
制
と
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
民
の
感
情
を
無
視
し
な
が
ら
ロ
シ
ア
化
が
強
化
さ
れ
１
１
２
、
ボ
ブ
リ
コ
フ
総
督
の
厳
し
い
政
策
に
よ
っ
て
、
抵
抗
の
リ
ー
ダ
ー
グ
ル
ー
プ
立
憲
主
義
抵
抗
派
の
指
導
者
た
ち
は
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
１
１
３
。
一
九
〇
四
年
夏
に
ボ
ブ
リ
コ
フ
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
愛
国
者
エ
ウ
ゲ
ニ
・
シ
ャ
ウ
マ
ン
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
。
彼
の
後
任
者
イ
ヴ
ァ
ン
・
オ
ボ
レ
ン
ス
キ
ー
は
、
ボ
ブ
リ
コ
フ
よ
り
穏
健
な
人
物
で
あ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
化
政
策
は
依
然
続
い
た
ま
ま
だ
っ
た
１
１
４
。 
ポ
ー
ラ
ン
ド 
一
七
七
七
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
プ
ロ
シ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
第
一
回
分
割
に
よ
っ
て
本
土
の
約
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
失
わ
れ
、
一
七
九
三
年
の
第
二
回
分
割
に
よ
っ
て
さ
ら
に
旧
領
の
三
分
の
一
が
残
る
の
み
と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
七
九
六
年
の
第
三
回
目
の
分
割
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
し
て
世
界
地
図
か
ら
独
立
国
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
失
わ
せ
た
１
１
５
。 
日
露
戦
争
が
始
ま
る
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
親
ロ
シ
ア
派
は
、
ロ
シ
ア
皇
帝
に
対
し
て
戦
争
へ
の
協
力
を
申
し
入
れ
た
。
独
立
運
動
派
は
彼
ら
に
反
対
す
る
デ
モ
を
行
っ
た
１
１
６
。
一
九
〇
四
年
の
夏
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
戦
争
に
向
け
て
の
徴
兵
が
行
わ
れ
る
と
予
想
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
党
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
「
日
本
人
は
我
々
の
敵
で
は
な
い
。
彼
ら
は
、
我
々
で
は
な
く
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
と
戦
っ
て
い
る
。
日
本
人
は
我
々
の
敵
の
敵
で
あ
る
」
と
言
い
、
戦
争
に
参
加
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
戦
線
で
は
日
本
軍
に
降
伏
す
る
こ
と
を
促
し
た
１
１
７
。
国
民
同
盟
は
ド
モ
フ
ス
キ
・
ロ
マ
ン
を
中
心
に
自
治
を
要
求
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
党
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
す
る
蜂
起
の
準
備
を
開
始
し
た
１
１
８
。
両
党
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
し
て
戦
う
た
め
に
日
本
側
に
接
触
し
た
。 
 
第
二
節 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
運
動 
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独
立
実
現
へ
の
三
つ
の
構
想 
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
同
様
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
も
ロ
シ
ア
帝
国
の
惨
敗
に
よ
っ
て
独
立
実
現
の
気
運
が
高
ま
り
、
少
な
く
と
も
完
全
自
治
を
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
動
き
が
生
ま
れ
た
。
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
数
か
月
後
、
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
の
解
放
を
め
ぐ
る
世
論
が
一
気
に
広
が
っ
た
。
人
々
の
意
見
は
三
つ
に
分
か
れ
て
い
た
と
私
は
考
え
て
い
る
。
貴
族
は
自
ら
活
動
は
起
こ
さ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
支
援
を
期
待
し
た
。
彼
ら
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
帝
国
が
弱
体
化
し
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
が
コ
ー
カ
サ
ス
に
軍
を
派
遣
し
、
全
コ
ー
カ
サ
ス
を
解
放
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
征
服
さ
れ
る
前
の
王
国
制
度
を
回
復
で
き
る
と
期
待
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
平
民
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
弱
体
化
し
た
ロ
シ
ア
帝
国
の
政
府
が
自
ら
改
革
を
実
行
し
、
民
衆
に
権
利
を
与
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
そ
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
は
双
方
を
批
判
し
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
支
援
は
実
現
不
可
能
だ
と
批
判
し
た
。
そ
の
た
め
、
民
衆
が
闘
う
こ
と
が
自
由
を
獲
得
す
る
唯
一
の
道
だ
と
主
張
し
た
。
彼
ら
は
ロ
シ
ア
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
や
ア
ル
メ
ニ
ア
と
共
に
コ
ー
カ
サ
ス
国
家
連
合
を
つ
く
る
こ
と
を
考
え
た
１
１
９
。 
し
か
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
運
動
は
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
後
で
は
な
く
、
一
九
〇
一
年
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
。
一
九
〇
一
年
に
独
立
運
動
が
始
ま
る
と
、
一
九
〇
二
年
か
ら
労
農
運
動
も
動
き
出
し
、
日
露
戦
争
の
勃
発
に
伴
い
、
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
運
動
は
さ
ら
に
激
し
く
な
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
主
な
独
立
党
派
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
が
正
式
な
政
党
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
〇
四
年
四
月
で
あ
っ
た
が
、
同
党
は
一
九
〇
一
年
か
ら
活
動
を
開
始
し
て
い
る
（
本
研
究
で
は
、
一
九
〇
四
年
ま
で
の
彼
ら
の
活
動
に
関
し
て
述
べ
る
際
も
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
の
名
称
を
用
い
る
）。 
ロ
シ
ア
化
問
題 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
は
過
激
な
活
動
を
開
始
し
、
愛
国
的
な
意
見
を
扇
動
し
た
。
一
九
〇
一
年
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
っ
て
、「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
ロ
シ
ア
帝
国
へ
の
併
合
一
〇
〇
年
記
念
」
を
祝
福
す
る
よ
う
強
制
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
は
民
衆
に
非
合
法
文
書
を
配
備
し
て
、「
ギ
オ
ル
ギ
エ
フ
ス
ク
条
約
」
の
回
復
を
求
め
た
。「
ギ
オ
ル
ギ
エ
フ
ス
ク
条
約
」
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
述
べ
た
が
、
改
め
て
説
明
し
て
お
く
。
一
七
八
三
年
、「
ギ
オ
ル
ギ
エ
フ
ス
ク
条
約
」
に
よ
っ
て
カ
ル
ト
ル
・
カ
へ
テ
ィ
王
国
は
外
交
権
を
ロ
シ
ア
帝
国
に
譲
り
、
そ
の
代
わ
り
に
ロ
シ
ア
の
保
護
領
と
な
り
、
敵
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
場
合
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
王
国
を
保
護
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。
も
う
一
つ
重
要
な
点
は
、
こ
の
段
階
で
は
ロ
シ
ア
帝
国
が
カ
ル
ト
ル
・
カ
へ
テ
ィ
王
国
の
内
政
に
干
渉
す
る
権
利
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
カ
ル
ト
ル
・
カ
へ
テ
ィ
王
国
に
は
完
全
自
治
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
、「
ギ
オ
ル
ギ
エ
フ
ス
ク
条
約
」
を
破
っ
て
、
一
八
〇
一
年
に
カ
ル
ト
ル
・
カ
へ
テ
ィ
王
国
の
ロ
シ
ア
帝
国
へ
の
併
合
を
宣
言
し
た
。 
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ロ
シ
ア
帝
国
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
併
合
し
て
以
後
、
国
民
感
情
を
無
視
し
て
ロ
シ
ア
化
を
強
化
し
た
。
ソ
連
時
代
に
は
、
ロ
シ
ア
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
関
係
史
を
研
究
す
る
場
合
、
研
究
し
て
よ
い
の
は
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
都
合
の
悪
い
こ
と
は
研
究
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
対
す
る
行
為
は
、
研
究
者
も
無
視
で
き
な
か
っ
た
。
同
時
代
に
出
版
さ
れ
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
史
研
究
に
は
、
次
の
よ
う
な
短
い
批
判
が
見
ら
れ
る
。「
一
八
八
二
年
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
名
称
の
使
用
を
禁
止
し
、
裁
判
や
行
政
機
関
な
ど
で
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
、
ロ
シ
ア
語
が
公
用
語
と
な
っ
た
。
一
八
六
〇
年
代
か
ら
、
学
校
で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
の
単
位
が
減
少
し
、
一
八
九
〇
年
代
か
ら
学
校
で
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
で
授
業
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
学
校
内
で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
を
話
す
こ
と
も
禁
止
さ
れ
た
。
愛
国
感
情
を
扇
動
す
る
た
め
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
書
籍
な
ど
は
政
府
に
批
判
さ
れ
、
厳
し
い
検
閲
に
さ
ら
さ
れ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
民
族
を
強
制
に
ロ
シ
ア
人
化
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
文
化
の
全
滅
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
」
１
２
０
。
つ
ま
り
、
ソ
連
に
お
い
て
も
、
ロ
シ
ア
帝
国
下
で
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
強
制
的
な
ロ
シ
ア
化
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
感
情
を
無
視
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
問
題
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
ガ
フ
リ
ン
ダ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ミ
ヘ
イ
リ
氏
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
化
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
や
文
化
な
ど
を
保
護
す
る
た
め
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
作
家
や
著
名
人
な
ど
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
で
読
書
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
一
八
七
九
年
、
彼
ら
は
「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
間
で
読
書
を
拡
大
す
る
組
織
」
と
い
う
団
体
を
立
ち
上
げ
た
。
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
読
む
こ
と
や
書
く
こ
と
を
教
え
る
た
め
、
地
方
に
教
師
を
派
遣
し
た
。
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
彼
ら
も
独
立
運
動
に
参
加
し
た
。
例
え
ば
、
一
九
〇
五
年
～
一
九
〇
七
年
に
チ
ャ
ヴ
チ
ャ
ヴ
ヴ
ァ
ゼ
・
イ
リ
ア
、
ツ
ェ
レ
テ
リ
・
ア
カ
キ
、
ニ
コ
ラ
ゼ
・
ニ
コ
な
ど
は
独
立
運
動
を
支
持
す
る
詩
な
ど
を
書
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
、
書
く
こ
と
の
み
で
独
立
を
回
復
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
理
解
し
て
お
り
、
若
い
革
命
家
が
活
動
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
１
２
１
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
の
活
動
―
『
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
新
聞
』
を
中
心
に
― 
前
述
し
た
通
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
主
な
独
立
運
動
党
派
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
同
党
の
活
動
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
の
指
導
者
、
ラ
ス
ヒ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
総
裁
）、
ジ
ャ
バ
ダ
リ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
な
ど
は
、
民
衆
に
革
命
思
想
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
一
九
〇
〇
年
に
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
を
買
収
し
た
。
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ゼ
氏
と
ガ
フ
リ
ン
ダ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
氏
に
よ
る
と
、「『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
の
主
な
目
標
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
を
回
復
す
る
た
め
の
扇
動
を
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
１
２
２
。
し
か
し
、
厳
し
い
検
閲
の
た
め
、
自
分
た
ち
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
新
聞
に
反
映
さ
せ
る
こ
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と
は
非
常
に
難
し
か
っ
た
。
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
非
合
法
新
聞
の
刊
行
が
決
定
さ
れ
た
。
秘
密
警
察
が
出
版
元
を
発
見
す
る
こ
と
を
警
戒
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
の
刊
行
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
海
外
で
刊
行
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、
そ
の
場
所
と
し
て
パ
リ
が
選
択
さ
れ
た
。
新
聞
の
刊
行
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
の
指
導
者
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
や
ジ
ョ
ル
ジ
ャ
ゼ
・
ア
ル
チ
ル
が
担
っ
た
。
両
名
は
、
一
九
〇
二
年
の
春
に
パ
リ
に
到
着
し
て
、
翌
年
の
五
月
一
日
、
最
初
の
新
聞
『
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
新
聞
』
を
刊
行
し
た
。 
『
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
新
聞
』
と
共
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
『La Géorgie
』
と
い
う
新
聞
も
刊
行
し
た
。
『La Géorgie
』
の
目
的
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
主
権
問
題
や
独
立
権
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ゼ
氏
と
ガ
フ
リ
ン
ダ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
方
法
は
成
功
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
始
ま
っ
た
１
２
３
。 
以
下
、『
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
新
聞
』
に
基
づ
き
私
な
り
の
分
析
を
進
め
る
。
第
一
号
か
ら
ロ
シ
ア
帝
国
の
批
判
を
開
始
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
一
〇
〇
年
以
上
ロ
シ
ア
帝
国
下
の
奴
隷
で
あ
り
、
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
新
聞
を
刊
行
し
て
、
①
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
対
す
る
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
の
強
制
・
不
正
行
動
を
暴
露
す
る
こ
と
、
②
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
間
に
あ
る
問
題
を
批
判
す
る
こ
と
、
の
二
点
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
は
そ
の
思
想
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
海
外
に
自
由
ジ
ョ
ー
ジ
ア
機
関
を
設
立
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
内
で
の
活
動
が
困
難
で
あ
っ
た
の
で
、
他
の
党
派
に
も
自
分
た
ち
の
主
張
を
訴
え
る
た
め
に
、『
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
新
聞
』
を
使
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
［
史
料
二
六
］。 
『
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
新
聞
』
第
二
号
に
は
、
当
時
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
を
要
求
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
完
全
自
治
権
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
記
事
が
載
せ
ら
れ
た
。
記
事
に
よ
る
と
、
そ
の
計
画
は
、
コ
ー
カ
サ
ス
国
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
）
を
建
国
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
完
全
自
治
権
を
獲
得
す
る
、
そ
し
て
コ
ー
カ
サ
ス
国
を
ロ
シ
ア
帝
国
の
国
家
連
合
に
加
入
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
［
史
料
二
七
］。 
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
―
自
治
権
要
求
の
方
針
決
定
― 
一
九
〇
四
年
四
月
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
将
来
を
め
ぐ
っ
て
議
論
す
る
た
め
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
事
実
関
係
の
み
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
に
は
海
外
で
活
動
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
党
の
代
表
や
個
人
が
参
加
し
、
出
席
者
は
合
わ
せ
て
二
六
名
で
あ
っ
た
。
同
会
議
は
日
露
戦
争
と
は
関
連
が
な
く
、
海
外
で
開
催
す
る
こ
と
は
一
九
〇
三
年
に
決
定
さ
れ
て
い
る
１
２
４
。
会
議
に
は
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
と
同
盟
関
係
に
あ
る
社
会
民
主
党
も
参
加
し
た
が
、「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
は
協
力
し
な
い
」
と
発
言
し
て
、
す
ぐ
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会
議
を
脱
退
し
た
た
め
、
残
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
だ
け
で
統
一
宣
言
を
発
表
し
た
。「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
が
自
治
国
と
な
り
、
ま
ず
コ
ー
カ
サ
ス
国
家
連
合
に
加
入
し
て
か
ら
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
国
家
連
合
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
。
同
会
議
に
お
い
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
を
正
式
に
政
党
と
し
て
結
成
す
る
こ
と
」
が
発
表
さ
れ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
は
社
会
主
義
派
で
あ
っ
た
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
自
由
な
社
会
主
義
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
に
は
、
エ
ス
エ
ル
（
社
会
革
命
党
）
系
の
者
、
無
政
府
主
義
者
、
国
家
連
合
主
義
者
（
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
リ
新
聞
派
と
も
呼
ば
れ
る
）
が
入
っ
た
１
２
５
。 
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
で
は
完
全
独
立
の
要
求
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
行
わ
れ
た
が
、「
我
々
は
独
立
の
支
持
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
だ
困
難
な
の
で
、
と
り
あ
え
ず
完
全
自
治
を
要
求
し
よ
う
」
と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
１
２
６
。
つ
ま
り
、
独
立
回
復
の
実
現
は
困
難
だ
と
判
断
さ
れ
た
た
め
、
完
全
自
治
を
要
求
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ゼ
氏
と
ガ
フ
リ
ン
ダ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
氏
は
こ
の
決
定
に
つ
い
て
「
彼
ら
の
目
的
は
も
ち
ろ
ん
独
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ま
ず
自
治
権
の
要
求
が
先
決
で
あ
り
、
自
治
権
獲
得
の
次
の
目
標
が
独
立
で
あ
っ
た
」
と
考
え
て
い
る
１
２
７
。 
こ
の
よ
う
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
は
第
一
に
自
治
権
の
要
求
を
選
択
し
た
。
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
活
動
を
拡
大
し
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
下
の
被
支
配
民
族
の
独
立
運
動
者
と
交
流
し
、
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
運
動
の
統
一
戦
線
に
参
加
し
た
。
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
運
動
の
目
的
や
活
動
に
関
し
て
は
次
章
で
述
べ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
話
を
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
運
動
に
戻
そ
う
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
正
教
会
の
独
立
運
動 
一
九
〇
五
年
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
回
復
運
動
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
正
教
会
も
参
加
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
に
お
け
る
教
会
の
独
立
を
主
張
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
正
教
会
の
歴
史
は
た
い
へ
ん
古
く
、
四
八
六
年
か
ら
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
が
ロ
シ
ア
に
併
合
さ
れ
た
後
の
一
八
一
一
年
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
正
教
会
を
廃
止
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
教
区
と
し
て
ロ
シ
ア
正
教
会
に
編
入
し
、
エ
ク
ザ
ル
フ
（
総
主
教
代
理
）
に
は
常
に
ロ
シ
ア
人
が
就
任
し
て
い
た
。 
一
九
〇
一
年
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
っ
て
「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
ロ
シ
ア
帝
国
へ
の
併
合
一
〇
〇
年
記
念
」
を
祝
福
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
正
教
会
は
こ
れ
を
好
機
と
捉
え
、
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
に
請
願
書
を
送
っ
た
。
請
願
書
の
中
で
正
教
会
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
の
使
用
を
禁
止
す
る
な
ど
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
の
感
情
を
無
視
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え
、
ロ
シ
ア
化
政
策
に
対
し
て
抗
議
し
た
１
２
８
。
こ
う
し
て
、
一
九
〇
一
年
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
と
共
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
正
教
会
の
独
立
党
派
も
活
動
を
開
始
し
た
。
彼
ら
の
ロ
シ
ア
化
に
対
す
る
抗
議
は
、
独
立
回
復
へ
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。 
私
は
、
奉
天
会
戦
（
一
九
〇
五
年
三
月
一
日
～
三
月
一
〇
日
）
で
の
ロ
シ
ア
の
惨
敗
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
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ア
正
教
会
の
独
立
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
て
い
る
。
奉
天
会
戦
直
後
の
一
九
〇
五
年
三
月
一
六
日
～
二
二
日
、
ク
タ
イ
シ
市
で
イ
メ
レ
テ
ィ
教
区
の
第
四
五
回
会
議
が
開
か
れ
た
。
会
議
の
参
加
者
は
全
員
ジ
ョ
ー
ジ
ア
正
教
会
の
独
立
回
復
の
要
請
書
に
賛
成
し
た
。
三
月
二
二
日
、
要
請
書
に
は
ト
ビ
リ
シ
教
区
も
参
加
し
、
さ
ら
に
残
り
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
全
て
の
教
区
も
独
立
回
復
の
要
請
書
に
参
加
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
正
教
会
は
独
立
回
復
の
た
め
に
激
し
い
運
動
を
続
け
、
一
九
〇
五
年
五
月
三
一
日
、
正
教
会
の
全
て
の
教
区
は
独
立
回
復
の
た
め
の
総
会
議
を
開
い
た
が
、
こ
れ
は
政
府
に
よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
た
。
弾
圧
さ
れ
た
後
も
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
正
教
会
の
独
立
回
復
運
動
は
続
い
た
の
で
、
ロ
シ
ア
帝
国
で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
正
教
会
独
立
の
要
求
に
関
す
る
審
議
が
始
ま
っ
た
。 
た
だ
し
、
一
九
〇
六
年
一
月
一
九
日
、
ニ
コ
ラ
イ
エ
ク
ザ
ル
フ
（
ロ
シ
ア
人
）
は
「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
正
教
独
立
の
要
求
の
本
当
の
目
的
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
完
全
自
治
を
要
求
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
１
２
９
、
独
立
回
復
で
は
な
く
、
完
全
自
治
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
回
復
を
要
求
す
る
と
否
決
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
た
め
、
譲
歩
案
と
し
て
完
全
自
治
を
要
求
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
キ
ク
ナ
ゼ
・
ヴ
ャ
ジ
ャ
氏
は
、「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
名
望
家
、
イ
リ
ア
・
チ
ャ
ヴ
チ
ャ
ヴ
ヴ
ァ
ゼ
、
イ
ア
コ
ブ
・
ゴ
ゲ
バ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
、
ニ
コ
・
マ
リ
、
イ
ヴ
ァ
ネ
・
ジ
ャ
ヴ
ァ
ヒ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
な
ど
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
正
教
会
の
独
立
回
復
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
へ
の
一
歩
と
判
断
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
１
３
０
。
つ
ま
り
、
ニ
コ
ラ
イ
エ
ク
ザ
ル
フ
は
独
立
で
は
な
く
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
完
全
自
治
を
意
図
し
て
い
た
も
の
の
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
人
々
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
正
教
会
の
独
立
運
動
を
き
っ
か
け
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
〇
六
年
一
一
月
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
正
教
会
独
立
要
求
は
否
決
さ
れ
た
１
３
１
。 
 
第
三
節 
日
露
戦
争
時
に
お
け
る
日
本
へ
の
支
持 
 
日
本
を
支
持
す
る
動
き
の
始
ま
り 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
運
動
が
拡
大
す
る
と
共
に
、
日
本
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ
た
。
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
時
、
ア
ジ
ア
の
小
国
日
本
が
大
国
ロ
シ
ア
帝
国
を
倒
す
こ
と
を
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
人
々
は
あ
ま
り
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
密
か
に
で
は
あ
る
が
日
本
を
支
持
す
る
動
き
は
あ
っ
た
。
そ
し
て
戦
争
で
日
本
軍
が
勝
利
す
る
と
、
そ
れ
が
一
挙
に
表
面
化
し
、
民
衆
の
間
で
日
本
を
称
賛
す
る
意
見
が
現
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
や
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
に
は
、
検
閲
の
た
め
あ
か
ら
さ
ま
に
日
本
を
支
持
す
る
記
事
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
が
、『
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
新
聞
』
に
は
様
々
な
情
報
が
現
れ
た
。
以
下
、『
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
新
聞
』
な
ど
に
基
づ
い
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
日
本
が
い
か
に
支
持
さ
れ
て
い
た
か
検
討
し
て
い
く
。 
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先
行
研
究
に
よ
る
と
、
日
露
戦
争
に
際
し
て
、
最
初
に
日
本
を
称
賛
す
る
声
が
現
れ
た
の
は
ク
タ
イ
シ
市
や
バ
ツ
ミ
市
で
あ
る
。
日
露
戦
争
開
始
直
後
の
一
九
〇
四
年
二
月
三
日
、
ク
タ
イ
シ
市
の
貴
族
学
校
の
高
校
生
に
よ
り
反
日
露
戦
争
の
デ
モ
が
行
わ
れ
た
。
生
徒
た
ち
は
ツ
ァ
ー
リ
を
批
判
し
て
、
日
本
を
支
持
し
た
。
し
か
し
、
デ
モ
は
警
官
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
政
府
は
一
九
〇
四
年
三
月
五
日
、
貴
族
学
校
を
閉
校
に
し
た
１
３
２
。 
一
九
〇
四
年
二
月
一
五
日
、
今
度
は
バ
ツ
ミ
市
で
デ
モ
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
旗
を
落
と
し
て
「
ツ
ァ
ー
リ
打
倒
！
日
本
万
歳
！
」
と
叫
ん
だ
が
、
デ
モ
は
警
官
隊
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
、
数
人
が
逮
捕
さ
れ
た
１
３
３
。
グ
ル
リ
氏
に
よ
る
と
、
日
本
を
称
賛
す
る
こ
の
デ
モ
に
は
、
一
六
〇
〇
人
が
参
加
し
た
と
い
う
１
３
４
。 
先
行
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
も
ち
ろ
ん
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
支
持
者
も
い
た
が
、
彼
ら
は
日
本
を
支
持
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
に
よ
っ
て
非
難
さ
れ
た
。
そ
の
件
に
関
し
て
『
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
新
聞
』
に
興
味
深
い
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
日
露
戦
争
で
日
本
側
の
数
隻
の
戦
艦
が
戦
没
し
た
こ
と
が
分
か
り
、
ト
ビ
リ
シ
の
学
校
の
教
師
は
喜
ん
だ
。
こ
の
こ
と
を
祝
福
す
る
た
め
に
、
教
師
は
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
、
仲
間
た
ち
と
他
の
ロ
シ
ア
人
を
招
待
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
政
府
に
忠
実
な
こ
う
し
た
教
師
を
厳
し
く
非
難
し
た
」
１
３
５
。
つ
ま
り
、
日
本
支
持
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
に
と
っ
て
、
日
露
戦
争
で
ロ
シ
ア
側
を
支
持
す
る
こ
と
は
容
認
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
徴
兵
忌
避
と
対
露
闘
争 
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
運
動
の
拡
大
と
共
に
、
日
本
を
支
持
す
る
運
動
も
激
し
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
日
露
戦
争
で
日
本
を
支
持
す
る
の
み
な
ら
ず
、
戦
争
に
参
加
す
る
こ
と
そ
の
も
の
を
拒
否
す
る
動
き
も
広
が
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
な
い
事
実
で
あ
る
。
一
九
〇
四
年
の
秋
に
、
そ
の
年
の
徴
兵
検
査
が
行
わ
れ
た
。『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
に
よ
る
と
、
こ
の
年
、
兵
役
義
務
を
果
た
す
た
め
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
合
わ
せ
て
七
四
一
六
人
が
徴
兵
さ
れ
る
計
画
で
あ
っ
た
（
ト
ビ
リ
シ
グ
ベ
ー
ル
ニ
ヤ
三
四
一
六
人
、
ク
タ
イ
シ
グ
ベ
ー
ル
ニ
ヤ
三
七
二
七
人
。
徴
兵
予
定
が
一
万
人
以
上
と
い
う
新
聞
報
道
も
あ
っ
た
）［
史
料
二
八
］。
し
か
し
、
グ
リ
ア
地
方
で
は
徴
兵
が
忌
避
さ
れ
た
。
彼
ら
は
「
我
々
の
敵
は
日
本
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
の
政
府
で
あ
る
」
と
発
言
し
た
１
３
６
［
史
料
二
九
］。 
し
か
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
は
徴
兵
検
査
を
受
け
た
者
に
対
し
て
強
制
的
に
兵
役
義
務
を
課
す
こ
と
を
決
定
し
た
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
民
衆
が
警
官
隊
と
衝
突
し
て
流
血
沙
汰
と
な
り
、
数
人
が
死
亡
、
ま
た
は
逮
捕
さ
れ
、
政
府
の
徴
兵
計
画
は
実
現
困
難
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
同
じ
グ
リ
ア
地
方
で
は
、
兵
役
を
忌
避
す
る
た
め
に
、
徴
兵
適
齢
者
を
林
に
匿
い
、
ロ
シ
ア
帝
国
軍
に
対
す
る
ゲ
リ
ラ
戦
を
始
め
た
。
「
我
々
は
、
満
州
よ
り
グ
リ
ア
で
死
ぬ
べ
き
だ
」
が
彼
ら
の
モ
ッ
ト
ー
と
な
っ
た
。
数
百
人
が
ゲ
リ
ラ
戦
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に
参
加
し
た
が
、
武
器
不
足
の
た
め
戦
い
は
難
航
し
た
。『
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
新
聞
』
は
同
問
題
に
つ
い
て
、「
多
く
の
地
方
か
ら
集
ま
っ
た
徴
兵
忌
避
者
が
ロ
シ
ア
軍
と
戦
い
、
数
百
人
が
林
に
立
て
こ
も
っ
た
。
彼
ら
は
『
ベ
ル
デ
ナ
式
』
銃
（
旧
式
の
銃
―
筆
者
）
を
持
っ
て
お
り
、
自
分
た
ち
で
も
銃
を
製
造
し
て
い
る
が
、
彼
ら
は
武
器
不
足
の
た
め
武
器
を
探
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
１
３
７
。
武
器
不
足
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
グ
リ
ア
地
方
で
は
日
本
に
対
す
る
戦
争
が
拒
否
さ
れ
、
逆
に
ロ
シ
ア
軍
と
衝
突
し
た
。
つ
ま
り
、
日
本
を
敵
国
と
す
る
の
で
は
な
く
、
日
本
を
敵
国
と
し
て
い
た
国
の
軍
と
戦
っ
た
の
で
あ
る
。 
グ
リ
ア
地
方
の
み
な
ら
ず
、
全
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
日
露
戦
争
に
反
対
し
た
者
は
非
常
に
多
か
っ
た
。
グ
リ
ア
地
方
と
同
様
に
他
の
地
方
で
も
徴
兵
忌
避
者
が
増
え
た
。
サ
メ
グ
レ
ロ
地
方
も
グ
リ
ア
と
同
様
に
徴
兵
適
齢
者
は
徴
兵
を
忌
避
し
た
た
め
、
政
府
は
わ
ず
か
の
新
兵
し
か
徴
兵
で
き
な
か
っ
た
。
一
九
〇
四
年
一
一
月
七
日
、
ク
タ
イ
シ
市
で
大
き
な
デ
モ
が
行
わ
れ
、
デ
モ
の
参
加
者
は
徴
兵
を
忌
避
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
警
官
隊
は
デ
モ
を
解
散
さ
せ
、
数
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。 
ヘ
ヴ
ス
レ
テ
ィ
地
方
で
は
、
兵
役
義
務
を
果
た
す
よ
う
徴
兵
適
齢
者
へ
の
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
た
が
、
誰
も
応
じ
な
か
っ
た
。
警
官
は
徴
兵
検
査
以
外
の
方
法
で
若
者
を
徴
収
す
る
こ
と
を
は
か
っ
た
が
、
民
衆
は
抵
抗
し
て
、
一
人
も
徴
兵
に
と
ら
れ
な
か
っ
た
。
全
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
そ
の
よ
う
な
抵
抗
が
あ
っ
た
の
で
、
政
府
は
計
画
さ
れ
た
人
数
を
徴
兵
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。『
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
新
聞
』
は
「
民
衆
は
、
こ
の
徴
兵
に
よ
っ
て
と
ら
れ
る
者
が
戦
争
に
派
遣
さ
れ
な
い
こ
と
を
分
か
っ
て
い
る
の
に
、
政
府
に
抵
抗
し
て
い
る
。
戦
争
の
た
め
に
動
員
す
る
と
い
え
ば
、
民
衆
は
大
き
な
抵
抗
す
る
こ
と
を
政
府
も
理
解
し
て
い
る
た
め
、
動
員
を
ま
だ
始
め
ら
れ
な
い
で
い
る
」
と
書
い
た
１
３
８
。 
さ
ら
に
、
旅
順
が
陥
落
し
た
後
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
も
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
に
戦
争
に
行
か
な
い
よ
う
「
民
衆
よ
！
動
員
さ
れ
て
も
戦
争
に
行
く
な
！
あ
な
た
は
戦
争
の
結
果
を
理
解
せ
よ
！
あ
な
た
の
心
か
ら
次
の
表
現
が
出
る
よ
う
に
せ
よ
。『
ツ
ァ
ー
リ
打
倒
！
戦
争
打
倒
！
自
由
と
平
和
万
歳
！
』」
と
呼
び
か
け
た
１
３
９
。
一
九
〇
五
年
一
月
三
〇
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
は
コ
ー
カ
サ
ス
の
諸
民
族
に
武
装
蜂
起
に
促
し
た
［
史
料
三
〇
］。 
一
九
〇
五
年
に
な
る
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
反
ロ
シ
ア
の
運
動
が
全
土
に
広
が
り
、
各
地
方
で
は
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
に
様
々
な
要
求
を
突
き
つ
け
た
。
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
要
求
の
中
に
日
本
を
支
援
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
〇
五
年
の
夏
に
（
日
付
が
不
明
だ
が
、
私
は
七
月
下
旬
ま
た
は
八
月
初
旬
だ
と
考
え
て
い
る
）
サ
ム
ル
ザ
カ
ノ
と
い
う
地
方
の
民
衆
が
集
会
を
行
い
、
①
言
論
・
集
会
・
刊
行
の
自
由
、
②
一
六
歳
ま
で
無
料
教
育
義
務
、
③
日
本
に
対
す
る
戦
争
の
終
結
、
④
兵
役
義
務
の
廃
止
、
⑤
課
税
の
減
少
を
要
求
し
た
。
日
本
に
対
す
る
戦
争
の
終
結
と
は
、
奉
天
会
戦
以
降
、
勝
利
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
日
本
と
の
戦
争
を
、
日
本
に
有
利
な
状
態
で
収
束
さ
せ
る
と
い
う
意
味
に
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ほ
か
な
ら
な
い
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
、
日
露
戦
争
に
お
け
る
日
本
の
勝
利
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
第
四
節 
小
括 
 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
、
独
立
運
動
が
一
九
〇
一
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
武
器
が
な
く
、
民
衆
も
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
完
全
に
独
立
を
回
復
で
き
る
と
は
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
。
主
な
独
立
運
動
党
派
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
も
、
独
立
回
復
が
当
時
の
状
況
で
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
、
代
わ
り
に
完
全
自
治
を
要
求
し
た
。
し
か
し
、
完
全
自
治
の
要
求
は
独
立
回
復
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
見
方
は
、
私
だ
け
で
の
も
の
で
は
な
く
、
先
行
研
究
に
も
同
様
の
見
方
は
見
ら
れ
る
。 
し
か
し
、
日
露
戦
争
の
影
響
に
着
目
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
の
目
標
が
日
本
の
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
て
よ
う
に
、
日
露
戦
争
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
戦
前
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
は
独
立
が
回
復
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
た
人
が
少
な
か
っ
た
が
、
戦
争
で
日
本
軍
が
勝
利
を
重
ね
る
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
中
に
も
独
立
回
復
の
実
現
を
期
待
す
る
機
運
が
高
ま
り
、
特
に
旅
順
要
塞
の
陥
落
後
に
独
立
運
動
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
奉
天
会
戦
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
ア
正
教
会
の
独
立
回
復
運
動
も
始
ま
っ
た
。
日
露
戦
争
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
独
立
へ
の
動
き
は
そ
の
よ
う
に
拡
大
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 
つ
ま
り
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
独
立
運
動
の
手
段
と
し
て
日
露
戦
争
に
お
い
て
日
本
側
を
支
持
す
る
と
い
う
選
択
が
な
さ
れ
た
と
も
言
え
る
。
実
際
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
日
本
に
対
す
る
戦
い
を
拒
否
し
、
逆
に
共
通
の
敵
と
し
て
ロ
シ
ア
帝
国
軍
に
対
す
る
ゲ
リ
ラ
戦
を
開
始
し
た
。
独
立
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、
ゲ
リ
ラ
戦
と
デ
モ
と
言
論
（
新
聞
）
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
、
武
装
蜂
起
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
の
武
器
が
な
く
、
購
入
た
め
の
財
源
も
な
く
、
蜂
起
の
実
現
は
困
難
と
思
わ
れ
た
。 
し
か
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
の
パ
リ
委
員
長
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
は
、
海
外
で
日
本
の
支
援
を
得
て
武
器
を
購
入
し
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
章
で
述
べ
て
い
き
た
い
。 
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第
四
章 
反
ロ
シ
ア
帝
国
武
装
蜂
起
計
画
に
お
け
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
日
本
の
協
力 
 
第
一
節 
問
題
の
所
在 
 
反
ロ
シ
ア
武
装
蜂
起
と
日
本 
ロ
シ
ア
帝
国
下
の
支
配
民
族
は
、
日
露
戦
争
で
ロ
シ
ア
帝
国
が
敗
北
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
独
立
・
自
治
が
回
復
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
た
諸
国
、
特
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
で
は
独
立
運
動
が
始
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
は
日
本
と
戦
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
運
動
を
鎮
圧
す
る
力
を
ま
だ
残
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
独
立
運
動
党
派
は
、
そ
の
統
一
戦
線
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
ロ
シ
ア
農
民
運
動
派
と
エ
ス
エ
ル
（
社
会
革
命
党
）
派
の
両
派
は
、
ロ
シ
ア
皇
帝
（
ツ
ァ
ー
リ
）
を
打
倒
す
る
こ
と
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。 
日
露
戦
争
の
際
、
明
石
元
二
郎
陸
軍
歩
兵
大
佐
（
後
述
）
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
日
本
公
使
館
付
陸
軍
武
官
で
あ
っ
た
。
彼
は
ロ
シ
ア
帝
国
関
連
の
情
報
を
収
集
し
、
謀
略
工
作
を
行
っ
た
。
以
下
で
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
明
石
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
独
立
運
動
家
の
コ
ン
ニ
・
シ
リ
ア
ク
ス
（
後
述
）
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
一
九
〇
五
年
に
ロ
シ
ア
帝
国
で
の
武
装
蜂
起
の
計
画
を
立
案
し
た
。
財
源
と
し
て
東
京
の
陸
軍
参
謀
本
部
か
ら
一
〇
〇
万
円
の
資
金
を
得
た
。
オ
フ
ラ
ー
ナ
（
ロ
シ
ア
帝
国
の
秘
密
警
察
）
に
よ
る
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
（
後
述
、
デ
カ
ノ
ジ
と
も
呼
ば
れ
る
）
も
参
画
し
た
。
本
章
で
は
一
九
〇
五
年
の
武
装
蜂
起
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。 
先
行
研
究 
検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず
先
行
研
究
を
整
理
し
て
お
く
。 
一
つ
目
は
、
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ゼ
・
デ
ィ
ミ
ト
リ
、
ガ
フ
リ
ン
ダ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
『
ギ
オ
ル
ギ
・
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ 
愛
国
者
の
帰
還
』（
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
サ
ル
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
二
人
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
研
究
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
の
目
的
は
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
の
生
活
や
活
動
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
露
戦
争
の
時
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
武
器
蜂
起
を
行
う
た
め
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
と
明
石
が
協
力
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
同
論
文
で
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
す
る
武
装
蜂
起
に
お
け
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
動
向
に
つ
い
て
は
精
緻
に
分
析
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
ロ
シ
ア
の
史
料
し
か
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
の
史
料
が
使
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
事
実
の
間
違
い
が
あ
っ
た
り
、
分
析
・
解
釈
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
す
る
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
本
章
で
検
討
す
る
。 
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二
つ
目
は
、
デ
ー
・
べ
ー
・
パ
ウ
ロ
フ
、
エ
ス
・
ア
ー
・
ペ
ト
ロ
フ
、
イ
ー
・
ヴ
ェ
―
・
ヂ
ェ
レ
ヴ
ャ
ン
コ
『
日
露
戦
争
の
秘
密
：
ロ
シ
ア
側
史
料
で
明
る
み
に
出
た
諜
報
戦
の
内
幕
』（
左
近
毅
訳
、
成
文
社
、
一
九
九
四
年
）
で
あ
る
。
パ
ウ
ロ
フ
氏
と
ペ
ト
ロ
フ
氏
は
、
日
露
戦
争
の
際
の
日
本
公
使
館
付
陸
軍
武
官
明
石
大
佐
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
愛
国
者
シ
リ
ア
ク
ス
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
と
の
対
ロ
シ
ア
帝
国
の
秘
密
関
係
を
研
究
し
た
。
一
九
〇
五
年
、
シ
リ
ア
ク
ス
と
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
日
本
か
ら
の
資
金
援
助
を
得
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
で
武
装
蜂
起
を
す
る
た
め
に
、
海
外
で
大
量
の
武
器
を
買
い
、
ロ
シ
ア
に
輸
送
し
た
。
パ
ウ
ロ
フ
氏
と
ペ
ト
ロ
フ
氏
は
、
こ
の
問
題
を
研
究
す
る
た
め
に
、
ロ
シ
ア
の
ア
ル
ヒ
ー
フ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
秘
密
史
料
を
検
討
し
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
秘
密
警
察
の
史
料
に
は
間
違
い
や
虚
偽
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
事
実
を
知
る
た
め
に
は
、
そ
の
他
の
史
料
を
参
照
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
パ
ウ
ロ
フ
氏
や
ペ
ト
ロ
フ
氏
は
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
の
で
、
事
実
を
ロ
シ
ア
人
の
視
点
か
ら
評
価
し
た
き
ら
い
が
あ
る
。
例
え
ば
、
両
氏
は
独
立
運
動
家
の
シ
リ
ア
ク
ス
・
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
こ
と
を
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
す
る
裏
切
り
者
だ
と
批
判
し
た
。
著
者
の
研
究
は
日
本
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
関
係
史
の
立
場
か
ら
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
対
す
る
両
氏
の
見
解
の
是
非
を
検
討
し
て
み
た
い
。 三
つ
目
は
、
稲
葉
千
晴
『
明
石
工
作
：
謀
略
の
日
露
戦
争
』（
丸
善
、
一
九
九
五
年
）
で
あ
る
。
稲
葉
氏
は
、
日
露
戦
争
時
の
明
石
元
二
郎
に
よ
る
対
ロ
シ
ア
謀
略
工
作
を
詳
し
く
紹
介
し
た
。
同
氏
は
、
一
九
〇
五
～
一
九
〇
七
年
に
ロ
シ
ア
帝
国
で
の
革
命
運
動
に
明
石
が
関
わ
っ
た
が
、
そ
の
役
割
は
大
き
く
な
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
明
石
は
、
武
装
蜂
起
に
よ
っ
て
革
命
を
起
こ
す
と
い
う
目
的
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
エ
ス
エ
ル
系
政
党
と
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
（
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
と
も
呼
称
さ
れ
る
）
系
政
党
と
の
対
立
と
こ
れ
に
よ
っ
て
反
ツ
ァ
ー
リ
統
一
戦
線
の
構
築
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
稲
葉
氏
は
「
統
一
戦
線
の
武
装
蜂
起
が
失
敗
し
た
。『
明
石
工
作
』
神
話
は
崩
さ
れ
た
。
明
石
が
行
っ
た
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
諸
党
へ
の
援
助
は
、
ロ
シ
ア
一
九
〇
五
年
革
命
に
、
そ
し
て
ツ
ァ
ー
リ
政
府
の
弱
体
化
に
、
ほ
と
ん
ど
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
日
露
戦
争
で
の
日
本
の
勝
利
と
は
ま
っ
た
く
結
び
つ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
た
１
４
０
。 
し
か
し
、
稲
葉
氏
の
研
究
は
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
役
割
に
あ
ま
り
注
目
し
て
い
な
い
。
ま
た
稲
葉
氏
は
、
シ
リ
ア
ク
ス
や
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
状
況
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
で
書
か
れ
た
史
料
を
分
析
し
な
か
っ
た
た
め
、
事
実
認
識
に
お
い
て
不
十
分
な
点
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
明
石
・
シ
リ
ア
ク
ス
・
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
対
ロ
シ
ア
帝
国
の
行
動
は
本
当
に
無
駄
で
あ
っ
た
の
か
、
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。 
四
つ
目
は
、
ト
ゥ
ー
グ
シ
・
マ
ル
コ
ズ
「
ギ
オ
ル
ギ
・
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ 
生
活
と
活
動
」（『
コ
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ー
カ
サ
ス
』
一
〇
号
、
一
九
六
五
年
）
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
で
発
行
さ
れ
て
い
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
移
民
者
の
雑
誌
『
コ
ー
カ
サ
ス
』
に
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
の
個
人
文
書
（
レ
シ
ー
ト
手
紙
な
ど
）
を
掲
載
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
内
で
の
武
装
蜂
起
に
お
け
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
に
関
し
て
、
新
し
い
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
成
果
は
充
分
に
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。 
課
題
設
定 
以
上
の
よ
う
に
、
日
露
戦
争
時
の
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
す
る
武
装
蜂
起
に
関
す
る
研
究
は
様
々
あ
る
が
、
事
実
・
分
析
・
解
釈
に
誤
り
が
あ
る
な
ど
、
問
題
が
多
い
。
ま
た
、
史
料
そ
の
も
の
に
も
誤
り
が
あ
る
た
め
、
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
だ
と
言
え
る
。
そ
こ
で
著
者
は
、
先
行
研
究
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に
ロ
シ
ア
・
日
本
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
史
料
分
析
を
加
え
、
日
露
戦
争
時
に
日
本
人
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
が
対
ロ
シ
ア
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。
特
に
、
日
本
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
史
料
に
注
目
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
運
動
家
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
役
割
に
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 
な
お
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
す
る
武
装
蜂
起
の
計
画
に
は
、
二
つ
の
方
向
が
あ
っ
た
こ
と
を
は
じ
め
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、
バ
ル
ト
海
ル
ー
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
ど
の
反
乱
と
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
首
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
の
反
乱
と
を
組
み
合
わ
せ
、
北
西
方
面
か
ら
首
都
を
巻
き
込
ん
で
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
抗
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
で
あ
る
。
第
二
は
、
黒
海
ル
ー
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
南
西
部
に
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
の
武
装
蜂
起
の
こ
と
で
あ
る
。
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
バ
ル
ト
海
ル
ー
ト
と
黒
海
ル
ー
ト
と
で
は
、
人
や
物
の
動
き
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
バ
ル
ト
海
ル
ー
ト
の
場
合
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
北
側
を
通
過
し
バ
ル
ト
海
か
ら
ロ
シ
ア
帝
国
に
入
る
。
こ
れ
に
対
し
て
黒
海
ル
ー
ト
の
場
合
、
地
中
海
か
ら
黒
海
を
経
て
ロ
シ
ア
帝
国
に
迫
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
，
本
章
の
記
述
を
進
め
て
い
き
た
い
（
地
図
参
照
）。 
 第
二
節 
反
ツ
ァ
ー
リ
統
一
戦
線
の
構
築 
 
明
石
、
シ
リ
ア
ク
ス
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ 
明
石
１
４
１
、
シ
リ
ア
ク
ス
１
４
２
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
１
４
３
と
の
関
係
は
、
先
行
研
究
で
も
あ
る
程
度
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
明
石
元
二
郎
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
す
る
謀
略
工
作
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
運
動
家
シ
リ
ア
ク
ス
と
共
に
計
画
し
た
。
シ
リ
ア
ク
ス
は
一
九
〇
四
年
三
月
下
旬
に
明
石
と
会
っ
て
い
る
。
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
運
動
の
協
力
関
係
を
築
き
上
げ
る
た
め
に
、
抵
抗
諸
党
連
合
会
議
の
開
催
を
提
案
し
て
、
こ
れ
を
明
石
は
承
諾
し
、
協
力
を
約
束
し
た
。 
シ
リ
ア
ク
ス
は
連
合
会
議
に
参
加
す
る
革
命
党
派
を
集
め
る
こ
と
に
尽
力
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
の
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
や
ア
ル
メ
ニ
ア
革
命
連
合
の
ロ
リ
ス
・
メ
リ
コ
フ
を
含
め
て
、
一
七
の
革
命
党
派
に
会
議
へ
の
参
集
を
呼
び
か
け
た
。
具
体
的
な
日
時
は
不
明
で
あ
る
が
、
四
月
頃
だ
と
思
わ
れ
る
。
シ
リ
ア
ク
ス
は
、
六
月
末
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
と
ア
ル
メ
ニ
ア
革
命
連
合
に
パ
リ
で
再
び
会
っ
て
同
じ
呼
び
か
け
を
行
い
、
さ
ら
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
ア
ル
メ
ニ
ア
革
命
連
合
の
ロ
リ
ス
・
メ
リ
コ
フ
に
会
議
へ
の
参
加
を
提
案
し
た
。
メ
リ
コ
フ
は
会
議
の
開
催
そ
の
も
の
に
は
反
対
で
は
な
か
っ
た
が
、
会
議
に
対
立
党
派
が
参
加
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
呈
し
た
。
メ
リ
コ
フ
は
対
立
党
派
と
し
て
革
命
党
、
民
権
社
会
党
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
民
同
盟
や
社
会
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党
な
ど
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
後
、
シ
リ
ア
ク
ス
は
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
会
っ
た
が
、
彼
は
メ
リ
コ
フ
と
違
い
、
若
干
の
活
動
資
金
の
援
助
だ
け
求
め
た
１
４
４
上
で
、
会
議
の
開
催
に
は
諸
手
を
挙
げ
て
賛
成
し
た
［
史
料
三
一
］。
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
敵
国
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
す
る
統
一
運
動
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
拒
否
す
る
理
由
は
な
か
っ
た
。 
私
が
検
討
し
た
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
日
記
に
は
、
シ
リ
ア
ク
ス
と
の
交
渉
に
関
し
て
全
く
記
載
が
な
い
。
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
独
立
運
動
に
関
す
る
情
報
が
他
者
に
漏
洩
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
敢
え
て
日
記
に
書
か
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
日
本
に
つ
い
て
の
記
述
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
七
月
二
八
日
の
日
記
に
、
ロ
シ
ア
帝
国
を
批
判
し
て
逆
に
日
本
を
称
賛
す
る
内
容
が
初
め
て
記
さ
れ
た
。
そ
の
直
後
、
旅
順
要
塞
が
陥
落
し
、
さ
ら
に
奉
天
会
戦
で
も
ロ
シ
ア
帝
国
が
敗
北
す
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
た
［
史
料
三
二
］。  
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
諸
党
連
合
会
議 
ま
ず
、
先
行
研
究
に
も
依
拠
し
な
が
ら
、
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
諸
党
連
合
会
議
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
明
石
と
シ
リ
ア
ク
ス
の
活
動
に
よ
っ
て
、
二
回
に
わ
た
り
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
諸
党
連
合
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。 
ま
ず
、
一
九
〇
四
年
九
月
三
〇
日
、
パ
リ
の
オ
ル
レ
ア
ン
・
ホ
テ
ル
で
、
第
一
回
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
諸
党
連
合
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
の
財
源
は
日
本
の
参
謀
本
部
か
ら
提
供
さ
れ
た
一
〇
万
円
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
社
会
民
主
労
働
党
と
同
党
系
の
諸
党
ら
は
、
第
一
回
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
諸
党
連
合
会
議
へ
の
不
参
加
を
決
定
し
た
１
４
５
。
そ
の
結
果
、
ロ
シ
ア
帝
国
下
の
被
支
配
民
族
の
抵
抗
運
動
党
派
が
、
出
席
し
た
党
派
の
四
分
の
三
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
社
会
民
主
労
働
党
系
の
党
派
で
は
、
唯
一
ラ
ト
ビ
ア
社
会
民
主
労
働
党
が
参
加
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
党
ま
た
は
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
党
も
呼
ば
れ
た
）
は
同
会
議
に
参
加
し
て
い
る
。
代
表
者
は
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
と
ガ
ブ
ニ
ア
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
で
あ
っ
た
。
会
議
に
は
そ
の
ほ
か
七
党
が
参
加
し
た
。
解
放
同
盟
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
同
盟
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
抵
抗
派
、
エ
ス
エ
ル
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
党
、
ア
ル
メ
ニ
ア
革
命
連
合
、
ラ
ト
ビ
ア
社
会
民
主
労
働
党
で
あ
る
１
４
６
。 
パ
リ
の
連
合
会
議
で
は
、
各
党
の
今
後
の
活
動
計
画
に
関
し
て
議
論
さ
れ
た
。
解
放
同
盟
は
一
一
月
に
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
大
会
を
開
催
し
、
普
通
選
挙
の
実
現
に
む
け
て
活
動
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
エ
ス
エ
ル
は
テ
ロ
行
為
や
武
装
蜂
起
な
ど
の
非
常
手
段
に
訴
え
る
べ
き
だ
と
主
張
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
や
ア
ル
メ
ニ
ア
革
命
連
合
も
同
様
の
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
ほ
か
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
党
は
武
装
し
て
デ
モ
を
行
う
こ
と
を
主
張
し
た
。 
し
か
し
、
解
放
同
盟
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
同
盟
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
抵
抗
派
は
、
武
装
蜂
起
な
ど
過
激
な
行
動
に
反
対
す
る
態
度
を
と
っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
抵
抗
派
が
過
激
な
行
動
に
反
対
し
た
の
は
、
レ
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オ
・
メ
ケ
リ
ン
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
の
過
激
な
活
動
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
帝
国
の
怒
り
を
買
う
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
彼
ら
と
異
な
り
、
エ
ス
エ
ル
系
の
四
党
（
エ
ス
エ
ル
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
党
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
、
ア
ル
メ
ニ
ア
革
命
連
合
）
は
、
第
二
回
会
議
を
開
き
、
被
支
配
民
族
居
住
地
域
を
含
め
て
、
全
ロ
シ
ア
で
デ
モ
や
武
装
蜂
起
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
１
４
７
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
は
、
反
ツ
ァ
ー
リ
積
の
極
的
な
行
動
も
拒
否
せ
ず
に
、
両
会
議
に
参
加
し
た
。
パ
リ
会
議
で
は
統
一
方
針
が
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
各
党
の
行
動
目
標
が
定
め
ら
れ
た
。 
一
九
〇
五
年
四
月
二
～
九
日
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
第
二
回
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
諸
党
連
合
会
議
が
行
わ
れ
た
。
日
本
側
は
、
会
議
を
開
か
せ
る
た
め
シ
リ
ア
ク
ス
に
五
万
ル
ー
ブ
ル
を
支
払
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
回
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
諸
党
連
合
会
議
に
出
席
し
た
ほ
と
ん
ど
の
党
派
は
、
日
本
か
ら
の
資
金
援
助
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
１
４
８
。
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
に
も
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
参
加
し
た
が
、
こ
の
時
の
代
表
者
は
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
の
み
で
あ
っ
た
。
会
議
に
は
、
エ
ス
エ
ル
系
七
党
派
と
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
系
四
党
派
の
合
計
一
一
党
派
が
出
席
し
た
。
参
加
し
た
党
派
は
、
エ
ス
エ
ル
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
党
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
積
極
抵
抗
党
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
社
会
民
主
同
盟
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
、
ア
ル
メ
ニ
ア
革
命
連
合
、
白
ロ
シ
ア
社
会
主
義
フ
ラ
マ
ー
ダ
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
社
会
民
主
労
働
党
、
ブ
ン
ド
、
ア
ル
メ
ニ
ア
社
会
民
主
労
働
者
組
織
で
あ
る
。
１
４
９
し
か
し
、
エ
ス
エ
ル
と
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
が
対
立
し
た
た
め
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
系
の
党
派
は
第
二
回
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
諸
党
連
合
会
議
を
脱
退
し
た
（
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
社
会
民
主
労
働
党
、
ブ
ン
ド
、
ア
ル
メ
ニ
ア
社
会
民
主
労
働
者
組
織
）
た
め
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
系
の
政
党
と
共
に
統
一
宣
言
を
発
表
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
残
っ
た
政
党
は
重
要
な
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。
一
九
〇
五
年
六
月
を
期
し
て
武
装
蜂
起
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
１
５
０
。 
 
第
三
節 
武
器
の
購
入 
 
武
器
の
購
入
計
画 
先
行
研
究
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
史
料
に
よ
る
と
、
会
議
の
終
了
後
、
明
石
と
シ
リ
ア
ク
ス
は
武
装
蜂
起
の
た
め
の
武
器
を
購
入
す
る
た
め
奔
走
し
た
。
シ
リ
ア
ク
ス
は
、
各
党
に
武
器
と
資
金
を
い
く
ら
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
計
算
し
て
、
四
月
二
五
日
、
そ
の
資
料
を
明
石
に
送
っ
た
。
オ
フ
ラ
ー
ナ
が
そ
の
資
料
を
発
見
し
て
い
る
。
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
た
め
の
銃
五
〇
〇
〇
挺
と
二
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
。 
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
積
極
抵
抗
党
の
た
め
の
銃
八
〇
〇
〇
挺
と
六
四
〇
〇
ポ
ン
ド
。 
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
党
の
た
め
の
銃
八
〇
〇
〇
挺
と
四
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
。 
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・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
党
と
エ
ス
エ
ル
に
渡
す
た
め
モ
ー
ゼ
ル
銃
五
〇
〇
挺
と
二
一
〇
〇
ポ
ン
ド
。 
・
エ
ス
エ
ル
に
四
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
。 
・
ヨ
ッ
ト
に
二
五
〇
〇
。 
・
乗
組
員
の
た
め
五
〇
〇
。 
・
エ
ス
エ
ル
派
向
け
に
、
一
〇
〇
〇
挺
の
銃
の
購
入
す
る
た
め
八
〇
〇
ポ
ン
ド
。 
合
計
は
二
万
三
三
〇
〇
ポ
ン
ド
に
達
し
た
。
今
日
の
レ
ー
ト
に
換
算
し
て
約
一
八
億
円
に
の
ぼ
る
巨
額
の
資
金
で
あ
る
。（
当
時
の
一
ポ
ン
ド
は
現
在
の
約
八
万
円
）
１
５
１
。
以
下
に
述
べ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
銃
二
万
一
五
〇
〇
挺
の
う
ち
二
万
五
〇
〇
挺
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
被
支
配
民
族
の
党
派
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
。
明
石
と
シ
リ
ア
ク
ス
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
被
支
配
民
族
地
域
で
の
武
装
蜂
起
を
意
図
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
私
見
で
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
に
同
じ
コ
ー
カ
サ
ス
の
ア
ル
メ
ニ
ア
革
命
連
合
が
参
加
し
た
こ
と
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ー
カ
サ
ス
諸
国
の
中
で
は
武
器
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
武
装
蜂
起
の
た
め
用
意
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
石
は
武
装
蜂
起
の
資
金
と
し
て
参
謀
本
部
か
ら
一
〇
〇
万
円
を
受
け
取
っ
た
１
５
２
。 
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
へ
の
資
金
提
供 
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
ま
で
、
明
石
と
一
共
に
行
動
し
た
最
も
重
要
な
人
物
は
シ
リ
ア
ク
ス
で
あ
っ
た
が
、
会
議
後
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
役
割
が
増
し
、
シ
リ
ア
ク
ス
よ
り
重
要
と
な
っ
た
。
特
に
武
器
の
購
入
・
運
送
に
当
た
っ
て
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
私
は
考
え
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 
武
装
蜂
起
す
る
た
め
に
は
、
武
器
を
購
入
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
様
々
な
問
題
が
あ
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
武
器
の
購
入
は
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
明
石
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
を
通
し
て
資
金
を
渡
し
、
自
由
に
武
器
を
購
入
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
異
な
り
、
残
り
の
革
命
運
動
党
派
は
武
器
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
資
金
の
み
を
提
供
し
た
［
史
料
三
三
］。 
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
に
計
画
が
露
見
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
オ
フ
ラ
ー
ナ
は
、
明
石
と
他
の
革
命
家
が
ロ
シ
ア
帝
国
で
武
装
蜂
起
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
革
命
家
、
特
に
明
石
、
シ
リ
ア
ク
ス
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
に
厳
し
く
監
視
さ
れ
て
い
た
。
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
非
常
に
注
意
し
な
が
ら
活
動
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
は
彼
と
明
石
と
の
密
会
を
発
見
し
て
い
た
。 
一
九
〇
五
年
四
月
末
か
ら
明
石
は
パ
リ
に
行
き
、
ホ
テ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
滞
在
し
、
そ
こ
で
多
く
の
革
命
家
と
会
い
、
武
器
や
資
金
の
配
分
な
ど
に
関
し
て
話
し
合
っ
た
。
オ
フ
ラ
ー
ナ
は
、
一
九
〇
五
年
五
月
に
明
石
が
ホ
テ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
泊
ま
っ
た
際
、
留
守
中
に
部
屋
に
入
り
、
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ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
中
に
入
っ
て
い
る
書
類
を
撮
影
し
た
。
さ
ら
に
、
隣
の
部
屋
か
ら
訪
問
し
た
革
命
家
と
明
石
と
の
会
話
を
盗
聴
し
た
。
ロ
シ
ア
秘
密
警
察
の
史
料
に
よ
る
と
、
一
九
〇
五
年
五
月
二
日
、
明
石
は
ホ
テ
ル
で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
革
命
運
動
家
た
ち
に
会
い
、
武
器
を
購
入
す
る
た
め
の
一
二
万
五
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
渡
し
た
［
史
料
三
四
］。
オ
フ
ラ
ー
ナ
の
史
料
か
ら
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
が
他
の
運
動
家
よ
り
早
く
、
こ
の
段
階
で
購
入
す
る
武
器
の
め
ど
を
つ
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
明
石
と
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
間
の
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
王
族
の
無
政
府
主
義
者
チ
ェ
ル
ケ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ヴ
ァ
ラ
ル
ム
１
５
３
（
彼
は
ヴ
ァ
ル
ラ
ー
ム
・
チ
ェ
ル
ケ
ゾ
ー
フ
と
も
呼
ば
れ
る
）
が
明
石
の
親
友
で
あ
っ
た
た
め
１
５
４
、
チ
ェ
ル
ケ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
推
薦
で
明
石
と
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
と
の
関
係
が
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
「
一
〇
日
間
し
ゃ
べ
っ
て
、
一
〇
日
間
寝
ら
れ
な
く
て
、
多
く
の
有
名
な
人
物
に
会
っ
て
、
非
常
に
疲
れ
て
帰
っ
た
」
１
５
５
（
一
九
〇
五
年
四
月
一
二
日
の
日
記
）
と
い
う
ほ
ど
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
で
の
活
躍
ぶ
り
を
、
明
石
が
注
目
し
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。 
武
器
購
入
計
画
に
お
け
る
デ
カ
ニ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
重
要
性 
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
一
九
〇
五
年
五
月
初
め
か
ら
、
シ
リ
ア
ク
ス
は
武
器
の
購
入
に
向
け
、
情
報
収
集
を
始
め
た
。
彼
と
明
石
は
オ
フ
ラ
ー
ナ
の
注
意
を
そ
ら
す
た
め
に
、
軍
需
工
場
と
直
接
交
渉
す
る
の
で
は
な
く
代
理
店
か
ら
、
ま
た
新
式
銃
で
は
な
く
旧
式
銃
を
購
入
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
ま
た
、
旧
式
銃
の
価
格
は
安
い
た
め
、
新
式
銃
よ
り
多
く
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
シ
リ
ア
ク
ス
は
先
に
モ
ー
ゼ
ル
銃
を
三
〇
〇
挺
購
入
し
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
送
っ
た
。
次
い
で
、
多
量
の
銃
を
購
入
す
る
た
め
に
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
ユ
ダ
ヤ
人
の
武
器
商
人
に
会
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
武
器
商
人
か
ら
旧
式
の
ヴ
ェ
ッ
テ
ル
リ
銃
を
購
入
で
き
る
と
い
う
情
報
を
得
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
石
の
独
自
の
情
報
収
集
に
よ
り
、
そ
の
武
器
商
人
は
オ
フ
ラ
ー
ナ
の
ス
パ
イ
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
シ
リ
ア
ク
ス
は
交
渉
を
中
止
し
た
１
５
６
。 
 
シ
リ
ア
ク
ス
は
武
器
購
入
に
失
敗
し
た
。
そ
こ
で
、
明
石
は
六
月
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
行
き
、
そ
こ
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
革
命
運
動
家
ス
ッ
デ
ニ
ッ
キ
ー
と
い
う
人
物
に
会
っ
た
。
明
石
は
彼
か
ら
ス
イ
ス
で
旧
式
銃
を
購
入
で
き
る
と
情
報
を
得
た
［
史
料
三
五
］。
そ
こ
で
明
石
は
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
連
絡
し
て
、
シ
ア
リ
ク
ス
の
失
敗
を
補
う
た
め
、
武
器
を
購
入
す
る
た
め
協
力
す
る
よ
う
依
頼
し
た
［
史
料
三
六
］。
私
の
理
解
に
よ
る
と
、
明
石
は
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
問
題
を
解
決
す
る
能
力
が
あ
る
と
理
解
し
た
よ
う
だ
。
武
器
の
購
入
か
ら
シ
リ
ア
ク
ス
を
外
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
ス
イ
ス
で
武
器
購
入
す
る
こ
と
を
依
頼
し
た
の
だ
。
も
う
一
つ
、
同
時
期
に
ア
ル
メ
ニ
ア
人
も
フ
ラ
ン
ス
で
旧
式
の
銃
が
見
つ
け
た
が
、
明
石
は
無
視
し
た
。
ま
た
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
や
ロ
シ
ア
の
エ
ス
エ
ル
な
ど
に
も
武
器
購
入
す
る
た
め
に
協
力
を
依
頼
し
な
か
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っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
私
は
、
明
石
に
と
っ
て
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
す
る
武
装
蜂
起
全
体
に
と
っ
て
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
最
重
要
人
物
と
な
っ
た
と
考
え
る
。
彼
は
ほ
と
ん
ど
一
人
で
武
器
購
入
に
奔
走
す
る
こ
と
に
な
る
。 
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
王
族
の
無
政
府
主
義
者
チ
ェ
ル
ケ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ヴ
ァ
ラ
ル
ム
に
武
器
購
入
に
つ
い
て
相
談
し
、
チ
ェ
ル
ケ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
無
政
府
主
義
の
仲
間
で
ス
イ
ス
人
の
エ
ウ
ゲ
ン
・
ボ
ー
を
紹
介
し
た
。
次
い
で
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
ボ
ー
に
武
器
の
提
供
を
依
頼
し
た
。
ボ
ー
は
ス
イ
ス
砲
兵
工
廠
の
大
佐
を
通
じ
て
ラ
イ
フ
ル
の
購
入
に
着
手
し
た
。
ボ
ー
は
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
一
万
五
〇
〇
〇
挺
の
ス
イ
ス
製
ヴ
ェ
ッ
テ
ル
リ
ラ
イ
フ
ル
と
、
二
五
〇
万
発
の
弾
丸
を
購
入
で
き
る
と
連
絡
し
た
。
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
独
断
で
は
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
明
石
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
交
渉
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ス
イ
ス
側
が
七
月
一
二
日
ま
で
に
銃
と
弾
丸
を
準
備
す
る
と
い
う
契
約
が
成
立
し
た
。
こ
れ
ら
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
向
け
の
武
器
で
あ
っ
た
１
５
７
。
つ
ま
り
、
明
石
は
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
支
援
に
よ
っ
て
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
向
け
の
武
器
を
購
入
で
き
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
内
で
武
装
蜂
起
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 
コ
ー
カ
サ
ス
向
け
の
武
器
購
入 
次
い
で
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
コ
ー
カ
サ
ス
向
け
の
武
器
を
購
入
し
た
。
購
入
し
た
武
器
の
数
や
購
入
し
た
日
付
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。 
稲
葉
氏
は
「
デ
カ
ノ
ー
ジ
は
、
ボ
ー
を
介
し
て
、
そ
の
他
に
コ
ー
カ
サ
ス
で
の
蜂
起
計
画
向
け
に
、
六
〇
〇
〇
挺
の
ラ
イ
フ
ル
と
一
五
〇
万
発
の
弾
丸
を
購
入
す
る
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
明
石
は
直
接
自
分
か
ら
交
渉
し
た
り
金
を
支
払
う
と
い
う
よ
う
な
表
面
に
出
る
こ
と
は
せ
ず
、
デ
カ
ノ
ー
ジ
に
必
要
な
金
を
渡
し
て
活
動
を
す
べ
て
任
せ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
１
５
８
。 
ト
ゥ
ー
グ
シ
氏
は
武
器
購
入
の
レ
シ
ー
ト
に
「
一
九
〇
五
年
七
月
二
二
日
、
ギ
オ
ル
ギ
（
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
）
は
武
器
購
入
を
完
成
し
た
。
ボ
ー
を
仲
介
し
て
ス
イ
ス
の
陸
軍
部
か
ら
六
万
六
〇
〇
フ
ラ
ン
で
銃
七
〇
〇
〇
挺
と
一
一
〇
万
発
弾
丸
を
購
入
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
購
入
し
た
銃
は
七
〇
〇
〇
挺
だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
１
５
９
［
史
料
三
七
］。 
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ゼ
氏
と
ガ
フ
リ
ン
ダ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
氏
は
、
ボ
ー
や
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
と
の
文
通
、
一
九
〇
六
年
に
オ
フ
ラ
ー
ナ
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
『
革
命
の
裏
面
史
―
日
本
の
資
金
に
よ
る
ロ
シ
ア
で
の
武
装
蜂
起
』
に
現
れ
た
情
報
を
分
析
し
て
「
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
は
、
銃
七
〇
〇
〇
挺
で
は
な
く
、
八
〇
〇
〇
挺
を
購
入
し
て
、
二
〇
〇
万
発
の
弾
丸
と
共
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
運
ん
だ
」
と
考
え
て
い
る
。 
つ
ま
り
、
先
行
研
究
で
は
購
入
し
た
銃
の
数
に
つ
い
て
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
私
は
、
彼
ら
と
は
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異
な
り
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
銃
八
五
〇
〇
挺
を
購
入
し
た
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
明
石
と
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
日
記
に
銃
八
五
〇
〇
挺
を
購
入
し
た
と
書
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 
明
石
元
二
郎
の
日
記
「
落
花
流
水
」
に
は
「
瑞
士
二
テ
契
約
セ
ル
銃
器
ハ
巴
爾
的
方
面
ノ
為
ニ
小
銃
一
万
六
千
銃
約
三
百
万
（
出
納
説
明
ニ
ア
リ
）
黒
海
方
面
ニ
送
ル
ヘ
キ
モ
ノ
小
銃
約
八
五
〇
〇
及
弾
一
二
〇
万
発
ナ
リ
シ
」
と
書
か
れ
て
い
る
１
６
０
。
ま
た
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
日
記
に
は
「
一
九
〇
五
年
八
月
一
六
日
、
ク
ル
ア
ゼ
テ
ィ
ー
、
ス
イ
ス
。
私
は
今
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
か
ら
三
〇
分
ほ
ど
離
れ
た
、
ス
イ
ス
の
小
さ
な
ク
ル
ア
ゼ
テ
ィ
ー
と
い
う
田
舎
に
い
る
。
ボ
ー
さ
ん
に
銃
八
五
〇
〇
挺
と
一
三
〇
万
発
の
弾
丸
を
注
文
し
た
。
私
は
武
器
の
輸
送
を
準
備
す
る
た
め
に
来
た
」
と
あ
る
１
６
１
。
私
は
、
以
上
の
明
石
と
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
日
記
か
ら
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
購
入
し
た
銃
の
数
は
八
五
〇
〇
挺
だ
っ
た
と
考
え
る
。 
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
武
器
購
入
―
オ
フ
ラ
ー
ナ
と
の
攻
防
― 
続
い
て
、
史
料
に
基
づ
い
て
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
武
器
を
購
入
し
た
の
か
見
て
い
き
た
い
。
上
述
の
よ
う
に
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
は
明
石
、
シ
リ
ア
ク
ス
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
を
厳
し
く
監
視
し
て
い
た
。
シ
リ
ア
ク
ス
の
武
器
購
入
の
動
き
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
秘
密
警
察
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
失
敗
し
た
。
武
器
を
購
入
で
き
な
け
れ
ば
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
す
る
武
装
蜂
起
の
計
画
を
実
行
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
第
一
目
的
は
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
の
注
意
を
引
か
な
い
よ
う
に
武
器
を
購
入
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
局
彼
は
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
や
コ
ー
カ
サ
ス
向
け
の
武
器
を
無
事
に
購
入
で
き
た
。
残
念
な
が
ら
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
向
け
の
武
器
を
ど
の
よ
う
に
調
達
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
史
料
が
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ー
カ
サ
ス
向
け
の
武
器
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
日
記
に
書
い
て
い
る
。 デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
購
入
（
一
九
〇
五
年
七
月
二
二
日
）
し
た
武
器
を
運
ぶ
た
め
、
八
月
一
六
日
に
ス
イ
ス
の
ク
ル
ア
ゼ
テ
ィ
ー
と
い
う
田
舎
町
に
到
着
し
た
。
そ
こ
で
、
ボ
ー
か
ら
情
報
を
得
た
。
彼
は
友
人
の
ス
イ
ス
砲
兵
工
廠
の
大
佐
か
ら
手
紙
が
届
い
た
と
言
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
あ
る
商
店
が
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
向
け
に
購
入
し
た
武
器
か
ら
、
残
っ
た
銃
や
弾
丸
を
全
て
購
入
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
以
前
に
も
シ
リ
ア
ク
ス
か
ら
の
手
紙
で
、
ボ
ー
が
武
器
を
購
入
し
た
こ
と
を
ロ
シ
ア
政
府
は
知
っ
て
お
り
、
ス
イ
ス
に
秘
密
警
察
員
を
派
遣
し
て
い
る
た
め
、
注
意
す
る
よ
う
言
わ
れ
て
い
た
。
デ
カ
ニ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。「
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
あ
る
商
店
も
ま
た
ロ
シ
ア
政
府
と
内
通
し
て
い
る
。
オ
フ
ラ
ー
ナ
は
次
の
よ
う
な
手
口
を
用
い
て
い
る
。
二
万
～
三
万
フ
ラ
ン
の
保
証
金
を
出
し
て
、
購
入
を
三
～
四
カ
月
延
期
さ
せ
る
が
、
結
局
武
器
を
購
入
し
な
い
。（
中
略
）
こ
う
し
て
彼
ら
は
、
我
々
が
武
器
を
購
入
す
る
様
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子
を
見
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
す
で
に
武
器
の
購
入
を
完
了
し
た
１
６
２
」。 
こ
こ
か
ら
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
が
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
武
器
購
入
を
妨
害
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
手
口
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
が
罠
を
仕
掛
け
る
以
前
に
武
器
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
の
追
跡
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
に
監
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
で
き
る
限
り
監
視
を
避
け
る
べ
く
活
動
し
た
が
、
一
人
で
多
数
の
監
視
網
に
対
し
て
抵
抗
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
［
史
料
三
八
］。
例
え
ば
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
日
記
（
八
月
一
七
日
）
に
は
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
の
ス
パ
イ
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
彼
が
ク
ル
ア
ゼ
テ
ィ
ー
に
い
る
時
、
宿
泊
し
た
宿
屋
に
赤
毛
の
人
物
が
や
っ
て
来
て
、
「
背
が
低
く
て
、
目
と
ま
つ
毛
が
黒
く
、
イ
タ
リ
ア
人
ら
し
い
男
を
探
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
名
前
は
忘
れ
た
」
と
宿
屋
の
亭
主
に
尋
ね
た
。
亭
主
は
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
を
探
し
て
い
る
と
思
っ
て
、
彼
の
部
屋
に
連
れ
て
行
っ
た
。
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
を
見
た
赤
毛
の
人
は
「
間
違
っ
た
」
と
言
い
な
が
ら
、
す
ば
や
く
部
屋
か
ら
出
て
行
っ
た
１
６
３
。
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
赤
毛
の
人
物
は
オ
フ
ラ
ー
ナ
の
ス
パ
イ
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
。
そ
の
後
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
が
ど
の
よ
う
に
オ
フ
ラ
ー
ナ
の
監
視
を
避
け
、
ま
た
武
器
を
ど
の
よ
う
に
し
て
無
事
に
購
入
で
き
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
日
記
に
は
何
も
書
い
て
い
な
い
が
、
八
月
一
八
日
の
日
記
の
後
に
、
約
一
五
枚
ペ
ー
ジ
が
空
白
の
状
態
で
残
っ
て
お
り
、
日
記
は
同
年
一
〇
月
二
四
日
か
ら
再
開
さ
れ
て
い
る
。
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
重
要
な
話
を
書
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
書
け
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 日
記
に
よ
れ
ば
、
同
じ
日
（
八
月
一
六
日
）
に
彼
は
、
シ
リ
ア
ク
ス
に
武
器
を
購
入
し
送
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
た
。
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
以
下
の
こ
と
が
分
か
る
。
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
向
け
の
武
器
を
購
入
し
て
か
ら
一
カ
月
後
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
向
け
の
武
器
を
搬
送
す
る
た
め
に
ス
イ
ス
に
戻
っ
た
。
オ
フ
ラ
ー
ナ
は
、
彼
が
ス
イ
ス
で
武
器
を
購
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
実
は
把
握
し
て
い
た
が
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
調
達
す
る
つ
も
り
な
の
か
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
向
け
の
武
器
の
購
入
後
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
の
監
視
で
困
難
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
が
、
注
目
し
な
が
ら
活
動
し
何
と
か
ジ
ョ
ー
ジ
ア
向
け
武
器
を
無
事
に
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
 
第
四
節 
ロ
シ
ア
帝
国
へ
の
武
器
搬
送 
 
ス
イ
ス
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ 
明
石
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
や
チ
ェ
ル
ケ
ジ
シ
ュ
58 
 
ヴ
ィ
リ
の
協
力
に
よ
り
、
武
装
蜂
起
の
た
め
武
器
を
購
入
で
き
た
。
予
定
通
り
購
入
で
き
た
武
器
の
う
ち
、
一
万
六
〇
〇
〇
挺
の
ラ
イ
フ
ル
と
二
五
〇
万
発
の
弾
丸
は
バ
ル
ト
海
向
け
に
（
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）、
八
五
〇
〇
挺
の
ラ
イ
フ
ル
と
一
三
〇
万
発
の
弾
丸
は
黒
海
向
け
に
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）
分
け
ら
れ
た
。
こ
の
武
器
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
西
北
部
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）、
首
都
（
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
）、
そ
し
て
西
南
部
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）
で
武
装
蜂
起
が
計
画
さ
れ
た
。 
し
か
し
、
武
器
を
運
ぶ
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
様
々
な
問
題
が
あ
っ
た
。
主
な
問
題
は
、
①
ス
イ
ス
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
ま
で
運
ぶ
こ
と
、
②
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
目
的
地
ま
で
運
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
搬
送
す
る
た
め
に
大
き
な
船
を
購
入
し
、
そ
の
船
を
動
か
す
ク
ル
ー
も
探
す
こ
と
も
困
難
で
あ
っ
た
。
実
は
こ
の
と
き
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
重
要
さ
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
バ
ル
ト
海
向
け
の
武
器
搬
送
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
に
基
づ
き
な
が
ら
事
実
関
係
を
短
く
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 
明
石
は
一
九
〇
四
年
初
頭
か
ら
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
シ
リ
ア
ク
ス
に
、
バ
ル
ト
海
向
け
の
ク
ル
ー
の
調
達
及
び
目
的
地
ま
で
の
武
器
搬
送
を
任
せ
た
。
そ
し
て
、
最
も
困
難
で
あ
っ
た
、
ス
イ
ス
か
ら
武
器
を
運
ぶ
船
の
購
入
を
自
分
の
負
担
と
し
た
。 
バ
ル
ト
海
へ
の
武
器
の
輸
送
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
武
器
が
運
ば
れ
た
の
か
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
や
ボ
ー
は
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
に
見
つ
か
る
こ
と
な
く
武
器
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
購
入
し
た
武
器
を
バ
ー
ゼ
ル
（
ス
イ
ス
）
か
ら
直
接
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
へ
輸
送
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
の
で
、
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
で
保
管
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
の
税
関
で
検
査
さ
れ
た
場
合
、
武
器
の
輸
送
が
発
覚
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
保
管
し
た
場
合
も
、
国
内
で
の
反
政
府
活
動
や
外
国
で
の
謀
略
工
作
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
明
石
は
高
田
商
会
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
代
理
の
柳
谷
巳
之
吉
に
相
談
し
て
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
ま
で
武
器
を
安
全
に
輸
送
す
る
こ
と
を
依
頼
し
た
。
柳
谷
は
独
断
で
明
石
の
依
頼
を
引
き
受
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
本
社
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
明
石
は
ま
ず
参
謀
本
部
に
高
田
商
会
本
社
の
協
力
を
仰
ぐ
よ
う
打
電
し
、
参
謀
本
部
が
高
田
商
会
本
社
に
協
力
を
依
頼
し
た
こ
と
で
、
柳
谷
支
店
長
は
本
社
か
ら
明
石
を
支
援
す
る
よ
う
に
と
の
命
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
武
器
は
、
一
九
〇
五
年
の
七
月
二
〇
日
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
経
由
で
イ
ギ
リ
ス
に
輸
送
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
ベ
ル
と
い
う
古
本
屋
の
倉
庫
が
保
管
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た
１
６
４
。 
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
へ
の
輸
送
失
敗 
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
武
器
を
輸
送
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
二
隻
の
船
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
ま
で
運
ぶ
た
め
の
大
型
船
と
、
大
型
船
に
武
器
を
積
み
替
え
る
た
め
の
小
型
ヨ
ッ
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
結
局
、
三
隻
購
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
石
は
、
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シ
リ
ア
ク
ス
に
小
型
ヨ
ッ
ト
を
購
入
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
を
渡
し
て
、
セ
シ
ル
号
と
シ
ス
ネ
号
を
購
入
さ
せ
た
。 
次
い
で
明
石
は
、
柳
谷
に
七
〇
〇
ト
ン
ほ
ど
の
船
の
購
入
を
頼
ん
だ
。
柳
谷
は
、
仕
事
仲
間
の
ワ
ッ
ト
と
い
う
人
物
を
仲
介
し
て
大
型
船
を
購
入
し
た
。
し
か
し
、
七
〇
〇
ト
ン
も
な
く
、
三
一
五
ト
ン
の
中
古
蒸
機
輸
送
船
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
フ
ト
ン
号
で
あ
っ
た
１
６
５
。 
シ
リ
ア
ク
ス
は
、
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
フ
ト
ン
号
の
乗
組
員
と
し
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
と
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
人
を
選
ん
だ
。
一
九
〇
五
年
八
月
一
八
日
、
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
フ
ト
ン
号
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
に
あ
る
、
ピ
エ
ン
・
テ
ユ
タ
ル
サ
ー
リ
島
沖
に
到
着
し
た
（
船
に
は
一
万
六
〇
〇
〇
挺
の
ラ
イ
フ
ル
と
二
五
〇
万
発
の
弾
丸
が
あ
っ
た
）。
し
か
し
、
エ
ス
エ
ル
は
、
武
器
輸
送
の
船
を
準
備
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
武
器
の
陸
揚
げ
に
失
敗
し
た
。
他
方
で
、
ロ
シ
ア
帝
国
沿
岸
警
備
隊
が
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
フ
ト
ン
号
の
動
き
を
察
知
し
て
、
同
号
は
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
１
６
６
。 
一
九
〇
五
年
八
月
末
に
、
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
フ
ト
ン
号
は
二
度
目
の
航
海
に
出
た
。
武
器
の
一
部
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
無
事
陸
揚
げ
さ
れ
た
が
、
積
み
荷
を
ま
だ
残
し
た
ま
ま
九
月
七
日
、
オ
ー
ル
シ
ェ
ー
ル
島
の
近
海
で
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
フ
ト
ン
号
は
座
礁
し
て
し
ま
っ
た
。
ク
ル
ー
は
、
武
器
を
ボ
ー
ト
な
ど
で
輸
送
し
よ
う
と
図
っ
た
が
、
量
が
多
い
た
め
運
ぶ
の
は
困
難
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
沿
岸
警
備
隊
に
も
発
見
さ
れ
て
、
九
月
八
日
、
ニ
ュ
ラ
ン
デ
ル
船
長
（
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
人
）
は
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
フ
ト
ン
号
を
爆
破
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
乗
組
員
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
逃
れ
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
人
乗
組
員
は
ヨ
ッ
ト
で
ス
ヴ
ェ
ン
ソ
ン
に
逃
れ
た
１
６
７
。 
ロ
シ
ア
帝
国
沿
岸
警
備
隊
に
よ
っ
て
、
破
壊
さ
れ
た
船
の
中
か
ら
、「
ヴ
ェ
ッ
テ
ル
リ
」
ラ
イ
フ
ル
九
六
七
〇
挺
、
リ
ボ
ル
バ
ー
七
二
〇
挺
、
そ
し
て
多
量
の
爆
弾
な
ど
が
押
収
さ
れ
、
押
収
さ
れ
ず
に
済
ん
だ
の
は
「
ヴ
ェ
ッ
テ
ル
リ
」
ラ
イ
フ
ル
四
八
〇
〇
挺
の
み
だ
っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
積
極
抵
抗
運
動
家
は
、
そ
れ
で
も
ラ
イ
フ
ル
三
〇
〇
挺
を
手
に
入
れ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
購
入
し
た
武
器
の
約
三
分
の
二
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
沿
岸
警
備
隊
に
よ
っ
て
押
収
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
１
６
８
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
へ
の
武
器
輸
送
と
明
石
元
二
郎 
こ
の
よ
う
に
バ
ル
ト
海
向
け
（
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
及
び
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
向
け
）
の
武
器
輸
送
に
明
石
は
部
分
的
に
関
与
し
た
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
向
け
の
武
器
輸
送
に
は
ま
っ
た
く
関
与
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
ほ
と
ん
ど
一
人
で
八
月
下
旬
に
ス
イ
ス
で
武
器
を
購
入
す
る
と
、
九
月
六
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
武
器
を
搬
送
す
る
た
め
五
九
七
ト
ン
の
中
古
蒸
機
輸
送
船
シ
リ
ウ
ス
号
を
購
入
し
た
。
そ
し
て
オ
フ
ラ
ー
ナ
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
武
器
を
ス
イ
ス
か
ら
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
港
（
オ
ラ
ン
ダ
）
ま
で
、
そ
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
港
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
ア
ま
で
無
事
に
送
っ
た
。 
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ジ
ョ
ー
ジ
ア
へ
の
武
器
輸
送
に
関
し
て
は
、
疑
問
が
ひ
と
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
な
ぜ
明
石
は
シ
リ
ア
ク
ス
を
援
助
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
を
あ
ま
り
援
助
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
明
石
は
、
バ
ル
ト
海
へ
武
器
の
輸
送
に
尽
力
し
た
が
、
こ
れ
と
は
異
な
り
、
コ
ー
カ
サ
ス
向
け
の
武
器
輸
送
に
は
ほ
と
ん
ど
関
与
し
な
か
っ
た
。
コ
ー
カ
サ
ス
へ
の
武
器
輸
送
に
つ
い
て
は
史
料
に
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
先
行
研
究
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
三
つ
推
定
で
き
る
。 
一
つ
目
は
、
明
石
は
、
コ
ー
カ
サ
ス
よ
り
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
の
武
装
蜂
起
を
重
視
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
首
都
か
ら
離
れ
た
地
域
よ
り
む
し
ろ
首
都
や
首
都
の
近
く
で
の
武
装
蜂
起
の
方
が
、
政
府
に
動
揺
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、「
血
の
日
曜
日
事
件
」
で
民
衆
が
憤
怒
し
て
い
る
時
だ
か
ら
こ
そ
、
武
装
蜂
起
に
よ
っ
て
大
勢
の
民
衆
が
参
加
す
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。 
二
つ
目
は
、
明
石
が
シ
リ
ア
ク
ス
を
支
援
し
た
の
は
、
逆
に
シ
リ
ア
ク
ス
を
信
用
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
だ
と
私
は
考
え
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
シ
リ
ア
ク
ス
が
数
回
に
わ
た
り
機
密
事
項
を
漏
洩
し
た
こ
と
（
漏
洩
し
か
け
た
こ
と
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
シ
リ
ア
ク
ス
は
、
武
器
を
購
入
す
る
時
も
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
直
接
オ
フ
ラ
ー
ナ
と
内
通
し
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
武
器
を
購
入
し
よ
う
と
し
た
が
、
明
石
の
警
戒
に
よ
っ
て
未
然
に
防
が
れ
て
い
る
。
他
に
も
シ
リ
ア
ク
ス
は
、
第
一
回
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
諸
党
連
合
会
議
の
前
、
日
本
側
が
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
運
動
を
援
助
し
て
お
り
、
資
金
や
武
器
を
日
本
か
ら
供
与
さ
せ
る
こ
と
を
ブ
ン
ド
党
に
漏
ら
し
た
１
６
９
。 
三
つ
目
は
、
明
石
は
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
を
信
頼
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
に
コ
ー
カ
サ
ス
向
け
の
武
器
の
購
入
・
輸
送
を
任
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
友
人
の
チ
ェ
ル
ケ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
と
協
力
し
て
、
一
九
〇
五
年
四
月
末
ま
で
に
ス
イ
ス
で
購
入
す
る
武
器
を
見
つ
け
、
明
石
か
ら
一
二
万
五
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
援
助
を
受
け
、
七
月
に
武
器
を
購
入
し
た
。
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
ロ
シ
ア
秘
密
警
察
に
厳
し
く
監
視
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ス
イ
ス
で
バ
ル
ト
海
向
け
の
武
器
を
オ
フ
ラ
ー
ナ
に
見
つ
か
る
こ
と
な
く
購
入
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
明
石
は
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
失
敗
し
な
い
と
判
断
し
、
コ
ー
カ
サ
ス
向
け
の
武
器
の
購
入
・
輸
送
を
任
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
私
の
推
定
し
た
以
上
の
三
つ
の
理
由
の
中
で
、
三
つ
目
は
最
も
可
能
性
が
高
い
か
も
し
れ
な
い
。
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
明
石
か
ら
受
け
た
す
べ
て
の
使
命
を
無
事
に
成
し
遂
げ
た
。
明
石
は
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
チ
ェ
ル
ケ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
と
協
力
し
て
失
敗
し
な
い
と
判
断
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
向
け
の
武
器
の
購
入
・
輸
送
を
任
せ
た
。
当
時
の
日
本
に
と
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
足
下
を
動
揺
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
の
武
装
蜂
起
と
同
時
に
、
そ
の
周
辺
部
で
も
武
装
蜂
起
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
明
石
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
向
け
の
武
器
輸
送
を
無
視
で
き
な
く
、
信
頼
で
き
る
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
ま
で
の
輸
送
を
任
せ
、
み
ず
か
ら
は
関
与
し
な
か
っ
た
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の
で
あ
ろ
う
。 
本
節
で
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
す
る
武
装
蜂
起
の
計
画
実
現
の
た
め
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
チ
ェ
ル
ケ
ジ
シ
ュ
リ
や
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
が
非
常
に
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
先
行
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
の
後
に
な
る
と
、
特
に
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
役
割
が
シ
リ
ア
ク
ス
の
役
割
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 
で
は
、
ど
の
よ
う
に
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
ま
で
武
器
を
搬
送
し
た
の
か
。
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
経
過
を
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
史
料
に
基
づ
い
て
論
じ
て
行
き
た
い
。 
 
第
五
節 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
へ
の
武
器
輸
送 
 
武
器
と
シ
リ
ウ
ス
号
の
購
入 
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
武
器
の
受
け
取
り
や
武
装
蜂
起
の
準
備
の
た
め
、
一
九
〇
五
年
七
月
九
日
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
団
体
を
派
遣
し
た
。
そ
の
団
体
に
は
『
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
新
聞
』
の
委
員
キ
ク
ナ
ゼ
・
ミ
ハ
イ
ル
も
含
ま
れ
て
お
り
、
彼
に
武
装
蜂
起
に
向
け
て
国
内
を
扇
動
す
る
よ
う
命
じ
た
。
さ
ら
に
、
ト
ビ
リ
シ
な
ど
で
爆
弾
を
製
造
す
る
た
め
の
設
備
を
非
合
法
に
用
意
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
は
、
ゲ
リ
ラ
戦
の
計
画
も
立
て
た
１
７
０
。
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
パ
リ
に
残
り
、
一
人
で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
向
け
の
武
器
購
入
・
輸
送
の
た
め
に
活
動
し
た
。
ラ
ス
ヒ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
は
、「
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
パ
リ
に
残
り
、
革
命
活
動
を
続
け
た
。
彼
の
主
な
目
的
は
武
器
を
探
す
こ
と
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
搬
送
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
活
動
は
、
一
九
〇
四
年
の
冬
に
始
ま
り
、
一
九
〇
五
年
の
夏
に
完
了
し
た
。
多
額
の
資
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
ス
イ
ス
で
武
器
を
購
入
し
た
後
で
、
船
シ
リ
ウ
ス
号
を
購
入
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
、
ロ
シ
ア
人
な
ど
も
同
じ
こ
と
を
試
み
て
い
た
が
、
彼
ら
に
は
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
。
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
ほ
と
ん
ど
一
人
で
努
力
し
、
資
金
や
や
協
力
者
に
こ
と
欠
く
中
で
、
恐
る
べ
き
能
力
を
発
揮
し
、
そ
の
重
任
を
完
遂
し
た
」
と
回
想
録
で
彼
を
称
賛
し
て
い
る
１
７
１
。 
一
九
〇
五
年
九
月
六
日
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た
翌
日
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
無
政
府
主
義
者
コ
ル
ネ
ル
セ
ン
・
ピ
ー
テ
ル
の
仲
介
で
、
五
九
七
ト
ン
の
中
古
蒸
機
輸
送
船
シ
リ
ウ
ス
号
を
購
入
し
た
。
船
の
購
入
に
二
九
〇
〇
ポ
ン
ド
、
追
加
工
事
の
費
用
と
し
て
八
二
五
ポ
ン
ド
、
合
計
三
七
二
五
ポ
ン
ド
を
支
払
っ
た
［
史
料
三
九
］。
当
時
の
一
ポ
ン
ド
は
約
二
五
フ
ラ
ン
で
あ
り
、
シ
リ
ウ
ス
号
に
は
約
九
万
三
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
が
費
や
さ
れ
た
。
現
存
し
て
い
る
レ
シ
ー
ト
を
見
る
と
、
デ
カ
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ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
ラ
イ
フ
ル
七
〇
〇
〇
挺
、
弾
丸
一
三
〇
万
発
（
六
万
六
〇
〇
フ
ラ
ン
）
と
船
シ
リ
ウ
ス
号
（
九
万
三
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
）
に
一
五
万
三
六
〇
〇
フ
ラ
ン
を
支
払
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
オ
フ
ラ
ー
ナ
の
史
料
に
よ
る
と
、
一
九
〇
五
年
五
月
二
日
、
彼
は
明
石
か
ら
資
金
と
し
て
一
二
万
五
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
当
時
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
は
資
金
面
で
困
窮
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
差
額
の
二
万
八
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
ラ
イ
フ
ル
七
〇
〇
〇
挺
に
加
え
て
一
五
〇
〇
挺
を
購
入
し
た
。
そ
の
結
果
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
明
石
か
ら
七
月
ま
で
に
追
加
の
資
金
援
助
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
な
金
額
は
不
明
だ
が
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
一
九
〇
五
年
一
〇
月
二
四
日
の
日
記
に
「
船
を
購
入
す
る
た
め
に
二
〇
万
フ
ラ
ン
を
持
っ
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
活
動
資
金
は
総
額
二
〇
万
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
１
７
２
。
こ
こ
か
ら
、
追
加
で
援
助
を
受
け
た
金
額
は
七
万
五
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
よ
う
。 
先
行
研
究
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
無
政
府
主
義
者
た
ち
と
一
般
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
船
員
を
シ
リ
ウ
ス
号
の
ク
ル
ー
と
し
、
コ
ル
ネ
ル
セ
ン
・
ピ
ー
テ
ル
の
兄
弟
・
コ
ル
ネ
ル
セ
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
を
船
長
と
し
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ゼ
氏
と
ガ
フ
リ
ン
ダ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
氏
は
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
っ
た
と
考
え
て
お
り
、
私
も
そ
の
見
解
に
同
意
で
き
る
１
７
３
。 
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
〇
五
年
八
月
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
は
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
が
ス
イ
ス
で
武
器
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
と
の
情
報
を
受
け
、
諜
報
員
を
ス
イ
ス
に
派
遣
し
た
が
、
結
局
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
活
動
を
妨
害
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
シ
リ
ア
ク
ス
か
ら
事
前
に
オ
フ
ラ
ー
ナ
の
活
動
に
関
す
る
情
報
を
得
て
い
た
の
で
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
の
追
跡
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
は
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
一
人
で
活
動
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
無
政
府
主
義
者
の
チ
ェ
ル
ケ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ヴ
ァ
ル
ラ
ム
を
通
し
て
紹
介
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
無
政
府
主
義
た
ち
（
ボ
ー
、
コ
ル
ネ
ル
セ
ン
兄
弟
な
ど
）
の
協
力
を
得
て
、
無
事
に
武
器
を
購
入
し
オ
ラ
ン
ダ
ま
で
輸
送
し
た
。 
資
金
の
枯
渇 
先
行
研
究
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
〇
五
年
九
月
一
六
日
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
サ
ホ
キ
ア
・
テ
ド
か
ら
手
紙
を
受
け
取
っ
た
。
サ
ホ
キ
ア
は
日
露
戦
争
の
終
戦
後
、
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
が
コ
ー
カ
サ
ス
に
追
加
で
九
万
人
の
兵
士
と
大
砲
な
ど
を
送
り
込
ん
だ
こ
と
を
知
ら
せ
た
。
九
月
二
一
日
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
シ
リ
ウ
ス
号
に
武
器
の
積
込
み
を
完
了
し
た
。
し
か
し
、
九
月
二
六
日
、
サ
ホ
キ
ア
か
ら
再
び
届
い
た
手
紙
に
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
へ
の
武
器
輸
送
を
中
止
す
る
よ
う
書
か
れ
て
い
た
。
武
器
を
輸
送
し
て
も
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ず
、
周
り
に
は
多
数
の
軍
人
が
い
る
た
め
、
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武
器
の
輸
送
が
露
見
す
る
と
自
分
た
ち
は
殺
害
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
た
１
７
４
。 
こ
の
情
報
を
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
が
受
け
取
っ
た
後
、
ケ
レ
セ
リ
ゼ
・
レ
オ
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
員
）
は
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
会
い
、
①
武
器
を
受
け
取
れ
な
け
れ
ば
革
命
は
失
敗
し
そ
れ
は
自
分
に
と
っ
て
恥
辱
で
あ
る
こ
と
、
②
そ
う
な
れ
ば
自
殺
す
る
以
外
に
道
が
な
い
と
デ
カ
ノ
ジ
ス
ヴ
ィ
リ
が
話
す
の
を
聞
い
た
１
７
５
。
こ
こ
か
ら
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
武
器
を
輸
送
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
彼
が
い
か
に
困
惑
し
て
い
た
の
か
が
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
結
局
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
武
器
輸
送
の
た
め
の
準
備
を
続
け
、
ケ
レ
セ
リ
ゼ
も
革
命
を
準
備
す
る
た
め
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
向
か
っ
た
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
ロ
シ
ア
軍
が
増
派
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
武
器
を
輸
送
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
チ
ェ
ル
ケ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
友
人
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
住
む
無
政
府
主
義
者
の
ド
ー
メ
ラ
・
ニ
ュ
ー
ワ
ン
ホ
イ
ス
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
港
の
労
働
者
の
間
で
人
気
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
彼
の
援
助
に
よ
っ
て
、
一
九
〇
五
年
一
〇
月
一
三
日
、
シ
リ
ウ
ス
号
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
港
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
向
け
無
事
に
出
港
し
た
１
７
６
。 
一
九
〇
五
年
一
〇
月
二
四
日
、
シ
リ
ウ
ス
号
は
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
に
到
達
し
た
。
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ゼ
氏
と
ガ
フ
リ
ン
ダ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
氏
に
よ
る
と
、
そ
の
後
「
シ
リ
ウ
ス
号
は
セ
ー
ト
と
い
う
小
さ
な
港
町
に
寄
港
し
、
そ
こ
で
問
題
が
発
生
し
た
。
燃
料
の
購
入
や
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
の
渡
航
の
許
可
を
得
る
た
め
、
ト
ル
コ
人
の
港
員
に
賄
賂
を
贈
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
と
っ
て
そ
の
た
め
の
資
金
を
工
面
す
る
の
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
〇
五
年
九
月
五
日
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
締
結
後
、
明
石
は
革
命
党
派
へ
の
資
金
援
助
を
禁
止
さ
れ
た
の
で
、
彼
か
ら
も
資
金
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
」（
実
際
は
、
参
謀
本
部
か
ら
明
石
に
革
命
党
派
へ
の
資
金
援
助
を
禁
止
さ
れ
た
の
は
、
九
月
五
日
以
降
で
は
な
く
、
八
月
二
〇
日
以
降
で
あ
っ
た
）
と
い
う
１
７
７
。 
し
か
し
、
両
氏
の
説
明
で
は
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
資
金
を
工
面
し
、
活
動
を
継
続
で
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
実
際
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
資
金
を
工
面
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
で
は
、
い
か
に
し
て
資
金
を
工
面
し
た
の
か
。
実
は
、
シ
リ
ウ
ス
号
が
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
に
到
着
す
る
よ
り
前
の
一
九
〇
五
年
一
〇
月
二
〇
日
午
後
九
時
、
デ
カ
ノ
ジ
ス
ヴ
ィ
リ
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
員
キ
ピ
ア
ニ
・
パ
リ
コ
、
ボ
ブ
ギ
ア
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
イ
ア
ソ
ン
、
シ
ハ
ル
リ
ゼ
・
ギ
オ
ル
ギ
に
電
報
を
打
ち
、
パ
リ
に
来
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
た
。
翌
日
、
三
人
は
パ
リ
に
到
着
し
た
１
７
８
。
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
彼
ら
に
、
①
ズ
バ
ラ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
イ
ア
コ
ブ
と
い
う
人
物
に
二
万
五
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
支
援
を
依
頼
す
る
こ
と
、
②
そ
れ
を
拒
否
し
た
場
合
に
は
ナ
イ
フ
で
脅
し
て
で
も
奪
い
取
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
つ
ま
り
デ
カ
ノ
ジ
ス
ヴ
ィ
リ
は
、
資
金
不
足
を
察
知
し
て
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お
り
事
前
に
手
を
打
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ズ
バ
ラ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
資
金
援
助
を
要
請
し
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
日
付
の
問
題
に
は
誰
も
注
目
し
な
か
っ
た
。 
改
め
て
史
料
を
も
と
に
事
実
関
係
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
ズ
バ
ラ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
商
人
で
あ
り
、
こ
の
時
パ
リ
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
い
た
。
キ
ピ
ア
ニ
、
ボ
ブ
ギ
ア
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
と
シ
ハ
ル
リ
ゼ
は
、
ズ
バ
ラ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
宿
泊
し
て
い
る
ホ
テ
ル
に
赴
い
た
が
、
数
日
間
彼
に
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
資
金
の
め
ど
が
立
た
な
か
っ
た
た
め
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
不
安
は
募
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
二
四
日
の
日
記
に
「
資
金
を
工
面
で
き
な
け
れ
ば
、
二
〇
万
フ
ラ
ン
の
武
器
や
九
カ
月
の
活
動
が
全
て
無
駄
に
な
る
。
こ
の
九
カ
月
の
間
に
体
力
が
落
ち
、
心
臓
が
前
よ
り
痛
む
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
我
々
の
民
衆
は
戦
っ
て
い
る
。
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
が
強
い
使
命
感
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼
は
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
妻
の
家
を
担
保
に
銀
行
か
ら
一
万
フ
ラ
ン
を
借
り
る
こ
と
ま
で
考
え
た
１
７
９
。 
結
局
キ
ピ
ア
ニ
は
、
ホ
テ
ル
で
ズ
バ
ラ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
革
命
た
め
に
二
万
五
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
提
供
す
る
よ
う
依
頼
し
、
拒
否
す
る
な
ら
実
力
で
奪
い
取
る
と
脅
し
た
。
し
か
し
、
ズ
バ
ラ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、「
私
は
革
命
を
支
持
す
る
人
物
だ
、
脅
さ
な
く
て
も
支
援
を
し
よ
う
」
と
答
え
て
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
と
の
面
会
を
希
望
し
た
。
そ
の
後
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
ズ
バ
ラ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
と
会
い
、
約
束
通
り
二
万
五
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
受
け
取
っ
た
１
８
０
。
こ
れ
以
前
に
も
ズ
バ
ラ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
革
命
党
派
を
密
か
に
経
済
的
に
支
援
し
て
い
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
活
動
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
、
彼
の
活
動
に
つ
い
て
知
ら
ず
、
後
に
サ
ホ
キ
ア
は
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
手
紙
を
送
り
、
ズ
バ
ラ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
我
々
の
支
持
者
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
を
脅
し
た
と
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
を
非
難
し
た
１
８
１
。 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
ア
へ 
以
上
の
経
緯
を
経
て
、
資
金
の
問
題
は
解
決
し
た
。
一
九
〇
五
年
一
一
月
五
日
、
シ
リ
ウ
ス
号
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
港
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
港
に
到
着
し
た
。
無
政
府
主
義
者
の
コ
ロ
ン
ボ
と
い
う
人
物
（
フ
ラ
ン
ス
人
）
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
で
船
に
追
加
で
武
器
や
非
合
法
文
書
な
ど
を
積
み
込
み
、
一
一
月
七
日
に
出
港
し
た
１
８
２
。 
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
ズ
バ
ラ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
か
ら
受
け
取
っ
た
金
額
の
う
ち
、
五
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
の
革
命
準
備
の
た
め
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
に
送
金
し
、
一
万
フ
ラ
ン
を
キ
ピ
ア
ニ
と
ボ
ブ
ギ
ア
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
渡
し
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
港
に
停
泊
し
て
い
る
シ
リ
ウ
ス
号
の
船
長
に
渡
す
よ
う
命
じ
た
。
残
り
の
一
万
フ
ラ
ン
の
う
ち
、
三
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
は
ト
ル
コ
人
の
賄
賂
の
た
め
に
利
用
さ
れ
、
七
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
は
、
そ
の
三
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
で
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
に
入
る
許
可
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を
得
ら
れ
な
っ
た
場
合
、
賄
賂
の
金
額
を
追
加
す
る
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
１
８
３
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
す
で
に
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 
と
こ
ろ
で
ト
ゥ
ー
グ
シ
氏
は
、
シ
リ
ウ
ス
号
が
マ
ル
セ
イ
ユ
港
か
ら
出
港
し
た
時
、
当
時
の
書
類
に
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
名
前
が
出
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
氏
は
そ
の
理
由
を
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
自
分
の
名
前
を
隠
し
て
活
動
し
て
い
た
た
め
だ
と
考
え
て
い
る
１
８
４
。
こ
こ
か
ら
も
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
が
警
戒
し
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
の
追
跡
か
ら
逃
れ
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る 
一
九
〇
五
年
一
一
月
一
三
日
、
シ
リ
ウ
ス
号
は
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
海
峡
に
近
く
あ
る
、
ゼ
ア
と
い
う
小
さ
な
島
に
到
着
し
た
。
し
か
し
船
長
は
、
キ
ピ
ア
ニ
が
来
る
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
な
か
っ
た
の
で
、
彼
を
待
た
ず
に
、
翌
日
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
の
方
面
に
出
港
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
情
報
を
受
け
取
っ
た
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
港
員
に
賄
賂
を
贈
ら
な
け
れ
ば
、
船
や
武
器
が
没
収
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
心
配
し
た
１
８
５
。
し
か
し
、
一
一
月
一
七
日
シ
リ
ウ
ス
号
は
、
無
事
に
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
か
ら
出
て
黒
海
に
入
り
、
ポ
チ
に
進
ん
だ
１
８
６
。 
 
船
長
の
コ
ル
ネ
ル
セ
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
送
っ
た
手
紙
か
ら
、
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。
シ
リ
ウ
ス
号
は
、
ま
ず
ゼ
ア
島
に
到
着
し
て
、
そ
の
後
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
港
（
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
に
あ
る
港
）
へ
向
け
出
港
し
た
。
一
一
月
一
六
日
に
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
海
峡
を
渡
り
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
港
に
到
着
し
た
。
港
に
は
、
シ
リ
ウ
ス
号
に
武
器
が
積
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
事
前
に
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
港
の
次
長
は
乗
船
し
て
、
船
長
に
「
こ
の
船
に
は
武
器
が
あ
る
」
と
発
言
し
た
。
コ
ル
ネ
ル
セ
ン
船
長
は
彼
に
賄
賂
を
贈
っ
て
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
に
入
る
許
可
を
得
た
。
一
八
日
、
同
船
は
最
大
ス
ピ
ー
ド
で
ポ
チ
に
向
か
っ
た
［
史
料
四
〇
］。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
の
武
器
受
け
渡
し
場
所 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
員
は
、
武
器
の
陸
揚
げ
場
所
と
し
て
バ
ツ
ミ
を
指
定
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
〇
五
年
六
月
に
、『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
社
長
ジ
ャ
バ
ダ
リ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
と
サ
ホ
キ
ア
・
テ
ド
は
、
ク
ル
デ
ィ
ア
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
１
８
７
に
会
い
に
バ
ツ
ミ
に
赴
い
た
。
ク
ル
デ
ィ
ア
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
有
名
な
作
家
で
あ
り
、
当
時
バ
ツ
ミ
に
あ
る
軍
隊
の
将
校
だ
っ
た
。
面
会
の
目
的
は
、
シ
リ
ウ
ス
号
か
ら
無
事
に
武
器
を
陸
揚
げ
す
る
こ
と
、
ま
た
武
装
蜂
起
す
る
場
合
、
バ
ツ
ミ
軍
隊
が
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
の
か
探
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ク
ル
デ
ィ
ア
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
武
器
が
届
く
こ
と
、
そ
し
て
武
装
蜂
起
の
予
定
を
聞
い
て
非
常
に
喜
び
「
や
っ
と
、
我
々
の
民
衆
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
二
頭
鷲
（
ロ
シ
ア
紋
章
）
の
足
か
ら
解
放
す
る
機
会
を
得
て
、
独
立
し
、
自
由
に
生
活
し
て
、
他
の
民
衆
と
平
等
と
な
る
。
こ
れ
は
私
の
目
的
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
戦
う
」
と
発
言
し
た
。
し
か
し
、
バ
ツ
ミ
の
軍
隊
は
、
革
命
軍
に
対
し
て
戦
わ
な
い
保
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障
が
な
か
っ
た
た
め
、
武
器
の
陸
揚
げ
場
所
と
し
て
は
ポ
チ
が
選
択
さ
れ
た
［
史
料
四
一
］。 
こ
の
時
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
ク
ル
デ
ィ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
ロ
シ
ア
軍
に
所
属
す
る
軍
人
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
た
め
戦
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
回
想
録
に
は
書
い
て
い
な
い
が
、
彼
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
が
信
頼
を
寄
せ
る
人
物
で
あ
っ
た
た
め
、
武
器
が
日
本
の
支
援
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
に
か
か
わ
ら
ず
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
回
復
の
戦
う
こ
と
拒
否
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
彼
は
武
器
の
陸
揚
げ
に
は
貢
献
で
き
な
か
っ
た
。 
武
器
の
陸
揚
げ 
一
九
〇
五
年
一
一
月
二
二
日
、
シ
リ
ウ
ス
号
は
ポ
チ
に
到
着
し
た
が
、
出
迎
え
る
は
ず
の
人
物
が
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
シ
リ
ウ
ス
号
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
沿
岸
警
備
隊
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
ポ
チ
か
ら
四
〇
マ
イ
ル
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
船
を
停
泊
さ
せ
た
。
パ
ウ
ロ
フ
氏
と
ペ
ト
ロ
フ
氏
に
よ
る
と
、「
一
九
〇
五
年
一
一
月
二
四
日
、
ポ
チ
と
そ
れ
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
地
点
で
武
器
・
弾
薬
を
四
隻
の
ラ
ン
チ
に
積
み
替
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
上
陸
地
点
へ
と
向
か
っ
た
」
１
８
８
。
こ
の
よ
う
な
見
解
が
あ
る
一
方
、
ス
ク
ー
ナ
ー
の
数
は
三
隻
で
あ
り
、
陸
揚
げ
し
た
後
、
ス
ク
ー
ナ
ー
は
シ
リ
ウ
ス
号
に
戻
ら
な
か
っ
た
と
い
う
情
報
も
あ
る
１
８
９
。 
こ
の
よ
う
に
、
武
器
の
陸
揚
げ
に
関
し
て
は
様
々
な
情
報
が
あ
り
、
陸
揚
げ
に
関
わ
っ
た
者
か
ら
も
異
な
っ
た
情
報
が
出
て
来
て
い
る
た
め
、
ど
れ
が
正
し
い
の
か
判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
パ
ヴ
ロ
フ
氏
と
ペ
ト
ロ
フ
氏
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
ラ
イ
フ
ル
八
五
〇
〇
挺
が
到
着
し
１
９
０
、
そ
の
中
か
ら
二
〇
〇
〇
挺
し
か
押
収
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
１
９
１
。
し
か
し
、
シ
リ
ウ
ス
号
に
関
わ
る
者
の
回
想
録
・
日
記
に
は
違
う
数
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
両
氏
の
挙
げ
た
数
値
は
正
確
で
は
な
い
と
私
は
考
え
る
。
こ
の
問
題
を
、
先
行
研
究
も
参
照
し
な
が
ら
、
史
料
に
基
づ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 
ラ
ス
ヒ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
回
想
録
に
よ
る
と
、
武
器
を
い
っ
た
ん
倉
庫
に
保
管
し
て
、
そ
の
後
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
各
地
に
配
分
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
陸
揚
げ
は
エ
サ
キ
ア
・
ミ
ハ
が
担
当
し
、
サ
ホ
キ
ア
・
テ
ド
、
ロ
ル
ト
キ
フ
ァ
ニ
ゼ
・
ヴ
ラ
ド
ミ
ー
ル
、
ノ
ラ
キ
ゼ
・
ス
ピ
リ
ド
ン
が
補
助
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
１
９
２
。
シ
リ
ウ
ス
号
は
ポ
チ
の
近
く
に
停
泊
し
て
陸
揚
げ
を
し
た
。
残
念
な
が
ら
秘
密
が
漏
れ
た
た
め
、
一
般
市
民
も
陸
揚
げ
の
予
定
を
知
っ
て
お
り
、
彼
ら
は
沿
岸
で
武
器
を
待
っ
て
、
届
い
た
武
器
の
一
部
を
奪
っ
た
。
そ
の
時
、
シ
リ
ウ
ス
号
は
」
沿
岸
警
備
隊
に
発
見
さ
れ
た
た
め
、
シ
リ
ウ
ス
号
は
そ
れ
か
ら
逃
れ
て
、
ガ
グ
ラ
（
ポ
チ
か
ら
約
二
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
離
れ
る
と
こ
ろ
）
の
近
く
で
改
め
て
武
器
の
陸
揚
げ
を
完
了
し
た
１
９
３
。
ラ
ス
ヒ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
回
想
録
に
は
、
革
命
党
派
が
ラ
イ
フ
ル
何
挺
を
受
け
取
り
、
沿
岸
警
備
隊
が
ラ
イ
フ
ル
何
挺
を
押
収
し
た
の
か
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
点
は
」
不
明
で
あ
る
。 
サ
ホ
キ
ア
の
回
想
録
に
は
、
ラ
イ
フ
ル
三
〇
〇
〇
挺
の
み
が
陸
揚
げ
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
残
67 
 
り
は
暴
風
の
た
め
陸
揚
げ
で
き
ず
、
黒
海
に
捨
て
ら
れ
た
。
ト
ル
コ
側
に
逮
捕
や
押
収
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
武
器
を
積
み
込
ん
で
ま
ま
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
行
く
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
１
９
４
。 
し
か
し
、
サ
ホ
キ
ア
・
テ
ド
は
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
送
っ
た
手
紙
で
、
回
想
録
と
は
少
し
違
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、「
三
隻
の
ス
ク
ー
ナ
ー
で
出
迎
え
て
、
各
ス
ク
ー
ナ
ー
に
ラ
イ
フ
ル
一
五
〇
〇
挺
を
移
し
た
。
深
い
霧
や
暴
風
の
た
め
、
一
隻
の
ス
ク
ー
ナ
ー
が
ポ
チ
湾
に
迷
い
込
み
、
仕
方
な
く
そ
の
沿
岸
で
武
器
を
陸
揚
げ
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
し
か
し
、
警
備
員
が
武
器
を
発
見
し
て
、
ラ
イ
フ
ル
六
〇
〇
挺
が
押
収
さ
れ
、
残
り
は
民
衆
が
奪
っ
た
（
後
に
、
ロ
シ
ア
帝
国
側
の
兵
士
は
押
収
し
た
そ
の
六
〇
〇
挺
を
民
衆
に
販
売
し
た
）。
こ
の
事
件
が
起
こ
っ
た
後
、
沿
岸
警
備
隊
が
蒸
機
船
で
も
う
一
隻
の
ス
ク
ー
ナ
ー
を
追
い
か
け
て
逮
捕
し
、
ポ
チ
に
移
動
さ
せ
た
。
そ
れ
か
ら
押
収
し
た
武
器
を
戦
艦
に
積
み
込
ん
で
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
輸
送
し
た
。
三
隻
目
の
ス
ク
ー
ナ
ー
か
ら
の
み
、
無
事
に
陸
揚
げ
で
き
た
」
と
記
述
し
て
い
る
１
９
５
。 
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
一
九
〇
五
年
一
二
月
一
日
の
日
記
に
「
今
日
の
ロ
ー
タ
―
の
報
道
に
よ
る
と
、
一
一
月
二
七
日
に
ポ
チ
に
船
が
到
着
し
て
武
器
を
陸
揚
げ
し
て
い
た
が
、
警
察
が
発
見
し
て
革
命
家
た
ち
を
攻
撃
し
て
武
装
対
立
が
起
こ
っ
た
ら
し
い
。
戦
い
は
朝
六
時
ま
で
続
い
て
、
そ
の
後
、
革
命
家
た
ち
は
後
退
し
た
。
警
察
は
ラ
イ
フ
ル
四
〇
〇
挺
を
押
収
し
た
」
と
書
い
て
い
る
１
９
６
。 
ど
の
よ
う
に
陸
揚
げ
し
た
の
か
、
ま
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
は
結
局
何
挺
の
ラ
イ
フ
ル
を
受
け
取
っ
た
の
か
曖
昧
で
あ
る
。
パ
ウ
ロ
フ
氏
や
ペ
ト
ロ
フ
氏
は
「
シ
リ
ウ
ス
号
は
積
み
荷
の
大
半
を
目
的
地
に
届
け
、
僅
か
一
一
〇
〇
挺
の
銃
と
お
よ
そ
五
〇
万
発
の
弾
丸
が
当
局
に
よ
っ
て
押
収
さ
れ
た
す
ぎ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
１
９
７
。
し
か
し
、
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ゼ
氏
や
ガ
フ
リ
ン
ダ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
氏
は
、
現
存
し
て
い
る
史
料
の
分
析
か
ら
、
民
衆
や
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
は
、
少
な
く
と
も
ラ
イ
フ
ル
二
九
〇
〇
挺
と
弾
丸
四
〇
万
発
を
入
手
し
、
こ
の
う
ち
ロ
シ
ア
帝
国
は
ラ
イ
フ
ル
一
六
〇
〇
挺
を
押
収
し
た
と
考
え
て
お
り
、
私
も
こ
の
数
字
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
武
器
購
入
か
ら
黒
海
ま
で
の
輸
送
を
全
て
成
功
さ
せ
た
も
の
の
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
が
受
け
取
る
た
め
の
準
備
を
十
分
に
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
武
器
の
約
六
割
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。 
ロ
シ
ア
帝
国
秘
密
警
察
が
全
て
の
武
器
の
押
収
に
失
敗
し
た
原
因
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
の
歴
史
家
パ
ヴ
ロ
フ
氏
と
ペ
ト
ロ
フ
氏
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
船
舶
会
社
が
所
有
す
る
同
じ
名
称
の
「
シ
リ
ウ
ス
号
」
を
誤
っ
て
監
視
対
象
と
し
、
こ
の
シ
リ
ウ
ス
号
が
九
月
か
ら
一
〇
月
に
ヘ
ル
シ
ン
ボ
リ
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
へ
向
け
て
通
常
の
運
航
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
方
面
へ
武
器
が
輸
送
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さ
れ
る
と
誤
っ
て
予
想
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
１
９
８
。
つ
ま
り
、
両
氏
は
オ
フ
ラ
ー
ナ
が
同
じ
名
称
の
船
舶
を
誤
っ
て
追
跡
し
た
こ
と
が
失
敗
の
原
因
だ
と
考
え
て
い
る
。 
買
い
戻
さ
れ
た
武
器 
一
九
〇
五
年
一
二
月
二
四
日
、
日
本
に
帰
国
し
た
明
石
に
一
通
の
手
紙
が
届
い
た
［
史
料
四
二
］。
そ
の
内
容
は
、
黒
海
に
武
器
が
無
事
に
到
着
し
、
改
装
巡
洋
艦
「
ア
シ
ヤ
」
号
に
押
収
さ
れ
た
武
器
か
ら
、
改
め
て
ラ
イ
フ
ル
八
四
〇
〇
挺
を
買
い
戻
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
手
紙
に
つ
い
て
、
明
石
は
「
落
花
流
水
」（
明
石
が
一
九
〇
五
年
に
参
謀
本
部
に
提
出
し
た
報
告
書
）
に
記
し
て
い
る
が
、
差
出
人
が
誰
な
の
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
マ
ム
リ
ア
氏
と
黒
宮
氏
は
、
手
紙
は
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
１
９
９
。
し
か
し
私
は
、
両
氏
と
は
異
な
り
、
手
紙
は
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
で
は
な
く
、
シ
リ
ア
ク
ス
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
ラ
イ
フ
ル
八
五
〇
〇
挺
を
輸
送
し
た
。
回
想
録
、
日
記
な
ど
に
よ
る
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
た
ち
の
元
に
ラ
イ
フ
ル
二
九
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
挺
が
届
き
、
ロ
シ
ア
帝
国
沿
岸
警
備
隊
は
ラ
イ
フ
ル
一
六
〇
〇
挺
を
押
収
し
、
残
っ
た
武
器
が
黒
海
に
捨
て
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
手
紙
に
は
、
ラ
イ
フ
ル
八
四
〇
〇
挺
を
買
い
戻
し
た
と
あ
る
２
０
０
。
沿
岸
警
備
隊
は
、
爆
破
し
た
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
フ
ト
ン
号
か
ら
ヴ
ェ
ッ
テ
ル
リ
銃
九
六
七
〇
挺
を
押
収
し
て
お
り
、
買
い
戻
し
た
ラ
イ
フ
ル
は
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
フ
ト
ン
号
か
ら
押
収
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
武
器
を
買
い
戻
し
た
手
紙
の
差
出
人
は
、
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
フ
ト
ン
号
を
差
し
向
け
た
シ
リ
ア
ク
ス
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。 
次
に
仮
装
巡
洋
艦
「
ア
シ
ヤ
」
号
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
仮
装
巡
洋
艦
「
ア
シ
ヤ
」
号
は
一
八
七
三
年
に
ア
メ
リ
カ
で
起
工
さ
れ
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
一
八
七
八
年
に
購
入
し
た
。
一
九
〇
五
年
当
時
、
こ
の
仮
装
巡
洋
艦
「
ア
シ
ヤ
」
号
は
バ
ル
ト
海
沿
岸
警
備
隊
の
船
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
一
九
〇
五
年
シ
リ
ウ
ス
号
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
到
着
し
た
際
、
仮
装
巡
洋
艦
「
ア
シ
ヤ
」
号
は
黒
海
で
は
な
く
、
バ
ル
ト
海
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
２
０
１
。 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
手
紙
は
シ
リ
ア
ク
ス
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
な
ぜ
先
行
研
究
は
こ
れ
を
誤
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
①
買
い
戻
し
た
ラ
イ
フ
ル
の
数
八
四
〇
〇
挺
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
輸
送
さ
れ
た
数
と
近
か
っ
た
こ
と
、
②
黒
海
に
武
器
が
無
事
に
到
着
し
た
こ
と
、
③
一
九
一
二
年
に
仮
装
巡
洋
艦
「
ア
シ
ヤ
」
号
が
「
コ
ー
カ
サ
ス
」
号
に
改
称
さ
れ
た
こ
と
（
改
称
の
理
由
は
仮
装
巡
洋
艦
「
ア
シ
ヤ
」
号
を
黒
海
沿
岸
警
備
隊
船
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。 
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
明
石
か
ら
任
さ
れ
た
こ
と
を
す
べ
て
果
た
し
た
。
ほ
と
ん
ど
一
人
で
活
動
し
て
、
ス
イ
ス
か
ら
購
入
し
た
武
器
を
ポ
チ
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）
ま
で
送
っ
た
。
残
念
な
が
ら
陸
揚
げ
失
敗
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し
て
、
武
器
の
半
分
以
上
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
れ
は
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
責
任
で
は
な
い
。 
 
第
六
節 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
運
動
と
そ
の
失
敗 
  武
装
蜂
起 
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
締
結
後
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
国
内
問
題
の
解
決
に
努
め
た
。
帝
国
内
の
各
地
で
独
立
運
動
や
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
運
動
が
激
化
し
て
お
り
、
そ
れ
を
軍
事
的
に
鎮
圧
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
コ
ー
カ
サ
ス
で
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
官
吏
や
軍
人
の
暗
殺
が
毎
日
の
よ
う
に
起
こ
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
締
結
か
ら
数
日
後
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
九
万
人
の
兵
士
と
大
砲
隊
を
派
遣
し
た
。
一
九
〇
五
年
の
秋
に
な
る
と
、
ロ
シ
ア
帝
国
全
域
で
反
乱
・
一
揆
・
デ
モ
・
ス
ト
・
武
装
蜂
起
な
ど
が
拡
大
し
た
。 
稲
葉
氏
は
「
明
石
と
シ
リ
ア
ク
ス
が
、
心
血
を
注
い
で
す
す
め
た
反
ツ
ァ
ー
リ
諸
党
統
一
戦
線
の
構
築
と
武
装
蜂
起
計
画
は
、
ロ
シ
ア
一
九
〇
五
年
革
命
の
帰
趨
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
」
２
０
２
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
に
出
席
し
た
党
派
に
日
本
が
資
金
提
供
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
党
派
が
反
政
府
運
動
の
中
核
に
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
私
は
稲
葉
氏
と
は
異
な
る
見
解
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
起
こ
っ
た
武
装
蜂
起
を
検
討
し
、
稲
葉
氏
の
評
価
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
問
題
を
眺
め
て
み
た
い
。 
一
九
〇
五
年
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
も
農
民
一
揆
、
工
業
中
心
地
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
、
ス
ト
、
テ
ロ
な
ど
の
波
が
拡
大
し
た
。
ま
た
、
い
く
つ
か
の
都
市
や
農
村
で
は
武
装
蜂
起
が
始
ま
っ
た
２
０
３
。
革
命
運
動
に
参
加
し
た
諸
派
の
中
で
最
も
影
響
力
が
強
か
っ
た
の
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
と
社
会
民
主
党
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
五
年
の
夏
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
員
の
ガ
ブ
ニ
ア
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
を
中
心
に
、
爆
弾
工
場
を
設
置
し
た
２
０
４
。 
先
行
研
究
で
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
通
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
は
西
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
起
こ
っ
た
武
装
蜂
起
や
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
、
Ｍ
・
ア
リ
ハ
ノ
フ
将
軍
を
派
遣
し
た
。
ア
リ
ハ
ノ
フ
将
軍
は
反
乱
者
を
非
常
に
厳
し
く
鎮
圧
し
た
。
市
民
の
家
を
焼
く
こ
と
も
躊
躇
し
な
か
っ
た
た
め
、
人
々
は
彼
を
「
流
血
ア
リ
ハ
ノ
フ
」
と
呼
ん
だ
。
ク
タ
イ
シ
市
を
鎮
圧
し
て
す
ぐ
、
ア
メ
リ
カ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ケ
ロ
ッ
グ
・
ド
ゥ
ラ
ン
ド
が
ア
リ
ハ
ノ
フ
将
軍
を
訪
問
し
、
な
ぜ
市
民
の
家
を
燃
や
し
た
の
か
な
ど
と
質
問
し
た
。
ド
ゥ
ラ
ン
ド
が
「
こ
こ
に
は
、
い
く
つ
か
の
民
族
が
住
ん
で
い
る
。
全
て
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
質
問
す
る
と
、
ア
リ
ハ
ノ
フ
将
軍
は
「
こ
の
地
方
の
民
衆
は
す
べ
て
悪
い
。
最
悪
で
あ
る
。
私
の
や
り
方
以
外
に
民
衆
を
鎮
圧
す
る
方
法
は
な
い
」
と
答
え
、
さ
ら
に
「
そ
の
中
で
も
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
特
に
最
悪
で
（
中
略
）
全
滅
す
る
予
定
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
そ
し
て
、
ド
ゥ
ラ
ン
ド
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
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に
つ
い
て
「
も
し
私
が
ロ
シ
ア
帝
国
下
に
苦
し
ん
で
い
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
住
ん
で
い
た
と
し
た
ら
、
私
は
革
命
家
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
書
き
、
ア
リ
ハ
ノ
フ
将
軍
の
意
見
や
ロ
シ
ア
帝
国
の
残
虐
さ
を
非
難
し
た
２
０
５
。
一
九
〇
六
年
七
月
一
六
日
、
ア
リ
ハ
ノ
フ
将
軍
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
愛
国
者
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
。 ト
ビ
リ
シ
で
は
、
一
九
〇
五
年
一
〇
月
一
七
日
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
一
〇
月
三
〇
日
）、
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
「
一
〇
月
詔
書
」
に
よ
っ
て
、
言
論
・
集
会
の
自
由
と
議
会
の
設
立
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ニ
コ
ラ
イ
二
世
は
自
ら
の
権
力
に
制
約
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
納
得
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
ド
ゥ
ー
マ
（
国
会
）
に
対
し
て
拒
否
権
を
発
動
す
る
な
ど
、
実
質
的
に
ド
ゥ
ー
マ
（
国
会
）
を
形
骸
化
さ
せ
る
措
置
を
取
っ
た
。
独
立
運
動
家
ガ
バ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
回
想
録
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
ト
ビ
リ
シ
で
大
き
な
デ
モ
が
始
ま
り
、
数
日
に
わ
た
り
続
い
た
。
ガ
バ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
、
反
政
府
運
動
者
を
あ
ぶ
り
出
す
た
め
、
デ
モ
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
政
府
が
意
図
的
に
「
一
〇
月
詔
書
」
を
発
令
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
。
一
〇
月
二
二
日
、
ロ
シ
ア
軍
は
デ
モ
隊
に
発
砲
し
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
人
々
の
命
が
失
わ
れ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
は
、
一
九
〇
五
年
一
〇
月
二
〇
日
、
武
装
蜂
起
と
ト
ビ
リ
シ
へ
の
軍
事
攻
撃
を
計
画
し
て
い
た
が
、「
一
〇
月
詔
書
」
発
布
後
、
ト
ビ
リ
シ
で
起
こ
っ
た
デ
モ
が
鎮
圧
さ
れ
た
た
め
、
計
画
を
実
行
で
き
な
か
っ
た
２
０
６
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
は
、
そ
の
後
地
下
に
潜
っ
て
テ
ロ
活
動
を
続
け
た
。 
運
動
の
失
敗 
そ
の
後
の
経
緯
を
事
実
関
係
の
み
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
は
、
一
九
〇
五
年
に
起
こ
っ
た
反
乱
や
武
装
蜂
起
を
鎮
圧
で
き
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
〇
六
年
四
月
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
員
の
ケ
レ
セ
リ
ゼ
兄
弟
は
、
ド
ゥ
シ
ェ
テ
ィ
市
で
銀
行
強
盗
を
は
た
ら
き
、
三
一
万
五
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
奪
っ
た
。
強
奪
し
た
通
貨
の
一
部
は
革
命
を
扇
動
す
る
た
め
の
出
版
活
動
に
使
用
さ
れ
た
が
、
彼
ら
は
オ
フ
ラ
ー
ナ
に
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
ス
イ
ス
へ
逃
亡
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
九
〇
七
年
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
最
終
的
に
反
乱
を
鎮
圧
し
た
。
一
九
〇
七
年
、
第
二
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
に
は
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
帝
国
、
日
本
な
ど
が
参
加
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
は
ハ
ー
グ
会
議
に
請
願
書
を
提
出
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
征
服
を
批
判
し
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
を
含
む
世
界
列
強
に
向
け
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
完
全
自
治
を
回
復
す
る
た
め
の
支
援
を
要
請
し
た
２
０
７
。
し
か
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
支
援
す
る
国
は
現
れ
な
か
っ
た
。 
一
九
〇
七
年
に
な
る
と
、
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
に
よ
っ
て
独
立
運
動
の
指
導
者
は
大
半
が
殺
害
、
ま
た
は
逮
捕
さ
れ
て
シ
ベ
リ
ア
な
ど
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
正
教
会
の
独
立
運
動
家
も
逮
捕
さ
れ
、
或
い
は
中
央
ロ
シ
ア
に
転
勤
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
運
動
は
収
束
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
２
０
８
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
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武
装
蜂
起
、
反
乱
、
独
立
運
動
、
お
よ
び
正
教
会
の
独
立
運
動
は
い
ず
れ
も
一
九
〇
七
年
に
鎮
圧
さ
れ
た
が
、
独
立
の
意
志
は
絶
え
ず
、
む
し
ろ
激
し
く
な
っ
た
。
一
九
〇
七
年
以
前
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
社
会
民
主
労
働
党
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
や
自
治
に
反
対
し
た
が
、
一
九
〇
八
年
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
自
治
獲
得
に
向
け
て
活
動
を
始
め
た
。 
 
第
七
節 
小
括 
 
明
石
は
シ
リ
ア
ク
ス
と
共
に
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
し
て
統
一
戦
線
を
築
き
上
げ
、
武
装
蜂
起
を
計
画
し
た
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
チ
ェ
ル
ケ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
と
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
が
い
な
か
っ
た
ら
、
武
装
蜂
起
の
た
め
購
入
し
た
武
器
も
無
駄
に
な
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
。
シ
リ
ア
ク
ス
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
武
器
の
購
入
に
失
敗
し
た
か
ら
で
あ
る
。
武
装
蜂
起
計
画
を
実
現
す
る
た
め
、
明
石
、
シ
リ
ア
ク
ス
と
共
に
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
果
た
し
た
大
き
な
役
割
に
つ
い
て
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
は
報
告
書
な
ど
に
記
し
た
。
つ
ま
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
内
で
武
装
蜂
起
の
起
こ
さ
せ
る
明
石
の
計
画
の
中
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
果
た
し
た
重
要
な
役
割
が
こ
れ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。 
ま
た
明
石
は
、
信
頼
す
る
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
向
け
の
武
器
の
購
入
、
輸
送
を
任
せ
た
。
二
人
は
、
別
々
の
関
心
や
目
的
が
持
っ
て
お
り
、
前
者
は
ロ
シ
ア
帝
国
内
に
反
乱
を
起
こ
し
て
敵
国
を
弱
体
化
し
、
極
東
に
お
け
る
日
本
軍
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
後
者
は
日
本
か
ら
の
支
援
に
よ
っ
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
の
た
め
の
武
装
蜂
起
に
必
要
な
武
器
不
足
の
解
決
を
狙
っ
た
。
こ
う
し
て
日
露
戦
争
の
時
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
運
動
派
と
日
本
と
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
す
る
戦
い
に
お
い
て
「
非
公
式
な
同
盟
関
係
」
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
共
通
の
敵
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
日
本
と
の
間
に
結
果
と
し
て
連
携
が
生
ま
れ
た
。 
稲
葉
氏
は
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
系
と
エ
ス
エ
ル
系
党
派
の
統
一
戦
線
の
武
装
蜂
起
が
失
敗
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
明
石
工
作
」
神
話
は
崩
れ
た
と
結
論
づ
け
た
。
し
か
し
、
私
は
「
明
石
工
作
」
は
失
敗
し
た
原
因
は
別
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本
研
究
の
テ
ー
マ
で
あ
る
日
本
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
関
係
史
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、「
明
石
工
作
」
失
敗
の
主
な
原
因
は
、
日
露
戦
争
の
終
結
で
あ
っ
た
。
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。（
１
）
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
と
、
同
党
と
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
る
社
会
民
主
党
と
が
事
実
上
の
対
ロ
シ
ア
統
一
戦
線
を
組
み
、
シ
リ
ウ
ス
号
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ
た
三
〇
〇
〇
挺
の
ラ
イ
フ
ル
を
分
け
合
う
な
ど
し
た
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
武
装
蜂
起
は
失
敗
し
た
。（
２
）
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
を
締
結
し
た
直
後
ロ
シ
ア
帝
国
は
コ
ー
カ
サ
ス
に
九
万
人
の
軍
隊
と
大
砲
隊
を
派
遣
し
た
。（
３
）
ロ
シ
ア
帝
国
と
日
本
が
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
の
批
准
書
を
交
換
し
た
五
日
後
の
一
九
〇
五
年
一
〇
月
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二
〇
日
、
ロ
シ
ア
帝
国
軍
は
ト
ビ
リ
シ
で
行
わ
れ
た
デ
モ
を
鎮
圧
し
て
数
一
〇
人
の
死
者
を
出
し
た
。
そ
れ
以
後
、
全
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
反
ロ
シ
ア
帝
国
の
運
動
は
厳
し
く
弾
圧
さ
れ
、
数
千
人
が
逮
捕
さ
れ
て
刑
務
所
か
ら
は
人
が
あ
ふ
れ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
多
く
者
が
移
住
し
た
。 
以
上
の
う
ち
、（
２
）
と
（
３
）
は
日
露
戦
争
の
終
結
に
関
係
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
は
極
東
で
の
日
本
と
の
戦
い
に
軍
隊
と
武
器
を
集
中
さ
せ
て
お
り
、
も
し
戦
争
が
続
い
て
い
た
な
ら
ば
、
コ
ー
カ
サ
ス
に
九
万
人
の
軍
隊
と
大
砲
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
の
反
ロ
シ
ア
運
動
も
充
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、（
１
）
の
よ
う
な
結
果
に
な
ら
ず
。
シ
リ
ウ
ス
号
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
武
器
が
西
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
配
備
さ
れ
、
激
し
い
ゲ
リ
ラ
戦
と
反
乱
が
起
こ
っ
た
可
能
性
も
高
い
。 
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第
五
章 
独
立
後
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
日
本
の
関
係
（
一
九
一
八
～
一
九
二
一
年
） 
 
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
〇
五
～
一
九
〇
七
年
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
運
動
は
失
敗
し
、
独
立
回
復
と
い
う
目
標
は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
ロ
シ
ア
革
命
後
の
一
九
一
八
年
五
月
二
六
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
独
立
を
宣
言
し
、
世
界
の
諸
国
、
特
に
列
強
に
独
立
承
認
を
要
求
し
た
。 
本
章
で
は
、
独
立
達
成
直
後
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
民
主
共
和
国
と
日
本
と
の
関
係
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
い
か
に
し
て
日
本
か
ら
の
支
持
を
得
た
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 
 
第
一
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ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
承
認
と
日
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独
立
ま
で
の
経
緯 
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
逃
亡
し
た
独
立
運
動
家
に
独
立
回
復
を
期
待
さ
せ
た
。
そ
の
間
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
は
独
立
の
回
復
に
努
め
た
。
戦
争
が
勃
発
し
て
す
ぐ
、
一
九
一
四
年
八
月
に
、
ト
ラ
ブ
ゾ
ン
（
ト
ル
コ
に
あ
る
町
）
で
「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
組
織
」
が
結
成
さ
れ
、
九
月
に
は
ベ
ル
リ
ン
で
「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
た
。「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
委
員
会
」
は
マ
チ
ャ
ベ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
と
ツ
ェ
レ
テ
リ
・
ミ
ハ
コ
が
指
導
者
と
な
っ
た
が
、
後
者
は
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
と
も
親
し
い
人
物
で
あ
っ
た
。「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
委
員
会
」
と
「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
組
織
」
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
独
立
運
動
家
を
扇
動
し
て
、
武
装
蜂
起
に
よ
っ
て
コ
ー
カ
サ
ス
を
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
解
放
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、
ツ
ェ
レ
テ
リ
・
ミ
ハ
コ
は
ド
イ
ツ
政
府
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
武
装
蜂
起
す
る
た
め
に
武
器
を
輸
送
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
の
中
で
、
武
器
輸
送
に
成
功
し
た
例
と
し
て
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
と
明
石
と
の
武
器
輸
送
工
作
を
紹
介
し
た
２
０
９
。 
シ
リ
ア
ク
ス
も
ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
駐
在
ド
イ
ツ
公
使
館
付
陸
軍
武
官
に
連
絡
し
て
、
ド
イ
ツ
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
経
由
で
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
を
攻
撃
す
る
際
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
武
装
蜂
起
を
起
こ
す
こ
と
を
提
案
し
、
そ
の
た
め
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
武
器
を
輸
送
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
こ
の
際
、
シ
リ
ア
ク
ス
と
ツ
ェ
レ
テ
リ
と
の
間
に
何
ら
か
の
連
絡
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
２
１
０
。 
一
九
一
六
年
か
ら
一
九
一
七
年
の
間
に
、
ド
イ
ツ
の
潜
水
艦
に
よ
っ
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
武
器
が
運
ば
れ
、
ま
た
海
外
に
逃
亡
し
て
い
た
政
党
員
も
戻
っ
て
き
た
。
武
器
の
送
り
先
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
と
国
民
民
主
党
で
あ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
帝
国
へ
の
武
装
蜂
起
に
は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
同
時
に
「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
委
員
会
」
は
独
立
運
動
隊
を
結
成
し
た
。
ド
イ
ツ
と
ト
ル
コ
は
、「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
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国
民
委
員
会
」
に
独
立
回
復
を
支
持
す
る
と
約
束
し
た
２
１
１
。
し
か
し
、
当
時
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
内
に
お
い
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
と
国
民
民
主
党
は
あ
ま
り
支
持
さ
れ
て
お
ら
ず
、
社
会
民
主
党
が
第
一
党
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
と
国
民
民
主
党
は
主
に
海
外
で
活
動
し
て
お
り
、
国
民
と
の
接
触
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 
独
立
回
復
と
対
ト
ル
コ
問
題 
一
九
一
七
年
、
一
〇
月
革
命
に
よ
っ
て
、
コ
ー
カ
サ
ス
は
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
し
か
し
、
コ
ー
カ
サ
ス
は
独
立
に
よ
っ
て
新
た
な
問
題
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
社
会
民
主
党
の
指
導
者
ジ
ョ
ル
ダ
ニ
ア
・
ノ
エ
２
１
２
は
「
ロ
シ
ア
帝
国
と
の
関
係
が
切
れ
て
、
コ
ー
カ
サ
ス
は
孤
立
状
態
と
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
２
１
３
。
つ
ま
り
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
で
、
コ
ー
カ
サ
ス
は
ロ
シ
ア
か
ら
の
保
護
を
失
い
、
ト
ル
コ
の
軍
事
進
出
の
恐
れ
が
新
た
に
生
じ
た
の
で
あ
る
。 
一
九
一
八
年
の
初
頭
、
ソ
ビ
エ
ト
ロ
シ
ア
政
府
は
、
ブ
レ
ス
ト
・
リ
ト
フ
ス
ク
条
約
を
結
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
条
約
は
、
ド
イ
ツ
、
ト
ル
コ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ソ
ビ
エ
ト
ロ
シ
ア
と
の
間
で
結
ば
れ
た
。
ブ
レ
ス
ト
・
リ
ト
フ
ス
ク
条
約
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
独
立
を
承
認
し
た
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
は
一
八
七
七
～
一
八
七
八
年
の
露
土
戦
争
で
獲
得
し
た
領
土
を
ト
ル
コ
に
返
還
し
た
。
ト
ル
コ
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
開
戦
後
、
コ
ー
カ
サ
ス
進
出
を
試
み
た
が
、
ロ
シ
ア
軍
の
前
に
敗
退
し
た
。
し
か
し
、
ブ
レ
ス
ト
・
リ
ト
フ
ス
ク
条
約
に
よ
っ
て
進
出
の
好
機
を
得
た
。
ト
ル
コ
に
返
却
し
た
地
域
に
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
バ
ツ
ミ
県
、
カ
ル
ス
県
、
ア
ル
ダ
ハ
ン
県
と
オ
ル
ト
ス
県
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
地
域
の
帰
属
は
国
民
投
票
で
決
め
ら
れ
た
２
１
４
。
ト
ル
コ
政
府
は
国
民
投
票
の
結
果
に
納
得
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
ト
ル
コ
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
脅
威
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。 
ト
ル
コ
が
コ
ー
カ
サ
ス
に
進
出
す
る
目
的
は
、
バ
ク
ー
の
石
油
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
全
コ
ー
カ
サ
ス
を
占
領
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
ト
ル
コ
と
友
好
関
係
を
築
く
こ
と
を
考
え
て
い
た
た
め
、
ト
ル
コ
が
進
出
し
て
く
る
憂
い
は
な
か
っ
た
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
異
な
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
ア
ル
メ
ニ
ア
は
自
国
を
ト
ル
コ
軍
か
ら
防
衛
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
当
時
、
ド
イ
ツ
も
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
石
油
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
マ
ン
ガ
ン
鉱
山
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
、
ド
イ
ツ
政
府
に
協
力
を
依
頼
し
た
２
１
５
。 
一
九
一
八
年
三
月
に
ト
ラ
ブ
ゾ
ン
で
開
か
れ
た
ト
ラ
ン
ス
コ
ー
カ
サ
ス
議
会
は
、
バ
ツ
ミ
地
方
、
ア
ラ
ダ
ハ
ン
郡
、
カ
ル
ス
郡
を
め
ぐ
っ
て
ト
ル
コ
と
の
交
渉
を
開
始
し
た
が
、
交
渉
は
決
裂
し
、
ト
ル
コ
軍
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
攻
撃
し
て
バ
ツ
ミ
地
方
を
占
領
し
た
。
ト
ル
コ
は
、
ブ
レ
ス
ト
・
リ
ト
フ
ス
ク
条
約
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
地
域
だ
け
で
な
く
、
全
コ
ー
カ
サ
ス
の
併
合
に
向
か
っ
て
軍
事
行
動
を
開
始
し
よ
う
と
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し
て
い
た
。
そ
う
し
た
危
機
を
防
ぐ
た
め
に
、
コ
ー
カ
サ
ス
の
三
国
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
ア
ル
メ
ニ
ア
・
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
、
一
九
一
八
年
四
月
に
ト
ラ
ン
ス
コ
ー
カ
サ
ス
民
主
連
邦
共
和
国
を
建
国
し
た
（
首
相
・
外
務
大
臣
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
チ
ュ
ヘ
ン
ケ
リ
・
ア
カ
キ
、
首
都
は
ト
ビ
リ
シ
）
２
１
６
。
ヴ
ァ
ダ
チ
ュ
コ
リ
ア
・
シ
ョ
タ
氏
は
、「
コ
ー
カ
サ
ス
の
三
国
は
共
同
す
れ
ば
、
北
部
や
南
部
帝
国
（
ロ
シ
ア
・
ト
ル
コ
）
の
進
出
か
ら
コ
ー
カ
サ
ス
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
が
が
、
実
際
は
で
き
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
２
１
７
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
民
主
共
和
国
政
府
の
成
立 
ト
ラ
ン
ス
コ
ー
カ
サ
ス
民
主
連
邦
共
和
国
の
う
ち
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
ア
ル
メ
ニ
ア
は
ト
ル
コ
と
戦
争
を
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
が
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
戦
争
に
対
し
て
消
極
的
で
あ
っ
た
２
１
８
。
こ
の
よ
う
に
、
三
国
の
間
で
も
意
見
が
一
致
し
て
お
ら
ず
、
対
ト
ル
コ
の
方
針
を
決
め
か
ね
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
一
九
一
八
年
五
月
二
六
日
に
単
独
で
独
立
を
宣
言
し
、
ト
ラ
ン
ス
コ
ー
カ
サ
ス
民
主
連
邦
共
和
国
は
崩
壊
し
た
。
他
の
二
国
も
五
月
二
八
日
に
相
次
い
で
独
立
宣
言
を
発
表
し
た
。
こ
う
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
、
民
主
共
和
国
建
国
に
関
す
る
通
牒
を
、
日
本
を
含
め
た
諸
国
に
送
っ
た
［
史
料
四
三
］。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
民
主
共
和
国
政
府
は
、
単
独
で
ト
ル
コ
と
の
交
渉
を
再
開
し
た
。
ド
イ
ツ
政
府
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
が
ト
ル
コ
と
の
対
立
を
収
束
し
な
け
れ
ば
、
国
際
問
題
と
な
り
、
独
立
承
認
が
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
助
言
し
た
。
ド
イ
ツ
政
府
の
助
言
を
得
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
、
ト
ル
コ
に
バ
ツ
ミ
地
方
、
ア
ル
ダ
ハ
ン
郡
、
オ
ル
ト
ス
郡
、
ア
ハ
ル
ツ
ィ
ヘ
地
方
と
ア
ハ
ル
カ
ラ
キ
地
方
を
割
譲
し
た
。
つ
ま
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
国
土
の
南
西
部
を
失
っ
た
２
１
９
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
よ
る
独
立
承
認
要
求 
一
九
一
八
年
一
一
月
一
一
日
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
、
ド
イ
ツ
が
敗
北
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
同
盟
国
が
敗
北
し
、
国
際
関
係
が
危
機
的
な
状
況
に
陥
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
一
方
、
ト
ル
コ
も
敗
北
し
た
た
め
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
ト
ル
コ
間
の
協
定
も
白
紙
に
戻
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
独
立
承
認
を
受
け
る
た
め
に
活
動
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
が
親
ド
イ
ツ
国
だ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
承
認
し
な
か
っ
た
２
２
０
。
こ
の
と
き
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
日
本
と
の
間
に
接
触
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
パ
リ
講
和
会
議
（
一
九
一
九
年
一
月
～
一
九
二
〇
年
一
月
）
に
さ
え
招
待
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
参
加
国
の
代
表
者
に
接
触
に
し
て
独
立
承
認
を
得
る
た
め
、
使
節
団
を
パ
リ
に
派
遣
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
使
節
団
は
、
パ
リ
講
和
会
議
で
日
本
の
代
表
に
接
触
し
、
次
の
よ
う
な
独
立
承
認
を
要
求
し
た
。「
連
合
国
会
議
は
ま
ず
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
と
そ
の
国
境
の
取
り
決
め
の
方
針
に
つ
い
て
決
断
を
下
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
独
立
し
た
共
和
国
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
他
の
問
題
に
つ
い
て
も
同
様
の
決
断
を
下
す
と
す
る
」［
史
料
四
四
］。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
代
表
は
日
本
か
ら
独
立
の
承
認
を
得
る
こ
と
を
期
待
し
た
。 
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残
念
な
が
ら
こ
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
日
付
は
不
明
だ
が
、
私
が
調
査
し
た
、
石
井
菊
次
郎
大
使
が
日
本
の
外
務
省
に
送
っ
た
一
九
一
九
年
一
月
二
八
日
の
報
告
書
に
、「
最
高
会
議
第
六
ニ
関
シ
在
巴
里
『
ジ
ョ
ル
ジ
ア
』
代
表
者
ハ
同
国
ガ
法
律
上
ノ
承
認
ヲ
受
ケ
度
キ
希
望
ヲ
有
ス
ル
旨
正
式
ニ
通
告
シ
越
セ
リ
」
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
独
立
承
認
の
依
頼
の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
［
史
料
四
五
］、
お
そ
ら
く
そ
の
前
後
の
時
期
だ
と
思
わ
れ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
代
表
は
、
一
九
一
九
年
二
月
一
九
日
に
パ
リ
講
和
会
議
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
、
イ
タ
リ
ア
に
対
し
、
南
コ
ー
カ
サ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
央
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
あ
る
た
め
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
承
認
は
列
強
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
説
明
し
た
［
史
料
四
六
］。 
デ
ニ
ー
キ
ン
の
反
乱 
一
方
、
ロ
シ
ア
で
は
一
九
一
九
年
、
ア
ン
ト
ン
・
デ
ニ
ー
キ
ン
将
軍
が
義
勇
軍
を
編
制
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
経
済
・
軍
事
的
な
援
助
を
得
て
、
政
府
に
対
し
て
武
装
蜂
起
し
、
内
戦
が
始
ま
っ
た
。
デ
ニ
ー
キ
ン
は
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
北
コ
ー
カ
サ
ス
、
さ
ら
に
ツ
ァ
リ
ー
ツ
ィ
ン
（
現
ヴ
ォ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
）
を
占
領
し
て
、
モ
ス
ク
ワ
の
攻
撃
に
向
か
っ
た
。
デ
ニ
ー
キ
ン
は
、
コ
ー
カ
サ
ス
を
ロ
シ
ア
の
領
土
と
し
て
見
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
承
認
が
デ
ニ
ー
キ
ン
の
不
満
を
招
く
こ
と
を
恐
れ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
を
認
め
な
か
っ
た
２
２
１
。 
さ
ら
に
、
デ
ニ
ー
キ
ン
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た
。
パ
リ
講
和
会
議
に
い
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
代
表
は
、
デ
ニ
ー
キ
ン
を
支
援
し
た
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
抗
議
し
た
が
、
無
意
味
だ
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
軍
は
、
一
九
一
九
年
四
月
に
反
撃
を
開
始
し
、
デ
ニ
ー
キ
ン
軍
を
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
土
か
ら
撤
退
さ
せ
た
。
し
か
し
、
一
九
一
九
年
六
月
、
デ
ニ
ー
キ
ン
は
再
び
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
進
撃
し
た
。
パ
リ
講
和
会
議
に
陪
席
し
て
い
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
代
表
は
、
改
め
て
日
本
を
含
め
た
列
強
に
対
し
、
デ
ニ
ー
キ
ン
軍
の
進
撃
を
停
止
す
る
よ
う
二
度
に
わ
た
っ
て
抗
議
し
た
［
史
料
四
七
］［
史
料
四
八
］
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。 
独
立
承
認
の
達
成 
結
局
、
同
年
の
夏
、
デ
ニ
ー
キ
ン
は
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
軍
に
敗
れ
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
後
退
し
た
。
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
軍
は
、
北
コ
ー
カ
サ
ス
を
獲
得
し
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
は
危
機
感
を
抱
い
た
。
コ
ー
カ
サ
ス
に
は
バ
ク
ー
油
田
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
そ
れ
に
関
心
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
バ
ク
ー
・
バ
ツ
ミ
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
維
持
す
る
た
め
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
を
事
実
上
承
認
し
た
２
２
２
。
日
本
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
に
倣
い
、
同
年
二
月
七
日
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
を
事
実
上
承
認
し
た
［
史
料
四
九
］ 
。
こ
れ
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
を
法
律
上
に
承
認
す
る
上
で
、
大
き
な
一
歩
で
あ
っ
た
。 
イ
ギ
リ
ス
は
バ
ク
ー
石
油
の
獲
得
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
一
九
二
〇
年
四
月
二
七
日
に
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
赤
軍
が
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を
征
服
し
た
た
め
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
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た
。
こ
う
し
て
四
月
三
〇
日
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
社
会
主
義
共
和
国
の
成
立
が
宣
言
さ
れ
た
２
２
３
。 
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
征
服
の
後
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
征
服
を
目
論
ん
で
い
た
が
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
レ
ー
ニ
ン
は
反
対
し
た
。
グ
ル
リ
氏
は
、
レ
ー
ニ
ン
が
イ
ギ
リ
ス
を
刺
激
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
た
め
だ
と
考
え
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
五
月
七
日
、
ロ
シ
ア
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
の
間
で
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
条
約
の
重
要
な
点
は
、
ロ
シ
ア
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
を
承
認
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
２
２
４
。 
ア
ル
メ
ニ
ア
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
違
い
、
日
本
を
含
め
た
列
強
か
ら
の
支
持
が
あ
り
、
一
九
二
〇
年
八
月
に
ア
ル
メ
ニ
ア
独
立
が
承
認
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
二
〇
年
末
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
赤
軍
は
ア
ル
メ
ニ
ア
を
占
領
し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
建
国
を
宣
言
し
た
２
２
５
。
ア
ル
メ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
社
会
主
義
共
和
国
と
同
様
に
、
法
的
に
は
独
立
国
と
し
て
存
在
し
て
い
た
が
、
実
際
は
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
た
の
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
北
部
・
東
部
・
東
南
部
を
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
一
九
二
一
年
一
月
二
七
日
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
は
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
と
共
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
を
法
的
に
承
認
し
た
［
史
料
五
〇
］［
史
料
五
一
］。
も
っ
と
も
、
ア
メ
リ
カ
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
の
承
認
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。『
読
売
新
聞
』
に
よ
る
と
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
「
旧
露
西
亜
帝
国
領
土
の
分
割
を
承
認
す
る
事
は
結
局
日
本
の
西
伯
利
領
有
を
承
認
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
い
け
な
い
と
言
ふ
の
で
あ
る
」［
史
料
五
二
］
と
伝
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
イ
ル
ソ
ン
大
統
領
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
を
承
認
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
シ
ベ
リ
ア
領
有
を
招
く
と
危
惧
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
第
二
節 
日
本
に
よ
る
独
立
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
支
援 
 
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
よ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
占
領
と
亡
命
政
府
の
成
立 
し
か
し
、
列
強
か
ら
独
立
を
承
認
さ
れ
て
も
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
ロ
シ
ア
の
圧
力
を
阻
止
で
き
な
か
っ
た
。
一
九
二
一
年
二
月
、
ボ
ル
チ
ャ
ロ
地
域
（
東
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）
で
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
支
持
に
よ
る
反
乱
が
起
こ
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
保
護
の
名
目
で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
派
兵
し
た
。
ロ
シ
ア
の
赤
軍
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
多
方
面
か
ら
攻
撃
し
た
の
で
、
武
器
不
足
で
困
窮
し
て
い
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
軍
と
政
府
は
、
二
月
末
に
首
都
ト
ビ
リ
シ
か
ら
西
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
後
退
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
軍
は
抵
抗
し
た
も
の
の
、
一
九
二
一
年
三
月
一
七
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
は
国
外
へ
の
逃
亡
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
２
２
６
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
が
ロ
シ
ア
に
征
服
さ
れ
た
原
因
の
一
つ
に
、
武
器
の
不
足
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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一
九
一
七
年
一
二
月
八
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
委
員
会
の
会
議
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
代
表
者
も
参
加
し
た
。
会
議
に
お
い
て
ジ
ョ
ル
ダ
ニ
ア
・
ノ
エ
が
「
我
々
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
軍
を
近
い
う
ち
に
編
制
す
る
が
、
武
器
不
足
で
困
難
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
が
武
器
不
足
で
困
難
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
に
武
器
の
援
助
を
要
求
し
た
２
２
７
。 
私
の
理
解
で
は
、
独
立
時
代
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
重
要
な
問
題
が
あ
っ
た
。
一
つ
目
は
、
独
立
を
列
強
に
承
認
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
目
は
、
国
防
の
た
め
に
海
外
か
ら
武
器
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
独
立
時
代
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
、
ト
ル
コ
、
ロ
シ
ア
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
ソ
ビ
エ
ト
社
会
共
和
国
に
対
し
て
戦
争
を
行
い
、
ま
た
国
内
で
は
多
く
の
反
乱
が
起
こ
っ
た
。
一
九
二
一
年
一
〇
月
三
〇
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
の
会
議
で
党
員
の
グ
ロ
ン
テ
ィ
・
テ
オ
ド
レ
は
、「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
独
立
し
て
か
ら
三
年
間
、
戦
争
や
反
乱
の
無
い
期
間
が
三
カ
月
続
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
２
２
８
。
彼
の
発
言
か
ら
も
、
独
立
後
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
戦
争
と
反
乱
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
武
器
が
ど
ん
ど
ん
消
耗
さ
れ
て
い
っ
た
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
代
表
は
、
一
九
二
〇
年
五
月
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
に
、
国
防
の
た
め
に
武
器
の
支
援
を
要
求
し
た
。
ま
た
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
軍
の
指
揮
官
エ
リ
ス
タ
ヴ
ィ
は
、
列
強
の
代
表
者
に
支
援
を
要
求
し
た
［
史
料
五
三
］。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
が
長
期
に
わ
た
っ
て
支
援
を
要
求
し
た
も
の
の
、
列
強
か
ら
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
一
九
二
一
年
二
月
二
五
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
武
器
を
送
る
こ
と
を
決
定
し
た
が
、
す
で
に
遅
か
っ
た
２
２
９
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
支
援
を
決
定
し
た
と
き
、
ロ
シ
ア
の
赤
軍
は
す
で
に
ト
ビ
リ
シ
を
占
領
し
て
、
政
府
は
バ
ツ
ミ
ま
で
後
退
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
一
九
二
一
年
三
月
一
七
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
逃
亡
し
た
。
一
九
二
二
年
に
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
の
ほ
と
ん
ど
の
者
は
フ
ラ
ン
ス
に
逃
れ
、
残
り
は
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
滞
在
し
た
。
そ
の
時
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
は
日
本
を
含
め
て
二
二
カ
国
の
公
使
館
が
あ
っ
た
の
で
、
グ
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ラ
ゼ
・
コ
ヌ
ス
タ
ン
テ
ィ
ネ
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
の
た
め
に
協
力
し
て
く
れ
る
国
を
探
す
よ
う
命
じ
ら
れ
た
２
３
０
。 
ま
た
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
亡
命
政
府
に
と
っ
て
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
の
発
し
た
デ
マ
を
払
拭
し
、
本
当
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
世
界
の
諸
国
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
国
民
の
革
命
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
と
世
界
各
国
に
喧
伝
し
て
い
た
２
３
１
。
そ
の
た
め
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
亡
命
政
府
は
、
そ
れ
が
誤
り
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
の
だ
と
世
界
各
国
に
伝
え
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る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
た
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
外
交
文
書
の
中
に
、
グ
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ラ
ゼ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
の
活
動
に
関
す
る
報
告
書
が
あ
る
の
を
発
見
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
二
一
年
七
月
に
グ
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ラ
ゼ
は
日
本
の
駐
ト
ル
コ
公
使
館
の
ウ
チ
ダ
公
使
に
会
い
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
回
復
に
協
力
す
る
よ
う
依
頼
し
た
２
３
２
。 
ま
た
、
一
九
二
三
年
三
月
三
〇
日
、
亡
命
政
府
の
も
と
に
日
本
公
使
館
か
ら
文
書
が
届
い
た
。
そ
の
文
書
に
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
国
土
が
占
領
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
同
情
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
［
史
料
五
四
］。
ま
た
日
本
だ
け
で
な
く
、
他
の
国
々
か
ら
も
同
様
の
文
書
が
届
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
、
ベ
ル
ギ
ー
と
と
も
に
最
初
に
文
書
を
送
っ
て
き
た
日
本
に
接
近
し
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
日
本
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
は
良
好
な
関
係
に
あ
っ
た
。 
日
本
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
の
経
済
関
係 
当
時
、
日
本
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
が
ど
の
よ
う
な
経
済
的
な
関
係
が
あ
っ
た
の
か
、
史
料
が
極
め
て
乏
し
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
直
後
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
イ
ギ
リ
ス
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
た
く
な
い
日
本
は
、
そ
の
た
め
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
対
す
る
援
助
を
控
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
以
下
に
論
じ
る
よ
う
に
、
日
本
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
食
料
支
援
を
行
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
ろ
う
。 
一
九
一
九
年
八
月
八
日
の
『
レ
ス
プ
ブ
リ
カ
新
聞
』（
政
府
の
機
関
紙
）
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の
公
使
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
四
八
〇
〇
ト
ン
の
砂
糖
を
極
め
て
安
く
提
供
す
る
こ
と
を
申
し
出
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
が
そ
れ
に
納
得
し
て
砂
糖
の
購
入
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
２
３
３
。
そ
の
頃
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
た
た
め
、
安
価
な
砂
糖
の
提
供
は
経
済
支
援
と
同
等
の
意
味
が
あ
っ
た
。 
ま
た
、
一
九
二
〇
年
一
二
月
の
『
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
新
聞
』
に
よ
る
と
、
バ
ツ
ミ
に
駐
日
本
・
中
国
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
公
使
ロ
ス
ト
マ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
が
到
着
し
て
、
近
い
う
ち
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
九
六
〇
〇
ト
ン
の
白
小
麦
粉
が
入
る
と
発
言
し
た
２
３
４
。
記
事
に
は
、
小
麦
粉
が
日
本
と
中
国
の
ど
ち
ら
か
ら
運
ば
れ
る
予
定
な
の
か
書
い
て
い
な
い
が
、
そ
の
時
期
の
中
国
は
国
内
情
勢
が
き
わ
め
て
不
安
定
で
あ
り
、
経
済
的
に
も
決
し
て
豊
か
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
中
国
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
支
援
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
白
小
麦
粉
は
日
本
か
ら
運
ば
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
じ
記
事
は
「
駐
日
本
・
中
国
ジ
ョ
ー
ジ
ア
公
使
ロ
ス
ト
マ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
」
と
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
時
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
日
本
に
よ
っ
て
正
式
に
承
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、「
駐
日
本
・
中
国
ジ
ョ
ー
ジ
ア
公
使
館
」
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
ロ
ス
ト
マ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
日
本
・
中
国
に
派
遣
さ
れ
た
政
府
の
代
表
者
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
一
九
一
九
～
一
九
二
〇
年
に
日
本
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
砂
糖
・
小
麦
粉
の
支
援
は
行
わ
れ
た
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
塩
と
砂
糖
と
パ
ン
が
最
も
重
要
な
食
料
品
だ
か
ら
で
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あ
る
。 
 第
三
節 
小
括 
 
一
九
一
八
年
五
月
二
六
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
が
宣
言
さ
れ
た
。
国
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
世
界
の
諸
国
、
特
に
列
強
か
ら
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
と
、
国
防
す
る
た
め
の
武
器
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
点
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
外
交
に
と
っ
て
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。 
一
九
一
九
年
一
月
、
パ
リ
講
和
会
議
が
開
か
れ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
正
式
に
招
待
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
列
強
に
対
し
て
独
立
承
認
に
関
す
る
交
渉
を
行
う
た
め
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
は
使
節
団
が
派
遣
さ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
二
月
七
日
、
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
を
事
実
上
に
承
認
し
た
。
一
九
二
一
年
一
月
二
七
日
、
同
じ
四
カ
国
は
さ
ら
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
を
法
律
上
承
認
し
た
。
実
は
こ
の
頃
ま
で
（
一
九
一
八
～
一
九
二
一
〇
年
）、
日
本
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
対
す
る
関
心
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
日
本
に
数
回
に
独
立
承
認
を
要
求
し
た
の
に
、
日
本
政
府
は
い
つ
も
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
各
国
政
府
の
方
針
に
追
従
し
た
。
つ
ま
り
日
本
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
を
事
実
上
お
よ
び
法
律
上
に
承
認
す
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
と
同
時
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
他
方
で
日
本
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
に
反
対
す
る
行
動
は
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
九
一
八
～
一
九
二
〇
年
、
日
本
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
対
す
る
積
極
的
な
関
心
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 
し
か
し
、
一
九
二
一
年
の
初
頭
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
へ
の
ロ
シ
ア
赤
軍
の
攻
撃
が
確
実
と
な
っ
た
時
、
日
本
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
法
律
上
も
承
認
し
た
。
ま
た
ロ
シ
ア
の
赤
軍
が
侵
攻
し
た
時
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
に
同
情
の
意
向
を
表
明
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
二
三
年
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
亡
命
政
府
に
は
、
世
界
の
諸
国
か
ら
同
情
す
る
文
書
が
届
い
た
が
、
日
本
側
の
文
書
が
一
番
早
か
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
日
本
と
の
関
係
の
出
発
点
は
こ
こ
に
あ
る
。 
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終 
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本
稿
で
は
、
前
提
と
し
て
ロ
シ
ア
帝
国
の
よ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
征
服
の
経
緯
を
紹
介
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
を
本
格
的
論
じ
た
研
究
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
日
本
で
最
初
の
も
の
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
征
服
に
は
、
カ
ス
ピ
海
と
の
連
結
を
念
頭
に
置
い
た
黒
海
進
出
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
実
証
的
に
明
ら
か
に
で
き
、
先
行
研
究
の
説
を
補
強
で
き
た
。 
本
稿
は
、
日
露
戦
争
で
日
本
が
優
勢
に
な
る
の
と
比
例
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
日
本
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
支
配
の
中
で
ロ
シ
ア
帝
国
へ
の
抵
抗
及
び
日
本
に
対
す
る
支
持
が
ど
の
よ
う
な
形
で
表
現
さ
れ
た
か
（
消
極
的
な
寄
付
活
動
、
詩
に
よ
る
婉
曲
な
表
現
、
徴
兵
忌
避
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
正
教
会
の
役
割
な
ど
）
に
つ
い
て
、
史
料
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先
行
研
究
を
示
さ
れ
た
枠
組
み
を
さ
ら
に
精
緻
化
し
、
そ
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
、
部
分
的
に
は
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
の
時
期
の
詩
に
込
め
ら
れ
た
メ
タ
フ
ァ
ー
を
、
さ
ら
に
多
く
の
素
材
を
集
め
て
検
討
で
き
た
と
こ
ろ
、
そ
し
て
徴
兵
忌
避
の
あ
り
よ
う
を
示
せ
た
こ
と
は
、
本
稿
の
成
果
と
し
た
い
。 
日
露
戦
争
期
の
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
す
る
武
装
蜂
起
は
、
日
本
陸
軍
大
佐
の
明
石
元
二
郎
と
の
協
力
で
コ
ン
ニ
・
シ
リ
ア
ク
ス
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
）
を
中
心
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
周
辺
及
び
ロ
シ
ア
帝
国
の
首
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
の
蜂
起
を
め
ざ
す
バ
ル
ト
海
ル
ー
ト
と
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
）
を
中
心
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
（
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
）
で
の
蜂
起
を
め
ざ
す
黒
海
ル
ー
ト
の
ふ
た
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ゼ
・
デ
ィ
ミ
ト
リ
氏
、
ガ
フ
リ
ン
ダ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
氏
、
稲
葉
千
晴
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
か
つ
批
判
的
に
検
討
し
な
が
ら
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
史
料
、
回
顧
録
、
新
聞
お
よ
び
日
本
の
外
交
史
料
館
所
蔵
の
史
料
を
駆
使
し
、
日
本
と
両
ル
ー
ト
を
通
し
て
の
武
装
蜂
起
計
画
の
関
係
を
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
で
き
た
。
事
実
関
係
で
は
先
行
研
究
に
追
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
独
自
の
活
動
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
こ
ろ
は
、
本
稿
最
大
の
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
後
に
、
日
本
が
当
時
の
国
際
関
係
の
中
で
ど
の
よ
う
に
し
て
独
立
承
認
に
至
っ
た
か
、
ま
た
経
済
的
支
援
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
こ
ろ
も
成
果
と
い
え
る
。 
 
 
本
稿
の
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
可
能
な
限
り
史
料
収
集
に
努
め
た
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
側
の
史
料
が
ソ
連
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
十
分
な
実
証
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
、
改
め
て
ロ
シ
ア
の
史
料
を
検
討
し
つ
つ
、
こ
の
問
題
の
解
明
に
努
め
て
い
き
た
い
。 
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ან
გ
 გ
უ
რ
უ
ლ
ი
 ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
 რ
უ
ს
ეთ
ი
ს უ
რ
თ
ი
ერ
თ
ო
ბ
ა 1483-19
21
’’
、
前
掲
書
、p
. 40 
２
６ო
ლ
ეგ
 ჯ
ი
ბ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
p
. 26-27
 
２
７ვახ
ტ
ან
გ
 ფ
ერ
აძ
ე, ლ
ევან მ
უ
მ
ლ
აძ
ე ,,რ
უ
ს
ეთ
-ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს უ
რ
თ
ი
ერ
თ
ო
ბ
ებ
ი
ს ი
ს
ტ
ო
რ
ი
ი
ს ნ
არ
კვევებ
ი
 
(X
-X
X
Iსს), ბ
ო
ნ
ა კაუ
ზ
ა, თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, 2008
 წელ
ი
, p
. 72  
２
８ვახ
ტ
ან
გ
 ფ
ერ
აძ
ე, ლ
ევან მ
უ
მ
ლ
აძ
ე
、
前
掲
書
、p
p
. 73-74 
２
９ო
ლ
ეგ
 ჯ
ი
ბ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
p
. 36-37 
３
０ო
ლ
ეგ
 ჯ
ი
ბ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 34
 
３
１ვახ
ტ
ან
გ
 გ
უ
რ
უ
ლ
ი
 ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
 რ
უ
ს
ეთ
ი
ს უ
რ
თ
ი
ერ
თ
ო
ბ
ა 1483-19
21
’’
、
前
掲
書
、p
. 37 
３
２ვახ
ტ
ან
გ
 ფ
ერ
აძ
ე, ლ
ევან მ
უ
მ
ლ
აძ
ე
、
前
掲
書
、p
p
. 78-79 
３
３ო
ლ
ეგ
 ჯ
ი
ბ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 125 
３
４ო
თ
არ
 
ჯ
ანელ
ი
ძ
ე 
,,ნ
არ
კვევებ
ი
 
ს
აქარ
თ
ველ
ო
 
რ
უ
ს
ეთ
ი
ს 
უ
რ
თ
ი
ერ
თ
ო
ბ
ი
ს 
ი
ს
ტ
ო
რ
ი
ი
დ
ან
’’, 
ს
აარ
ი
, 
თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, 2013
 წელ
ი
, p
. 4
7
  
３
５დ
ო
დ
ო
 ჭ
უ
მ
ბ
უ
რ
ი
ძ
ე, ვაჟა კი
კნ
აძ
ე, ხ
ათ
უ
ნა ქო
ქრ
აშ
ვი
ლ
ი
, ლ
ელ
ა ს
არ
ალ
ი
ძე
、
前
掲
書
、p
. 177 
３
６მ
ერ
აბ
 ვაჩნ
აძ
ე, ვახ
ტ
ან
გ
 გ
უ
რ
უ
ლ
ი
, ,,ამ
ას
ი
ი
დ
ან ყარ
ს
ამ
დ
ე’’ თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, არ
ტ
ან
უ
ჯ
ი
, 2007 წ
ელ
ი
, 
p
p
. 
45-47  
３
７დ
ო
დ
ო
 ჭ
უ
მ
ბ
უ
რ
ი
ძ
ე, ვაჟა კი
კნ
აძ
ე, ხ
ათ
უ
ნა ქო
ქრ
აშ
ვი
ლ
ი
, ლ
ელ
ა ს
არ
ალ
ი
ძე
、
前
掲
書
、p
p
. 209-210 
３
８ვახ
ტ
ან
გ
 ფ
ერ
აძ
ე, ლ
ევან მ
უ
მ
ლ
აძ
ე
、
前
掲
書
、p
p
. 91-92 
83 
 
                                        
                                        
                                        
                          
 
３
９დ
ო
დ
ო
 ჭ
უ
მ
ბ
უ
რ
ი
ძ
ე, ვაჟა კი
კნ
აძ
ე, ხ
ათ
უ
ნა ქო
ქრ
აშ
ვი
ლ
ი
, ლ
ელ
ა ს
არ
ალ
ი
ძე
、
前
掲
書
、p
p
. 213-218 
４
０,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 ს
ამ
არ
თ
ლ
ი
ს ძეგ
ლ
ებ
ი
’’
、
前
掲
書
、p
p
. 457-482 
４
１ვახ
ტ
ან
გ
 ფ
ერ
აძ
ე, ლ
ევან მ
უ
მ
ლ
აძ
ე
、
前
掲
書
、p
. 97 
４
２ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს ი
ს
ტ
ო
რ
ი
ა მე-19 ს
აუ
კუ
ნე, არ
ტ
ან
უ
ჯ
ი
, თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, 2004
 წ
ელ
ი
, p
p
. 34-35  
４
３ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს ი
ს
ტ
ო
რ
ი
ა მე-19 ს
აუ
კუ
ნე
、
前
掲
書
、p
. 35 
４
４დ
უ
მ
ბ
აძ
ე მ
ამ
ი
ა ,,დ
ას
ავ
ლ
ეთ
 ს
აქარ
თ
ველ
ო
 X
IX
-ს პი
რ
ვ
ელ
 ნ
ახ
ევარ
შ
ი
’’ თ
ბ
ი
ლ
ი
სი
, ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს სსრ
 
მ
ეც
ნ
ი
ერ
ებ
ათ
ა აკად
ემ
ი
ი
ს გ
ამო
მ
ც
ემ
ლ
ო
ბ
ა, 1957
 წელ
ი
, p
p
. 36-37  
４
５ვახ
ტ
ან
გ
 ფ
ერ
აძ
ე, ლ
ევან მ
უ
მ
ლ
აძ
ე
、
前
掲
書
、p
. 101 
４
６დ
უ
მ
ბ
აძ
ე მ
ამ
ი
ა
、
前
掲
書
、p
. 38 
４
７დ
უ
მ
ბ
აძ
ე მ
ამ
ი
ა
、
前
掲
書
、p
p
. 39-40 
４
８ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს ი
ს
ტ
ო
რ
ი
ა მე-19 ს
აუ
კუ
ნე
、
前
掲
書
、p
. 45 
４
９ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს ი
ს
ტ
ო
რ
ი
ა მე-19 ს
აუ
კუ
ნე
、
前
掲
書
、p
. 46 
５
０დ
ო
დ
ო
 ჭ
უ
მ
ბ
უ
რ
ი
ძ
ე, ვაჟა კი
კნ
აძ
ე, ხ
ათ
უ
ნა ქო
ქრ
აშ
ვი
ლ
ი
, ლ
ელ
ა ს
არ
ალ
ი
ძე
、
前
掲
書
、p
. 5 
５
１დ
უ
მ
ბ
აძ
ე მ
ამ
ი
ა
、
前
掲
書
、p
. 165 
５
２
მ
ერ
აბ
 
ვაჩნ
აძე, 
ვახ
ტ
ან
გ
 
გ
უ
რ
უ
ლ
ი
 
,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
-რ
უ
ს
ეთ
ი
ს 
უ
რ
თ
ი
ერ
თ
ო
ბ
ა 
(1801
-1921), 
გ
ამ
ო
მ
ც
ემ
ლ
ო
ბ
ა უ
ნი
ვ
ერ
ს
ალ
ი
, თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, 2009
 წელ
ი
, p
. 17 
５
３მ
ერ
აბ
 ვაჩნ
აძ
ე, ვახ
ტ
ან
გ
 გ
უ
რ
უ
ლ
ი
 ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
-რ
უ
ს
ეთ
ი
ს უ
რ
თ
ი
ერ
თ
ო
ბ
ა (1801
-1921)
、
前
掲
書
、p
. 
18-19 
５
４მ
ერ
აბ
 ვაჩნ
აძე, ვახ
ტ
ან
გ
 გ
უ
რ
უ
ლ
ი
 ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
-რ
უ
ს
ეთ
ი
ს უ
რ
თ
ი
ერ
თ
ო
ბ
ა (1801
-1921)
、
前
掲
書
、p
. 86 
５
５მ
ერ
აბ
 ვაჩნ
აძ
ე, ვახ
ტ
ან
გ
 გ
უ
რ
უ
ლ
ი
 ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
-რ
უ
ს
ეთ
ი
ს უ
რ
თ
ი
ერ
თ
ო
ბ
ა (1801
-1921)
、
前
掲
書
、p
. 
21-23 
５
６მ
ან
ან
ა 
ხ
ო
მ
ერ
ი
კი
 
,,ი
მერ
ეთ
ი
ს 
ს
ამ
ეფ
ო
ს 
გ
აუ
ქმ
ებ
ა, 
1819-1829 
წლ
ებ
ი
ს 
აჯ
ან
ყებ
ა 
დ
ა 
ი
მ
ერ
ეთ
ი
ს 
ბ
აგ
რ
ატ
ი
ო
ნ
ებ
ი
’’, უ
ნი
ვერ
ს
ალ
ი
, თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, 2012 წ
ელ
ი
, p
p
.  34-35 
５
７ქველ
ი
 ჩხ
ატ
არ
აი
შ
ვი
ლ
ი
 ,,გ
უ
რ
ი
ი
ს ს
ამ
თ
ავრ
ო
ს შ
ეერ
თ
ებ
ა რ
უ
ს
ეთ
თ
ან ‘’ მეც
ნ
ი
ერ
ებ
ა, თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, 1985 
წ
ელ
ი
, p
. 21
  
５
８მ
ერ
აბ
 ვაჩნ
აძ
ე, ვახ
ტ
ან გ
უ
რ
უ
ლ
ი
 ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
-რ
უ
ს
ეთ
ი
ს უ
რ
თ
ი
ერ
თ
ო
ბ
ა (1801
-1921)
、
前
掲
書
、p
p
. 
28-31 
５
９მ
ერ
აბ
 ვაჩნ
აძე, ვახ
ტ
ან გ
უ
რ
უ
ლ
ი
 ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
-რ
უ
ს
ეთ
ი
ს უ
რ
თ
ი
ერ
თ
ო
ბ
ა (1801
-1921)
、
前
掲
書
、p
. 24
 
６
０ქველ
ი
 ჩხ
ატ
არ
აი
შ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
p
. 3
7
-3
8
 
６
１ქველ
ი
 ჩხ
ატ
არ
აი
შ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 4
2
 
６
２ 
宮
地
正
人
『
国
際
政
治
下
の
近
代
日
本
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、 
一
一
四
頁
。 
６
３ 
宮
地
、
前
掲
書
、
一
一
六
～
一
一
七
頁
。 
６
４ 
宮
地
、
前
掲
書
、
一
一
七
頁
。 
６
５ 
宮
地
、
前
掲
書
、
一
一
八
頁
。 
６
６ 
宮
地
、
前
掲
書
、
一
二
二
頁
。 
６
７ 
ロ
シ
ア
帝
国
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
ト
ビ
リ
シ
グ
ベ
ー
ル
ニ
ヤ
と
ク
タ
イ
シ
グ
ベ
ー
ル
ニ
ヤ
に
分
け
た
。 
６
８ 
マ
ン
ス
ヴ
ェ
タ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
イ
ア
コ
ブ
（
一
八
五
五
～
一
九
三
九
年
）
は
ガ
ル
ダ
バ
ニ
出
身
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学
卒
業
、
記
者
、
作
家
。 ,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა ენც
ი
კლ
ო
პედ
ი
ა’’, ტ
ო
მ
ი
 6, 1983 წელ
ი
, p
. 413 
６
９ 
ი
აკო
ბ
 მ
ან
ს
ვეტ
აშ
ვი
ლ
ი
 ,,მ
ო
გ
ო
ნებ
ან
ი
’’, მ
აც
ნ
ე, თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, 2006 წელ
ი
, p
. 78 
７
０ 
フ
ィ
ル
ツ
ハ
ラ
ヴ
ァ
・
サ
ム
ソ
ン
（
一
八
七
二
～
一
九
五
二
年
）
は
ホ
ニ
出
身
者
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学
卒
業
、
一
九
〇
一
～
一
九
〇
二
年
に
『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
の
記
者
。
一
九
〇
七
～
一
九
〇
九
年
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
の
委
員
会
次
長
、
一
九
一
〇
年
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
移
住
し
た
。
一
九
一
九
～
一
九
二
一
年
ジ
ョ
ー
ジ
ア
共
和
国
の
議
会
員
。 ,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა ენ
ც
ი
კლ
ო
პედ
ი
ა’’, ტ
ო
მ
ი
 10, 1985 წ
ელ
ი
. p
. 332 
７
１ 
ს
ამ
ს
ო
ნ 
ფ
ი
რ
ც
ხ
ალ
ავა 
,,მ
ო
გ
ო
ნ
ებ
ათ
ა 
ფ
უ
რ
ც
ლ
ებ
ი
’’ 
(ქარ
თ
უ
ლ
ი
 
მ
წ
ერ
ლ
ო
ბ
ა’’, 
ტ
ო
მ
ი
 
27), 
ნ
აკად
უ
ლ
ი
, 
თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
 2006 წ
ელ
ი
, p
. 516 
７
２ 
『
ク
ワ
リ
新
聞
』
は
週
刊
新
聞
。
内
容
は
政
治
、
科
学
、
民
衆
な
ど
。
自
由
主
義
者
の
新
聞
と
し
て
知
ら
れ
、
一
八
九
七
年
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
派
の
機
関
紙
と
な
り
、
一
九
〇
四
年
政
府
に
よ
っ
て
閉
鎖
さ
れ
た
。 ,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა 
ენ
ც
ი
კლ
ო
პედ
ი
ა’’, ტ
ო
მ
ი
 5, 1980 წ
ელ
ი
, p
. 483 
７
３ 
ラ
ス
ヒ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
（
一
八
六
六
－
一
九
三
一
年
）
は
ク
タ
イ
シ
市
出
身
。
オ
デ
ッ
サ
大
学
在
学
中
に
学
生
デ
モ
に
参
加
し
た
た
め
、
退
学
さ
せ
ら
れ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
新
聞
記
者
、
新
聞
社
長
を
務
め
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
総
裁
。
政
治
的
な
活
動
た
め
数
回
逮
捕
さ
れ
、
シ
ベ
リ
ア
に
移
住
さ
れ
ら
れ
た
。
一
八
九
四
年
か
ら
『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
な
ど
の
記
者
。
一
九
〇
〇
年
か
ら
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
社
長
。 ,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 
ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა ენ
ც
ი
კლ
ო
პედ
ი
ა’’, ტ
ო
მ
ი
 6, 1983 წ
ელ
ი
, p
. 134 
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７
４ 
ジ
ャ
バ
ダ
リ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
（
一
八
五
一
～
一
九
三
三
年
）
は
サ
ガ
レ
ジ
ョ
出
身
。
ペ
ト
ロ
フ
ス
コ
エ
・
ラ
ズ
モ
フ
ス
キ
ー
学
校
卒
業
。
新
聞
記
者
、
革
命
家
、
翻
訳
者
。
一
九
〇
一
～
一
九
〇
六
年
に
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
社
長
。 ,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა ენ
ც
ი
კლ
ო
პედ
ი
ა’’, ტ
ო
მ
ი
 1, 1975 წელ
ი
, p
. 523 
７
５დ
ი
მ
ი
ტ
რ
ი
 
შ
ველ
ი
ძ
ე, 
გ
ი
ო
რ
გ
ი
 
გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
აშ
ვი
ლ
ი
 
,,გ
ი
ო
რ
გ
ი
 
დ
ეკან
ო
ზ
ი
შ
ვი
ლ
ი
 
- 
მამ
უ
ლ
ი
შ
ვი
ლ
ი
ს 
დ
აბ
რ
უ
ნ
ებ
ა’’, უ
ნი
ვ
ერ
ს
ალ
ი
, თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, 2010 წ
ელ
ი
, p
. 29 
７
６ 
გ
ი
ო
რ
გ
ი
 ლ
ას
ხ
ი
შ
ვი
ლ
ი
 ,,მემ
უ
არ
ებ
ი
’’, გ
ამ
ო
მ
ც
ემ
ლ
ო
ბ
ა ს
აქარ
თ
ველ
ო
, თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, 1992 წ
ელ
ი
, p
p
. 
117-118 
７
７ 
サ
ホ
キ
ア
・
テ
ド
（
一
八
六
八
～
一
九
五
六
年
）
は
ズ
グ
デ
ィ
デ
ィ
出
身
。
一
八
八
六
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
入
学
、
一
八
八
七
年
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
に
転
学
（
卒
業
で
き
な
か
っ
た
）。
一
八
八
八
年
か
ら
『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
記
者
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
の
指
導
者
。
一
九
〇
六
年
海
外
か
ら
武
器
を
運
ん
だ
た
め
に
逮
捕
さ
れ
、
シ
ベ
リ
ア
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
一
九
一
六
年
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
帰
還
し
た
。 
,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 
ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა 
ენ
ც
ი
კლ
ო
პედ
ი
ა’’, 
ტ
ო
მ
ი
 9, 1985 წ
ელ
ი
, p
. 257 
７
８ 
თ
ედ
ო
 ს
ახ
ო
კი
ა, ,,ჩემი
 ს
აუ
კუ
ნ
ი
ს ად
ამ
ი
ან
ებ
ი
’’, ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა ს
აქარ
თ
ველ
ო
, თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, 1969 წელ
ი
, p
. 185 
７
９ 
ლ
ას
ხ
ი
შ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
p
. 149-150 
８
０ 
ლ
ას
ხ
ი
შ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
p
. 194-197 
８
１ 
下
の
名
前
が
不
明
。 
８
２ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 2
11
, 3
 ო
ქტ
ო
მბ
ერ
ი
, 1903 წელ
ი
, p. 2  
８
３ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 2
17
, 1
7 ო
ქტ
ო
მ
ბ
ერ
ი
, 1903 წელ
ი
, p. 2 
８
４ 
ニ
コ
ラ
ゼ
・
ニ
コ
（
一
八
四
三
～
一
九
二
八
年
）
は
ク
タ
イ
シ
市
出
身
者
、
記
者
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
卒
業
（
博
士
）。
一
八
九
四
～
一
九
一
二
年
に
ポ
チ
市
長
。 ,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა ენ
ც
ი
კლ
ო
პედ
ი
ა’’, ტ
ო
მ
ი
 7, 1984 წელ
ი
, p
p
. 
431-432 
８
５ ,,მ
ო
ამ
ბ
ე’’, N
 9
, სექტ
ემბ
ერ
ი
, 1894 წ
ელ
ი
, p
. 143 
８
６ 
ნ
ი
კო
ლ
აძე. ნ, ,,ი
აპო
ნ
ი
ა’’, ელ
ექტ
რ
ო
 მ
ბ
ეჭ
დ
ავი
 თ
. გ
რ
. დ
ი
ას
ამ
აძ
ი
ს, 1904 წ
ელ
ი
. p
p
. 67-68 
８
７ ,,გ
აზ
ეთ
ი
 კვალ
ი
’’, N
 5
, 1
 თ
ებ
ერ
ვალ
ი
, 1904 წ
ელ
ი
, p
p
. 1-2 
８
８ ,,მ
წ
ყემ
ს
ი
’’, N
 3
, 15 თ
ებ
ერ
ვალ
ი
, 1904 წელ
ი
, p
p
. 5-9 
８
９ 
ダ
リ
ニ
民
族
、
ア
ン
デ
ィ
民
族
、
ガ
ジ
ク
ム
フ
民
族
や
チ
ェ
チ
エ
ン
民
族
は
北
コ
ー
カ
サ
ス
の
民
族
で
あ
っ
た
。 
９
０ 
ლ
ას
ხ
ი
შ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 221 
９
１ ,,ი
ვერ
ი
ა’’ , N
1
20
, 2
3 მ
აი
ს
ი
 1904 წელ
ი
, p
. 2 
９
２ ,,ც
ნ
ო
ბ
ი
ს ფ
უ
რ
ც
ელ
ი
’’, N
 2
42
1
, 2
6
 თ
ებ
ერ
ვალ
ი
, 1904 წ
ელ
ი
. p
. 1 
９
３ ,,ც
ნ
ო
ბ
ი
ს ფ
უ
რ
ც
ელ
ი
’’, N
 2
86
2
, 1
6
 ი
ვ
ლ
ი
ს
ი
, 1905 წელ
ი
. p
. 1 
９
４ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 4
1, 14
 თ
ებ
ერ
ვალ
ი
, 1904 წელ
ი
, p
. 4 
９
５ 
ქეთ
ევან
ი
 
პავლ
ი
აშ
ვი
ლ
ი
 ,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 
ს
ამ
ო
ც
ი
ქუ
ლ
ო
 
მ
არ
თ
ლ
მ
ად
ი
დ
ებ
ლ
უ
რ
ი
 
ეკლ
ეს
ი
ი
ს ი
ს
ტ
ო
რ
ი
ა’’, 
გ
ამ
ო
მ
ც
ემ
ლ
ო
ბ
ა თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, 2008 წ
ელ
ი
, p
. 93 
９
６ 
პავლ
ი
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 93 
９
７ 
何
の
サ
ー
カ
ル
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
。 
９
８ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 4
1, 17
 თ
ებ
ერ
ვალ
ი
, 1904 წელ
ი
, p
. 2 
９
９ 
ჯ
ავახ
ი
შ
ვი
ლ
ი
 ნ
ი
კო
、
前
掲
書
、p
. 168 
１
０
０ 
メ
グ
レ
リ
・
ド
ツ
（
一
八
六
七
～
一
九
三
八
年
）
は
ホ
シ
ュ
タ
リ
ア
・
ド
ミ
ト
リ
の
偽
名
。
ア
バ
シ
ャ
出
身
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
作
家
、
オ
デ
ッ
サ
大
卒
。 ,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა ენ
ც
ი
კლ
ო
პედ
ი
ა’’, ტ
ო
მ
ი
 10, 1986 წ
ელ
ი
, p
. 537 
１
０
１ 
「
満
州
か
ら
、
親
戚
や
友
人
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
と
送
る
。
ム
フ
ラ
ン
バ
ト
ニ
、
ガ
バ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
、
サ
ギ
ナ
シ
ュ
リ
、
グ
リ
サ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
」。 
１
０
２ 
チ
ャ
ヴ
チ
ャ
ヴ
ヴ
ァ
ゼ
・
イ
リ
ア
（
一
八
三
七
～
一
九
〇
七
年
）
は
ク
ヴ
ァ
レ
リ
出
身
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
作
家
、
思
想
家
、
翻
訳
家
な
ど
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
卒
。
一
八
六
三
年
『
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
・
モ
ア
ン
ベ
』
と
い
う
雑
誌
を
発
行
し
、
厳
し
い
検
閲
を
く
ぐ
り
抜
け
愛
国
運
動
の
指
導
者
と
な
っ
た
。
一
八
七
七
年
『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』
を
発
行
し
た
。
チ
ャ
ヴ
チ
ャ
ヴ
ヴ
ァ
ゼ
は
ロ
シ
ア
の
教
育
制
度
を
批
判
、
独
立
運
動
家
と
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
保
護
た
め
に
活
躍
し
た
。
チ
ャ
ヴ
チ
ャ
ヴ
ヴ
ァ
ゼ
氏
は
同
時
期
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
非
常
に
尊
敬
を
受
け
、
最
も
人
気
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
一
九
〇
七
年
に
殺
さ
れ
た
。 
,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 
ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა 
ენ
ც
ი
კლ
ო
პედ
ი
ა’’, 
ტ
ო
მ
ი
 
11, 
1987 
წ
ელ
ი
, 
p
p. 
378-379 
１
０
３ 
ア
カ
キ
・
ツ
ェ
レ
レ
テ
リ
（
一
八
四
〇
～
一
九
一
五
年
）
は
サ
チ
ュ
ヘ
レ
出
身
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
有
名
な
作
家
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
卒
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
運
動
を
行
い
、
当
時
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
最
も
人
気
の
あ
る
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。 ,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა ენ
ც
ი
კლ
ო
პედ
ი
ა’’, ტ
ო
მ
ი
 11, 1987 წ
ელ
ი
, p
. 304 
１
０
４ 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
地
方
。 
１
０
５ 
წ
უ
ლ
აძ
ე ვას
ო
, ,,მ
ც
ი
რ
ე მ
ო
გ
ო
ნებ
ან
ი
’’, (ჟუ
რ
ნ
ალ
ი
 კავკას
ი
ო
ნ
ი
 N
 13), პარ
ი
ზ
ი
, 1968 წ
ელ
ი
, p
. 85
 
１
０
６ 
フ
シ
ャ
ヴ
ェ
ラ
・
ヴ
ァ
ジ
ャ 
（
一
八
六
一
～
一
九
一
五
年
）
は
チ
ャ
ル
ガ
リ
田
舎
出
身
。
一
八
七
九
年
テ
ラ
ヴ
ィ
宗
教
学
校
卒
業
、
作
家
、
詩
人
。 ,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა ენ
ც
ი
კლ
ო
პედ
ი
ა’’, ტ
ო
მ
ი
 4, 1979 წ
ელ
ი
 p
p
. 296-297 
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１
０
７ 
ア
グ
ラ
ゼ
・
イ
リ
ア
（
一
八
七
二
～
一
九
四
八
年
）
は
ト
ビ
リ
シ
出
身
。
記
者
、
翻
訳
家
。
一
八
九
四
～
一
九
〇
二
年
に
『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』、
一
九
〇
二
～
一
九
〇
五
年
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
記
者
、
一
九
〇
五
年
～
一
九
一
〇
年
『
ド
ロ
エ
バ
新
聞
』
社
長
。
反
政
府
の
記
事
の
た
め
一
九
一
〇
年
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。 ,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა ენ
ც
ი
კლ
ო
პედ
ი
ა’’, ტ
ო
მ
ი
 1, 1975 წელ
ი
, p
. 58 
１
０
８ 
黒
羽
茂
『
日
露
戦
争
と
明
石
工
作
』（
南
窓
社
、
一
九
七
六
年
）
六
四
～
六
五
頁
。 
１
０
９ 
黒
羽
茂
、
前
掲
書
、
六
六
～
六
七
頁
。 
１
１
０ 
稲
葉
千
晴
『
明
石
工
作
：
謀
略
の
日
露
戦
争
』（
丸
善
、
一
九
九
五
年
）
六
〇
頁
。 
１
１
１ O
sm
o Ju
ssila, Sep
p
o H
en
tila, Ju
k
k
a N
evak
ivi, From
 G
ran
d D
u
ch
y to a M
odern
 State – a political H
istory 
of Fin
lan
d sin
ce 1809, H
u
rst &
 C
om
p
an
y
, L
on
d
on
 1999
, p
. 67 
１
１
２ 
黒
羽
、
前
掲
書
、
六
七
頁
。 
１
１
３ 
稲
葉
、
前
掲
書
、
六
〇
頁
。 
１
１
４ O
sm
o Ju
ssila, Sep
p
o H
en
tila, Ju
k
k
a N
evak
ivi
、
前
掲
書
、p
. 77 
１
１
５ 
黒
羽
、
前
掲
書
、
六
四
頁
。 
１
１
６ ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
’’, N
 13
, 1
 მ
აი
სი
, 1904 წელ
ი
, p. 7 
１
１
７ ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
’’, N
 15
, 1
 ი
ვ
ლ
ი
ს
ი
, 1904 წელ
ი
, p
p
. 4-5 
１
１
８ Jerzy
 L
ok
ow
sk
i an
d
 H
u
b
ert Z
aw
ad
zk
i, A
 con
cise H
istory of P
olan
d
, C
am
b
rid
ge U
n
iv
ersity
 p
ress, 2001, pp. 
175-176   
１
１
９ ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
’’, N
 16
, 1
 აგ
ვი
სტ
ო
 1904 წ
ელ
ი
. p
p
. 1-4 
１
２
０ ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს 
ი
ს
ტ
ო
რ
ი
ი
ს 
ნ
არ
კვევებ
ი
’’ 
ტ
ო
მ
ი
 
5, 
გ
ამ
ო
მ
ც
ემ
ლ
ო
ბ
ა 
ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა 
ს
აქარ
თ
ველ
ო
, 
1970 
წ
ელ
ი
, p
. 460
 
１
２
１
გ
აფ
რ
ი
ნ
ად
შ
ვი
ლ
ი
 
მ. 
,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს 
ერ
ო
ვნ
უ
ლ
-გ
ან
მ
ათ
ავი
ს
უ
ფ
ლ
ებ
ელ
ი
 
მ
ო
ძ
რ
აო
ბ
ა 
რ
უ
ს
ეთ
ი
ს 
პი
რ
ვ
ელ
ი
 რ
ევო
ლ
უ
ც
ი
ი
ს დ
რ
ო
ს’’(1
90
5
-1907 წ
ლ
ებ
ი
ს რ
ევო
ლ
უ
ც
ი
ა ს
აქარ
თ
ველ
ო
შ
ი
), მეც
ნ
ი
ერ
ებ
ა, 1985 
წ
ელ
ი
, p
. 84
 
１
２
２ 
შ
ველ
ი
ძე, გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 29 
１
２
３ 
შ
ველ
ი
ძე, გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
p
. 46-47 
１
２
４ 
შ
ველ
ი
ძე, გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 60 
１
２
５ 
შ
ველ
ი
ძე, გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 65 
１
２
６ 
შ
ველ
ი
ძე, გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 71 
１
２
７ 
შ
ველ
ი
ძე, გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
提
書
、p
. 71 
１
２
８ 
დ
ო
დ
ო
 ჭ
უ
მ
ბ
უ
რ
ი
ძ
ე, ვაჟა კი
კნ
აძ
ე, ხ
ათ
უ
ნა ქო
ქრ
აშ
ვი
ლ
ი
, ლ
ელ
ა ს
არ
ალ
ი
ძ
ე
、
前
掲
書
、p
. 416 
１
２
９ 
დ
ო
დ
ო
 ჭ
უ
მ
ბ
უ
რ
ი
ძ
ე, ვაჟა კი
კნ
აძ
ე, ხ
ათ
უ
ნა ქო
ქრ
აშ
ვი
ლ
ი
, ლ
ელ
ა ს
არ
ალ
ი
ძ
ე
、
前
掲
書
、p
. 420 
１
３
０ 
დ
ო
დ
ო
 ჭ
უ
მ
ბ
უ
რ
ი
ძ
ე, ვაჟა კი
კნ
აძ
ე, ხ
ათ
უ
ნა ქო
ქრ
აშ
ვი
ლ
ი
, ლ
ელ
ა ს
არ
ალ
ი
ძ
ე
、
前
掲
書
、p
. 418 
１
３
１ 
დ
ო
დ
ო
 ჭ
უ
მ
ბ
უ
რ
ი
ძ
ე, ვაჟა კი
კნ
აძ
ე, ხ
ათ
უ
ნა ქო
ქრ
აშ
ვი
ლ
ი
, ლ
ელ
ა ს
არ
ალ
ი
ძ
ე
、
前
掲
書
、p
. 421 
１
３
２ 
შ
ენ
გ
ელ
ი
ა გ
. ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს ახ
ალ
გ
აზ
რ
დ
ო
ბ
ი
ს ბ
რ
ძ
ო
ლ
ა 1905-1907 წლ
ებ
ი
ს რ
ევო
ლ
უ
ც
ი
ი
ს წ
ი
ნ
ა 
პერ
ი
ო
დ
შ
ი
’’, ც
ო
დ
ნ
ა, 1975 წელ
ი
, p
p
. 26-29 
１
３
３ H
iroak
i K
u
rom
iy
a an
d
 G
eorges M
am
ou
lia
、
前
提
書
、p
. 25 
１
３
４ 
ვახ
ტ
ან
გ
 გ
უ
რ
უ
ლ
ი
, ,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 ს
ო
ც
ი
ალ
-დ
ემ
ო
კრ
ატ
ი
ა 1892-1904 წლ
ებ
შ
ი
, ნ
აკვეთ
ი
 მ
ეო
თ
ხ
ე - 
ქარ
თ
უ
ლ
ი
 ს
ო
ც
ი
ალ
-დ
ემ
ო
კრ
ატ
ი
ა 1903-1904 წ
ლ
ებ
შ
ი
’’. თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
ს უ
ნი
ვ
ერ
ს
ი
ტ
ეტ
ი
ს გ
ამ
ო
მ
ც
ემ
ლ
ო
ბ
ა, 
1996 წელ
ი
, p
. 24    
１
３
５ ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
’’, N
 17
, 1
 ს
ექტ
ემ
ბ
ერ
ი
, 1904 წელ
ი
, p
. 3 
１
３
６ ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
’’, N
 18
, 1
 ო
ქტ
ო
მ
ბ
ერ
ი
, 1904 წ
ელ
ი
, p
. 2 
１
３
７ ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
‘’, N
 19
, 3
0
 ნ
ო
ემ
ბ
ერ
ი
, 1904 წ
ელ
ი
, p
. 5 
１
３
８ ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
’’, N
 19
, 3
0
 ნ
ო
ემ
ბ
ერ
ი
, 1904 წ
ელ
ი
, p
. 6 
１
３
９ ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
’’, N
 20
, 1
5
 ი
ან
ვარ
ი
, 1905 წელ
ი
, p
. 3 
１
４
０ 
稲
葉
、
前
掲
書
、
二
一
一
頁 
１
４
１ 
明
石
元
二
郎 
（
一
八
六
四
～
一
九
一
九
年
）
福
岡
出
身
。
一
八
七
七
年
東
京
陸
軍
幼
年
学
校
に
入
学
、
一
八
八
九
年
陸
軍
大
学
校
卒
。
同
一
八
九
五
年
近
衛
師
団
参
謀
と
し
て
台
湾
占
領
に
参
加
し
た
。
一
八
九
六
年
台
湾
参
謀
員
と
な
り
、
一
九
〇
一
年
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
付
、
一
九
〇
二
年
ロ
シ
ア
公
使
館
付
け
と
な
り
、
日
露
戦
争
勃
発
に
際
し
て
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
移
り
、
諜
報
活
動
に
従
い
ロ
シ
ア
革
命
派
と
も
接
触
し
た
。
一
九
〇
六
年
ド
イ
ツ
公
使
館
付
と
な
っ
た
。
一
九
〇
七
年
陸
軍
少
将
に
進
み
、
第
一
四
憲
兵
隊
長
（
朝
鮮
）
と
な
っ
た
。
一
九
一
八
年
台
湾
総
督
に
任
ぜ
ら
れ
、
陸
軍
大
将
に
進
ん
だ
。『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
官
、
一
九
七
九
年
）
五
九
頁
。 
 
１
４
２ 
コ
ン
ニ
・
シ
リ
ア
ク
ス
（
正
式
名
称
は
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル
）
は
一
八
五
五
年
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
生
ま
れ
た
。
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
（
法
学
）
を
卒
業
し
た
後
、
一
八
八
九
年
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
新
聞
の
特
派
員
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
そ
の
後
、
世
界
各
国
を
旅
行
し
た
。
一
八
九
四
～
一
八
九
六
年
日
本
に
滞
在
し
、
小
説
、
旅
行
記
な
ど
を
出
版
し
た
。
一
八
九
八
年
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
帰
国
し
た
。
一
八
九
九
年
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
、
フ
ィ
ン
ラ
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ン
ド
大
公
国
の
自
治
を
廃
止
し
、
ロ
シ
ア
化
を
強
化
し
た
。
ロ
シ
ア
化
政
策
に
対
し
て
シ
リ
ア
ク
ス
は
立
ち
上
が
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
反
ツ
ァ
ー
リ
抵
抗
運
動
に
参
画
し
た
。
ロ
シ
ア
化
に
反
対
す
る
新
聞
『
自
由
の
言
葉
』
を
刊
行
し
た
。
一
九
〇
三
年
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
を
恐
れ
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
亡
命
し
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
移
住
。
そ
の
後
シ
リ
ア
ク
ス
は
、
一
九
一
八
年
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
独
立
を
回
復
す
る
ま
で
反
ロ
シ
ア
活
動
を
続
け
た
。
一
九
二
四
年
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
て
死
亡
。
稲
葉
、
前
掲
書
、
六
三
～
六
四
頁
。 
１
４
３ 
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
は
一
八
六
八
年
に
、
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
（
ロ
シ
ア
）
で
生
ま
れ
た
。
一
八
九
二
年
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学
を
卒
業
後
、
鉱
山
技
師
と
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
で
生
ま
れ
た
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学
の
学
生
時
代
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
を
学
ん
だ
。
学
生
の
時
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
ア
ル
メ
ニ
ア
学
生
組
織
を
結
成
し
た
。
一
九
〇
一
年
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
行
き
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
に
参
加
。
一
九
〇
一
年
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
が
パ
リ
で
『
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
新
聞
』（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
）、『L
a
 Géorgie
』（
フ
ラ
ン
ス
語
）
と
い
う
新
聞
を
刊
行
す
る
こ
と
決
め
る
と
、
そ
の
担
当
と
し
て
選
ば
れ
た
。
そ
の
頃
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
運
動
の
指
導
者
と
な
っ
た
。
一
九
〇
六
年
、
重
病
で
活
動
を
中
止
し
、
一
九
一
〇
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
死
亡
し
た
。ვი
ქტ
ო
რ
 ნ
ო
ზ
აძ
ე ,,გ
ი
ო
რ
გ
ი
 დ
ეკან
ო
ზ
ი
შ
ვი
ლ
ი
ს დ
ღ
ი
უ
რ
ი
’’, 
(ჟუ
რ
ნ
ალ
ი
 კავკას
ი
ო
ნ
ი
, N
 9), პარ
ი
ზ
ი
, 1964 წ
ელ
ი
. p
. 113, ტ
უ
ღ
უ
შ
ი
 მ
არ
კო
ზ
ი
 ,,გ
ი
ო
რ
გ
ი
 
დ
ეკან
ო
ზ
ი
შ
ვი
ლ
ი
, ც
ხ
ო
ვრ
ებ
ა დ
ა მ
ო
ქმ
ედ
ებ
ა’’. (ჟუ
რ
ნ
ალ
ი
 კავკას
ი
ო
ნ
ი
’’ N
 10
), პარ
ი
ზ
ი
, 1965 წ
ელ
ი
, p
p
. 
129-130 
１
４
４ 
明
石
元
二
郎
「
落
花
流
水
」（
広
瀬
順
晧
編
『
近
代
外
交
回
顧
録 
第
二
巻
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）。 
１
４
５ 
稲
葉
、
前
掲
書
、
八
〇
頁
。 
１
４
６ 
稲
葉
、
前
掲
書
、
八
八
頁
。 
１
４
７ 
稲
葉
、
前
掲
書
、
九
二
頁
。 
１
４
８ 
შ
ველ
ი
ძე, გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
შ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
p
. 82-83 
１
４
９ 
稲
葉
、
前
掲
書
、
一
三
一
頁
。 
１
５
０ 
შ
ველ
ი
ძე, გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
p
. 82-83 
１
５
１ 
パ
フ
ロ
フ
、
ペ
ト
ロ
フ
、
前
掲
書
、
九
五
～
九
六
頁
。 
１
５
２ 
稲
葉
、
前
掲
書
、
一
四
一
頁
。 
１
５
３ 
チ
ェ
ル
ケ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ヴ
ァ
ラ
ル
ム
（
一
八
四
六
～
一
九
二
五
年
）
は
サ
ガ
レ
ジ
ョ
出
身
。
無
政
府
主
義
者
。
一
八
六
六
、
一
八
六
九
年
に
二
回
に
革
命
活
動
の
た
め
に
逮
捕
さ
れ
た
。
一
八
七
六
年
に
海
外
に
逃
亡
し
、
そ
こ
で
革
命
活
動
を
続
け
た
。 
,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 
ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა ენ
ც
ი
კლ
ო
პედ
ი
ა’’, 
ტ
ო
მ
ი
 11, 1987
 
წელ
ი
, p
. 103 
１
５
４ 
小
森
徳
治
『
明
石
元
二
郎 
上
巻
』（
赤
城
印
刷
株
式
会
社
、
一
九
六
八
年
）
一
三
七
頁
。 
１
５
５ 
ნ
ო
ზ
აძ
ე
、
前
掲
書
、p
. 119 
１
５
６ 
稲
葉
、
前
掲
書
、
一
四
四
頁
。 
１
５
７ 
稲
葉
、
前
掲
書
、
一
四
七
～
一
四
八
頁
。 
１
５
８ 
稲
葉
、
前
掲
書
、
一
四
七
～
一
四
八
頁
。 
 
１
５
９ 
ტ
უ
ღ
უ
შ
ი
、
前
掲
書
、p
. 137 
１
６
０ 
明
石
元
二
郎
「
落
花
流
水
」、
前
掲
書
、
二
〇
五
頁
。 
１
６
１ 
ნ
ო
ზ
აძ
ე
、
前
掲
書
、p
p
. 119-120 
１
６
２ 
ნ
ო
ზ
აძ
ე
、
前
掲
書
、p
. 120 
１
６
３ 
ნ
ო
ზ
აძ
ე
、
前
掲
書
、p
. 121 
１
６
４ 
稲
葉
、
前
掲
書
、
一
四
九
～
一
五
一
頁
。 
１
６
５ 
稲
葉
、
前
掲
書
、
一
五
一
～
一
五
三
頁
。 
１
６
６ 
稲
葉
、
前
掲
書
、
一
九
三
～
一
九
四
頁
。 
 
１
６
７ 
稲
葉
、
前
掲
書
、
二
〇
一
～
二
〇
三
頁
。 
 
１
６
８ 
შ
ველ
ი
ძე, გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 98 
１
６
９ 
稲
葉
、
前
掲
書
、
七
八
頁
。 
 
１
７
０ H
iroak
i K
u
rom
iy
a an
d
 G
eorges M
am
ou
lia
、
前
掲
書
、p
p
. 38-39 
１
７
１ 
ლ
ას
ხ
ი
შ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 177 
１
７
２ 
ნ
ო
ზ
აძ
ე
、
前
掲
書
、p
. 122 
１
７
３ 
შ
ველ
ი
ძე, გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
p
. 103-104  
１
７
４ H
iroak
i K
u
rom
iy
a an
d
 G
eorges M
am
ou
lia
、
前
掲
書
、p
. 39 
１
７
５ H
iroak
i K
u
rom
iy
a an
d
 G
eorges M
am
ou
lia
、
前
掲
書
、p
. 39 
１
７
６ 
ტ
უ
ღ
უ
შ
ი
、
前
掲
書
、p
. 134 
１
７
７ 
შ
ველ
ი
ძე, გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
p
. 116-117 
１
７
８ 
შ
ველ
ი
ძე, გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 118 
１
７
９ 
ნ
ო
ზ
აძ
ე
、
前
掲
書
、p
. 122 
１
８
０ 
ტ
უ
ღ
უ
შ
ი
、
前
掲
書
、p
p
. 139-142 
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１
８
１ 
ტ
უ
ღ
უ
შ
ი
、
前
掲
書
、p
p
. 139-142 
１
８
２ 
შ
ველ
ი
ძე, გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 125 
 
 
１
８
３ 
შ
ველ
ი
ძე, გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 125  
１
８
４ 
ტ
უ
ღ
უ
შ
ი
、
前
掲
書
、p
. 142 
１
８
５ 
ნ
ო
ზ
აძ
ე
、
前
掲
書
、p
. 124 
１
８
６ 
შ
ველ
ი
ძე, გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 127 
１
８
７ 
ク
ル
デ
ィ
ア
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
（
一
八
六
二
～
一
九
三
一
年
）
テ
ル
ジ
ョ
ラ
出
身
者
、
キ
エ
フ
陸
軍
学
校
卒
業
、
作
家
、
将
校
、
一
九
〇
五
～
一
九
〇
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
の
後
で
政
府
に
対
す
る
忠
実
の
た
め
陸
軍
か
ら
辞
職
さ
せ
た
。 ,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა ენ
ც
ი
კლ
ო
პედ
ი
ა’’, ტ
ო
მ
ი
 5, 1980 წ
ელ
ი
, p
. 555 
１
８
８ 
パ
ウ
ロ
フ
、
ペ
ト
ロ
フ
、
前
掲
書
、
七
八
頁
。 
１
８
９ 
ტ
უ
ღ
უ
შ
ი
、
前
掲
書
、p
p
. 147-148 
１
９
０ 
パ
ウ
ロ
フ
、
ペ
ト
ロ
フ
、
前
掲
書
、
八
二
頁
。 
１
９
１ 
パ
ウ
ロ
フ
、
ペ
ト
ロ
フ
、
前
掲
書
、
七
八
頁
。 
１
９
２ 
ლ
ას
ხ
ი
შ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 177 
１
９
３ 
ლ
ას
ხ
ი
შ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 176 
１
９
４ 
ს
ახ
ო
კი
ა
、
前
掲
書
、p
p
. 199-200 
１
９
５ 
ტ
უ
ღ
უ
შ
ი
、
前
掲
書
、p
. 145 
１
９
６ 
ნ
ო
ზ
აძ
ე
、
前
掲
書
、p
. 127 
１
９
７ 
パ
ウ
ロ
フ
、
ペ
ト
ロ
フ
、
前
掲
書
、
七
八
頁
。 
１
９
８ 
パ
ウ
ロ
フ
、
ペ
ト
ロ
フ
、
前
掲
書
、
七
七
頁
。 
１
９
９ H
iroak
i K
u
rom
iy
a an
d
 G
eorges M
am
ou
lia
、
前
掲
書
、p
. 45 
２
０
０ 
შ
ველ
ი
ძე, გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
. 98 
２
０
１ U
R
L
 h
ttp
://w
w
w
.n
ash
flot.ru
/page/im
p
eria/azia/3
  
２
０
２ 
稲
葉
、
前
掲
書
、
二
〇
八
～
二
〇
九
頁
。 
２
０
３ 
パ
ウ
ロ
フ
、
ペ
ト
ロ
フ
、
前
掲
書
、
七
六
頁
。 
２
０
４ 
გ
აბ
აშ
ვი
ლ
ი
 რ
. ,,რ
აც
 მ
ახ
ს
ო
ვს
’’, მ
ეტ
რ
ეველ
ი
ს ს
ტ
ამ
ბ
ა, მ
ი
უ
ნ
ხ
ენ
ი
, 1959 წ
ელ
ი
, p
p
. 17-18 
２
０
５ H
iroak
i K
u
rom
iy
a an
d
 G
eorges M
am
ou
lia
、
前
掲
書
、p
. 54-55 
２
０
６ 
გ
აბ
აშ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
p
. 13-16 
２
０
７ H
iroak
i K
u
rom
iy
a an
d
 G
eorges M
am
ou
lia
、
前
掲
書
、p
. 53 
２
０
８ 
ჯ
აფ
არ
ი
ძე შ
ო
რ
ენ
ა, ,,1905
-1907 წ
ლ
ებ
ი
ს, ს
აქარ
თ
ველ
ო
შ
ო
 ავტ
ო
კეფ
ალ
ი
უ
რ
ი
 მ
ო
ძ
რ
აო
ბ
ა’’, 
ს
აპატ
რ
ი
არ
ქო
ს უ
წ
ყებ
ან
ი
, N
 334, N
 335, N
 336 , 2005 წელ
ი
. 
２
０
９ H
iroak
i K
u
rom
iy
a an
d
 G
eorges M
am
ou
lia
、
前
掲
書
、p
. 76 
２
１
０ 
稲
葉
、
前
掲
書
、
六
五
頁
。 
２
１
１ H
iroak
i K
u
rom
iy
a an
d
 G
eorges M
am
ou
lia
、
前
掲
書
、p
. 77 
２
１
２ 
ジ
ョ
ル
ダ
ニ
ア
・
ノ
エ
（
一
八
六
八
～
一
九
五
三
年
）
は
オ
ズ
ル
ゲ
テ
ィ
出
身
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
卒
業
、
社
会
民
主
党
の
指
導
者
、
政
治
家
。
一
九
一
八
～
一
九
二
一
年
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
共
和
国
の
首
相
。 
,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 
ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა 
ენ
ც
ი
კლ
ო
პედ
ი
ა’’, ტ
ო
მ
ი
 8, 1984 წ
ელ
ი
, p
. 256 
２
１
３ H
iroak
i K
u
rom
iy
a an
d
 G
eorges M
am
ou
lia
、
前
掲
書
、p
. 82 
２
１
４ 
მ
ერ
აბ
 ვაჩნ
აძ
ე, ვახ
ტ
ან
გ
 გ
უ
რ
უ
ლ
ი
, ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
-რ
უ
ს
ეთ
ი
ს უ
რ
თ
ი
ერ
თ
ო
ბ
ა (1801
-1921), (ელ
ექტ
რ
ო
 
ვერ
ს
ი
ა), 2009 წელ
ი
, p
p
. 52-53 
２
１
５ H
iroak
i K
u
rom
iy
a an
d
 G
eorges M
am
ou
lia
、
前
掲
書
、p
. 84 
２
１
６ H
iroak
i K
u
rom
iy
a an
d
 G
eorges M
am
ou
lia
、
前
掲
書
、p
p
. 83-84 
２
１
７ 
შ
ო
თ
ა ვად
აჭ
კო
რ
ი
ა ,,რ
უ
ს
ეთ
-ო
ს
მ
ალ
ეთ
ო
ს ალ
ი
ან
ს
ი
 დ
ამ
ო
უ
კი
დ
ებ
ელ
ი
 ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს წ
ი
ნააღ
მ
დ
ეგ
 
(1920
-1921 წწ )’’ (ახ
ალ
ი
 დ
ა უ
ახ
ლ
ეს
ი
 ი
ს
ტ
ო
რ
ი
ი
ს ს
აკი
თ
ხ
ებ
ი
, N
 16) , უ
ნი
ვერ
ს
ალ
ი
 2015 წ
ელ
ი
, p
. 90 
２
１
８ 
მ
ერ
აბ
 ვაჩნ
აძ
ე, ვახ
ტ
ან
გ
 გ
უ
რ
უ
ლ
ი
 ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
-რ
უ
ს
ეთ
ი
ს უ
რ
თ
ი
ერ
თ
ო
ბ
ა (1801
-1921) 
、
前
掲
書
、p
. 
55 
２
１
９ 
მ
ერ
აბ
 ვაჩნ
აძ
ე, ვახ
ტ
ან
გ
 გ
უ
რ
უ
ლ
ი
 ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
-რ
უ
ს
ეთ
ი
ს უ
რ
თ
ი
ერ
თ
ო
ბ
ა (1801
-1921) 
、
前
掲
書
、pp
. 
55-56 
２
２
０ 
მ
ერ
აბ
 ვაჩნ
აძ
ე, ვახ
ტ
ან
გ
 გ
უ
რ
უ
ლ
ი
 ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
-რ
უ
ს
ეთ
ი
ს უ
რ
თ
ი
ერ
თ
ო
ბ
ა (1801
-1921) 
、
前
掲
書
、p
. 
59 
２
２
１ 
მ
ერ
აბ
 ვაჩნ
აძ
ე, ვახ
ტ
ან
გ
 გ
უ
რ
უ
ლ
ი
 ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
-რ
უ
ს
ეთ
ი
ს უ
რ
თ
ი
ერ
თ
ო
ბ
ა (1801
-1921) 
、
前
掲
書
、p
. 
60 
２
２
２ 
მ
ერ
აბ
 ვაჩნ
აძ
ე, ვახ
ტ
ან
გ
 გ
უ
რ
უ
ლ
ი
 ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
-რ
უ
ს
ეთ
ი
ს უ
რ
თ
ი
ერ
თ
ო
ბ
ა (1801
-1921) 
、
前
掲
書
、pp
. 
59-60 
88 
 
                                        
                                        
                                        
                          
 
２
２
３ H
iroak
i K
u
rom
iy
a an
d
 G
eorges M
am
ou
lia
、
前
掲
書
、p
. 93 
２
２
４ 
მ
ერ
აბ
 ვაჩნ
აძ
ე, ვახ
ტ
ან
გ
 გ
უ
რ
უ
ლ
ი
 ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
-რ
უ
ს
ეთ
ი
ს უ
რ
თ
ი
ერ
თ
ო
ბ
ა (1801
-1921) 
、
前
掲
書
、p
. 
67 
２
２
５ H
iroak
i K
u
rom
iy
a an
d
 G
eorges M
am
ou
lia
、
前
掲
書
、p
. 96 
２
２
６ H
iroak
i K
u
rom
iy
a an
d
 G
eorges M
am
ou
lia
、
前
掲
書
、p
. 98 
２
２
７ 
ვად
აჭ
კო
რ
ი
ა ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს პი
რ
ვ
ელ
ი
 რ
ეს
პუ
ბ
ლ
ი
კი
ს ჯ
არ
ი
ს შ
ეარ
აღ
ებ
ი
ს ს
აკი
თ
ხ
ებ
ი
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მ
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ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, 1992 წ
ელ
ი
. 
 
ラ
ス
ヒ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
『
回
想
録
』（
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）。 
 
2
4
.  
ი
აკო
ბ
 მ
ან
ს
ვეტ
აშ
ვი
ლ
ი
 ,,მ
ო
გ
ო
ნ
ებ
ან
ი
’’, მაც
ნ
ე, თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, 2006 წ
ელ
ი
. 
 
マ
ン
ス
ヴ
ェ
タ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
イ
ア
コ
ブ
『
回
想
録
』（
マ
ツ
ネ
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）。 
2
5
.  
თ
ედ
ო
 ს
ახ
ო
კი
ა, ,,ჩემ
ი
 ს
აუ
კუ
ნი
ს ად
ამ
ი
ან
ებ
ი
’’, ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა ს
აქარ
თ
ველ
ი
, თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, 1969 წელ
ი
. 
サ
ホ
キ
ア
・
テ
ド
『
私
の
生
き
た
世
紀
の
人
々
』（
ソ
ビ
エ
ト
・
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
出
版
社
、
一
九
六
九
年
）。 
2
6
.  
,,ი
ვ
ერ
ი
ა’’. 
『
イ
ヴ
ェ
リ
ア
新
聞
』。 
2
7
.  
,,მ
ო
ამ
ბ
ე’’. 
『
モ
ア
ン
ベ
雑
誌
』。 
2
8
.  
ნ
ი
კო
ლ
აძ
ე. ნ , ,,ი
აპო
ნ
ი
ა’’, ელ
ექტ
რ
ო
 მ
ბ
ეჭ
დ
ავი
 თ
. გ
რ
. დ
ი
ას
ამ
აძ
ი
ს, 1904 წ
ელ
ი
. 
ニ
コ
ラ
ゼ
・
ニ
コ
『
日
本
』（T
・G
R
・
デ
ィ
ア
サ
ミ
ゼ
出
版
所
、
一
九
〇
四
年
）。 
2
9
.  
,,გ
აზ
ეთ
ი
 კვალ
ი
’’. 
『
ク
ワ
リ
新
聞
』。 
3
0
.  
,,მ
წ
ყემ
ს
ი
’’. 
『
ム
ツ
ケ
ム
シ
雑
誌
』。 
3
1
.  
,,ც
ნ
ო
ბ
ი
ს ფ
უ
რ
ც
ელ
ი
’’. 
『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』。 
3
2
.  
ქეთ
ევან 
პავლ
ი
აშ
ვი
ლ
ი
 
,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 
ს
ამ
ო
ც
ი
ქუ
ლ
ო
 
მ
არ
თ
ლ
მ
ად
ი
დ
ებ
ლ
უ
რ
ი
 
ეკლ
ეს
ი
ი
ს 
ი
ს
ტ
ო
რ
ი
ა’’, 
ნ
აწ
ი
ლ
ი
 1, გ
ამ
ო
მ
ც
ემლ
ო
ბ
ა თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, 2008 წ
ელ
ი
. 
パ
ヴ
リ
ア
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ケ
テ
ヴ
ァ
ン
『
ジ
ョ
ー
ジ
ア
正
教
会
史
』
第
一
巻
（
ト
ビ
リ
シ
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）。 
3
3
.  
წ
უ
ლ
აძ
ე ვას
ო
 ,,მ
ც
ი
რ
ე მ
ო
გ
ო
ნებ
ან
ი
’’, (ჟუ
რ
ნ
ალ
ი
 კავკას
ი
ო
ნ
ი
 N
 13), პარ
ი
ზ
ი
, 1968 წელ
ი
. 
 
ツ
ラ
ゼ
・
ヴ
ァ
ソ
「
回
想
録
」（『
コ
ー
カ
サ
ス
』
一
三
号
、
一
九
六
八
年
）。 
3
4
.  
黒
羽
茂
『
日
露
戦
争
と
明
石
工
作
』（
南
窓
社
、
一
九
七
六
年
）。 
3
5
.  
稲
葉
千
晴
『
明
石
工
作
：
謀
略
の
日
露
戦
争
』（
丸
善
、
一
九
九
五
年
）。 
3
6
.  
小
森
徳
治
『
明
石
元
二
郎 
上
巻
』（
赤
城
印
刷
株
式
会
社
、
一
九
六
八
年
） 
3
7
.  
O
sm
o Ju
ssila, Sep
p
o H
en
tila, Ju
k
k
a N
evak
ivi, From
 G
ran
d D
u
ch
y to a M
odern
 State – a political H
istory of 
Fin
lan
d sin
ce 1809
, H
u
rst &
 C
om
p
an
y
 , L
on
d
on
 1999
. 
オ
ス
モ
・
ジ
ュ
シ
ラ
、
セ
ッ
ポ
・
ヘ
ン
チ
ラ
、
ジ
ュ
ッ
カ
・
ネ
ヴ
ァ
キ
ヴ
ィ
『
大
公
国
か
ら
近
代
国
家
ま
で
－
一
八
〇
九
年
か
ら
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
治
史
』（
フ
ル
ス
ト
＆
コ
ン
パ
ニ
、
一
九
九
九
年
）。 
 
3
8
.  
,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
’’. 
『
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
新
聞
』。 
3
9
.  
Jerzy
 L
ok
ow
sk
i an
d
 H
u
b
ert Z
aw
ad
zk
i, A
 con
cise H
istory of P
olan
d
, C
am
b
rid
ge U
n
iversity
 p
ress, 2001
. 
イ
エ
ジ
・
ル
コ
フ
ス
キ
、
フ
ベ
ル
ト
・
ザ
ヴ
ァ
ツ
キ
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
』（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
一
年
）。 
4
0
.  
,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს ი
ს
ტ
ო
რ
ი
ი
ს ნ
არ
კვევებ
ი
’’ ტ
ო
მ
ი
 5, გ
ამ
ო
მ
ც
ემლ
ო
ბ
ა ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა ს
აქარ
თ
ველ
ო
, 1970 წელ
ი
. 
『
ジ
ョ
ー
ジ
ア
史
研
究
全
集
』
第
五
巻
（
ソ
ビ
エ
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
出
版
社
、
一
九
七
〇
年
）。 
4
1
.  
გ
აფ
რ
ი
ნ
დ
აშ
ვი
ლ
ი
 
მ. 
,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს 
ერ
ო
ვნ
უ
ლ
-გ
ან
მ
ათ
ავი
ს
უ
ფ
ლ
ებ
ელ
ი
 
მ
ო
ძ
რ
აო
ბ
ა 
რ
უ
ს
ეთ
ი
ს 
პი
რ
ვ
ელ
ი
 რ
ევო
ლ
უ
ც
ი
ი
ს დ
რ
ო
ს
’’ (19
05
-1907 წ
ლ
ებ
ი
ს რ
ევო
ლ
უ
ც
ი
ა ს
აქარ
თ
ველ
ო
შ
ი
), მეც
ნ
ი
ერ
ებ
ა, 1985 
წ
ელ
ი
. 
ガ
フ
リ
ン
ダ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・M
「
ロ
シ
ア
第
１
革
命
の
時
：
ジ
ョ
ー
ジ
ア
解
放
運
動
」（『
一
九
〇
五
年
～
一
九
〇
年
革
91 
 
                                        
                                        
                                        
                          
 
命
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
』
メ
ツ
ニ
エ
レ
バ
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）。 
4
2
.  
შ
ენ
გ
ელ
ი
ა 
გ
. 
,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს 
ახ
ალ
გ
აზ
რ
დ
ო
ბ
ი
ს 
ბ
რ
ძ
ო
ლ
ა 
1905-1907 
წ
ლ
ებ
ი
ს 
რ
ევო
ლ
უ
ც
ი
ი
ს 
წ
ი
ნა 
პერ
ი
ო
დ
შ
ი
’’, ც
ო
დ
ნ
ა, 1975 წელ
ი
. 
シ
ェ
ン
ゲ
リ
ア
・G
『
一
九
〇
五
年
～
一
九
〇
七
年 
革
命
前
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
若
者
の
戦
い
』（
ツ
ォ
ド
ナ
出
版
社
、
一
九
七
五
年
）。 
4
3
.  
ვახ
ტ
ან
გ
 
გ
უ
რ
უ
ლ
ი
 
,,ქარ
თ
უ
ლ
ი
 
ს
ო
ც
ი
ალ
-დ
ემ
ო
კრ
ატ
ი
ა 
1892-1904 
წ
ლ
ებ
შ
ი
, 
ნ
აკვეთ
ი
 
მ
ეო
თ
ხ
ე 
- 
ქარ
თ
უ
ლ
ი
 ს
ო
ც
ი
ალ
-დ
ემ
ო
კრ
ატ
ი
ა 1903-1904 წლ
ებ
შ
ი
’’. თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
ს უ
ნი
ვ
ერ
ს
ი
ტ
ეტ
ი
ს გ
ამ
ო
მ
ც
ემ
ლ
ო
ბ
ა, 
1996 წელ
ი
. 
グ
ル
リ
・
ヴ
ァ
フ
タ
ン
グ
『
一
八
九
二
年
～
一
九
〇
四
年
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
社
会
民
主
主
義
』
第
四
巻
（
ト
ビ
リ
シ
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）。 
4
4
.  
デ
ー
・
べ
ー
・
パ
ウ
ロ
フ
、
エ
ス
・
ア
ー
・
ペ
ト
ロ
フ
、
イ
ー
・
ヴ
ェ―
・
ヂ
ェ
レ
ヴ
ャ
ン
コ
『
日
露
戦
争
の
秘
密
：
ロ
シ
ア
側
史
料
で
明
る
み
に
出
た
諜
報
戦
の
内
幕
』（
左
近
毅
訳
、
成
文
社
、
一
九
九
四
年
）。 
4
5
.  
ტ
უ
ღ
უ
შ
ი
 მ
არ
კო
ზ
ი
 ,,გ
ი
ო
რ
გ
ი
 დ
ეკან
ო
ზ
ი
შ
ვი
ლ
ი
, ც
ხ
ო
ვრ
ებ
ა დ
ა მ
ო
ქმ
ედ
ებ
ა’’. (ჟუ
რ
ნ
ალ
ი
 კავკას
ი
ო
ნ
ი
’’ 
N
 10), პარ
ი
ზ
ი
, 1965 წელ
ი
. 
ト
ゥ
ー
グ
シ
・
マ
ル
コ
ズ
「
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ギ
オ
ル
ギ
、
生
活
と
活
動
」（『
コ
ー
カ
サ
ス
』
一
〇
号
、
一
九
六
五
年
）。 
4
6
.  
明
石
元
二
郎
「
落
花
流
水
」（
広
瀬
順
晧
編
『
近
代
外
交
回
顧
録
』
第
二
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）。 
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 ნ
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ი
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ი
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ი
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ი
’’, (ჟუ
რ
ნ
ალ
ი
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ნ
ი
, N
 9), პარ
ი
ზ
ი
, 1964 
წ
ელ
ი
.  
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ザ
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ヴ
ィ
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「
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ジ
シ
ュ
ヴ
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リ
・
ギ
オ
ル
ギ
の
日
記
」（『
コ
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ス
』
九
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、
一
九
六
四
年
）。 
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8
.  
U
R
L
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.  
ჯ
აფ
არ
ი
ძ
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ლ
ებ
ი
ს 
ს
აქარ
თ
ველ
ო
შ
ი
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ო
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ალ
ი
უ
რ
ი
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ო
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ი
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ი
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 334, N
 335, N
 336
, 2005 წ
ელ
ი
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フ
ァ
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ゼ
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シ
ョ
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ナ
「
一
九
〇
五
年
～
一
九
〇
七
年
に
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ョ
ー
ジ
ア
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会
独
立
運
動
」（『
サ
パ
ト
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ア
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・
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ツ
ケ
バ
ニ
』
三
三
四
号
～
三
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六
号
、
二
〇
〇
五
年
）。 
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0
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გ
აბ
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ვი
ლ
ი
 რ
. ,,რ
აც
 მ
ახ
ს
ო
ვს
’’, მ
ეტ
რ
ეველ
ი
ს სტ
ამ
ბ
ა, მ
ი
უ
ნ
ხ
ენი
, 1959 წელ
ი
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ガ
バ
シ
ュ
ヴ
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リ
・R
『
回
想
録
』（
メ
ツ
レ
ヴ
ェ
レ
リ
出
版
所
、
一
九
五
九
年
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1
.  
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ო
თ
ა 
ვად
აჭ
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რ
ი
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,,რ
უ
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ს
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ი
ს 
ალ
ი
ან
ს
ი
 
დ
ამ
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უ
კი
დ
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ელ
ი
 
ს
აქარ
თ
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ო
ს 
წ
ი
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ააღ
მ
დ
ეგ 
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-1921 წწ )’’ (ახ
ალ
ი
 დ
ა უ
ახ
ლ
ეს
ი
 ი
ს
ტ
ო
რ
ი
ი
ს ს
აკი
თ
ხ
ებ
ი
, N
 16) , უ
ნი
ვერ
ს
ალ
ი
 2015 წ
ელ
ი
. 
ヴ
ァ
ダ
チ
ュ
コ
リ
ア
・
シ
ョ
タ
「
独
立
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
対
す
る
ロ
シ
ア
・
オ
ス
マ
ン
同
盟
（
一
九
二
〇
年
～
一
九
二
一
年
）（『
近
現
代
史
』
第
一
六
巻
、
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
サ
リ
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）。 
5
2
.  
ლ
ელ
ა ს
არ
ალ
ი
ძე ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს ემ
ი
გ
რ
აც
ი
უ
ლ
ი
 მ
თ
ავრ
ო
ბ
ი
ს ს
აგ
არ
ეო
 პო
ლ
ი
ტ
ი
კი
ს ი
ს
ტ
ო
რ
ი
ი
დ
ან
’’, 
(ახ
ალ
ი
 დ
ა უ
ახ
ლ
ეს
ი
 ი
ს
ტ
ო
რ
ი
ი
ს ს
აკი
თ
ხ
ებ
ი
, N
 17 ), უ
ნი
ვ
ერ
ს
ალ
ი
, 2015 წელ
ი
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ラ
リ
ゼ
・
レ
ラ
「
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ョ
ー
ジ
ア
亡
命
政
府
の
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交
史
」（『
近
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代
史
』
第
一
七
巻
、
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
サ
リ
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）。 
5
3
.  
ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს ც
ენ
ტ
რ
ალ
უ
რ
ი
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ს
ტ
ო
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ო
 არ
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ვ
ი
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ジ
ョ
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ジ
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国
立
文
書
館
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4
.  
外
務
省
外
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史
料
館
所
蔵
「
外
務
省
記
録
」（
ア
ジ
ア
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史
資
料
セ
ン
タ
ーU
R
L
 
h
ttp
s://w
w
w
.jacar.go.jp
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史
料
一
］ 
最
近
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
列
強
は
極
東
に
注
目
し
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
現
在
ロ
シ
ア
や
米
国
の
活
躍
範
囲
も
広
が
っ
て
い
る
。 
中
国
の
最
大
地
方
満
州
が
ロ
シ
ア
帝
国
の
支
配
に
残
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
は
疑
問
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
満
州
を
支
配
す
る
こ
と
を
か
な
り
以
前
に
決
定
し
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
は
満
州
に
鉄
道
を
敷
設
す
る
た
め
に
莫
大
な
金
額
を
払
っ
た
。
ま
た
、
町
や
要
塞
等
を
建
設
し
て
い
る
の
で
、
満
州
か
ら
撤
兵
し
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
自
分
の
権
益
を
確
保
す
る
た
め
に
戦
争
す
る
の
は
間
違
い
な
い
。（
中
略
） 
日
本
は
今
ま
で
満
州
に
あ
る
権
益
を
守
る
た
め
非
常
に
努
力
し
て
い
た
の
に
、
今
は
後
退
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
に
対
す
る
開
戦
反
対
派
は
、「
満
州
を
失
う
こ
と
は
日
本
の
問
題
で
は
な
く
、
中
国
の
問
題
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
。
現
在
の
日
本
の
目
的
は
韓
国
を
経
済
的
に
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
に
も
統
 
人数（人） 割合 
ロシア人 五五七〇万 四四．三％ 
ウクライナ人 二二四〇万 一七．八％ 
ポーランド 七九〇万 六．三％ 
ベラルーシ人 五九〇万 四．七％ 
ユダヤ人 五一〇万 四・〇％ 
キルギス人 四一〇万 三．二％ 
タタル人 三七〇万 三・〇％ 
ドイツ人 一八〇万 一．四％ 
ラトヴィア人 一四〇万 一．二五％ 
バシコル人 一四〇万 一．二五％ 
ジョージア人 一三〇万 一．一％ 
リトアニヤ人 一二〇万  一・〇％ 
アルメニア人 一二〇万 一・〇％ 
モルドバ人・ルーマニア人 一一〇万 〇．九％ 
エストニア人 一〇〇万 〇．八％ 
サルト人 一〇〇万 〇．八％ 
モルド人 一〇〇万 〇．八％ 
その他 八六〇万 六．四％ 
合計 一億二五八万 一〇〇％      
表一 ロシア帝国に居住した民族の人数と割合 （一八九七年） 
（注）表には一〇〇万人以上の民族のみ示している。一〇〇万人以下の民族はほかにも
ある。ジョージア人からイスラム教徒と北ジョージアに住んでいるジョージア人
を除いている 
1。 
 
2 
 
制
す
る
こ
と
で
あ
る
。
韓
国
を
支
配
す
る
こ
と
に
ロ
シ
ア
帝
国
が
対
抗
し
な
い
な
ら
ば
、
満
州
の
ロ
シ
ア
権
益
に
対
し
て
日
本
は
抗
議
し
な
い
つ
も
り
だ
。
し
か
し
、
隣
の
満
州
が
ロ
シ
ア
の
権
益
で
あ
る
と
、
ロ
シ
ア
が
韓
国
に
進
出
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
日
本
の
権
益
に
と
っ
て
大
き
な
危
機
と
な
る
。
ま
た
今
日
、
ロ
シ
ア
は
韓
国
を
日
本
の
権
益
と
し
て
承
認
し
て
も
、
長
続
き
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。
満
州
の
後
に
韓
国
も
ロ
シ
ア
帝
国
の
土
地
に
な
る
だ
ろ
う
。（
中
略
） 
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
は
ロ
シ
ア
の
満
州
進
出
に
不
満
で
あ
る
１
。 
 
［
史
料
二
］ 
ロ
シ
ア
帝
国
が
満
州
に
出
兵
し
た
の
で
、
極
東
の
状
況
が
複
雑
に
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
は
義
和
団
事
件
に
注
目
し
、
中
国
の
反
乱
は
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
も
危
機
で
あ
り
、
そ
こ
に
平
和
が
戻
る
ま
で
故
郷
ロ
シ
ア
を
防
衛
す
る
名
目
で
満
州
に
軍
を
派
遣
し
た
。
平
和
が
戻
れ
ば
す
ぐ
軍
隊
を
撤
兵
す
る
と
約
束
し
た
。
撤
兵
の
期
限
は
今
年
の
一
〇
月
九
日
で
あ
っ
た
が
、
ま
だ
撤
兵
す
る
予
定
は
な
い
。
理
由
と
し
て
、
中
国
の
状
況
が
ま
だ
不
安
定
で
あ
る
た
め
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
の
理
由
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
中
国
と
貿
易
を
開
始
し
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
敷
設
し
、
中
央
ロ
シ
ア
の
グ
ベ
ー
ル
ニ
ヤ
か
ら
満
州
に
農
民
を
移
住
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
か
ら
で
あ
る
。 
日
本
政
府
は
満
州
へ
の
ロ
シ
ア
の
勢
力
拡
大
に
抗
議
し
、
撤
兵
を
促
し
た
。
撤
兵
し
な
い
場
合
、
日
本
に
は
戦
費
が
な
い
け
れ
ど
、
開
戦
す
る
と
脅
し
た
。
列
強
も
ロ
シ
ア
の
極
東
政
策
に
不
満
で
あ
り
、
日
本
に
戦
費
と
し
て
金
を
貸
す
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
開
戦
は
不
可
避
で
あ
る
。 
日
本
は
以
前
に
も
「
ロ
シ
ア
帝
国
は
約
束
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
撤
兵
し
な
い
の
で
、
我
々
の
政
府
は
ロ
シ
ア
政
府
が
満
州
か
ら
撤
兵
す
る
よ
う
尽
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
抗
議
し
た
。
去
年
の
夏
、
国
民
が
デ
モ
を
行
い
、
政
府
に
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
し
て
開
戦
す
る
よ
う
を
促
し
た
。
今
年
は
、
全
て
の
日
本
人
に
戦
争
の
準
備
が
で
き
て
い
る
。
日
本
は
中
国
や
韓
国
の
海
に
す
で
に
一
六
隻
の
装
甲
巡
洋
艦
や
駆
逐
艦
を
派
遣
し
、
お
よ
そ
一
六
隻
の
戦
艦
も
派
遣
で
き
る
状
態
に
あ
る
。
日
本
政
府
に
よ
る
と
、
戦
費
の
問
題
は
な
い
。
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
極
東
進
出
に
好
意
的
で
は
な
い
の
で
、
日
本
に
対
し
て
必
要
な
戦
費
を
貸
与
す
る
で
あ
ろ
う
。 
そ
う
な
る
と
、
日
露
戦
争
の
始
ま
る
可
能
性
が
高
い
が
、
ど
ち
ら
の
国
が
勝
利
で
き
る
か
ま
だ
不
明
で
あ
り
、
い
ず
れ
明
ら
か
に
な
る
２
。 
 
［
史
料
三
］ 
3 
 
黄
色
の
危
機 
ロ
シ
ア
の
若
干
の
新
聞
は
、
現
在
極
東
で
白
人
と
黄
色
人
種
と
の
間
の
戦
争
が
起
こ
っ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
は
黄
色
人
種
か
ら
白
人
と
キ
リ
ス
ト
教
文
化
を
守
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
人
は
日
本
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
帝
国
を
応
援
す
る
べ
き
で
あ
る
。
日
本
が
勝
利
し
た
場
合
、
中
国
や
韓
国
を
征
服
し
、
黄
色
民
族
を
結
束
さ
せ
、
ロ
シ
ア
だ
け
で
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
も
ア
ジ
ア
か
ら
追
放
す
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
攻
め
、
白
人
や
キ
リ
ス
ト
教
の
文
化
や
文
明
を
破
壊
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
族
は
一
緒
に
、
そ
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
黄
色
の
危
機
に
対
し
て
戦
う
べ
き
で
あ
る
３
。 
 
［
史
料
四
］ 
ロ
シ
ア
と
日
本 
ト
ビ
リ
シ
、
一
月
二
七
日 
極
東
か
ら
電
報
が
届
き
、
驚
く
べ
き
情
報
が
分
か
っ
た
。
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
極
東
総
督
か
ら
驚
き
の
情
報
が
届
い
た
。
日
本
艦
隊
が
ロ
シ
ア
艦
隊
を
攻
撃
し
、
戦
争
を
開
始
し
た
４
（
後
略
）。 
 
 
［
史
料
五
］ 
一
九
〇
四
年
一
月
二
八
日
の
朝
、
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
社
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
日
露
戦
争
の
開
戦
を
知
ら
せ
る
電
報
が
届
き
、
人
々
は
心
配
し
た
。
日
本
と
ロ
シ
ア
の
交
渉
が
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
誰
も
開
戦
を
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。
ビ
ラ
ニ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
シ
ャ
ク
ロ
（
海
外
状
況
や
軍
事
の
分
析
者
）
は
日
露
開
戦
を
予
想
し
た
が
、
彼
も
こ
の
よ
う
な
ひ
ど
い
こ
と
に
な
る
と
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
５
。 
 
［
史
料
六
］ 
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
。
戦
艦
「
ペ
ト
ロ
パ
ウ
ロ
フ
ス
ク
」
に
搭
乗
し
た
将
校
の
名
前
の
リ
ス
ト
。
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
司
令
長
官
の
ス
テ
パ
ン
・
オ
ー
シ
ポ
ウ
イ
チ
・
マ
カ
ロ
フ
は
死
亡
し
た
。
参
謀
長
の
ミ
ハ
イ
ル
・
パ
ヴ
ェ
ル
イ
チ
・
モ
ラ
ス
少
将
は
死
亡
し
た
。
海
軍
事
務
の
上
級
大
尉
キ
リ
ル
・
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
イ
チ
陛
下
は
救
助
さ
れ
た
。
参
謀
本
部
の
ア
ガ
ピ
エ
フ
大
尉
は
死
亡
し
た
。
ミ
ハ
イ
ル
・
ヴ
ァ
シ
リ
エ
フ
大
尉
は
死
亡
し
た
（
後
略
）
６
。 
 
4 
 
［
史
料
七
］ 
旅
順
に
置
か
れ
て
い
る
赤
十
字
社
連
隊
の
軍
医
ア
ガ
ピ
エ
フ
か
ら
、
ト
ビ
リ
シ
の
親
族
に
奉
天
経
由
で
手
紙
が
届
い
た
。「
我
々
は
旅
順
で
働
い
て
い
ま
す
。
元
気
で
す
。
皆
様
に
キ
ス
し
ま
す
。
親
し
い
人
に
よ
ろ
し
く
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
」
７
。 
 
［
史
料
八
］ 
日
露
戦
争
の
戦
病
死
者
や
捕
虜
と
な
っ
た
軍
人
の
表 
吾
々
の
新
聞
に
、
戦
争
に
出
征
し
た
軍
人
の
親
戚
か
ら
、
数
回
に
わ
た
り
「
出
征
し
た
親
類
の
名
前
が
戦
病
死
者
の
表
に
あ
る
か
ど
う
か
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
」
と
要
望
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
親
戚
や
国
民
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
今
日
か
ら
毎
日
新
聞
に
、
日
露
戦
争
の
戦
病
死
者
や
捕
虜
と
な
っ
た
軍
人
の
リ
ス
ト
を
載
せ
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
リ
ス
ト
は
参
謀
本
部
の
特
別
会
に
お
け
る
「
ル
ス
キ
・
イ
ン
ヴ
ァ
リ
ド
」
の
報
告
に
基
づ
い
て
書
か
れ
る
。
同
表
は
ロ
シ
ア
帝
国
内
の
ほ
と
ん
ど
の
新
聞
で
見
ら
れ
る
８
。 
 
［
史
料
九
］ 
日
本
に
い
る
ロ
シ
ア
人
。
イ
ギ
リ
ス
記
者
た
ち
に
よ
る
と
、
日
本
人
は
ロ
シ
ア
人
捕
虜
を
親
切
に
管
理
し
て
い
る
と
い
う
。
四
月
一
八
日
の
夜
、
黒
木
将
軍
が
参
謀
員
と
一
緒
に
焚
火
の
近
く
に
座
っ
て
い
た
時
、
日
本
の
軍
人
が
五
人
の
ロ
シ
ア
人
捕
虜
（
将
校
）
を
連
れ
て
来
た
。
黒
木
将
軍
と
日
本
人
の
将
校
は
立
ち
上
が
っ
て
、
捕
虜
将
校
に
軍
事
的
な
挨
拶
を
し
た
。
そ
し
て
、
捕
虜
と
一
緒
に
焚
火
の
近
く
に
座
り
、
ワ
イ
ン
と
煙
草
を
振
る
舞
っ
て
、
古
く
か
ら
の
友
人
の
よ
う
に
話
を
し
た
９
。 
 
［
史
料
一
〇
］ 
日
本
か
ら
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
捕
虜
の
手
紙 
「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
間
で
読
書
を
拡
大
す
る
組
織
」
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
軍
人
か
ら
手
紙
が
届
い
た
。
こ
の
軍
人
は
旅
順
で
捕
虜
と
な
り
、
現
在
は
日
本
に
い
る
。
手
紙
で
チ
チ
ナ
ゼ
・
エ
リ
ズ
バ
リ
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
町
に
二
〇
人
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
が
い
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
で
出
版
さ
れ
た
本
を
頼
み
た
い
、
と
。
手
紙
は
ロ
シ
ア
語
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。 
こ
こ
で
は
手
紙
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
訳
を
紹
介
す
る
。「『
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
間
で
読
書
を
拡
大
す
る
組
織
』
の
本
屋
長
へ
、
捕
虜
と
な
っ
た
軍
人
（
旅
順
要
塞
で
捕
虜
と
な
っ
た
）
が
姫
路
か
ら
送
り
ま
す
。
本
屋
長
5 
 
と
全
て
の
出
版
所
に
お
願
い
し
ま
す
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
で
読
め
る
本
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
は
旅
順
要
塞
か
ら
二
〇
人
が
来
て
い
ま
す
」 
次
い
で
ロ
シ
ア
語
で
住
所
を
書
い
て
い
る
。「
日
本
、
姫
路
、
捕
虜
収
容
所
、
届
け
先
は
チ
チ
ナ
ゼ
・
エ
リ
ズ
バ
リ
、
捕
虜
番
号
二
一
八
八
、
日
付
：
今
年
の
二
月
二
八
日
」
１
０
。 
 
［
史
料
一
一
］ 
昨
日
、
二
月
五
日
、
ト
ビ
リ
シ
貴
族
会
の
臨
時
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
メ
リ
キ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
貴
族
会
長
は
報
告
を
読
み
上
げ
、
そ
こ
で
全
員
で
万
歳
と
叫
ん
だ
。
次
い
で
、
ロ
シ
ア
帝
国
皇
帝
の
長
寿
や
極
東
で
の
勝
利
た
め
の
祈
り
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
で
、
万
歳
を
叫
び
な
が
ら
国
歌
を
聞
い
た
。
臨
時
会
議
で
次
の
決
定
が
行
わ
れ
た
。（
一
）
内
務
大
臣
を
通
じ
て
、
貴
族
は
皇
帝
に
忠
誠
を
誓
う
こ
と
。（
二
）
戦
費
や
戦
病
死
者
に
二
万
五
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
寄
贈
す
る
こ
と
。（
三
）
グ
ベ
ー
ル
ニ
ヤ
に
お
け
る
戦
費
の
徴
集
や
戦
病
死
者
の
救
護
す
る
た
め
に
、
集
金
活
動
を
行
な
う
こ
と
。（
四
）
集
金
の
担
当
機
関
と
し
て
特
別
な
委
員
会
を
結
成
し
、
委
員
長
と
し
て
チ
ャ
ヴ
チ
ャ
ヴ
ァ
ゼ
・
イ
ヴ
ァ
ネ
伯
を
選
び
、
六
人
の
評
議
員
に
貴
族
か
ら
三
人
、
平
民
か
ら
三
人
を
選
ぶ
こ
と
。（
五
）
こ
の
協
定
を
ト
ビ
リ
シ
知
事
や
ゴ
ロ
ツ
ィ
ン
コ
ー
カ
サ
ス
総
督
に
報
告
す
る
こ
と
１
１
。 
 
［
史
料
一
二
］ 
ビ
ル
ジ
ュ
・
ヴ
ェ
ド
モ
ス
ト
新
聞
は
、
一
カ
月
間
に
戦
争
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
た
金
額
を
計
算
し
た
。
艦
隊
に
は
二
〇
〇
万
ル
ー
ブ
ル
が
寄
贈
さ
れ
、
ま
だ
募
金
が
続
い
て
い
る
。
オ
ル
ロ
フ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
ー
フ
伯
は
、
一
二
五
万
ル
ー
ブ
ル
を
寄
贈
し
た
。
ロ
シ
ア
赤
十
字
科
会
は
五
〇
万
ル
ー
ブ
ル
を
寄
付
し
た
。
ハ
ル
キ
ウ
貴
族
や
平
民
は
一
六
〇
万
ル
ー
ブ
ル
を
寄
贈
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
貴
族
会
は
約
二
〇
〇
万
ル
ー
ブ
ル
を
寄
付
し
た
。 
ク
ル
ス
ク
貴
族
会
は
二
五
万
ル
ー
ブ
ル
、
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
貴
族
会
一
七
万
五
千
ル
ー
ブ
ル
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
五
〇
万
ル
ー
ブ
ル
、
サ
ラ
ト
フ
一
〇
万
ル
ー
ブ
ル
、
カ
ル
ガ
一
〇
万
ル
ー
ブ
ル
、
キ
エ
フ
砂
糖
工
場
は
二
〇
万
ル
ー
ブ
ル
、
一
人
ア
メ
リ
カ
人
は
二
〇
万
ル
ー
ブ
ル
を
寄
贈
し
た
。 
パ
リ
で
一
五
万
ル
―
ブ
ル
（
中
略
）
と
い
う
よ
う
に
多
く
の
お
金
が
集
ま
っ
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
必
要
と
は
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
金
額
が
必
要
な
場
合
は
、
改
め
て
募
金
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
１
２
。 
 
6 
 
［
史
料
一
三
］ 
ロ
シ
ア
帝
国
の
グ
ベ
ー
ル
ニ
ヤ
貴
族
会
は
、
戦
病
死
者
や
遺
家
族
の
救
護
運
動
に
参
加
し
、
そ
の
た
め
に
身
分
を
問
わ
ず
に
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
委
員
会
の
本
部
は
モ
ス
ク
ワ
に
あ
り
、
寄
付
金
等
の
収
集
の
担
当
組
織
と
な
り
、
本
部
長
に
は
ト
ル
ベ
ツ
ク
コ
イ
モ
ス
ク
ワ
貴
族
会
長
が
就
任
し
た
。
本
部
員
に
は
帝
国
内
各
地
の
グ
ベ
ー
ル
ニ
ヤ
貴
族
会
か
ら
一
人
ず
つ
が
選
ば
れ
た
。 
ト
ビ
リ
シ
の
グ
ベ
ー
ル
ニ
ヤ
貴
族
会
も
戦
病
死
者
を
救
護
す
る
た
め
に
、
寄
付
金
を
提
供
し
、
現
在
は
病
院
や
傷
病
兵
の
必
要
な
物
を
用
意
し
て
い
る
。 
 
寄
付
を
受
け
付
け
、
必
要
な
物
資
を
購
入
す
る
た
め
に
委
員
会
を
結
成
し
た
。
委
員
長
に
チ
ャ
ヴ
チ
ャ
ヴ
ァ
ゼ
・
イ
ヴ
ァ
ネ
伯
が
選
ば
れ
、
委
員
と
し
て
レ
フ
伯
、
ジ
ャ
ン
デ
ィ
エ
リ
伯
、
マ
マ
ツ
ァ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
大
将
、
ガ
ン
ジ
エ
リ
氏
、
そ
し
て
サ
ラ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
氏
が
選
ば
れ
た
１
３
。 
 
 
［
史
料
一
四
］ 
ト
ビ
リ
シ
帽
子
メ
ー
カ
ー
会
は
一
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
集
め
、
傷
病
兵
や
彼
ら
の
家
族
を
救
護
す
る
た
め
に
、
ト
ビ
リ
シ
知
事
に
渡
し
た
１
４
。 
 
［
史
料
一
五
］ 
ア
ハ
ル
ツ
ィ
ヘ
市
議
会
は
ロ
シ
ア
艦
隊
を
助
け
る
た
め
に
五
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
寄
付
し
、
こ
れ
以
外
に
戦
病
死
者
の
救
護
の
た
め
募
金
活
動
を
行
う
予
定
で
あ
る
１
５
。 
 
［
史
料
一
六
］ 
我
々
に
届
い
た
情
報
に
よ
る
と
、
ト
ビ
リ
シ
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
は
、
戦
費
と
し
て
一
万
五
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
寄
付
す
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
議
論
し
た
が
、
否
決
さ
れ
た
。
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
の
会
議
は
ま
だ
続
く
の
で
、
今
後
改
め
て
決
定
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
１
６
。 
 
［
史
料
一
七
］ 
ト
ビ
リ
シ
農
業
組
織
は
ロ
シ
ア
軍
費
に
一
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
女
子
病
院
に
二
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
寄
付
し
た
１
７
。 
 
［
史
料
一
八
］ 
7 
 
『
ツ
ノ
ビ
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
に
よ
る
と
、
ア
カ
キ
基
金
に
寄
贈
す
る
た
め
に
奉
天
か
ら
一
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
が
届
い
た
。
寄
付
金
は
在
奉
天
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
が
集
め
、
さ
ら
に
、
九
〇
ル
ー
ブ
ル
は
中
国
人
か
ら
寄
付
さ
れ
た
。
中
国
人
の
名
前
は
イ
ウ
ン
―
イ
ウ
ス
、
ポ
リ
ン
、
デ
ィ
ウ
ー
ジ
ェ
ー
リ
ン
、
ヒ
・
ヴ
ァ
ン
ー
ポ
１
８
。 
 
［
史
料
一
九
］ 
あ
い
さ
つ 
こ
こ
か
ら
、
と
て
も
遠
い
と
こ
ろ
、 
激
し
く
血
が
流
れ
て
お
り
、 
無
慈
悲
に
、 
相
手
を
殺
す
。 
こ
こ
か
ら
も
戦
死
を
す
る
た
め
に
、 
ま
た
多
く
の
兵
士
が
赴
い
て
い
る
。 
心
は
ま
だ
こ
こ
に
残
っ
て
お
り
、 
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
と
言
っ
て
く
れ
る
。 
と
て
も
苦
し
い
挨
拶
、 
つ
ら
い
気
持
ち
が
募
り
、 
憎
悪
が
生
ま
れ
る
。 
人
間
の
運
命
は
厳
し
い
。 
ど
こ
で
生
ま
れ
、
ど
こ
で
死
ぬ
か 
 
 
 
 
 
 
 
 
メ
グ
レ
リ
・
ド
ツ
１
９
。 
 
［
史
料
二
〇
］ 
信
じ
ら
れ
な
い
。 
「
春
」、
甘
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。 
「
春
」、
皆
は
喜
ん
で
い
る
。 
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
声
は
、 
我
々
の
凍
っ
た
心
を
溶
か
し
、
温
め
て
く
れ
る
の
か
。 
私
は
信
じ
ら
れ
な
く
、
喜
べ
と
言
う
な
と
言
い
た
い
。 
8 
 
そ
の
よ
う
な
運
命
を
、
ど
の
よ
う
に
喜
ぶ
と
い
う
の
か
。 
長
期
に
亘
り
苦
し
め
ら
れ
た
心
は
、
弱
い
期
待
で
落
ち
着
か
な
い
。 
我
々
の
国
に
、
春
の
光
が
差
し
込
む
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
。 
ミ
ケ
ラ
ゼ
・VL
、
一
九
〇
五
年
一
月
四
日
、
ト
ビ
リ
シ
２
０
。 
 
［
史
料
二
一
］ 
（
ミ
ケ
ラ
ゼ
・VL
に
応
え
て
） 
「
春
」
の
こ
と
を
歌
手
た
ち
は
、 
周
り
で
甘
い
声
で
歌
っ
て
い
る
。 
彼
ら
の
声
を
聴
い
た
者
は
み
ん
な
、 
強
く
な
る
。 
素
晴
ら
し
い
民
族
の
力
に
よ
っ
て
、 
将
来
の
勝
利
は
間
違
い
な
い
。 
将
来
の
勝
利
へ
の
期
待
が
、 
我
々
の
心
に
は
あ
る
。 
こ
れ
を
き
っ
か
け
に 
楽
し
み
、
勇
気
を
も
っ
て
、 
「
春
」
を
歌
う
。 
ボ
ケ
リ
ア
・G
２
１
。 
 
［
史
料
二
二
］ 
あ
い
さ
つ 
太
陽
は
上
か
ら 
動
か
な
い
暗
い
国
に
光
を
放
っ
た
。 
親
の
よ
う
に
抱
き
し
め
た
。 
抱
き
し
め
て
キ
ス
し
た
。 
興
奮
し
た
鳥
は
鳴
き
始
め
、 
喜
び
に
自
然
も
参
加
し
た
。 
や
っ
と
こ
の
喜
び
に
出
会
え
た
。 
9 
 
喜
ん
だ
岩
は
、
岩
に
あ
い
さ
つ
し
た
。 
ツ
バ
メ
は
喜
ん
で
、 
太
陽
を
愛
し
た
。 
冬
に
迫
害
さ
れ
た
も
の
は
、 
春
に
呼
び
掛
け
る
。 
ツ
バ
メ
万
歳
！ 
彼
ら
の
婆
や
万
歳
！ 
世
界
を
目
覚
め
さ
せ
た 
太
陽
の
王
、
万
歳
！ 
イ
リ
コ
２
２
。 
 
［
史
料
二
三
］ 
「
グ
リ
ア
風
２
３
の
子
守
唄
」 
君
は
ま
だ
乳
児
だ
、 
大
人
に
な
っ
た
後
に
変
わ
る 
お
お
、
こ
れ
は
す
ご
い 
（oi, amas venatsvale
） 
私
は
奴
隷
と
し
て
生
ま
れ
、 
奴
隷
と
し
て
疲
れ
た
。 
君
の
運
命
は
違
う
。 
お
お
、
こ
れ
は
す
ご
い
。 
昔
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
は
存
在
し
な
い 
今
日
の
も
の
は
、
ま
た
は
明
日
に
は
変
わ
る 
道
と
し
て
続
い
て
ゆ
く
。 
お
お
、
こ
れ
は
す
ご
い
。 
い
つ
も
と
違
う
子
守
唄
を
歌
う
、 
よ
く
覚
え
な
さ
い
。 
助
け
て
く
れ
た
人
に
感
謝
し
て
。 
お
お
、
こ
れ
は
す
ご
い
。 
私
の
心
配
に
つ
い
て
は
、
質
問
し
な
い
で
。 
10 
 
君
に
は
、
我
々
の
正
当
性
を
証
明
す
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
。 
お
お
、
こ
れ
は
す
ご
い 
。 
し
か
し
、
ま
だ
乳
児
だ
。 
早
く
大
人
に
な
っ
て
。 
子
供
に
言
い
た
い
。 
お
お
、
こ
れ
は
す
ご
い
。 
 
 
 
 
ア
カ
キ
２
４
。 
 
［
史
料
二
四
］ 
も
ち
ろ
ん
、
ロ
シ
ア
の
国
境
に
住
ん
で
い
る
小
民
族
の
間
で
、
日
本
の
勝
利
と
ロ
シ
ア
の
惨
敗
が
大
き
な
喜
び
を
招
い
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
も
、
み
ん
な
戦
争
の
情
報
を
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
待
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、『
ツ
ノ
ビ
ス
・
フ
ル
ツ
ェ
ー
リ
新
聞
』
の
発
行
部
数
は
一
万
五
〇
〇
〇
部
に
達
し
た
。
私
た
ち
は
新
聞
の
戦
争
に
関
す
る
記
事
に
注
目
し
た
。
ビ
ラ
ニ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
シ
ャ
ク
ロ
記
者
は
戦
争
の
情
報
を
う
ま
く
選
び
、
記
事
を
書
い
た
。
参
謀
本
部
の
大
尉
ゲ
デ
ヴ
ァ
ニ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
イ
オ
セ
ブ
は
、
戦
争
に
つ
い
て
分
析
的
な
記
事
を
書
い
た
。
大
人
と
子
供
も
、
労
働
者
と
知
識
人
も
、
都
市
で
も
田
舎
で
も
人
々
は
戦
争
の
情
報
に
注
目
し
て
い
た
。
日
本
軍
の
将
軍
、
野
木
、
東
郷
、
黒
木
、
大
山
の
名
前
を
み
ん
な
覚
え
、
彼
ら
に
つ
い
て
感
動
し
な
が
ら
話
し
た
。
さ
ら
に
、
み
ん
な
は
ア
カ
キ
の
詩
「
お
お
、
こ
れ
は
す
ご
い
」（
オ
イ
、
ア
マ
ー
ス
、
ヴ
ェ
ナ
ツ
ヴ
ァ
レ
）
を
よ
く
知
っ
て
い
た
２
５
。 
 
［
史
料
二
五
］ 
こ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
血
を
流
し
た
民
族
は
な
い
。 
小
柄
な
人
間
が
大
き
な
故
郷
の
た
め
に
命
を
落
と
し
て
い
る
。 
や
る
気
が
あ
り
、
熱
い
心
を
持
ち
、
国
境
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
民
族
は
ほ
か
に
存
在
し
な
い
。 
家
も
無
く
苦
し
ん
だ
我
々
の
民
族
に 
喜
び
を
も
た
ら
し
た
。 
他
人
と
自
分
の
流
し
た
血
で
、 
山
林
を
赤
く
染
め
た
。 
「
故
郷
の
国
土
の
一
セ
ン
チ
で
も
、 
敵
か
ら
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
い
」
と
叫
ん
で
い
る
。 
11 
 
こ
れ
を
見
る
と
、
興
奮
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
２
６
。 
 
［
史
料
二
六
］ 
我
々
の
我
慢
に
も
限
界
が
あ
る
。
一
〇
〇
年
も
の
間
、
奴
隷
的
で
屈
辱
的
な
生
活
で
苦
し
ん
で
い
る
。
も
う
た
く
さ
ん
だ
！
こ
の
よ
う
な
生
活
で
次
の
こ
と
を
教
わ
っ
た
「
繁
栄
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
戦
い
が
必
要
で
あ
り
、
戦
わ
な
け
れ
ば
自
由
を
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
中
略
）。
今
日
、
我
々
は
教
育
不
足
や
優
柔
不
断
の
状
況
を
倒
す
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
お
け
る
政
治
的
な
自
由
思
想
や
行
動
の
基
礎
を
確
立
し
た
い
。（
中
略
） 
我
々
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
二
つ
の
方
法
を
用
い
る
予
定
で
あ
る
。
①
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
向
け
て
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
の
強
制
・
不
正
行
動
を
暴
露
す
る
こ
と
。
②
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
中
で
あ
る
問
題
を
批
判
す
る
こ
と
。
し
か
し
、
事
実
だ
け
を
紹
介
す
る
こ
と
だ
け
で
は
目
的
を
達
成
で
き
な
い
の
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
将
来
の
独
立
維
持
に
関
し
て
語
る
必
要
が
あ
る
（
中
略
）。 
最
後
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
の
新
聞
と
共
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
新
聞
も
刊
行
す
る
。
こ
の
新
聞
は
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
予
想
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
新
聞
の
仲
介
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
の
自
由
主
義
者
や
社
会
主
義
者
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
民
族
自
決
の
問
題
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
他
方
で
、
同
新
聞
に
よ
っ
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
過
去
と
現
在
、
そ
し
て
未
来
の
計
画
を
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
２
７
。 
 
［
史
料
二
七
］ 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
自
治
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
完
全
独
立
を
要
求
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
帝
国
内
で
の
完
全
自
治
を
要
求
し
て
い
る
か
。
ど
の
よ
う
な
自
由
権
が
欲
し
い
か
、
隣
国
や
隣
民
族
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
。
本
記
事
は
、
そ
の
よ
う
な
様
々
な
質
問
を
答
え
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
、
我
々
は
完
全
独
立
を
目
指
す
者
で
は
な
い
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
完
全
に
独
立
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
良
く
な
い
こ
と
も
理
解
し
て
い
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 
一
つ
目
は
、
コ
ー
カ
サ
ス
諸
民
族
の
生
活
が
お
互
い
に
経
済
的
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
そ
の
諸
民
族
か
ら
離
れ
て
一
つ
の
国
家
を
建
国
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
様
々
な
困
難
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。 
二
つ
目
は
、
完
全
独
立
の
実
現
は
コ
ー
カ
サ
ス
に
と
っ
て
非
常
な
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
コ
ー
カ
サ
ス
か
ら
自
ら
撤
退
し
て
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
列
強
が
コ
12 
 
ー
カ
サ
ス
を
中
立
国
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
我
々
は
こ
れ
を
期
待
し
て
い
る
が
、
不
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。
ロ
シ
ア
帝
国
は
完
全
な
自
由
主
義
の
政
府
が
成
立
す
る
場
合
も
、
自
ら
コ
ー
カ
サ
ス
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
は
な
い
。
ロ
シ
ア
帝
国
は
コ
ー
カ
サ
ス
経
由
で
ア
ジ
ア
に
進
出
し
て
お
り
、
新
し
い
市
場
の
獲
得
を
狙
っ
て
い
る
。
政
府
が
変
わ
っ
て
も
ロ
シ
ア
帝
国
は
植
民
地
政
策
を
続
け
る
。
例
と
し
て
ド
イ
ツ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
は
民
主
主
義
が
進
歩
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
土
は
拡
大
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
だ
け
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
も
同
様
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
帝
国
も
列
強
と
同
様
の
政
策
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
コ
ー
カ
サ
ス
は
中
東
・
中
央
ア
ジ
ア
と
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
コ
ー
カ
サ
ス
か
ら
撤
退
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
２
８
。 
 
［
史
料
二
八
］ 
政
府
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
今
年
、
ク
タ
イ
シ
グ
ベ
ー
ル
ニ
ヤ
か
ら
兵
役
義
務
の
た
め
に
三
七
二
七
人
、
ト
ビ
リ
シ
グ
ベ
ー
ル
ニ
ヤ
か
ら
（
ザ
カ
タ
ラ
地
域
を
含
む
）
三
四
一
六
人
が
徴
兵
さ
れ
た
。
バ
ツ
ミ
地
域
か
ら
の
徴
兵
数
が
最
も
少
な
い
（
四
三
人
）。
テ
ル
ギ
地
域
か
ら
は
七
二
〇
人
（
そ
の
う
ち
一
〇
〇
人
が
オ
セ
チ
ア
人
）
で
あ
る
２
９
。 
 
［
史
料
二
九
］ 
グ
リ
ア
か
ら
情
報
が
届
い
た
。
百
姓
は
兵
役
義
務
を
果
た
さ
な
い
こ
と
を
誓
っ
た
。
も
し
コ
ー
カ
サ
ス
で
戦
争
の
た
め
の
動
員
が
始
ま
る
な
ら
、
グ
リ
ア
の
よ
う
に
、
全
ジ
ョ
ー
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
も
兵
役
を
忌
避
す
る
に
違
い
な
い
。
我
々
の
敵
は
日
本
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
政
府
で
あ
る
こ
と
を
民
衆
は
理
解
し
て
い
る
。
民
衆
は
政
府
を
そ
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
の
に
、
政
府
は
そ
の
こ
と
を
理
解
で
き
ず
、
一
万
一
二
〇
〇
人
の
兵
士
の
獲
得
で
き
る
と
期
待
し
て
お
り
、
極
東
の
戦
線
に
派
遣
す
る
予
定
の
よ
う
だ
３
０
。 
 
［
史
料
三
〇
］ 
コ
ー
カ
サ
ス
の
民
族
た
ち
！
武
装
蜂
起
の
と
き
で
あ
る
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
労
働
者
は
武
器
な
し
で
政
府
と
の
交
渉
を
図
っ
た
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
終
了
し
た
か
。
自
由
と
独
立
が
い
つ
も
民
衆
の
活
動
の
目
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
流
れ
る
血
は
聖
な
る
も
の
で
あ
る
。
自
由
と
独
立
の
た
め
に
命
を
失
う
こ
と
は
名
誉
で
あ
る
。
命
を
か
け
た
勇
敢
な
兵
士
た
ち
に
万
歳
！ 
コ
ー
カ
サ
ス
労
働
者
の
同
盟
万
歳
！ 
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国
際
社
会
主
義
万
歳
！ 
ロ
シ
ア
革
命
と
コ
ー
カ
サ
ス
の
将
来
国
家
連
合
万
歳
！ 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
連
邦
派
党
の
海
外
局 
一
九
〇
五
年
一
月
三
〇
日
３
１
。 
 
［
史
料
三
一
］ 
六
月
ノ
末
ニ
至
り
知
矢
ト
其
知
己
諸
党
派
ト
ノ
関
係
漸
ク
熱
シ
来
り
タ
ル
ヲ
以
テ
之
ト
相
前
後
シ
テ
巴
里
ニ
ス
リ
該
地
ニ
ア
ル
「
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
」
党
ノ
「
デ
カ
ノ
ー
ジ
―
」「
ド
ロ
シ
ャ
ク
」
党
ノ
「
メ
リ
コ
フ
」
公
ニ
諮
リ
（
中
略
）
下
官
ハ
諸
党
派
ノ
意
嚮
ヲ
一
層
確
ム
ル
ノ
必
要
ヲ
感
シ
ト
共
ニ
公
爵
「
ロ
ー
レ
ス
メ
リ
コ
フ
」
ノ
意
見
ヲ
問
ヘ
リ
「
メ
リ
コ
フ
」
ハ
共
同
運
動
ニ
付
テ
ハ
強
チ
不
同
意
ニ
ア
ラ
サ
ル
モ
反
対
党
派
ノ
連
合
ハ
政
府
側
の
反
動
ヲ
頗
ル
強
フ
セ
ン
コ
ト
ヲ
恐
レ
タ
リ
又
一
方
ニ
於
テ
革
命
党
、
民
権
社
会
党
、
波
蘭
ノ
国
民
社
会
両
党
高
架
斯
ノ
両
党
及
フ
菲
蘭
土
党
等
各
其
党
派
ノ
主
義
目
的
ヲ
異
ニ
シ
又
地
方
ニ
因
リ
固
有
ノ
希
望
ア
ル
ヲ
以
テ
宣
言
書
ハ
到
底
何
レ
ノ
党
派
ヲ
モ
満
足
セ
シ
メ
得
サ
ル
ヲ
心
配
シ
タ
リ
キ 
「
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
」
党
ハ
資
力
ニ
頗
ル
欠
乏
ス
ル
ヲ
以
テ
若
干
ノ
補
助
ヲ
得
ハ
其
方
法
ノ
如
何
ヲ
問
ハ
ス
連
合
同
作
ニ
加
ハ
ル
ヘ
キ
ヲ
該
党
巴
里
委
員
「
デ
カ
ノ
ー
ジ
―
」
ニ
因
テ
発
言
セ
リ
３
２
。 
 
［
史
料
三
二
］ 
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
ま
で
新
聞
を
読
ん
で
時
間
を
つ
ぶ
し
た
。
日
本
人
が
ロ
シ
ア
人
よ
り
上
手
く
戦
っ
て
い
る
こ
と
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
は
驚
い
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
が
腐
敗
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
だ
。
奴
隷
化
さ
れ
た
民
族
ら
や
ロ
シ
ア
の
先
進
政
党
な
ど
は
、
す
べ
て
ロ
シ
ア
帝
国
に
反
対
し
て
い
る
（
中
略
）。
日
本
軍
は
ニ
ュ
ー
・
チ
ュ
ワ
ン
ゴ
も
イ
ン
コ
ウ
も
す
で
に
獲
得
し
て
、
ま
も
な
く
旅
順
と
奉
天
も
占
領
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。
小
さ
な
日
本
は
自
国
の
文
明
後
か
ら
で
、
強
大
な
ロ
シ
ア
を
倒
し
た
３
３
。 
 
［
史
料
三
三
］ 
而
シ
テ
露
国
革
命
党
ヲ
中
心
ト
シ
其
他
ノ
諸
党
ハ
之
ニ
従
ッ
テ
運
動
ヲ
開
始
ス
ヘ
キ
筈
ト
ナ
レ
リ
之
カ
為
メ
兵
器
ノ
購
買
ニ
従
事
セ
リ
兵
器
購
買
ハ
波
蘭
土
ハ
金
銭
ヲ
給
与
シ
自
由
ニ
購
買
セ
シ
メ
其
他
ノ
党
派
ハ
兵
器
ノ
売
物
ヲ
見
付
ケ
次
第
ニ
金
銭
ヲ
支
出
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
レ
リ
兵
器
ノ
購
買
ハ
困
難
ナ
ル
事
業
ナ
リ
殊
ニ
党
派
ニ
由
テ
其
嗜
好
ヲ
同
フ
セ
ス
仮
令
ハ
革
命
党
波
蘭
土
社
会
党
ノ
如
ク
其
党
員
職
工
ヲ
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主
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
於
テ
ハ
小
銃
ヲ
好
マ
ス
又
菲
蘭
土
及
高
架
斯
等
ハ
寧
ロ
小
銃
ヲ
好
ム
ハ
其
党
員
ニ
農
民
多
ク
含
有
セ
ラ
ル
レ
ハ
ナ
リ
３
４
。 
 
［
史
料
三
四
］ 
マ
ッ
ソ
ン
夫
人
メ
イ
ド
（
サ
イ
ン
） 
本
情
報
に
接
す
る
や
、
た
だ
ち
に
監
視
班
を
同
ホ
テ
ル
内
外
に
配
備
。
四
月
三
〇
日
、
明
石
宿
泊
の
二
〇
号
室
に
隣
接
す
る
一
九
号
室
借
り
上
げ
に
成
功
。
こ
れ
ら
隣
接
す
る
二
室
は
厚
い
壁
で
仕
切
ら
れ
て
お
り
、
ド
ラ
ム
の
二
面
の
ご
と
く
二
重
扉
が
つ
い
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
、
こ
の
二
重
扉
の
両
方
に
小
さ
な
ド
ア
ー
が
あ
り
、
そ
の
一
方
つ
ま
り
一
九
号
室
に
通
ず
る
方
を
全
開
に
し
て
お
い
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
第
二
〇
号
室
と
我
々
を
隔
て
て
お
る
の
は
通
常
の
ド
ア
ー
一
枚
で
あ
り
、
ま
さ
か
の
事
態
が
隣
室
側
か
ら
発
生
せ
ぬ
よ
う
、
鍵
は
あ
ら
か
じ
め
抜
き
取
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
通
常
、
大
佐
が
訪
問
者
を
引
見
し
て
話
を
交
わ
す
執
無
用
デ
ス
ク
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
ド
ア
ー
の
脇
に
あ
り
ま
す
。
前
期
の
よ
う
な
好
都
合
な
状
況
が
生
ま
れ
た
た
め
、
五
月
二
日
火
曜
日
、
午
後
三
時
よ
り
六
時
に
か
け
三
時
間
に
わ
た
り
、
明
石
と
ヂ
ェ
カ
ノ
ー
ジ
の
間
に
取
り
交
わ
さ
れ
た
会
話
が
、
ほ
と
ん
ど
逐
語
的
に
傍
受
で
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。 
我
々
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
都
合
の
よ
い
条
件
、
と
り
わ
け
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
く
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
明
石
大
佐
は
ロ
シ
ア
語
が
話
せ
ず
、
ま
た
ヂ
ェ
カ
ノ
ー
ジ
の
方
は
日
本
語
が
操
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
対
話
は
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
ら
ざ
る
を
得
ず
、
し
か
も
明
石
は
流
暢
と
は
い
え
非
常
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
で
話
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 
こ
の
注
目
す
べ
き
会
話
の
要
点
は
、
本
年
五
月
三
日
の
報
告
第
一
二
五
号
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
簡
潔
に
そ
の
内
容
を
反
復
す
る
こ
と
は
無
益
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。 
ヂ
ェ
カ
ノ
ー
ジ
は
ロ
シ
ア
の
問
題
状
況
を
詳
細
に
図
解
し
、
革
命
運
動
の
若
干
の
ケ
ー
ス
を
話
し
、
特
に
グ
ル
ジ
ア
に
お
け
る
扇
動
行
動
に
関
し
詳
述
し
て
お
り
、
こ
れ
に
た
い
し
て
明
石
側
も
援
助
を
約
し
、
そ
の
際
マ
ク
シ
ー
モ
フ
某
な
る
将
校
の
名
前
も
出
て
お
り
ま
す
。 
そ
の
後
会
話
は
必
要
資
金
の
問
題
に
移
り
、
両
者
は
こ
れ
を
長
時
間
に
わ
た
っ
て
議
論
致
し
ま
し
た
。
そ
の
際
明
石
は
一
二
万
五
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
数
え
分
け
、
ヂ
ェ
カ
ノ
ー
ジ
に
手
渡
し
て
お
り
ま
す
。
当
方
に
は
っ
き
り
と
札
束
を
数
え
る
気
配
が
伝
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
、
連
絡
時
の
変
名
に
つ
き
打
つ
合
わ
せ
、
ヂ
ェ
カ
ノ
ー
ジ
側
は
「
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
」、
明
石
は
「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
」
と
決
ま
り
、
ま
た
若
干
の
手
紙
は
ヂ
ェ
カ
ノ
ー
ジ
の
姑
レ
ヌ
フ
夫
人
宛
て
に
送
る
手
筈
ト
な
り
ま
し
た
３
５
。 
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［
史
料
三
五
］ 
第
四
回
旅
行
中
墺
国
維
納
府
ニ
下
官
ヲ
待
チ
シ
波
蘭
土
「
イ
ン
ト
ラ
ン
シ
ー
ヂ
ア
ン
」
党
ノ
首
領
ス
ッ
デ
ニ
ッ
キ
―
」
ハ
瑞
土
ニ
数
万
挺
ノ
廉
価
ナ
ル
小
銃
ア
ル
ヲ
告
ゲ
シ
ヲ
以
テ
第
五
回
ノ
巴
里
行
ニ
於
テ
此
銃
器
ノ
購
買
法
ニ
就
テ
二
三
ノ
モ
ノ
ト
協
議
セ
リ
当
時
「
ア
ル
メ
ニ
ヤ
」
ハ
「
サ
ン
シ
ャ
モ
ン
」
ニ
テ
仏
国
ノ
古
式
銃
購
買
中
ナ
リ
シ
カ
瑞
士
ノ
「
ヴ
ェ
テ
ル
ソ
ー
」
銃
購
買
ノ
事
ヲ
高
架
斯
「
ゲ
ヲ
ル
ギ
ー
」
党
ノ
「
デ
カ
ノ
ー
ジ
―
」
ニ
語
リ
其
購
買
法
研
究
ヲ
求
メ
タ
リ
「
デ
カ
ノ
ー
ジ
―
」
ハ
其
同
郷
ノ
老
友
ニ
シ
テ
無
政
府
党
タ
ル
知
名
ノ
哲
学
者
「
チ
ェ
ル
チ
ツ
ソ
ー
フ
」
ヲ
介
シ
終
ニ
瑞
士
ノ
無
政
府
党
員
タ
ル
金
満
家
「
ボ
ー
」
ハ
其
同
窓
ノ
友
人
タ
ル
砲
兵
工
厳
提
理
タ
ル
大
佐
某
ニ
由
テ
売
買
ノ
条
約
ヲ
結
フ
ニ
至
レ
リ
３
６
。  ［
史
料
三
六
］ 
六
月
三
日
ヂ
ェ
カ
ノ
ー
ジ
、
明
石
大
佐
よ
り
以
下
の
内
容
の
書
簡
を
受
け
取
る
（
六
月
一
三
日
付
、
報
告
二
一
〇
号
） 
「
拝
啓 
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
は
事
う
ま
く
運
ば
ず
、
本
官
は
目
下
ロ
ン
ド
ン
に
あ
り
、
な
お
数
日
滞
在
す
る
心
積
も
り
で
す
。
そ
ち
ら
は
い
か
が
で
す
か
。
精
力
的
に
働
い
て
頂
き
た
い
。
出
航
を
ど
う
す
る
か
、
ご
一
考
く
だ
さ
い
。
一
刻
も
早
く
手
を
打
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
パ
リ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
話
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
た
ぶ
ん
、
ホ
テ
ル
変
え
ず
水
曜
日
ま
で
当
地
に
戻
り
ま
す
。
当
急
お
返
事
迄
う
」
３
７
。 
 
［
史
料
三
七
］ 
レ
シ
ー
ト 
デ
カ
ノ
ー
ジ
さ
ん
か
ら
、
ヴ
ェ
ッ
テ
ル
ス
銃
七
千
挺
（
七
〇
〇
〇
）
と
一
一
〇
万
発
弾
丸
を
購
入
す
る
た
め
、
六
万
六
〇
〇
フ
ラ
ン
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
、
一
九
〇
五
年
七
月
二
二
日
３
８
。 
 
［
史
料
三
八
］ 
（
一
九
〇
五
年
八
月
一
六
日
） 
ロ
シ
ア
政
府
は
眠
っ
て
お
ら
ず
、（
オ
フ
ラ
ー
ナ
）
様
々
な
方
法
を
駆
使
し
な
が
ら
、
ど
こ
か
ら
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
武
器
を
輸
送
し
て
い
る
の
か
捜
査
し
て
い
る
。
私
は
秘
密
警
察
員
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
郵
便
局
員
な
ど
を
ス
パ
イ
と
し
て
雇
う
こ
と
に
よ
っ
て
私
の
計
画
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
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論
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
私
も
眠
っ
て
い
な
い
。
様
々
な
届
け
先
を
利
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
順
調
な
活
動
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
オ
フ
ラ
ー
ナ
の
監
視
網
に
対
し
て
一
人
で
抵
抗
し
て
い
る
。
い
つ
ま
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
し
、
一
回
だ
け
失
敗
も
し
た
。
武
器
の
輸
送
方
法
を
オ
フ
ラ
ー
ナ
は
ま
だ
知
ら
な
い
が
、
こ
こ
に
も
調
べ
に
来
て
い
る
。
今
日
も
昼
食
の
後
に
ボ
ー
氏
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
。
彼
は
我
々
の
た
め
に
非
常
に
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
が
、
オ
フ
ラ
ー
ナ
や
オ
フ
ラ
ー
ナ
の
ス
パ
イ
か
ら
秘
密
を
ど
の
よ
う
に
守
る
の
か
わ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
い
つ
で
も
私
の
指
導
の
下
で
活
動
し
て
い
る
３
９
。 
 
 
［
史
料
三
九
］ 
シ
リ
ウ
ス
号
の
購
入
す
る
際
の
レ
シ
ー
ト 
私
は
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
た
め
に
、
兄
弟
のT
・L
・
コ
ル
ネ
ル
セ
ン
を
通
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
船
シ
リ
ウ
ス
号
を
購
入
し
た
。
価
格
は
二
九
〇
〇
ポ
ン
ド
、
修
理
す
る
た
め
に
八
二
五
ポ
ン
ド
４
０
。 
 
［
史
料
四
〇
］ 
（
一
九
〇
五
年
一
二
月
二
六
日
） 
ト
ル
コ
の
港
の
次
長
は
船
に
乗
り
込
ん
で
き
て
、
私
は
自
分
の
部
屋
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
そ
こ
で
「
こ
の
船
に
武
器
が
あ
る
。
我
々
は
そ
の
こ
と
を
本
当
に
知
っ
て
い
る
の
だ
。」
と
言
わ
れ
た
。
私
は
彼
に
全
て
の
書
類
を
見
せ
て
、
船
に
は
コ
ー
ヒ
と
墨
だ
け
が
積
み
込
ま
れ
て
お
り
、
ガ
ラ
ツ
ィ
（
ル
ー
マ
ニ
ア
）
ま
で
運
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
と
言
っ
た
。
し
か
し
次
長
は
、「
書
類
は
問
題
な
い
が
、
船
に
は
確
か
に
武
器
が
積
み
込
ま
れ
て
い
る
」
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
私
は
、
彼
の
目
の
前
に
お
金
を
置
い
た
。
次
長
は
そ
れ
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
と
、「
す
ぐ
に
出
港
で
き
る
」
と
言
っ
て
部
屋
か
ら
出
て
行
っ
た
。
し
か
し
そ
の
時
、
船
に
港
長
が
来
て
「
こ
の
船
を
止
め
る
」
と
言
う
。
次
長
は
、
港
長
に
「
船
の
書
類
に
は
問
題
な
。
船
を
止
め
る
理
由
が
な
い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
、
港
長
か
ら
も
許
可
を
受
け
て
、
ク
ル
ー
に
最
大
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
こ
と
を
命
令
し
た
。
一
一
月
一
八
日
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
か
ら
完
全
に
離
れ
て
、
ポ
チ
に
向
か
っ
た
４
１
。 
 
［
史
料
四
一
］ 
一
九
〇
五
年
、
す
で
に
革
命
的
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
を
含
む
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
様
々
な
政
党
も
、
ニ
コ
ラ
イ
二
世
を
打
倒
す
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
準
備
し
て
い
た
。
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ジ
ョ
ー
ジ
ア
革
命
的
社
会
主
義
連
邦
派
党
は
、
武
器
を
受
け
取
る
た
め
の
準
備
も
整
え
て
い
た
。
デ
カ
ノ
ジ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
武
器
を
海
外
（
ス
イ
ス
）
で
購
入
し
た
。
武
器
の
積
み
込
ま
れ
た
シ
リ
ウ
ス
号
は
数
か
月
後
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
到
着
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
六
月
、
ジ
ャ
バ
ダ
リ
は
バ
ツ
ミ
に
到
着
し
、
武
装
蜂
起
し
た
場
合
に
バ
ツ
ミ
軍
が
ど
の
よ
う
な
態
度
を
取
る
の
か
探
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
愛
国
者
の
将
校
と
の
相
談
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
相
手
と
し
て
有
名
な
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
作
家
ク
リ
デ
ィ
ア
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
を
選
ん
だ
。
ク
ル
デ
ィ
ア
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
そ
の
時
、
家
族
と
一
共
に
「
ゴ
ロ
ド
ク
」
に
住
ん
で
い
た
。（
中
略
） 
ク
ル
デ
ィ
ア
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
我
々
の
計
画
を
と
て
も
喜
び
な
が
ら
聞
き
、
計
画
の
中
に
あ
る
問
題
点
も
修
正
し
て
く
れ
た
。 
ク
ル
デ
ィ
ア
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
私
は
う
れ
し
い
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。
や
っ
と
、
我
々
の
民
衆
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
二
頭
鷲
（
ロ
シ
ア
紋
章
）
の
足
か
ら
解
放
す
る
機
会
を
得
て
、
独
立
し
、
自
由
に
生
活
し
て
、
他
の
民
衆
と
平
等
と
な
る
。
こ
れ
は
私
の
目
的
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
戦
う
。
し
か
し
、
そ
う
考
え
て
い
る
の
は
こ
こ
で
は
私
一
人
だ
け
で
あ
り
、
周
り
は
警
察
官
ば
か
り
だ
。
親
友
の
軍
人
は
私
に
従
う
だ
ろ
う
が
、
残
り
の
者
は
ど
う
す
る
か
。
彼
ら
の
中
に
、
革
命
の
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
４
２
。 
 
［
史
料
四
二
］ 
又
高
架
斯
及
黒
海
方
面
ニ
輸
送
ノ
方
法
立
チ
在
瑞
勺
ノ
銃
八
千
五
百
丁
弾
百
二
十
万
ヲ
輸
送
シ
下
官
巴
里
出
発
ノ
数
日
前
此
輸
送
船
ハ
地
中
海
ノ
「
マ
ル
タ
」
ニ
到
着
セ
ル
ノ
報
ヲ
得
タ
リ
帰
朝
後
旧
冬
十
二
月
二
十
四
日
附
ノ
書
面
ヲ
得
タ
リ
日
々
前
途
ノ
好
望
益
多
シ
良
シ
ヤ
一
時
ニ
露
国
政
府
ヲ
顚
覆
ス
ル
ヲ
得
サ
ル
モ
一
歩
一
歩
ニ
之
ヲ
侵
略
セ
ン 
露
国
ニ
於
ケ
ル
帝
国
政
府
ノ
墜
落
ハ
殆
ン
ト
誰
モ
之
ヲ
疑
ハ
ス
黒
海
回
漕
ノ
兵
器
ハ
安
着
セ
リ
又
仮
装
巡
洋
艦
「
ア
シ
ャ
」
ニ
奪
ハ
レ
シ
兵
器
ハ
悉
ク
賄
賂
ニ
因
テ
買
い
戻
シ
其
数
八
千
四
百
丁
ナ
リ
シ
云
々
４
３
。  ［
史
料
四
十
三
］ 
（
写
し
） 
ベ
ル
リ
ン
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
、
パ
リ
、
ウ
ィ
ー
ン
、
ロ
ン
ド
ン
、
ロ
ー
マ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
モ
ス
ク
ワ
、
ソ
フ
ィ
ア
、
東
京
、
ブ
カ
レ
ス
ト
、
テ
ヘ
ラ
ン
、
マ
ド
リ
ッ
ド
、
デ
ン
・
ハ
ー
グ
、
キ
エ
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フ
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ア
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
。 
外
務
大
臣 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
会
議
は
今
月
二
六
日
午
後
五
時
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
を
宣
言
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
民
主
共
和
国
を
設
立
す
る
。
こ
こ
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
閣
下
よ
り
御
国
政
府
に
ご
報
告
頂
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
閣
議
議
長 
ラ
ミ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・N 
確
認
：
ソ
コ
ロ
ヴ
ス
キ 
一
等
書
記
官 
（
写
し
） 
民
主 
ジ
ョ
ー
ジ
ア 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
会
議
は
、
一
九
一
八
年
五
月
二
六
日
午
後
五
時
の
総
会
に
て
、
以
下
の
通
り
宣
言
し
た
。 ジ
ョ
ー
ジ
ア
独
立
の
議
事
録 
何
世
紀
も
の
間
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
自
由
で
独
立
し
た
国
家
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
一
八
世
紀
の
終
わ
り
に
、
敵
に
よ
っ
て
国
の
周
り
を
全
て
包
囲
さ
れ
、
ロ
シ
ア
が
外
部
の
敵
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
防
衛
す
る
と
い
う
条
件
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
自
発
的
に
ロ
シ
ア
と
同
盟
を
結
ん
だ
。 
ロ
シ
ア
大
革
命
の
間
、
全
て
の
軍
政
と
国
境
地
帯
の
崩
壊
を
も
た
ら
す
事
態
が
生
じ
、
ロ
シ
ア
軍
は
南
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
か
ら
去
っ
た
。 
こ
の
よ
う
に
彼
ら
の
固
有
の
勢
力
が
退
去
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
及
び
全
て
の
南
コ
ー
カ
サ
ス
の
国
々
は
、
自
国
の
運
命
を
自
ら
方
向
付
け
る
こ
と
を
決
め
、
各
自
行
政
機
関
を
設
立
し
た
。
し
か
し
外
部
勢
力
の
影
響
の
下
、
南
コ
ー
カ
サ
ス
の
人
々
を
結
び
つ
け
て
い
た
絆
は
解
け
、
政
治
的
統
一
も
崩
壊
し
た
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
の
現
況
は
、
外
部
勢
力
に
よ
る
隷
属
状
態
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
そ
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
自
由
な
発
展
の
基
礎
を
固
め
る
た
め
に
、
正
当
な
機
関
を
設
立
す
る
必
要
性
を
否
応
な
し
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
押
し
付
け
た
。 
そ
の
結
果
、
一
九
一
七
年
一
一
月
二
二
日
（
一
二
月
五
日
）
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
会
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
会
議
は
、
以
下
を
宣
言
す
る
。 
１
．
今
後
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
が
主
権
を
持
ち
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
独
立
国
家
と
し
て
全
権
を
享
受
す
る
国
家
と
す
る
。 
 
  
２
．
独
立
国
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
政
治
機
関
の
形
態
は
、
民
主
共
和
制
と
す
る
。 
 
 
３
．
国
際
的
対
立
の
場
合
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
常
に
中
立
と
す
る
。 
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４
．
ジ
ョ
ー
ジ
ア
民
主
共
和
国
は
全
て
の
国
家
、
と
り
わ
け
隣
国
国
家
及
び
国
民
と
の
友
好
関
係
設
立
を
目
指
す
。 
５
．
ジ
ョ
ー
ジ
ア
民
主
共
和
国
は
、
全
国
民
に
対
し
、
そ
の
国
籍
、
宗
教
、
社
会
的
地
位
、
性
別
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
私
権
及
び
政
治
的
権
利
を
そ
の
領
土
に
て
保
障
さ
れ
る
。 
６
．
ジ
ョ
ー
ジ
ア
民
主
共
和
国
は
、
そ
の
領
土
に
居
住
す
る
全
て
の
国
民
に
、
そ
の
発
展
の
た
め
自
由
な
土
地
を
与
え
る
。 
７
．
ジ
ョ
ー
ジ
ア
全
体
の
行
政
の
頂
点
に
立
つ
憲
法
制
定
議
会
の
召
喚
ま
で
は
、
国
家
の
少
数
民
族
の
代
表
を
含
む
国
民
会
議
が
存
在
し
、
暫
定
内
閣
は
国
民
会
議
の
前
に
責
任
を
負
う
と
す
る
。 
写
し
確
認
済
み 
ガ
ム
バ
シ
ゼ
・W 
４
４
。 
 
［
史
料
四
四
］ 
 (
写
し) 
日
本
代
表
団
に
向
け
て 
平
和
会
議
に
て 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
に
関
す
る
以
前
の
覚
書
に
て
述
べ
た
問
題
に
つ
い
て
、
同
盟
列
強
諸
国
か
ら
は
い
か
な
る
回
答
も
届
い
て
い
な
い
。
上
記
列
強
諸
国
政
府
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
問
題
を
旧
ロ
シ
ア
帝
国
に
関
す
る
問
題
と
一
緒
に
関
連
付
け
て
議
論
に
入
る
可
能
性
を
残
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
重
大
な
支
障
を
き
た
す
こ
と
な
く
進
め
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
会
議
に
お
い
て
、
複
数
の
問
題
を
自
然
に
区
分
化
し
た
上
簡
略
化
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
そ
の
構
成
要
件
を
実
に
不
自
然
な
や
り
方
で
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
問
題
の
解
決
を
複
雑
に
す
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
ベ
ッ
サ
ラ
ビ
ア
以
上
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
厳
密
な
意
味
で
実
の
と
こ
ろ
ロ
シ
ア
問
題
に
は
含
ま
れ
な
い
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
は
自
国
に
適
し
た
形
で
行
使
す
る
権
利
が
あ
る
。（
上
記
に
示
し
た
二
国
が
さ
れ
た
よ
う
に
）
ロ
シ
ア
軍
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
相
互
政
治
協
定
の
結
果
ロ
シ
ア
帝
国
の
一
部
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
後
た
だ
ち
に
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
帝
国
の
崩
壊
後
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
は
一
世
紀
に
渡
る
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
ら
の
意
志
と
主
権
に
基
づ
き
、
自
由
を
表
明
し
、
独
立
を
宣
言
し
、
政
治
組
織
を
作
り
上
げ
た
。
そ
の
通
達
は
す
べ
て
の
列
強
諸
国
に
行
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わ
れ
、
こ
の
事
実
上
の
現
状
を
国
際
的
に
是
認
せ
し
め
た
上
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
平
和
会
議
に
期
待
し
て
い
る
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
が
主
張
す
る
領
土
は
、
大
昔
か
ら
す
で
に
正
当
な
財
産
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
に
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
の
中
で
主
要
な
役
割
を
現
在
果
た
し
て
い
る
列
強
諸
国
に
も
、
い
ず
れ
に
も
属
し
て
い
な
い
。
歴
史
上
の
国
境
に
お
い
て
、
心
の
底
か
ら
民
主
化
を
切
望
す
る
こ
と
に
よ
り
刷
新
を
図
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
は
、
常
に
支
配
的
要
素
に
置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
、
隣
国
国
民
と
の
十
分
な
協
調
を
図
り
な
が
ら
政
治
的
独
立
を
準
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。
コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
と
切
り
離
さ
れ
、
か
つ
て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
侵
略
の
た
め
の
主
要
な
位
置
付
け
に
あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
、
近
い
将
来
の
穏
健
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
は
最
も
重
要
な
存
在
で
は
な
い
。
ま
た
、
地
理
的
・
民
族
的
・
歴
史
的
観
点
か
ら
も
、
独
立
承
認
を
拒
否
す
る
正
当
な
理
由
は
見
当
た
ら
ず
、
独
立
政
治
の
存
在
を
要
求
す
る
全
て
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。
こ
の
情
勢
下
で
は
、
こ
の
よ
う
に
簡
潔
か
つ
明
確
で
確
実
な
問
題
の
解
決
方
法
次
第
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
の
大
混
乱
に
対
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
粛
清
、
あ
る
い
は
大
変
な
困
難
を
提
示
し
て
い
る
大
ロ
シ
ア
人
の
政
治
組
織
の
再
建
、
ま
た
あ
る
い
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
白
ロ
シ
ア
問
題
、
そ
し
て
他
を
引
き
合
い
に
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
紛
争
の
国
際
的
影
響
力
は
最
重
要
部
分
で
あ
る
。 国
家
が
正
当
に
存
在
す
る
た
め
に
も
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
、
主
要
な
段
階
す
ら
ま
だ
具
体
化
さ
れ
る
様
子
す
ら
見
え
な
い
こ
の
展
開
の
終
わ
り
を
待
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
諸
外
国
、
と
り
わ
け
西
洋
列
強
と
経
済
関
係
を
結
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
バ
ル
ト
海
と
太
平
洋
沿
岸
地
帯
の
間
に
位
置
す
る
国
々
の
証
人
と
し
て
、
激
動
政
治
の
解
決
策
を
待
た
ず
し
て
直
ち
に
国
家
の
在
り
方
に
向
け
準
備
す
べ
き
で
あ
る
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
別
の
国
家
と
し
て
独
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
西
ア
ジ
ア
に
お
い
て
適
切
で
確
実
な
位
置
づ
け
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
列
強
諸
国
に
よ
っ
て
今
す
ぐ
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
問
題
に
関
す
る
調
査
お
よ
び
議
論
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
我
々
が
ま
さ
に
準
備
し
て
い
る
国
際
的
秩
序
に
基
づ
い
た
選
挙
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 
地
理
的
孤
立
の
お
陰
で
列
強
の
政
治
と
の
折
衝
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
ア
が
一
時
的
に
退
け
ら
れ
て
い
る
こ
れ
ら
事
件
を
、
列
強
は
知
ら
ず
に
は
済
ま
せ
ら
れ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
常
に
多
く
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
士
官
や
兵
士
が
、
リ
ガ
か
ら
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
か
け
て
の
異
な
る
前
線
で
同
盟
列
強
の
共
通
の
問
題
に
、
栄
光
に
満
ち
て
戦
死
し
て
い
る
。 
血
を
流
し
た
国
々
が
、
そ
の
後
ブ
レ
ス
ト
＝
リ
ト
フ
ス
ク
条
約
に
行
き
着
く
政
治
的
変
事
に
参
加
す
る
21 
 
こ
と
は
な
い
。
こ
の
条
約
の
原
本
お
よ
び
発
起
人
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
よ
っ
て
決
し
て
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
。 
同
盟
列
強
の
た
め
に
戦
い
、
そ
の
後
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
過
激
主
義
者
お
よ
び
ト
ル
コ
に
対
抗
す
る
正
当
な
軍
に
引
き
渡
さ
れ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
は
、
こ
れ
ら
同
盟
列
強
の
同
情
を
当
て
に
す
る
権
利
が
あ
る
よ
う
に
見
え
、
そ
れ
ら
同
盟
列
強
に
よ
っ
て
基
本
的
表
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
古
く
か
ら
の
、
組
織
に
属
す
る
、
異
な
っ
た
人
々
、
そ
れ
は
つ
ま
り
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
な
の
だ
が
、
彼
ら
は
政
治
的
要
求
事
項
の
揺
る
が
な
い
根
拠
を
結
成
し
て
い
る
。 
前
述
を
考
慮
し
て
、
下
記
に
署
名
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
共
和
国
政
府
代
表
者
は
、
以
下
の
要
望
を
表
明
す
る
。 ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
問
題
は
ロ
シ
ア
問
題
全
体
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
直
ち
に
平
和
会
議
に
提
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 
連
合
国
会
議
は
ま
ず
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
と
そ
の
国
境
の
取
り
決
め
の
方
針
に
つ
い
て
決
断
を
下
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
独
立
し
た
共
和
国
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
他
の
問
題
に
つ
い
て
も
同
様
の
決
断
を
下
す
と
す
る
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
問
題
を
深
く
掘
り
下
げ
て
調
査
す
る
た
め
に
、
特
別
委
員
会
を
創
設
す
る
こ
と
が
非
常
に
好
ま
し
い
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
代
表
団
は
了
解
済
み
で
あ
り
、
万
一
の
場
合
、
関
与
し
て
い
る
国
々
の
了
解
に
つ
い
て
は
、
こ
の
委
員
会
が
連
合
国
会
議
に
報
告
書
を
委
ね
、
平
和
会
議
の
業
務
を
仕
上
げ
る
最
終
的
な
解
決
を
構
成
す
る
要
素
を
準
備
す
る
任
務
を
、
連
合
国
会
議
に
任
せ
る
こ
と
と
す
る
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
代
表
団 
署
名
：
グ
ワ
ル
ジ
ャ
ラ
ゼ
・C
、
ア
ヴ
ァ
リ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・D
、 
ガ
ム
バ
シ
ゼ
・W 
４
５
。 
 
［
史
料
四
五
］ 
巴
里
発
大
正
十
年
一
月
二
十
八
日
午
後
七
時
一
分
本
省
着
三
十
日
午
後
九
時
五
十
五
分 
内
田
外
務
大
臣 
石
井
大
使 
第
一
一
五
号 
最
高
会
議
報
告
（
二
十
七
日
午
後
） 
最
高
会
議
第
四
ニ
関
シ
希
臘
及
土
耳
古
政
府
ハ
何
レ
モ
聯
合
側
ノ
招
請
ヲ
受
ク
ル
ベ
キ
旨
回
答
シ
越
セ
リ 
最
高
会
議
第
六
ニ
関
シ
在
巴
里
「
ジ
ョ
ル
ジ
ア
」
代
表
者
ハ
同
国
ガ
法
律
上
ノ
承
認
ヲ
受
ケ
度
キ
希
望
ヲ
有
ス
ル
旨
正
式
ニ
通
告
シ
越
セ
リ 
賠
償
ノ
問
題
ヲ
討
議
ス
「
ロ
イ
ド
ジ
ョ
ー
ジ
」
独
逸
ガ
戦
費
並
戦
争
ニ
依
ル
損
害
ヲ
賠
償
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
道
徳
上
ノ
義
務
ア
ル
事
ハ
勿
論
ナ
レ
ド
独
逸
ノ
賠
償
シ
得
ベ
キ
損
害
額
ノ
何
程
ナ
リ
ヤ
ヲ
測
定
ス
ル
ガ
困
難
ノ
問
題
ナ
リ
独
逸
ガ
其
支
払
ヒ
得
ル
最
高
額
ヲ
支
払
ハ
ザ
ル
可
ラ
ザ
ル
事
明
カ
ナ
ル
モ
同
時
ニ
独
逸
ガ
「
ベ
ル
サ
イ
ユ
」
条
約
ニ
定
ム
ル
全
部
ノ
損
害
ヲ
支
払
ヒ
得
ザ
ル
事
亦
明
白
ナ
リ
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４
６
。  ［
史
料
四
六
］ 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
代
表
団 
署
名
：
グ
ワ
ル
ジ
ャ
ラ
ゼ
・C
、
ア
ヴ
ァ
リ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・D
、 
ガ
ム
バ
シ
ゼ
・W 
一
九
一
九
年
二
月
一
九
日 
パ
リ 
平
和
会
議
の 
米
国 
英
国 
フ
ラ
ン
ス 
日
本 
イ
タ
リ
ア 
代
表
団
に
向
け
て 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
問
題
及
び
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
独
立
問
題
に
対
す
る
同
盟
列
強
諸
国
の
関
心
は
薄
い
よ
う
で
あ
り
、
列
強
諸
国
政
府
の
見
解
と
し
て
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
問
題
は
二
の
次
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る
。 
こ
の
問
題
の
政
治
的
影
響
力
を
誇
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
要
素
を
深
く
掘
り
下
げ
正
当
に
評
価
し
て
頂
く
こ
と
が
良
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
歴
史
上
大
昔
の
時
代
に
遡
る
こ
と
は
時
間
が
か
か
る
上
に
厄
介
で
あ
る
が
、
我
々
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
問
題
が
一
九
世
紀
初
頭
に
も
提
出
さ
れ
た
事
実
を
呼
び
戻
す
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
る
。
何
度
か
機
会
が
あ
っ
た
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
国
王
達
が
、
攻
撃
的
な
イ
ス
ラ
ム
と
侵
略
者
に
対
抗
す
る
た
め
の
支
援
と
保
護
を
実
際
遠
す
ぎ
る
欧
州
に
対
し
て
嘆
願
す
る
こ
と
は
無
駄
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ア
の
保
護
領
に
な
る
道
を
模
索
し
て
国
王
達
は
非
常
に
積
極
的
な
政
治
を
行
っ
た
が
、
結
局
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
無
条
件
併
合
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。 
こ
れ
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
と
っ
て
国
家
の
大
惨
事
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
か
な
り
の
程
度
で
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ロ
シ
ア
帝
国
主
義
の
発
展
、
そ
し
て
欧
州
の
ペ
ル
シ
ャ
及
び
中
央
ア
ジ
ア
と
の
交
渉
を
ロ
シ
ア
が
独
占
支
配
す
る
こ
と
を
決
定
的
に
し
た
。
こ
の
広
大
な
領
土
に
お
け
る
欧
州
の
影
響
を
排
除
す
る
こ
と
で
、
拡
大
の
絶
好
の
機
会
か
も
と
捉
え
、
経
済
的
・
政
治
的
必
要
性
の
い
か
な
る
根
拠
も
説
明
さ
れ
な
か
っ
た
。 
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こ
の
全
て
の
深
刻
な
展
開
の
発
端
は
、
一
九
世
紀
か
ら
始
ま
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
問
題
、
つ
ま
り
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
併
合
と
い
う
解
決
策
に
あ
る
と
断
言
で
き
る
。
二
つ
の
海
に
挟
ま
れ
、
コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
の
南
に
位
置
す
る
こ
の
国
の
地
理
的
状
況
は
、
こ
の
奇
妙
な
現
象
を
説
明
す
る
に
十
分
で
あ
ろ
う
。 
し
か
し
、
現
代
の
条
件
下
で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
問
題
を
解
決
す
る
際
に
、
そ
の
原
因
と
結
果
の
脈
絡
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 
現
状
で
は
、
旧
ツ
ァ
ー
リ
帝
国
が
完
全
に
崩
壊
し
、
そ
れ
ら
の
国
の
い
く
つ
か
は
す
で
に
独
立
国
家
と
し
て
設
立
さ
れ
て
お
り
、
戦
勝
国
で
あ
る
同
盟
列
強
は
、
最
近
準
備
さ
れ
た
組
織
に
対
す
る
政
治
を
選
択
し
た
。
こ
れ
ら
列
強
は
、
ロ
シ
ア
が
主
導
権
を
握
る
か
そ
う
で
な
け
れ
ば
再
建
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
ロ
シ
ア
が
旧
ロ
シ
ア
帝
国
の
道
を
再
び
辿
る
の
か
、
と
い
う
将
来
を
調
整
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
新
し
い
国
家
に
対
す
る
形
式
上
の
承
認
に
関
し
非
常
に
慎
重
な
態
度
を
見
せ
て
お
り
、
よ
っ
ぽ
ど
の
異
例
で
な
い
限
り
認
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
ロ
シ
ア
の
無
気
力
な
状
態
と
突
然
の
復
活
を
期
待
す
る
の
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
列
強
諸
国
は
、
彼
ら
が
言
明
し
た
原
則
に
従
う
こ
と
を
望
む
欧
州
政
治
の
大
筋
に
従
い
、
ロ
シ
ア
帝
国
を
成
し
た
合
理
的
な
領
土
改
革
を
進
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 
こ
れ
ら
二
つ
の
仮
定
の
う
ち
一
つ
目
は
、
も
は
や
実
践
政
治
の
分
野
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
補
う
独
立
の
方
針
を
確
立
し
な
が
ら
、
ま
た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
独
立
と
ル
ー
マ
ニ
ア
を
含
む
ベ
ッ
サ
ラ
ビ
ア
の
会
議
を
認
め
な
が
ら
、
列
強
諸
国
は
、
分
割
で
き
な
い
国
家
と
し
て
か
つ
て
の
ロ
シ
ア
を
再
建
す
る
と
い
う
考
え
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
革
新
を
夢
見
る
国
々
と
穏
健
ロ
シ
ア
連
合
の
希
望
に
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
る
と
い
う
考
え
も
断
固
と
し
た
態
度
で
却
下
し
、
ロ
シ
ア
合
衆
国
、
ロ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
諸
共
和
国
・
・
・
等
と
い
っ
た
非
常
に
曖
昧
な
表
現
で
あ
る
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
け
れ
ど
も
往
年
の
ロ
シ
ア
帝
国
と
い
う
点
で
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
と
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
な
し
で
、
そ
し
て
ス
オ
メ
ン
リ
ン
ナ
、
キ
シ
ナ
ウ
も
な
し
で
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
も
し
、
大
き
く
頑
強
な
ロ
シ
ア
を
形
成
す
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
そ
こ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
シ
ベ
リ
ア
を
含
ん
だ
大
ロ
シ
ア
の
集
合
も
可
能
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
他
の
基
盤
の
上
に
そ
し
て
他
の
制
限
の
中
で
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 
直
面
す
る
も
う
一
つ
の
仮
定
は
、
欧
州
全
体
の
方
針
と
政
治
に
応
じ
て
ロ
シ
ア
の
領
土
を
操
作
す
る
政
治
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
に
依
存
し
て
い
る
列
強
を
必
然
的
に
取
り
囲
む
こ
の
政
治
に
む
し
ろ
向
か
っ
て
い
く
と
言
明
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
問
題
点
で
も
な
く
、
ロ
シ
ア
帝
国
主
義
者
と
も
互
い
に
は
決
し
て
相
容
れ
な
い
。
当
然
の
補
足
と
し
て
民
主
化
及
び
平
穏
な
ロ
シ
ア
を
要
求
す
る
。 
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こ
れ
ら
の
条
件
下
で
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
、
西
ア
ジ
ア
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
シ
リ
ア
、
そ
し
て
そ
の
他
の
国
々
で
生
み
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
政
治
的
均
衡
と
国
際
秩
序
に
鑑
み
て
、
南
コ
ー
カ
サ
ス
の
国
々
を
、
と
り
わ
け
そ
の
要
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
属
領
と
し
て
奪
い
返
そ
う
と
す
る
ロ
シ
ア
を
ど
う
し
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
る
の
か
。
領
土
拡
大
政
治
に
ロ
シ
ア
が
戻
り
や
す
く
す
る
た
め
な
の
か
。
ペ
ル
シ
ャ
や
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ト
ル
コ
に
残
る
ロ
シ
ア
縦
隊
の
新
た
な
征
圧
を
準
備
す
る
た
め
な
の
か
。
海
峡
や
地
中
海
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
ま
で
押
し
寄
せ
る
ロ
シ
ア
の
圧
力
の
刷
新
を
優
遇
す
る
た
め
な
の
か
。 
そ
れ
は
、
列
強
諸
国
が
続
け
る
行
為
の
将
来
を
維
持
す
る
た
め
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ロ
シ
ア
と
南
コ
ー
カ
サ
ス
の
間
に
あ
る
政
治
的
国
境
や
克
服
し
難
い
障
壁
の
よ
う
に
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
東
方
の
国
を
コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
に
横
た
わ
る
将
来
に
あ
る
恐
ろ
し
い
程
の
脅
威
か
ら
保
護
す
る
の
に
良
い
の
で
あ
る
。
そ
の
一
番
最
初
の
場
所
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
あ
り
、
列
強
の
保
護
下
に
あ
る
民
衆
の
独
立
を
承
認
し
な
が
ら
、
そ
し
て
そ
の
他
を
位
置
付
け
な
が
ら
、
西
ア
ジ
ア
で
準
備
す
る
政
治
制
度
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
た
の
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
な
の
で
あ
る
。 
ロ
シ
ア
帝
国
主
義
復
活
の
可
能
性
は
、
事
前
に
備
え
る
べ
き
唯
一
の
予
測
さ
れ
る
事
態
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
問
題
を
分
析
す
る
際
に
は
、
ド
イ
ツ
も
ま
た
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
帝
国
主
義
が
大
勝
利
を
お
さ
め
る
な
ら
、
そ
の
場
合
ロ
シ
ア
の
圧
力
は
、
地
中
海
そ
し
て
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
続
く
道
を
切
り
開
き
な
が
ら
実
行
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
あ
っ
と
い
う
間
に
ド
イ
ツ
も
加
わ
る
で
あ
ろ
う
。 
そ
し
て
大
陸
を
結
ぶ
本
来
の
回
廊
地
帯
で
あ
る
南
コ
ー
カ
サ
ス
と
、
欧
州
と
中
央
ア
ジ
ア
の
交
流
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
道
は
、
ロ
シ
ア
と
ド
イ
ツ
の
同
盟
の
意
の
ま
ま
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 
以
上
が
、
欧
州
と
ア
ジ
ア
の
将
来
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
列
強
同
盟
諸
国
そ
し
て
そ
の
他
国
家
の
最
重
要
の
関
心
事
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
た
、
こ
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
問
題
の
重
要
性
で
あ
る
。 
だ
が
も
う
一
つ
述
べ
て
お
く
こ
と
が
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
が
適
切
な
境
遇
を
決
め
ら
れ
る
よ
う
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
権
利
で
あ
る
。
自
ら
の
独
立
を
宣
言
し
、
自
国
政
府
を
準
備
し
、
敵
と
戦
う
た
め
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
列
強
同
盟
の
助
け
と
支
援
を
求
め
て
こ
な
か
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
、
政
府
を
事
実
上
の
存
在
と
し
て
承
認
す
る
よ
う
列
強
に
請
願
し
、
外
交
及
び
経
済
関
係
へ
の
着
手
、
そ
し
て
平
和
会
議
で
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
代
表
団
を
認
め
る
よ
う
訴
え
か
け
る
。
こ
れ
ら
は
、
我
々
の
独
立
が
正
式
に
承
認
さ
れ
、
国
際
的
賛
同
に
よ
っ
て
批
准
さ
れ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
進
む
べ
き
道
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
代
表
団 
署
名: 
グ
ワ
ル
ジ
ャ
ラ
ゼ
・C
、
ア
ヴ
ァ
リ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
・D
、 
ガ
ム
バ
シ
ゼ
・W 
４
７
。 
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［
史
料
四
七
］ 
一
九
一
九
年
六
月
一
四
日 
パ
リ 
No.
三
五
一-
三
五
六 
別
紙
一 
平
和
会
議 
各
団
長
殿 
代
表
団
：
ア
メ
リ
カ
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本 
 
最
近
ジ
ョ
ー
ジ
ア
代
表
団
に
、
ト
ビ
リ
シ
よ
り
電
報
が
届
い
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
共
和
国
に
対
す
る
デ
ニ
ー
キ
ン
指
揮
官
率
い
る
ロ
シ
ア
の
義
勇
軍
の
態
度
が
、
ま
す
ま
す
脅
威
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
過
激
主
義
者
と
戦
う
た
め
に
同
盟
列
強
に
よ
っ
て
励
ま
さ
れ
、
助
け
ら
れ
、
ま
た
供
給
を
受
け
て
い
る
こ
の
指
揮
官
は
、
黒
海
沿
岸
に
あ
る
メ
ハ
デ
ィ
ル
川
と
バ
ジ
ピ
川
の
間
を
含
む
地
帯
か
ら
立
ち
退
く
よ
う
ジ
ョ
ー
ジ
ア
軍
に
要
求
し
な
が
ら
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
国
境
で
対
立
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
。 
こ
の
よ
う
に
欲
し
が
っ
て
い
る
領
土
は
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
国
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
と
の
合
併
は
そ
の
国
民
投
票
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
共
和
国
の
範
囲
内
で
の
行
政
は
、
普
通
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
国
民
会
議
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
。 
そ
れ
ら
の
条
件
下
で
、
列
強
か
ら
提
供
さ
れ
た
武
器
・
弾
薬
を
使
っ
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
対
し
て
起
こ
し
て
い
る
デ
ニ
ー
キ
ン
指
揮
官
の
軍
事
行
動
は
、
列
強
に
よ
っ
て
支
援
を
受
け
て
い
る
義
勇
軍
の
軍
事
目
的
を
濫
用
し
て
い
る
の
が
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。 
既
成
事
実
を
前
に
し
た
平
和
会
議
に
あ
る
底
意
と
と
も
に
、
同
様
の
攻
撃
の
企
て
は
、
そ
れ
だ
け
に
ま
す
ま
す
受
け
入
れ
難
く
ま
た
許
し
難
い
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
旧
ロ
シ
ア
の
新
た
な
隣
国
の
地
位
の
規
定
に
関
し
て
交
渉
を
開
始
す
る
た
め
、
陣
地
は
目
下
準
備
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 
南
コ
ー
カ
サ
ス
の
国
々
に
お
け
る
デ
ニ
ー
キ
ン
指
揮
官
の
攻
撃
が
、
そ
の
平
和
と
秩
序
に
大
き
な
危
険
を
巻
き
込
む
こ
と
を
列
強
諸
国
の
代
表
団
に
指
摘
し
な
が
ら
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
代
表
団
は
列
強
を
前
に
支
援
す
る
責
務
が
あ
る
と
考
え
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
に
よ
る
こ
の
機
会
に
届
け
た
抗
議
は
、
ト
リ
ビ
シ
に
お
け
る
同
盟
及
び
連
合
列
強
の
使
節
団
に
も
向
け
ら
れ
て
お
り
、（
別
紙
参
照
の
こ
と
）
ロ
シ
ア
義
勇
軍
が
国
境
に
敬
意
を
払
う
よ
う
厳
命
す
る
た
め
列
強
諸
国
政
府
に
頼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
、
同
盟
の
司
令
部
の
同
意
と
と
も
に
、
住
民
の
権
利
と
意
思
に
従
い
、
コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
と
黒
海
の
間
を
事
実
上
占
領
さ
れ
た
。 
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代
表
団
団
長 
署
名
： 
チ
ェ
イ
ゼ
・N 
写
し
と
一
致 
一
九
二
〇
年
三
月
二
六
日 
パ
リ
４
８
。 
 
［
史
料
四
八
］
４
９ 
一
九
一
九
年
六
月
二
八
日 
パ
リ 
四
二
四
同
封  
No.
四
二
〇 
ク
レ
モ
ン
ソ
ー
殿 
バ
ル
フ
ー
ル
殿 
テ
ィ
ッ
ト
ー
リ
殿 
ラ
ン
シ
ン
グ
殿 
マ
キ
ノ
殿 
団
長
の
皆
様 
同
盟
及
び
連
合
列
強
諸
国
政
府
に
よ
っ
て
最
近
出
さ
れ
た
文
書
に
よ
る
と
、
旧
ロ
シ
ア
帝
国
の
枠
内
で
形
成
さ
れ
た
新
た
な
共
和
国
の
将
来
関
係
は
、
民
主
化
を
根
底
に
刷
新
さ
れ
た
ロ
シ
ア
と
と
も
に
調
整
さ
れ
る
こ
と
が
世
界
中
の
世
論
と
な
っ
て
お
り
、
ど
の
や
り
方
で
あ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
あ
り
得
る
国
際
連
盟
の
介
入
と
と
も
に
、
関
心
の
あ
る
二
国
間
で
の
賛
同
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
決
定
は
、
他
の
コ
ー
カ
サ
ス
国
家
間
で
適
用
さ
れ
る
。 
こ
の
よ
う
に
、
列
強
諸
国
の
意
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
一
方
、
コ
ー
カ
サ
ス
の
国
々
で
お
こ
っ
て
い
る
出
来
事
は
、
こ
の
意
向
に
対
し
て
明
ら
か
に
矛
盾
し
て
い
る
。
南
コ
ー
カ
サ
ス
の
独
立
し
た
二
共
和
国
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
、
同
盟
列
強
の
武
器
設
備
お
よ
び
士
気
の
強
力
な
協
力
を
確
信
し
て
い
る
デ
ニ
ー
キ
ン
指
揮
官
の
軍
隊
に
よ
り
直
接
的
な
脅
威
を
受
け
て
い
る
。 
と
り
わ
け
こ
の
支
援
を
強
み
と
し
、
義
勇
軍
は
、
黒
海
側
及
び
カ
ス
ピ
海
側
か
ら
南
コ
ー
カ
サ
ス
全
体
を
侵
略
す
る
準
備
を
し
て
い
る
。
こ
の
侵
略
は
必
然
的
に
、
執
拗
な
戦
い
、
無
政
府
状
態
、
そ
し
て
国
々
の
崩
壊
を
導
く
で
あ
ろ
う
。 
こ
の
よ
う
な
条
件
下
で
、
コ
ー
カ
サ
ス
の
国
々
に
最
も
友
好
的
な
形
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
同
盟
の
軍
隊
の
役
割
に
は
納
得
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
平
和
会
議
で
の
決
定
が
彼
ら
の
政
治
的
地
位
を
調
整
す
る
ま
で
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は
、
外
部
の
攻
撃
か
ら
避
難
し
な
が
ら
、
同
盟
の
軍
隊
の
存
在
が
こ
の
地
域
の
国
際
的
平
和
を
守
る
よ
う
で
あ
る
。 
コ
ー
カ
サ
ス
の
人
々
に
生
じ
た
驚
愕
は
、
合
法
的
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
将
来
の
そ
し
て
民
主
的
連
邦
制
ロ
シ
ア
と
「
賛
同
」
し
た
結
果
、
列
強
諸
国
議
会
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
た
人
々
が
、
同
時
に
デ
ニ
ー
キ
ン
指
揮
官
率
い
る
軍
隊
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
襲
撃
さ
れ
る
、
そ
の
武
器
や
戦
闘
方
法
は
同
じ
列
強
諸
国
か
ら
提
供
さ
れ
る
の
か
。 
我
々
の
国
民
そ
し
て
あ
る
種
我
々
の
共
和
国
の
将
来
に
関
わ
る
こ
の
事
件
で
は
、
西
洋
の
民
主
主
義
大
国
政
府
の
敬
意
及
び
尊
厳
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
代
表
団
は
、
コ
ー
カ
サ
ス
及
び
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
こ
の
事
件
に
御
国
が
個
別
に
介
入
さ
れ
る
こ
と
を
請
願
し
た
い
。
そ
れ
は
、
南
コ
ー
カ
サ
ス
の
共
和
国
が
自
由
と
平
和
を
手
に
入
れ
、
準
備
と
再
生
を
行
い
続
け
る
た
め
で
あ
る
。 敬
具 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
代
表
団
団
長
： 
 
［
史
料
四
九
］  
平
和
会
議 
 
 
 
 
 
 
 
オ
ル
セ
ー
河
岸 
事
務
局
長 
一
九
二
〇
年
二
月
七
日 
平
和
会
議
事
務
局
長
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
代
表
団
団
長
殿
に
対
し
、
日
本
政
府
が
英
国
政
府
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
政
府
と
歩
み
を
共
に
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
が
事
実
上
の
政
府
で
あ
る
と
承
認
し
た
こ
と
を
通
知
致
し
ま
す
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
代
表
団
団
長
殿
５
０
。 
 
［
史
料
五
〇
］ 
「
エ
ス
ト
ニ
ア
」「
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
」
及
「
ジ
ョ
ル
ジ
ア
」
各
国
政
府
ヲ
法
律
上
ノ
政
府
ト
シ
テ
承
認
ノ
件
閣
議
案 
「
エ
ス
ト
ニ
ア
」「
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
」
及
「
ジ
ョ
ル
ジ
ア
」
ノ
三
国
ハ
素
ト
旧
露
西
亜
帝
国
領
域
ノ
一
部
ヲ
成
シ
タ
リ
シ
カ
同
帝
国
崩
壊
ノ
後
「
エ
ス
ト
ニ
ア
」
ハ
大
正
七
年
二
月
二
四
日
「
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
」
ハ
同
年
一
一
月
一
八
日
又
「
ジ
ョ
ル
ジ
ア
」
ハ
同
年
五
月
二
六
日
ヲ
以
テ
各
ニ
其
ノ
独
立
ヲ
宣
言
セ
リ
連
合
諸
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国
ハ
右
三
国
ノ
国
情
安
定
ノ
域
ニ
向
ヒ
且
其
ノ
政
府
ノ
基
礎
略
鞏
固
ト
ナ
ル
ニ
迨
ヒ
事
実
上
ノ
政
府
ト
シ
テ
之
ヲ
承
認
シ
タ
ル
カ
帝
国
政
府
モ
亦
「
エ
ス
ト
ニ
ア
」
ニ
対
シ
テ
ハ
大
正
八
年
三
月
一
五
日
「
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
」
ニ
対
シ
テ
ハ
同
年
一
月
四
日
又
「
ジ
ョ
ル
ジ
ア
」
ニ
対
シ
テ
ハ
大
正
九
年
二
月
六
日
ヲ
以
テ
夫
々
事
実
上
ノ
政
府
ト
シ
テ
承
認
ヲ
与
ヘ
タ
リ 
大
正
一
〇
年
一
月
巴
里
ニ
開
催
セ
ラ
レ
タ
ル
連
合
国
最
高
議
会
（
日
英
仏
伊
白
五
国
代
表
者
参
列
）
ニ
於
テ
波
羅
的
地
方
及
高
加
索
地
方
ノ
新
興
諸
国
ニ
対
シ
法
律
上
ノ
承
認
ヲ
与
フ
可
キ
ヤ
否
や
ノ
問
題
審
議
セ
ラ
レ
タ
ル
カ
是
等
諸
国
ノ
決
定
的
地
位
ハ
露
西
亜
ニ
鞏
固
ナ
ル
中
央
政
府
ノ
樹
立
ス
ル
ヲ
俟
チ
テ
之
ヲ
審
議
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ト
雖
斯
ノ
如
キ
中
央
権
力
ノ
確
立
ハ
之
ヲ
近
キ
将
来
ニ
予
期
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ト
「
エ
ス
ト
ニ
ア
」「
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
」
及
「
ジ
ョ
ル
ジ
ア
」
ノ
三
国
ハ
内
政
府
ノ
基
礎
鞏
固
ヲ
加
へ
外
善
ク
其
独
立
ヲ
維
持
シ
ツ
ツ
ア
ル
ト
ノ
事
情
ニ
鑑
ミ
最
高
会
議
ハ
「
エ
ス
ト
ニ
ア
」
及
「
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
」
両
国
ニ
対
シ
テ
ハ
直
ニ
其
ノ
政
府
ノ
法
律
ノ
上
ノ
承
認
ヲ
与
へ
又
「
ジ
ョ
ル
ジ
ア
」
ニ
対
シ
テ
ハ
同
国
カ
正
式
ニ
承
認
ヲ
申
出
ツ
ル
ヲ
俟
チ
テ
其
ノ
政
府
ノ
法
律
上
ノ
承
認
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
ヲ
決
議
シ
タ
ル
カ
其
ノ
後
「
ジ
ョ
ル
ジ
ア
」
国
ハ
最
高
会
議
ニ
対
シ
右
承
認
ノ
希
望
ヲ
正
式
ニ
通
告
シ
来
リ
タ
ル
ヲ
最
高
会
議
議
長
ハ
政
府
ノ
名
ニ
於
テ
「
エ
ス
ト
ニ
ア
」
及
「
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
」
両
国
ニ
対
シ
テ
ハ
一
月
二
六
日
付
ヲ
以
テ
又
「
ジ
ョ
ル
ジ
ア
」
国
ニ
対
シ
テ
ハ
一
月
二
七
日
付
ヲ
以
テ
当
該
政
府
ヲ
法
律
上
ノ
政
府
ト
シ
テ
承
認
ス
ル
旨
ヲ
通
告
セ
リ
帝
国
政
府
ハ
前
記
三
国
ノ
承
認
問
題
ニ
関
シ
常
ニ
連
合
諸
国
ト
協
調
ヲ
保
チ
来
レ
ル
関
係
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
今
回
ノ
共
同
措
置
ハ
帝
国
ノ
利
益
ニ
反
ス
ル
所
ナ
シ
ト
思
考
セ
ラ
ル
ル
ヲ
以
テ
最
高
会
議
ノ
右
通
告
ヲ
追
認
ス
ル
コ
ト
可
然
ト
認
ム 
参
考 
（
中
略
） 
「
ジ
ョ
ル
ジ
ア
」
ハ
旧
露
西
亜
帝
国
ノ
崩
壊
後
「
ア
ル
メ
ニ
ア
」
等
ニ
「
ト
ラ
ン
ス
コ
ー
カ
シ
ャ
ン
」
共
和
国
ヲ
建
設
シ
タ
リ
シ
カ
其
後
分
離
シ
「
ジ
ョ
ル
ジ
ア
」
国
ト
シ
テ
独
立
ヲ
宣
言
シ
タ
リ
。
東
西
ニ
裏
海
、
黒
海
ヲ
控
エ
北
ハ
高
加
索
ニ
東
ハ
「
ア
ル
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
」
共
和
国
ニ
接
シ
南
西
土
耳
古
ニ
対
ス
。
面
積
三
万
五
〇
〇
〇
余
平
方
哩
、
人
口
約
三
百
一
八
万
ヲ
算
ス
、「
ジ
ョ
ル
ジ
ア
」
ハ
民
主
的
共
和
国
ニ
シ
テ
行
政
権
ハ
憲
法
議
会
ヨ
リ
選
出
セ
ラ
レ
タ
ル
内
閣
ニ
属
シ
内
閣
議
長
仮
リ
ニ
国
家
ノ
首
長
タ
リ
５
１
。 
 
［
史
料
五
一
］ 
写
し
確
認 
一
九
二
一
年
三
月
八
日 
パ
リ 
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写
し 
大
日
本
帝
国
大
使
館 
議
長
殿 
一
九
二
一
年
一
月
二
六
日
の
会
議
で
、
同
盟
国
最
高
議
会
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
宣
誓
し
た
国
家
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。 
大
日
本
帝
国
政
府
は
、
最
高
議
会
の
こ
の
決
定
を
正
式
に
確
認
す
る
と
決
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
を
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
に
通
知
す
る
。 
当
政
府
の
決
定
を
閣
下
に
お
知
ら
せ
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
民
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
同
情
の
意
を
改
め
て
表
明
し
、
国
家
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
払
わ
れ
た
努
力
に
敬
意
を
表
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
敬 
具 
署
名
：
石 
井 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
閣
僚
評
議
会
議
長 
殿
５
２
。 
 「
史
料
五
二
」 
西
伯
利
領
有
を
怖
る 
小
国
承
認
反
対
の
裏 
〔
電
通
巴
里
一
六
日
発
〕
曩
に
連
合
国
最
高
議
会
が
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
及
び
ジ
ョ
ル
ジ
ア
等
の
旧
露
西
亜
帝
国
属
領
の
独
立
を
承
認
す
る
事
に
決
定
し
た
の
に
対
し
米
国
大
統
領
ウ
イ
ル
ソ
ン
氏
が
抗
議
を
提
出
し
た
こ
と
は
既
報
の
通
り
で
あ
る
が
右
に
関
す
る
米
国
の
動
機
は
旧
露
西
亜
帝
国
領
土
の
分
割
を
承
認
す
る
事
は
結
局
日
本
の
西
伯
利
領
有
を
承
認
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
い
け
な
い
と
言
ふ
の
で
あ
る
是
れ
は
去
る
一
月
廿
四
日
国
際
聯
盟
議
長
イ
―
マ
ン
ス
氏
に
送
っ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
国
境
に
課
す
る
ウ
イ
ル
ソ
ン
大
統
領
の
覚
書
中
に
明
確
に
唱
道
さ
れ
て
い
る
曰
く 
米
国
大
統
領
は
世
界
の
列
強
が
公
明
厳
格
な
態
度
を
持
せ
ん
こ
と
を
希
望
し
露
西
亜
の
不
幸
な
形
勢
を
利
用
し
て
私
欲
を
満
た
し
領
土
保
全
の
原
則
を
犯
し
露
西
亜
内
に
侵
入
す
る
如
き
こ
と
の
無
か
ら
む
事
を
希
望
し
て
已
ま
な
い
若
し
然
ら
ず
と
せ
ば
真
の
平
和
は
到
底
望
む
事
は
出
来
な
い
で
あ
ら
う
５
３
。 
 
［
史
料
五
三
］ 
（
写
し
） 
 
 
 
 
 
 
 
No.
二
〇
五
六 
30 
 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
南
西
部
国
境
に
関
す
る
戦
略
的
状
況 
人
口
数
は
限
ら
れ
、
財
源
は
不
足
し
て
お
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
十
分
な
軍
隊
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
国
土
面
積
と
地
理
的
状
況
に
よ
っ
て
、
こ
の
国
は
軍
政
国
境
地
帯
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
軟
弱
な
軍
隊
で
も
防
衛
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
備
蓄
用
の
鉄
道
線
路
を
維
持
し
な
が
ら
、
最
も
脅
威
の
あ
る
地
点
に
い
ず
れ
指
揮
を
招
き
、
敵
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
、
そ
れ
か
ら
備
蓄
を
輸
送
す
る
。
そ
れ
ら
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
鉄
道
と
車
道
の
方
向
は
、
国
内
路
線
で
の
作
戦
が
好
ま
し
い
。 
ト
リ
ビ
シ
か
ら
受
け
た
最
新
の
情
報
に
よ
る
と
、
南
コ
ー
カ
サ
ス
で
の
政
治
的
状
況
及
び
軍
事
的
状
況
に
重
大
な
変
化
が
起
き
た
。
ソ
ビ
エ
ト
政
府
と
東
ア
ナ
ト
リ
ア
の
ケ
マ
ル
・
パ
シ
ャ
の
間
に
計
画
さ
れ
た
同
盟
が
ま
さ
に
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
バ
ク
ー
で
勃
発
し
た
ク
ー
デ
タ
ー
で
は
、
ソ
ビ
エ
ト
政
府
が
支
援
す
る
汎
ト
ゥ
ル
ク
主
義
「
エ
チ
ハ
ト
」
が
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で
大
勝
利
を
収
め
た
こ
と
が
明
白
に
証
明
さ
れ
た
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
間
で
結
ば
れ
た
軍
事
防
衛
同
盟
は
そ
の
存
在
理
由
を
失
い
、 
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
過
激
主
義=
ト
ル
コ
と
の
差
し
迫
っ
た
戦
い
の
中
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
、
三
つ
の
前
線
に
直
面
す
る
羽
目
に
な
る
：
北
部
、
東
部
そ
し
て
南
西
部
で
あ
る
。
一
方
、
本
来
防
衛
機
能
を
全
く
持
っ
て
い
な
い
東
部
国
境
で
活
発
な
作
戦
を
率
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
り
得
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
考
察
で
は
、
東
部
戦
線
で
敵
に
直
面
し
た
際
に
備
え
る
た
め
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
軍
司
令
部
が
少
な
く
と
も
二
師
団
の
予
備
役
を
作
る
必
要
が
あ
り
、
も
し
我
々
の
主
要
な
航
路
を
占
め
る
北
部
前
線
と
同
様
南
西
部
前
線
の
位
置
を
固
め
る
な
ら
、
こ
れ
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。 
そ
こ
に
到
達
す
る
た
め
、
我
々
は
南
西
部
前
線
に
防
衛
線
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
軟
弱
な
軍
隊
で
も
抵
抗
を
成
功
に
導
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
我
々
が
選
択
可
能
な
最
も
優
れ
た
防
衛
前
線
は
、
旧
ロ
シ
ア
国
境
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
こ
の
報
告
書
で
は
触
れ
て
い
な
い
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
国
境
問
題
が
平
和
会
議
で
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
は
現
在
ベ
ル
サ
イ
ユ
同
盟
委
員
会
に
、
バ
ツ
ミ
地
方
と
オ
ロ
ト
ス
郡
の
重
要
な
戦
略
地
点
を
占
領
す
る
許
可
を
出
す
よ
う
求
め
て
い
る
。 
実
際
、
目
下
暫
定
的
な
南
西
部
国
境
は
、
二
五
〇km
の
距
離
に
あ
る
チ
ョ
ロ
キ
川
河
口
か
ら
ホ
サ
ピ
ネ
湖
ま
で
で
あ
り
、
チ
ョ
ロ
キ
川
の
流
れ
は
密
集
し
た
森
に
お
お
わ
れ
た
低
地
の
平
野
を
横
切
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
重
大
な
妨
げ
と
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
国
境
は
ア
ジ
ャ
リ
ア
の
山
頂
ま
で
続
き
、
オ
ズ
ル
ゲ
テ
ィ
と
サ
ム
ト
レ
デ
ィ
ア
の
道
路
を
進
み
、
ポ
チ
＝
ト
リ
ビ
シ
線
に
位
置
す
る
南
コ
ー
カ
サ
ス
鉄
道
の
分
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岐
点
の
駅
に
た
ど
り
着
く
。
し
か
し
な
が
ら
ア
ジ
ャ
リ
ア
の
山
は
重
大
な
防
衛
が
構
成
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
観
点
か
ら
も
、
ま
し
て
そ
こ
を
横
切
る
道
路
が
複
数
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
計
画
を
隠
す
た
め
に
敵
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
最
も
重
要
な
地
方
を
含
む
こ
の
国
境
地
帯
は
、
国
の
最
重
要
幹
線
道
路
で
あ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
結
び
付
け
る
線
で
あ
る
ポ
チ
―
ト
リ
ビ
シ
線
路
に
近
す
ぎ
る
。 
国
境
は
そ
の
後
南
に
向
か
っ
て
曲
が
り
、
ア
ル
シ
ア
ン
山
頂
を
経
由
し
て
ホ
ロ
三
山
ま
で
ほ
ぼ
直
線
距
離
で
約
八
五km
の
距
離
で
下
り
て
ゆ
く
。 
こ
の
山
頂
か
ら
六
つ
の
峠
を
横
切
り
、
山
腹
右
側
と
ア
ル
ダ
ハ
ン
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
軍
の
後
方
に
到
達
し
、
ア
ル
ダ
ハ
ン
と
ク
タ
イ
シ
間
の
交
流
を
遮
る
。 
そ
れ
か
ら
国
境
は
、
ク
ラ
水
源
地
方
か
ら
こ
の
川
の
流
れ
が
続
き
、
戦
術
上
の
観
点
か
ら
は
、
防
衛
上
の
重
大
な
妨
げ
は
特
に
見
ら
れ
な
い
。 
こ
の
国
境
地
帯
の
中
央
に
ア
ル
ダ
ハ
ン
の
町
が
位
置
し
て
お
り
、
軍
の
駐
留
に
よ
っ
て
防
備
さ
れ
る
べ
き
非
常
に
有
用
な
道
路
の
合
流
地
点
で
あ
り
、
戦
闘
行
為
開
始
後
す
ぐ
に
前
方
に
赴
く
べ
き
で
あ
る
。 
全
て
の
道
路
を
経
由
し
て
軍
団
と
全
て
の
武
器
が
接
近
で
き
る
ア
ル
ダ
ハ
ン
の
高
原
の
防
衛
に
は
、
良
く
訓
練
さ
れ
た
大
多
数
の
軍
隊
が
要
求
さ
れ
る
。 
ロ
シ
ア
第
一
師
団
旧
参
謀
本
部
長
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
第
三
師
団
司
令
官
で
あ
り
、
コ
ー
カ
サ
ス
の
ロ
シ
ア
軍
最
後
の
指
揮
官
で
あ
っ
た
、
戦
争
省
の
閣
外
相
補
佐
官
オ
デ
ィ
シ
ェ
リ
ゼ
指
揮
官
の
計
略
に
続
き
、
現
在
の
暫
定
的
国
境
に
お
け
る
ト
ル
コ
と
の
最
初
の
戦
闘
に
必
要
な
軍
隊
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
1) 
バ
ツ
ミ
地
方
の
国
境
防
衛 
戦
闘
部
隊 
戦
車
中
隊 
大
砲 
機
関
銃 
一
八    
    
二  
二
四 
一
四
四 
2) 
ク
ラ
線
の
防
衛 
 
 
 
 
 
三
二 
      
四 
 
 
 
四
八 
一
三
〇 
五
〇 
   
  
六 
七
二 
二
七
四 
こ
れ
ら
の
数
は
す
で
に
我
々
の
軍
隊
の
合
計
数
を
か
な
り
超
え
て
い
る
。 
国
軍
は
防
衛
線
が
よ
り
南
部
ま
で
引
か
れ
る
こ
と
を
否
応
な
し
に
要
求
す
る
。 
そ
の
た
め
、
以
下
二
つ
の
解
決
法
が
存
在
す
る
。 
バ
ツ
ミ
地
方
と
ア
ル
ダ
ハ
ン
郡
の
幾
つ
か
の
地
点
を
軍
隊
に
よ
っ
て
占
領
す
る
こ
と
を
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
に
許
可
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
バ
ツ
ミ
地
方
に
あ
る
国
境
を
ロ
シ
ア
と
の
旧
国
境
に
移
し
、
ア
ル
シ
ア
ン
山
脈
の
南
部
地
帯
ま
で
引
き
続
き
、
ホ
ロ
サ
ン
山
か
ら
パ
ン
ド
ウ
ル
と
ア
ゴ
ウ
ン
デ
イ
ル
の
峠
を
経
由
し
て
ア
ル
ア
ク
パ
ル
山
ま
で
と
す
る
。
あ
る
い
は
、
ム
ス
リ
ム
系
ジ
ョ
ー
ジ
ア
住
民
の
住
む
オ
ル
ト
ス
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地
区
の
領
土
に
軍
が
侵
攻
し
、
ソ
ガ
ン
ル
グ
山
を
経
由
し
て
ロ
シ
ア
の
旧
国
境
ま
で
と
す
る
こ
と
を
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
に
許
可
す
る
こ
と
。 
こ
の
や
り
方
で
、
ロ
シ
ア
―
ト
ル
コ
の
旧
国
境
に
あ
る
抵
抗
線
を
黒
海
か
ら
ソ
ガ
ン
ル
グ
山
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
。 
一
番
目
の
解
決
策
の
場
合
、
国
境
は
非
常
に
険
し
く
切
り
立
っ
た
ラ
ジ
ス
タ
ン
の
ポ
ン
テ
ィ
ク
山
北
部
の
山
脈
ま
で
続
き
、
リ
マ
ン
の
海
の
傍
か
ら
し
か
越
え
ら
れ
な
く
な
る
。
従
っ
て
、
こ
の
唯
一
の
抜
け
道
を
遮
る
に
は
軟
弱
な
軍
隊
だ
け
で
も
十
分
で
あ
り
、
連
合
国
の
軍
隊
で
構
成
さ
れ
る
バ
ツ
ミ
の
駐
留
に
よ
っ
て
支
援
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
小
分
遣
隊
に
よ
る
リ
マ
ン
と
バ
ツ
ミ
地
方
の
重
要
地
点
の
占
拠
は
、
国
全
体
を
平
穏
に
保
つ
に
は
好
都
合
で
あ
ろ
う
。 
東
部
で
は
、
国
境
は
ア
ル
シ
ア
ン
山
脈
か
ら
南
部
に
続
き
、
オ
ル
ト
ス
を
経
由
し
て
エ
ル
ウ
ル
ム
か
ら
ア
ル
ダ
ハ
ン
ま
で
の
全
て
の
道
路
を
遮
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
問
題
の
解
決
策
に
は
注
目
す
べ
き
場
所
が
あ
る
。
こ
の
国
境
の
防
衛
に
は
、
非
常
に
大
が
か
り
な
軍
隊
が
要
求
さ
れ
、
ヤ
サ
マ
ル
山
の
通
路
を
経
由
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ト
ル
コ
が
オ
ル
ト
ス
を
経
由
し
て
バ
ツ
ミ
へ
の
攻
撃
に
利
用
す
る
可
能
性
が
あ
る
。 
実
際
、
ト
ル
コ
と
の
最
初
の
戦
闘
に
立
ち
向
か
う
に
は
、
バ
ツ
ミ
地
方
と
ア
ル
ダ
ハ
ン
郡
の
国
境
上
に
以
下
の
軍
隊
が
必
要
と
な
る
： 
1) 
バ
ツ
ミ
地
方
の
国
境
防
衛 
戦
闘
部
隊 
戦
車
中
隊 
大
砲 
機
関
銃 
六 
 
 
 
 
四 
一
二 
  
四
八 
2) 
ア
ル
ダ
ハ
ン
郡
の
防
衛 
 
 
 
一
八 
 
  
二
四 
 
 
 
 
一
四
四 
 
二
四 
 
 
 
 
四 
三
六 
一
九
二 
こ
の
表
で
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
軍
の
三
分
の
二
が
作
戦
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
他
の
国
境
を
防
衛
す
る
た
め
の
軍
隊
は
完
全
に
不
足
す
る
。 
そ
こ
で
次
に
、
二
番
目
の
解
決
策
を
検
討
す
る
。
バ
ツ
ミ
地
方
だ
け
で
な
く
、
オ
ル
ト
ス
地
区
に
も
あ
る
ロ
シ
ア
の
旧
国
境
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
軍
の
前
哨
兵
を
置
く
構
成
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。 
こ
の
解
決
策
だ
と
か
な
り
の
利
点
が
あ
る
。
実
際
、
オ
ル
ト
ス
地
方
の
一
等
兵
曹
を
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
引
き
渡
し
な
が
ら
、
ヤ
サ
マ
ル
山
と
ア
ル
シ
ア
ン
山
を
経
由
し
て
バ
ツ
ミ
や
ア
ル
ダ
ハ
ン
に
続
く
全
て
の
道
路
を
網
羅
す
る
可
能
性
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
防
衛
は
ず
っ
と
容
易
に
な
る
。
オ
ル
ト
ス
地
方
に
到
達
す
る
道
は
、
シ
ヴ
リ
・
テ
ハ
イ
と
オ
ル
テ
ィ
・
テ
ハ
イ
の
両
側
か
ら
挟
ま
れ
た
二
本
の
狭
い
道
か
ら
し
か
越
え
ら
れ
ず
、
し
か
も
そ
の
大
き
さ
は
一/
二 
キ
ロ
を
超
え
な
い
。 
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
オ
ル
ト
ス
地
方
に
か
か
る
こ
の
線
を
防
衛
す
る
た
め
に
、
ザ
ル
ダ
ネ
ス
と
ナ
リ
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マ
ン
に
配
置
す
る
戦
闘
部
隊
は
四
～
六
ほ
ど
も
要
求
し
な
く
て
も
十
分
で
あ
る
。 
ヤ
サ
マ
ル
と
ア
ル
シ
ア
ン
山
に
続
く
道
を
同
時
に
防
衛
す
る
ペ
ニ
ア
ク
の
村
に
配
置
を
前
進
さ
せ
る
に
は
、
大
体
二
つ
の
部
隊
で
防
衛
は
十
分
に
行
え
る
。
ペ
ニ
ア
ク
・
ト
ハ
イ
川
と
ア
ル
ゴ
ン
デ
ィ
ン
カ
小
川
の
防
衛
に
関
し
て
は
、
仲
間
の
支
援
が
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
。
一
方
、
先
述
の
解
決
策
を
検
討
し
た
パ
ン
ド
ウ
ル
や
パ
ナ
ス
ケ
ル
ト
や
ア
ン
ド
ン
デ
ィ
ネ
の
峠
の
防
衛
は
反
対
に
、
四
倍
の
大
き
さ
の
軍
隊
を
要
求
す
る
。
オ
ル
ト
ス
郡
の
防
衛
を
確
実
に
す
る
た
め
に
は
、
二
連
隊
と
六
砲
台
が
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
い
う
結
論
で
あ
る
。 
そ
の
上
、
梯
形
配
置
の
お
陰
で
、
予
備
隊
の
到
着
ま
で
は
削
減
し
た
少
な
い
軍
隊
で
防
衛
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
が
要
求
し
て
い
る
、
バ
ツ
ミ
地
方
と
オ
ル
ト
ス
郡
へ
の
軍
隊
の
侵
入
に
対
す
る
許
可
は
、 ト
ル
コ
及
び
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
過
激
主
義
者
の
脅
威
を
目
下
受
け
て
い
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
防
衛
軍
に
よ
っ
て
否
応
な
し
に
要
求
さ
れ
て
い
る
。 
こ
れ
ら
地
方
へ
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
軍
の
進
入
は
、
ム
ス
リ
ム
系
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
住
民
に
よ
っ
て
快
く
迎
え
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
現
在
無
政
府
状
態
で
統
治
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
地
域
に
軍
隊
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
占
拠
地
に
従
事
す
る
こ
と
を
住
民
に
認
め
て
も
ら
う
た
め
、
必
要
な
秩
序
を
再
建
す
る
こ
と
に
も
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
。 
数
千
年
来
、
イ
ス
ピ
ル
と
ラ
ジ
ス
タ
ン 
そ
の
他
の
間
に
あ
る
こ
れ
ら
地
方
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
の
住
民
が
暮
ら
し
、
一
七
世
紀
初
頭
に
は
イ
ス
ラ
ム
教
を
混
乱
さ
せ
た
け
れ
ど
も
、
ま
だ
国
民
性
は
失
わ
れ
て
い
な
い
。 
ト
ル
コ
に
対
し
て
防
衛
を
行
う
た
め
に
必
要
な
軍
隊
は
、
も
し
バ
ツ
ミ
地
方
及
び
ア
ル
ダ
ハ
ン
郡
と
オ
ル
ト
ス
郡
に
軍
隊
を
入
れ
る
こ
と
に
対
し
許
可
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
以
下
の
数
値
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。 
1) 
バ
ツ
ミ
地
方
の
国
境
防
衛 
戦
闘
部
隊 
戦
車
中
隊 
大
砲 
機
関
銃 
八  
 
  
二 
 
 
一
二 
 
六
四 
2) 
オ
ル
ト
ス
郡
の
防
衛 
 
 
六 
      
一 
一
二 
 
 
四
八 
一
四 
 
  
 
三 
二
四  
一
一
二 
結
論 
結
論
付
け
る
た
め
に
、
以
下
の
通
り
表
に
ま
と
め
た
。
先
述
の
数
値
は
、
兵
員
数
と
比
較
す
る
も
の
で
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あ
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
ま
ず
部
隊
を
戦
闘
配
置
に
付
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 
表
示  
 
     
一       
二 
  
三    
       
四 
戦
闘
部
隊 
 
   
三
六     
五
〇 
二
四 
 
  
  
一
四 
戦
車
中
隊
（
騎
馬
部
隊
）     
四 
      
六 
  
四 
 
  
  
  
三 
大
砲  
 
   
九
六     
七
二 
三
六 
 
  
  
二
四 
機
関
銃 
        
 
二
一
六   
二
七
四      
一
九
二 
   
一
一
二 
1) 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
軍
総
数 
2) 
現
在
の
暫
定
的
国
境
防
衛
に
必
要
な
軍 
3) 
バ
ツ
ミ
地
方
と
ア
ル
ダ
ハ
ン
郡
の
防
衛
に
必
要
な
軍 
4) 
ロ
シ
ア
の
旧
国
境
の
防
衛
に
必
要
な
軍 
結
論
は
明
白
で
あ
る
。 
も
し
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
が
、
バ
ツ
ミ
地
方
と
ア
ル
ダ
ハ
ン
郡
及
び
オ
ル
ト
ス
郡
に
直
ち
に
軍
隊
を
入
れ
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
な
け
れ
ば
、
他
の
国
境
を
防
衛
す
る
軍
隊
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
バ
ク
ー
方
向
で
の
攻
撃
作
戦
に
着
手
す
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。 
一
方
、
も
し
こ
の
許
可
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
に
下
り
れ
ば
、
攻
撃
作
戦
に
移
る
軍
の
三
分
の
一
を
予
備
役
と
し
て
配
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
も
し
そ
れ
が
軍
隊
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
れ
ば
、
作
戦
の
お
か
げ
で
国
家
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 
（
署
名
）
ジ
ョ
ー
ジ
ア
軍
エ
リ
ス
タ
ヴ
ィ
指
揮
官 
一
九
二
〇
年
五
月
一
二
日 
パ
リ
５
４
。 
 
［
史
料
五
四
］ 
一
九
二
三
年
三
月
三
〇
日 
大
日
本
帝
国
大
使
館 
 
大
臣
殿 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
お
け
る
ソ
ビ
エ
ト
化
ロ
シ
ア
の
占
領
支
配
と
い
う
前
代
未
聞
の
罪
が
犯
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
御
政
府
が
覚
書
を
送
る
意
思
が
あ
っ
た
と
い
う
一
九
二
三
年
三
月
二
九
日
付
の
手
紙
を
、
我
々
の
大
使
が
受
領
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
通
知
す
る
。 
ご
説
明
さ
れ
た
ご
要
望
に
従
い
、
当
政
府
に
当
該
書
類
を
確
実
に
転
送
し
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
取
り
急
ぎ
お
知
ら
せ
す
る
。 
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敬 
具 
代
理
公
使 
マ
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ジ
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大
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チ
ュ
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ン
ケ
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閣
下 
パ
リ
５
５
。 
 
                                        
          
 
１ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 2
11
, 4
 ო
ქტ
ო
მბ
ერ
ი
, 1903 წელ
ი
, p. 2 
２ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 2
17
, 1
1 ო
ქტ
ო
მ
ბ
ერ
ი
, 1903 წელ
ი
, p. 2 
３ ,,ც
ნ
ო
ბ
ი
ს ფ
უ
რ
ც
ელ
ი
’’, N
 2
37
3
, 8
 ი
ან
ვარ
ი
, 1904 წელ
ი
, p
. 1 
４ ,,ც
ნ
ო
ბ
ი
ს ფ
უ
რ
ც
ელ
ი
’’, N
 2
39
2
, 2
8
 ი
ან
ვარ
ი
 1904 წ
ელ
ი
, p
. 1 
５ 
გ
ი
ო
რ
გ
ი
 ლ
ას
ხ
ი
შ
ვი
ლ
ი
 ,,მემ
უ
არ
ებ
ი
’’, გ
ამ
ო
მ
ც
ემ
ლ
ო
ბ
ა ს
აქარ
თ
ველ
ო
, თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, 1992 წ
ელ
ი
, p
. 147 
６ ,,ც
ნ
ო
ბ
ი
ს ფ
უ
რ
ც
ელ
ი
’’, N
 2
45
6
, 4
 აპრ
ი
ლ
ი
 1904 წელ
ი
, p. 1 
７ ,,ი
ვერ
ი
ა’’ , N
1
59
, 1
0 ი
ვ
ლ
ი
ს
ი
 1904 წელ
ი
, p
p
. 1
-2 
８ ,,ც
ნ
ო
ბ
ი
ს ფ
უ
რ
ც
ელ
ი
’’, N
 2
56
7
, 2
8
 ი
ვ
ლ
ი
ს
ი
, 1904 წელ
ი
, p
. 2 
９ ,,ც
ნ
ო
ბ
ი
ს ფ
უ
რ
ც
ელ
ი
’’, N
 2
53
3
, 2
3
 ი
ვ
ნ
ი
ს
ი
, 1904 წ
ელ
ი
, p
. 2 
１
０ ,,ც
ნ
ო
ბ
ი
ს ფ
უ
რ
ც
ელ
ი
’’, N
 2
80
9
, 2
 მ
აი
ს
ი
, 1905 წელ
ი
, p
. 2 
１
１ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 3
0, 6 თ
ებ
ერ
ვალ
ი
, 1904 წელ
ი
, p. 2 
１
２ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 5
7, 4 მ
არ
ტ
ი
, 1904 წ
ელ
ი
, p
. 2 
１
３ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 5
3, 29
 თ
ებ
ერ
ვალ
ი
, 1904 წელ
ი
, p
. 1 
１
４ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 4
1, 17
 თ
ებ
ერ
ვალ
ი
, 1904 წელ
ი
, p
. 2 
１
５ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 4
5, 21
 თ
ებ
ერ
ვალ
ი
, 1904 წელ
ი
, p
. 3 
１
６ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 4
5, 21
 თ
ებ
ერ
ვალ
ი
, 1904 წელ
ი
, p
. 3 
１
７ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 7
3, 21
 მ
არ
ტ
ი
, 1904 წელ
ი
, p
. 3 
１
８ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 1
9, 21
 ი
ან
ვარ
ი
, 1905 წ
ელ
ი
, p
. 2 
１
９ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 2
41
, 2
1 ო
ქტ
ო
მ
ბ
ერ
ი
, 1904 წელ
ი
, p. 2 
２
０ ,,ც
ნ
ო
ბ
ი
ს ფ
უ
რ
ც
ელ
ი
’’, N
 2
71
8
, 5
 ი
ან
ვარ
ი
 1905 წელ
ი
, p
. 2 
２
１ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 1
9, 9 თ
ებ
ერ
ვალ
ი
, 1905 წელ
ი
, p. 3 
２
２ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 4
0, 30
 მ
არ
ტ
ი
, 1905 წელ
ი
, p
. 2 
２
３ 
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
地
方
。 
２
４ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 5
9, 24
 აპრ
ი
ლ
ი
, 1905 წ
ელ
ი
, p
. 2 
２
５ 
ლ
ას
ხ
ი
შ
ვი
ლ
ი
、
前
掲
書
、p
p
. 149
-150 
２
６ 
ჯ
ავახ
ი
შ
ვი
ლ
ი
 ნ
ი
კო
 ,,ახ
ალ
გ
აზ
რ
დ
ა ი
ს
ტ
ო
რ
ი
კო
ს
თ
ა შ
რ
ო
მ
ებ
ი
ს კრ
ებ
უ
ლ
ი
’’ , თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
ს 
უ
ნი
ვ
ერ
ს
ი
ტ
ეტ
ი
ს გ
ამ
ო
მ
ც
ემ
ლ
ო
ბ
ა, 2002 წელ
ი
, p
. 171 
２
７ ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
’’, N
 1
, 1
 მ
აი
სი
, 1903 წ
ელ
ი
, p
p
. 1
-2 
２
８ ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
’’, N
 2
, 15
 მ
აი
სი
, 1903 წელ
ი
, p. 2 
２
９ ,,ი
ვერ
ი
ა’’, N
 1
76
, 3
1 ი
ვ
ლ
ი
ს
ი
, 1904 წელ
ი
, p
. 2 
３
０ ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
’’, N
 18
, 1
 ო
ქტ
ო
მ
ბ
ერ
ი
, 1904 წ
ელ
ი
 p
. 2 
３
１ ,,ს
აქარ
თ
ველ
ო
’’, N
 21
, 1
5
 თ
ებ
ერ
ვალ
ი
, 1905 წელ
ი
, p. 2 
３
２ 
明
石
元
二
郎
「
落
花
流
水
」（
広
瀬
順
晧
編
『
近
代
外
交
回
顧
録 
第
二
巻
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
八
六
～
一
八
七
頁
。 
３
３ 
ვი
ქტ
ო
რ
 ნ
ო
ზ
აძ
ე ,,გ
ი
ო
რ
გ
ი
 დ
ეკან
ო
ზ
ი
შ
ვი
ლ
ი
ს დ
ღ
ი
უ
რ
ი
’’, (ჟუ
რ
ნ
ალ
ი
 კავკას
ი
ო
ნ
ი
, N
 9), პარ
ი
ზ
ი
, 1964 
წ
ელ
ი
, p
p
. 116
-117 
３
４ 
明
石
元
二
郎
「
落
花
流
水
」、
前
掲
書
、
二
〇
二
～
二
〇
三
頁
。 
３
５ 
デ
ー
・
べ
ー
・
パ
ウ
ロ
フ
、
エ
ス
・
ア
ー
・
ペ
ト
ロ
フ
、
イ
ー
・
ヴ
ェ
―
・
ヂ
ェ
レ
ヴ
ャ
ン
コ
『
日
露
戦
争
の
秘
密
：
ロ
シ
ア
側
史
料
で
明
る
み
に
出
た
諜
報
戦
の
内
幕
』（
左
近
毅
訳
、
成
文
社
、
一
九
九
四
年
）
八
九
～
九
一
頁
。 
３
６ 
明
石
元
二
郎
「
落
花
流
水
」、（
広
瀬
、
前
掲
書
）、
二
〇
一
頁
。 
３
７ 
パ
ウ
ロ
フ
、
ペ
ト
ロ
フ
、
前
掲
書
、
一
〇
〇
頁
。 
３
８ 
ტ
უ
ღ
უ
შ
ი
 მ
არ
კო
ზ
ი
 ,,გ
ი
ო
რ
გ
ი
 დ
ეკან
ო
ზ
ი
შ
ვი
ლ
ი
, ც
ხ
ო
ვრ
ებ
ა დ
ა მ
ო
ქმ
ედ
ებ
ა’’. (ჟუ
რ
ნ
ალ
ი
 კავკას
ი
ო
ნ
ი
’’ N
 
10), პარ
ი
ზ
ი
, 1965 წ
ელ
ი
, p
. 137 
３
９ 
ნ
ო
ზ
აძ
ე
、
前
掲
書
、p
. 120 
４
０ 
ტ
უ
ღ
უ
შ
ი
、
前
掲
書
、p
. 137 
36 
 
                                        
                                        
                                        
                          
 
４
１ 
ნ
ო
ზ
აძე
、
前
掲
書
、p
. 130 
４
２ 
თ
ედ
ო
 ს
ახ
ო
კი
ა ,,ჩემ
ი
 ს
აუ
კუ
ნი
ს ად
ამ
ი
ან
ებ
ი
’’, ს
აბ
ჭ
ო
თ
ა ს
აქარ
თ
ველ
ო
, თ
ბ
ი
ლ
ი
ს
ი
, 1969 წ
ელ
ი
, p
p
. 
179-180 
４
３ 
明
石
元
二
郎
「
落
花
流
水
」、（
広
瀬
、
前
掲
書
）、
二
一
九
～
二
〇
〇
頁
。 
４
４ 
ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს ც
ენ
ტ
რ
ალ
უ
რ
ი
 ს
აი
ს
ტ
ო
რ
ი
ო
 არ
ქი
ვ
ი
, ფ
ო
ნ
დ
ი
 1864, აღ
წ
ერ
ა 2, ს
აქმ
ე 1, p
p
. 7-9 
４
５ 
ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს ც
ენ
ტ
რ
ალ
უ
რ
ი
 ს
აი
ს
ტ
ო
რ
ი
ო
 არ
ქი
ვ
ი
, ფ
ო
ნ
დ
ი
 1864, აღ
წ
ერ
ა 2, ს
აქმ
ე 112, p
p
. 36-39 
４
６
「
分
割
三
」（
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
「
外
務
省
記
録
」）B
０
６
１
５
０
３
９
４
７
０
０
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
。 
４
７ 
ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს ც
ენ
ტ
რ
ალ
უ
რ
ი
 ს
აი
ს
ტ
ო
რ
ი
ო
 არ
ქი
ვ
ი
, ფ
ო
ნ
დ
ი
 1864, აღ
წ
ერ
ა 2, ს
აქმ
ე 112, p
p
. 43-48 
４
８ 
ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს ც
ენ
ტ
რ
ალ
უ
რ
ი
 ს
აი
ს
ტ
ო
რ
ი
ო
 არ
ქი
ვ
ი
, ფ
ო
ნ
დ
ი
 1864, აღ
წ
ერ
ა 2, ს
აქმ
ე 345, p
p
. 11-12 
４
９ 
ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს ც
ენ
ტ
რ
ალ
უ
რ
ი
 ს
აი
ს
ტ
ო
რ
ი
ო
 არ
ქი
ვ
ი
, ფ
ო
ნ
დ
ი
 1864, აღ
წ
ერ
ა 2, ს
აქმ
ე 420, p
p
. 96-97 
５
０ 
ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს ც
ენ
ტ
რ
ალ
უ
რ
ი
 ს
აი
ს
ტ
ო
რ
ი
ო
 არ
ქი
ვ
ი
, ფ
ო
ნ
დ
ი
 1864, აღ
წ
ერ
ა 2, ს
აქმ
ე 285, p
. 8 
５
１
「
エ
ス
ト
ニ
ア
」「
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
」
及
「
ジ
ョ
ル
ジ
ア
」
各
国
政
府
ヲ
法
律
上
ノ
政
府
ト
シ
テ
承
認
ノ
件
閣
議
案
」（
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
「
外
務
省
記
録
」）B
０
３
０
４
１
２
９
１
８
０
０
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
。 
５
２ 
ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს ც
ენ
ტ
რ
ალ
უ
რ
ი
 ს
აი
ს
ტ
ო
რ
ი
ო
 არ
ქი
ვ
ი
, ფ
ო
ნ
დ
ი
 1864, აღ
წ
ერ
ა 2, ს
აქმ
ე 477, p
. 23 
５
３
『
読
売
新
聞
』
一
九
二
一
年
二
月
二
一
日
、
二
頁 
５
４ 
ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს ც
ენ
ტ
რ
ალ
უ
რ
ი
 ს
აი
ს
ტ
ო
რ
ი
ო
 არ
ქი
ვ
ი
, ფ
ო
ნ
დ
ი
 1864, აღ
წ
ერ
ა 2, ს
აქმ
ე 345, p
p
. 13-21 
５
５ 
ს
აქარ
თ
ველ
ო
ს ც
ენ
ტ
რ
ალ
უ
რ
ი
 ს
აი
ს
ტ
ო
რ
ი
ო
 არ
ქი
ვ
ი
, ფ
ო
ნ
დ
ი
 1864, აღ
წ
ერ
ა 2, ს
აქმ
ე 726, p
. 1 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
史料編 （原語） 
 
 
 
 
 
 
1 
 
［注］史料編（日本語）の原語が外国語の場合のみ、以下に原文を収録する。日本語の史
料は史料番号のみ記し「省略」と付記している。 
 
［史料１］  
შორეულს აღმოსავლეთი.  
(საკუთარის კორესპოდენტისგან).  
შორეულს აღმოსავლეთს დიდს ყურადღებას აქცევენ ამ ჟამად ევროპის დიდნი 
სახელმწიფონი და ამერიკა-რუსეთის ძალღონე ხომ დღეს თითქმის სულ აქეთაა 
მიმართული.  
დარჩება თუ არა ჩინეთის უდიდესი პროვინცია-მანჯურია-რუსეთს და რა 
პირობით-აი რა არის გამოსაცნობი. რუსეთს კი ეს საქმე დიდი ხანია გადაჭრილი აქვს. 
ის გარემოება, რომ რუსეთმა მანჯურიაში რკინის გზა გაიყვანა და მილიონები დაუჯდა, 
ის გარემოება, რომ იგი აშენებს ქალაქებს და აგებს სიმაგრეებს - ეჭვს გარეშე ჰყოფს, რომ 
რუსეთისთვის ძნელია შეელიოს ამ ქვეყნის, თუნდაც ამისთვის ომიც დაჭირდეს. 
(ნაწილობრივი წყვეტა)  
იაპონია, რომელიც ამ საქმეში ისე თავგამოდებული იყო დღეს თითს იკაკვავს. 
რუსეთთან ომის მოწინააღმდეგე დასი იაპონიაში იმ აზრისაა, რომ მანჯურიის 
დაკარგვა პირადი ჩინეთის დამცირებათ უნდა ჩაითვალოს და არაა იაპონიისა, იაპონია 
ის ზრუნავს დღეს უფრო ისსაა, რომ კორეა, რომელიც ეკონომიურად თითქმის 
იაპონიას ეკუთვნის, პოლიტიკურადაც ხელთ იგდოს, და თუ  რუსეთი ამაში ხელს არ 
შეუშლის, მანჯურიის წინააღმდეგ იაპონელებს თითქმის არაფერი ექნებათ, თუმცა, 
რასაკვირველია, რუსეთის მეზობლობა მანჯურიაში იაპონიის კორეაში 
ბძრანებლობისთვის მუდამ საშიში იქნება, ამიტომ იაპონელები უნდა ჰგრძნობდნენ, 
რუსეთმა იაპონიას დღეს კორეა რომ დაუთმოს კიდეც, ეს დიდხანს არ გაგრძელდება და 
კორეა, მანჯურიის შემდეგ, ადრე თუ გვიან, ისევ რუსეთისა შეიქმნება. (ნაწილობრივი 
წყვეტა) 
რაც შეეხება სხვა სახელმწიფოებს - ინგლისსა და შეერთებულ შტატებს, იქნება 
მათთვის სასიამოვნო არ არის რუსეთის ასეთი ზრდა１. 
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［史料２］ 
,,ფელეტონი’’ 
ბოდიშს ვიხდი მკითხველებთან, რომ პირველად საუბარი რომის პაპიდან დავიწყე 
იმ დროს, როდესაც მთელი ქყვენიერების ყურადღება შორეულ აღმოსავლეთისკენ არის 
მიქცეული. 
შორეულ აღმოსავლეთში საქმეები მეტად აიწეწა. საქმე ის არის, რომ რუსეთმა 
მანჯურია დაიკავა, შიგ ჯარები ჩააყენა იმ დროს, როცა ჩინეთში ,,დიდი მუშტის’’ 
აჯანყება იყო, და საბუთად მოიყვანა რომ ,,ჩინეთში ეხლა არეულობაა და საჭიროა 
რუსეთის საზღვრები დაცული იქნმნას ჯარებითაო, ხოლო როგორც კი ჩინეთი 
დამშვიდდება, ჯარებს მაშინვეათვე გავიყვან მანჯურიიდანაო’’ ვადა დასდო 9 
ოკდომბერი ამ წლისა; ეს ვადა უკვე გავიდა, მაგრამ რუსეთი ჯერ ჯარები ადგილიდან 
არ დაუძრავს და, როგორც სჩანს, არც აპირებს დაძვრას; ამ ხანად მიზეზად იმას 
ასახელებს, რომ ჩინეთი ჯერ კიდევ არ დაწყნარებულაო; ნამდვილად-კი მიზეზი სულ 
სხვა უნდა იყოს, სახელდობრ ისა, რომ რუსეთმა მანჯურიაში ვაჭრობა გააჩაღა, გაიყვანა 
ციმბირის რკინის გზა, გადაასახლა შიდა გუბერნიებდგან გლეხები და სხვა. 
იაპონელები ადრევე გაიძახოდნენ, - რუსეთი არ აასრულებს თავისს დანაპირებს 
და ძალა დაატანოს ჩვენმა მთავრობამ, რომ მანჯურია დასცალოსო. ჯერ კიდევ გასულ 
ზაფხულში აღელდა ხალხი და მთავრობას მოსთხოვა, - გამოუცხადეთ ომი რუსეთსაო. 
ეხლა ხომ მთელი იაპონია ფეხზედ სდგას და მზად არის საომრად. იაპონიამ უკვე 
ჩინეთსა და კორეიას ზღვებში 16 კრეისერი და ნაღმოსანი გემი გაჰგზავნა; თითმის 
იმდენივე ჯავშნიანი გემის გაგზავნაც შეუძლიანთ და ფულის შოვნაც, როგორც 
იაპონელები ტრაბახობენ, არ გაუჭირდებათ; არც გერმანიასა, არც შეერთებულ 
შტატებსა და არც ინგლისს არ მოსწონთ და როგორღაც არც ეპიტნავებადთ, რომ 
რუსეთი მანჯურიაში გაბატონდეს; ამიტომ არც ერთი ზემოხსენებული 
სახელმწიფოთაგანი, რომელნიც ყველაზე უმდიდრეს სახელმწიფოებად ითვლებიან, 
სესხს არ დაუჭერენ იაპონიას და, პირიქით, სიამოვნებით მისცემენ, მეტადრე ინგლისი 
ასეა თუ ისე, რუსეთსა და იაპონიას შორის ომი აუცილებლად მოსალოდნელია, 
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ხოლო რომელს დარჩება გამარჯვება, ამას მომავალი გვაჩვენებს’’２. 
 
［史料３］ 
,,ყვითელი საფრთხე’’ 
ზოგიერთი რუსული გაზეთი ამტკიცებს, შორიელი-აღმოსავლეთში ამ ჟამად 
თეთრი მოდგმა  ყვითელ მოდგმას ებრძვისო. რუსეთი ქრისტიანობისა, ევროპული 
კულტურას იცავს ყვითელი მოდგმისგანაო. ამიტომ ყველა თეთრი მოდგმის ერი, 
ევროპეიულია, თუ ამერიკელი, რუსეთს უნდა თანაუგრძნობდეს და არა იაპონიასაო. 
იაპონიამ თუ გაიმარჯვა, მთელ ჩინეთსა და კორეიაში გაბატონდება, ყვითელი 
მოდგმის ერებს ყველას შეაერთებს და რუსებსაც და ევროპიელებსაც ყველას სულ 
ერთიანად გამოსდევნიან აზიიდან, ბოლოს თვით ევროპასაც შემოესევა, თეთრი 
მოდგმას განადგურებს და ევროპიულ კულტურასა, განათლებას, ქრისტიანობას 
მთლად შეჰმუსრავს. ამიტომ ევროპის ერებმა ყოველი უთანხმო უნდა დაივიწყონ, 
ერთმანეთს პირი მისცენ და ამ საშინელ ,,ყვითელ საფრთხეს’’ შეებრძოლონო３, 
 
［史料４］ 
,,რუსეთი და იაპონია 
ტფილისი, 27 იანვარს 
გასაოცარ ამბავს გვაუწყებს ტელეგრაფი შორიელი-აღმოსავლეთიდან. იაპონია 
უკვე თავს დასხმია რუსეთის ესკადრას და 2 ჯავშნიანი გემი და ერთი კრეისერი 
კიდევაც დაუზარალებია. ადმირალი ალექსეევი ამ სიტყვით აცნობებს ხელმწიფე 
იმპერატორს ამ, ჯერჯერობით მაინც, მოულოდნელ ამბავს４.  
 
［史料５］ 
1904 წლის 28 იანვარია, მივედი თუ არა იმ დღეს რედაქციაში ვიღაცამ 
ტელოფონით გამომიძახა, აღმოჩნდა რომ ჩვენი გაზეთის ერთ-ერთი ქრონიკიორი 
გუბერნატორის კანცელარიიდან მეძახოდა, 
- რა ამბავია? 
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- ეს არის დეპეშა მომივიდა ომი დაიწყო. 
- რა ომი რას ამბობ? 
- გუბერნატორს დეპეშა მოსვლია: წუხელის იაპონელები თავს დასხმიან 
რუსეთის ფლოტს პორტ-არტურში. ეხლავე გავიგებ დაწვრილებით და მოვალ 
რედაქციაში. 
ამ ამბავმა დიდი აღელვება გამოიწვია რედაქციაში, თუმცა რუსეთი-იაპონიის 
დიპლომატიური მოლაპარეკება მეტად გამწვავებული იყო უკანსკნელ ხანებში, მაგრამ 
ომს მაინც არავინ მოელოდა.. ჩვენი გაზეთის საზღვარ-გარეთის განყოფილების გამგე 
შაქრო ბილანიშვილი ყველაზე მეტად ღელავდა, ის ომს წინასწარმეტყველებდა, მაგრამ 
როგორც ჩანს, არც მას სჯეროდა კატასტროფის აუცილებლობა５. 
 
［史料６］ 
,,პეტერბურგი. სია იმ აფიცერთა, რომელნიც ჯავშნიან გემ ,,პეტროპავლოვსკ’’-ზე 
იყვნენ: დიდ-ოკეანეს ფლოტის უფროსი ვიცე ადმირალი სტეპან ოსიპის ძე მაკაროვი - 
დაიღუპა; შტაბის უფროსი კონტრ-ადმირალი მიხეილ პავლეს-ძე მოლასი - დაიღუპა; 
სამხედრო-საზღვაო განყოფილების უფროსი ფლიგელ-ადიუტანტი მეორე რანგის 
უფროსი ფლიგელ-ადიუტანტი მეორე რანგის კაპიტანი მისი იმპერატორობით 
უმაღლესობა დიდი მთავარი კირილე ვლადიმირის ძე - გადარჩა; სამხედრო 
განყოფილების უფროსი მთავარ შტაბის პოლკოვნიკი აგაპიევი - დაიღუპა; მეორე 
რანგის კაპიტანი მიხეილ ვასილიევი მეორე - დაიღუპა’’６. 
 
［史料７］ 
,,პორტ-არტურში მყოფ წითელი ჯვრის სასანიტარო რაზმის ექიმის ბ.ნ. აღაპიევის 
ნათესავებმა ტფილისში 2 ივლისს შემდეგი დეპეშა მიიღეს პორტ-არტურიდგან 
ხარბინის გზით: ,,ვმუშაობთ პორტ-არტურში, ჯანმრთელად ვართ, გაკოცებთ ყველას; 
სალამი ნაცნობთ. ეს გარემოება ცხადად ამტკიცებს, რომ პორტ-არტურს ისე მჭიდროდ 
არ აქვს ალყა შემორტყმული რომ იქიდან ცნობების მიღება შეიძლებელი იყოს’’７. 
 
5 
 
［史料８］ 
მოკლულნი, დაჭრილნი და ტყვედ წაყვანილნი 
ჩვენს რედაქციას რამდენჯერმე დაეკითხნენ ომში გაგზავნილთა ზოგი ნათესავები, 
ამა და ამ კაცის გვარი ხომ არ შეგხვედრიათ დაჭრილთა და მოკლულთა რიცხვშიო. ამ 
ნათესავთა და აგრეთვე საზოგადო ინტერესის დასაკმაყოფილებლად ჩვენ საჭიროდ 
ვცანით დღეიდან ვბეჭდოთ ომში დაჭრილთა და ტყვედ წაყვანილთა სია, რომელსაც 
მთავარ შტაბის განსაკუთრებული კომისია აცხადებს ხოლმე ,,რუსსკი ინვალიდ’’-ში და 
რომელსაც თითქმის ყველა რუსული გაზეთი ჰბეჭდავს８. 
 
［史料９］ 
ტყვე რუსები იაპონია. ინგლისელი კორესპოდენტები ერთხმად ჰმოწმობენ, 
იაპონელები კარგად ექცევიან ტყვე რუსებსაო. კორესპოდენტები სწერენ; 
ტიურენჩენთან ბრძოლის შემდეგ 18 აპრილს ღამეს, გენ. კუროკი თავის შტაბთან გარედ 
ეზოში, ცეცხლის პირას იჯდა. ცივი ღამე იყო და ეზოში რამდენსამე ადგილას ცეცხლი 
ენთო. ამ დროს ჯარისკაცებმა ხუთი ტყვე რუსის აფიცერი მოიყვანეს. გენ. კუროკი და 
სხვა იაპონელი აფიცრები ყველანი ფეხზე წამოუდგნენ, სამხედრო სალამი მისცეს და 
ცეცხლთან დასხეს. მერე ღვინო და სიგარები უთავაზეს. ტყვეები და გამარჯვებულები 
სიგარებს ეწოდნენ და მეგობრულად საუბრობდნენ９. 
 
［史料１０］ 
,,ქართველი ტყვეების წერილი იაპონიიდან 
,,ქ.შ წერა-კითხვის გამავრცელებელ საზოგადოების’’ გამგეობას წერილი მიუვიდა 
ქართველ სალდათებისგან, რომელნიც პორტ-არტურიდან ტყვედ წაიყვანე იაპონიაში. 
ავტორი წერილისა ელიზბარ ჭიჭინაძე - იუწყება, რომ ამ ქალაქში ოცი ქართველი 
ვართო და თხოულობს, ქართული წიგნები გამოგვიგზავნეთო, წერილი რუსულად 
არის დაწერილი.  
 აი ქართული თარგმანი ამ წერილისა; ,,წერა- კითხვის გამავრცელებელ 
საზოგადოებაის წიგნი მაღაზიის თავმჯდომარეს. ტყვე სალდათებისგან 
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(პორტ-არტურიდან) ქალაქ ხიმეჯიდან. გთხოვთ თქვენ და აგრეთვე ყველა წიგნების 
გამომცემელს გამოგვიგზავნეთ წიგნების წასაკითხად ქართულ ენაზე. უმორჩილესად 
თხოვთ არ დაგვტოვოთ უყურადღებოდ. ჩვენ არტურელნი აქ 20 კაცამდე ვართ’’ 
 შემდეგ ადრესი: რუსულ ენაზედ ,,იაპონიია, ქალაქი ხიმეჯი, ტყვე სალდათების 
თავშესაფარი, გადაეცეს ელიზბარ ჭიჭინაძეს N2188’’ წერილი გამოუგზავნია მდგომარე 
წლის 28 თებერვალს ‘’１０. 
 
［史料１１］ 
,,გუშინ 5 თებერვალს, საგანგებო კრება ჰქონდა ტფილისის გუბერნიის 
თავად-აზნაურობას, თავად-აზნაურთა წინამძღოლის თავ. მელიქიშვილის 
თავმჯდომარებით პირველად წაკითხულ იქმნა უმაღლესი მანიფესტი, რომელსაც 
დამსწრენი ,,ურას’’-ს ძახილით მიეგებნენ. შემდეგ პარაკლისი იქმნა გადახდილი. რათა 
უფალმან დღეგრძელობა მიანიჭოს ხელმწიფე იმპერატორს და გამარჯვება რუსეთის 
მხედრობას შორეულ აღმოსავლეთის ომში პარაკლისის გათავების შემდეგ სამჯერ 
შეასრულა სასახლის მგალობელთა გუნდმა სახალხო ჰიმნი, რომელიც ყველამ დიდის 
ყურადღებით და ,,ურას’’ ძახილით მოისმინა. შემდეგ კრება დაიწყო და ერთხმად 
გადასწყვიტა : 1. შინაგან საქმეთა მინისტრის შემწეობით დეპეშით ხელმწიფე 
იმპერაორის გამოეცხადოს უქვეშევრდომოლესნი გრძნობანი თავად-აზნაურთა. 2. 25 
000 მ. შესწიროს ომის საქმისთვისათვის, დაჭრილ მეომართათვის და ომში მოკლულთა 
სასარგებლოდ; 3, მთელ გუბერნიაში გაიმართოს ხელის-მოწერა და ამ გზით 
შეგროვილი ფულს მიეცეს ისეთივე დანიშნულება რაც მეორე მუხლშია ჩამოთვილი, 4, 
ფულის მოგროვება მიენდოს განსაკუთრებულ კომისიას, რომელსაც თავმჯდომარედაც 
არჩეულ იქმნა თავ. ივ.ს. ჭავჭავაძე, წევრებად 6 კაცი, სამი თავად-აზნაურთაგან, სამი 
მოქალაქეთაგან; 5, ეს გადაწყვეტილება ეცნობოს ტფილისის გუბერნატორს და 
მოხსენდეს კავკასიის მთავარ-მართებელს თავ.გოლოცინს１１. 
 
［史料１２］ 
ომის საჭიროებისთვის ერთ თვეში:  
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ფლოტისთვის შეუწირავთ 2 მილიონი და კვლავად მრავალი შეწირულობა 
გროვდება. 
გრაფ ორლოვ დავიდოვს შეუტანია 1.250.000 მანეთი. 
წითელი ჯვარი იუწყება, კასაში შეგროვდა 500 00 მანეთიო 
ხარკოვის თავად-აზნაურობამ და ერობამ შეაგროვა 1.600,000 მან. 
მოსკოვმა შეაგროვა თითმის 2 მილიონი  
კურსკის თავად-აზნაურობამ 250 000 მან. 
იაროსლავმა - 175 000 მან. 
ფინლანდიამ 500 000 მან. 
სარატოვმა 100 00 მან. 
კალუგამ 100 00 მან. 
კიევის შაქრის მექარხნებმა 200 00 მან,. 
ერთ დღეს შეგროვდა ახალშენების დაბა-ქალაქების და სოფლების 
საზოგადეობათაგან 50 000 მან. 
ერთმა ამერიკელმა შეწირა 200 000 მან. 
პარიჟში შეუგროვებიათ 150 00 მან. 
ამას დავამატოთ მოხელეების ჯამაგირის და ხელოსანთა ხელფასის პროცენტები, 
ვთქვათ თვეში ნახევარი მილიონი,  
ამ სიით, რომელიც საჩქაროდ არის შედგენილი უკვე სჩანს 10 000 000 მან და ეს ხომ 
პირველი ტალღაა ხალხის გულისკეთილობისა. 
წითელ ჯვარსაც აქვს 5 000 00 მან 
ეს ამოდენა ფული ეხლავე შეგროვდა, როდესაც ჯერ ნამდვილი საჭიროება არ 
დამდგარა, შემდეგში ხომ უფრო ბევრს უნდა მოველოდოთო’’ １２. 
 
［史料１３］ 
,,იმპერიის საგუბერნიო სათავად-აზნაურო საკრებულონი შეუერთდნენ ომში 
დაჭრილთა, მოკლულთა და მათ ოჯახთა დასახმარებლად. ამ აზრით გამართულ იქმნა 
საყოველთაო, წოდებ-განურჩევლად ხელის მოწერა შემოწირულობებათა მისაღებად. 
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შემოწირულობა მიიღება ფულად და ნივთებად. საქმის მოწყობა მიენდო მთავარ 
კომიტეტს მოსკოვში. კომიტეტის თავსმჯდომარედ არის მოსკოვის გუბერნიის 
თავად-აზნაურთა წინამძღოლი თავადი პ.ნ. ტრუბეცკოი. კომიტეტში მონაწილეობას 
იღებენ ნდობა-მოსილნი კაცნი, ამორჩეულნი თითოეული გუბერნიის 
თავად-აზნაურობის მიერ.  
ტფილისის გუბერნიის სათავად-აზნაურო საკრებულომაც გადასდო ამ საქმისთვის 
უკვე ცნობილი რაოდენობა ფულისა და ჰზრუნავს ახლა, მოამზადოს ისეთი ნივთები, 
რომელიც საჭიროა ქსენონითა და სამხედრო სამკურნალოთათვის. 
ნება-ყოფლობითის შემოწირულებათა მისაღებად და დასამზადებელ ნივთთა 
შესაძენად შედგენილ იქმნა კომეტეტი გენერალ-მაიორი თავ. ივანე სულხანის ძის 
ჭავჭავაძის თავსმჯდომარეობით, წევრებად იქმნენ არჩეულინი: თ-დი ლევ, გ. 
ჯანდიერი, გენერალ-მაიორი ქრ.ი.მამაცაშვილი, გ.ს.განძიელი და დ.ზ.სარაჯიშვილი１３.  
 
［史料１４］ 
,,ტფილისის მექუდეებმა ერთმანეთს შორის 100 მანეთი შეჰკრიბეს დაჭრილ 
მეომართა და მათ ოჯახობისთვის შემწეობის აღმოსაჩენად, ეს ფული ხელოსანთა 
მოურავს წარედგინა, რომელიც ტფილისის გუბერნატორს გადასცემს 
დანიშნულებისამებრ გასაგზავნად１４. 
 
［史料１５］ 
,,ახალციხის ქალაქის საბჭოს დაუდგენია 500 მანეთი გადასდოს რუსეთის ფლოტის 
გასაძლიერებლად და ამას გარდა ხელის მოწერა გაჰმართოს ომში დაზარებულთა 
სასარგებლოდ’’１５. 
 
［史料１６］ 
,,როგორც იტყობინიებიან ტფილისის ,,კრუჟოკის’’ წევრთ არ დაუდგენიათ 15,000 
მან გადადება რუსეთის სამხედრო საჭიროებისათვის, არამედ მხოლოდ მსჯელობა 
ჰქონიათ. ,,კრუჟოკის წევრთ კრება კიდევ იქნება და მაშინ გადაწყვეტენ საბოლოოდ’’１６. 
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［史料１７］ 
,,ტფილისის სასოსოფლო-სამეურნო საურთიერთო კრედიტის საზოგადოებამ 100მ 
გადასდო რუსეთის სამხედრო საჭიროებისათვის, 200 მანეთი კი ტფილისის ქართველ 
ქალთა სამკურნალო სკოლის სასარგებლოდ’’１７. 
 
［史料１８］ 
,ცნ.ფ’’-ს რედაქციას აკაკის ფონდის სასარგებლოდ მუკდენიდან მიუღია 1000 მან.; 
ფული ერთმანეთს შორის შეუგროვებიათ მუკდენში მცხოვრებ ქართველებს. 
ოთხმოცდათი მანეთი შეუწირავთ ჩინელებს; იუნ-იუს,პოლინს, დიუ-ჯე-ლინს და ხი 
ვან-პოს‘’ １８. 
 
［史料１９］ 
იქ....შორს...სადღაც...რა ხანია 
საშინელი სისხლის ღვრაა; 
მუსრს ავლებენ ერთმანეთსა, 
შებრალება აღარაა! 
სასიკვდილოდ განწირულნი, 
სასიკვდილოდ კვლავ მიდიან 
და სულით კი ჩვენთან მყოფნი, 
გზიდამ სალამს მოგვიძღვნიან. 
ოჰ, მწარე ეს სალამი, 
მწარე გრძნობის მომგვრელია 
სიყვარულით გამსჭვალული- 
სიძულივილის აღმძვრელია!... 
,,ვაჰ, სოფელო, რაშიგან ხარ, 
რას გვაბრუნებ, რა ზნე გჭირსა... 
სადაურსა სად წაიყვან, 
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სად აღუფრხვრი, სადით ძირსა?!’’... 
             დუტუ მეგრელი’’ １９. 
 
［史料２０］ 
არ მჯერა! 
,,გაზაფხულიო’’ მესმის ხმა ტკბილი, 
,,გაზაფხულიო’’ ხარობს ქვეყანა ; 
მაგრამ ხმა იგი გულს გაცივებულს 
გააცოცხლებს და... გაათბობს განა? 
არ მრწამს...ნუ მეტყვი გაიხარეო! 
ამ ბედის პატრონს რა გაახარებს? 
აღშფოთებულს სულს, დიდი ხნით ტანჯულს, 
სუსტი იმედი ვერ დააწყნარებს. 
არა!..არ მჯერა, ჩემსა ქვეყანას 
ეღირსოს სხივი გაზაფხულისა, 
შესწყდეს ოხვრა და.. მოისპოს კვნესა 
ასე სასტიკად დაჩაგრულისა, 
4 იანვარი 1905 წ. ვლ. მიქელაძე２０. 
 
［史料２１］ 
გაზაფხული 
(პასუხი ვლ. მიქელაძეს) 
,,გაზაფხულის’’ მომღერალნი 
ახმატკბილდნენ კიდით-კიდე, 
და მათმა ხმამ ქვეყნად ძალნი 
განამტკიცა, ახსნა რიდე. 
დიდ-შემოქმედ ერის ძალას 
მოწმობს მთელი ისტორია; 
11 
 
მომავალი გამარჯვებაც 
უტყუარი და სწორია, 
ეს იმედი, როგორც ცეცხლი, 
ღვივის მკერდში, ჩვენი ერის, 
და ამიტომ გაბედულად 
,,გაზაფხულს’’ ისიც მღერის. 
 გ. ბოკერია２１. 
 
［史料２２］ 
,,ფელეტონი 
მისალმება  
ბნელ ქვეყანას გაქვავებულს 
მზემ მაღლიდან სხივი სტყორცნა 
და მშობლიურ სიყვარულით, 
ჩეეხვია, გადაჰკოცნა. 
აჭიკჭიკდნენ ფრინველები,  
მათ ბანს აძლევს თვით ბუნება, 
ამ დღის მომსწრე, მოხარული 
კლდე კლდეს სალამს ეუბნება. 
აიშალა მერცხალთ გუნდი 
და სიამით მზეს ეტრფიან, 
ზამთრისაგან დაჩაგრულნი 
აწ გაზაფხულს ეძახიან. 
გაუმარჯოს მერცხალთ გუნდსა 
იდღეგრძელოს მათი ძიძა 
ვაშა, ვაშა მნათობთ მეფეს, 
რომ ქვეყანა გააღვიძა.  
ილიკო２２. 
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［史料２３］ 
გურული ,,ნანინა’’ 
ჯერ აკვანში ჩაკრული... 
გასალტული და იწვალე! 
გაიზდები, სხვა იქნები,- 
ოი, ამას ვენაცვალე!.. 
მე, მონობის დროს ნაშობი, 
მონობაში დავიღალე; 
შენ კი სულ სხვა ბედისა ხარ,- 
ოი, ამას ვენაცვალე!.. 
ის, რაც იყო, აღარ არის, 
შეიცვლება დღეს თუ ხვალე; 
გზატკეცილი დაგიხვდება,- 
ოი, ამას ვენაცვალე! 
,,ნანა’’ გეტყვი სხვა ნაირსა, 
მარცვლა-გარცვლა დაისწავლე; 
მხსნელ დახსნილი მიეგებე!... 
ოი, ამას ვენაცვალე!.. 
რაც მე მტანჯავს, ნუღარ მკითხავ! 
ის ოდესმე შენ დასთვალე 
და პასუხიც აგებია... 
ოი, ამას ვენაცვალე!.. 
მაგრამ ჯერ კი აკვანში ხარ,- 
გაიზარდე, მალე, მალე! 
რომ შენს შვილებს შენც მოუთხრა: 
ოი, ამას ვენაცვალე! 
       აკაკი ２３. 
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［史料２４］ 
,,რა თქმა უნდა განაპირა ადგილებსა და არა რუსთა შორის მდგომარეობა უარესი 
იყო, იქ იაპონელთა ყოველი გამარჯვება და რუსეთის დამარცხება აშკარა სიხარულს 
იწვევდა, ჩვენშ ომის ამბებს სულგანაბული უცდიდა ხალხი. გაზეთებს დიდი გასავალი 
დაუდგა, ჩვენი გაზეთის ტირაჟი 15 ათასამდე ავიდა. ჩვენს გაზეთში ომის დიდი 
განყოფილებას დიდი ყურადღება ჰქონდა მიქცეული. ომის ქრონიკებს ვრცლად, 
ფართოდ და მკვირცხლად ამუშავებდა შაქრო ბილანიშვილი, ხოლო სტრატეგიულ 
მიმოხილვებს სწერდა გენერალური შტაბის ნიჭიერი ოფიცერი იოსებ გედევანიშვილი, 
რომელიც იმხანად შემოვიდა კიდეც ჩვენს პარტიაში. ომის ამბებს დიდი ყურადღებით 
და გულმოდგინებით კითხულობდა ყველა დიდიცა და პატარაც, მუშაც და 
ინტელიგენტიც, ქალაქიც და სოფელიც. იაპონელთა სარდლების - ნოგის, ტოგოს, 
კუროკის და ოიამას სახელი ყველამ იცოდა და ყველა თანაგრძნობით იმეორებდა მათ. 
აკაკის ლექსი ,,ოი, ამას ვენაცვალ ყველამ ზეპირად იცოდა’’２４. 
 
［史料２５］ 
იმდენი ოფლი, იმდენი სისხლი 
არცერთსა ერსა არ დაუღვრია. 
პატარას, დიდსა სამშობლოსათვის 
ომშია თავი არ დაუდვია. 
ნათლისა გონებით, მგზნებარე გულით 
ერსა სხვა მამული არ ჰყვარებია. 
ლამაზის ერის ლამაზმა ქცევამ 
ერებს ჩვენფერებს მადლი მოჰფინა. 
ბინა დაკარგულთ, დაწიოკებულთ 
იმათგან ლამის იპოვნონ ბინა 
ადინეს სისხლი თვისი და სხვისი, 
რუად შეღებეს წითლად მთა-ველი 
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იმას ჰყვირიან ,,სამშობლო მიწის 
არ მივცეთ მტერსა ერთი მტკაველი! 
ნუ მოხვალ გულზე მათი მნახველი?２５. 
 
［史料２６］ 
,,ჩვენ ვაარსებთ საზღვარ-გარედ ქართული თავისუფალ ორგანოს, რათა შეგვეძლოს 
დამოუკიდებლად ვსთქვათ და სხვებსაც  ვათქმევინოთ ყველაფერი, რაც 
საქართველოს აწინდელ უნუგეშო მდგომარეობის და მის გაუმჯობესობის შესახებ 
გვაქვს სათქმელი.  
მოთმინებასაც თავისი საზღვარი აქვს, ასი წელიწადი მონური და 
შეურაცხყოფილის სიცოცხლისა ძნელი და მძიმე განსაცდელი ყოფილა, გვეყო, რაც 
გადაგვხდენია და მოგვითმენია, მწუხარებამ და დაჩაგვრამ ერთი კარგი გვასწავლა, 
შევიგენით, რომ ვისაც სიცოცხლე ჰსურს თავის თავის თავს თვითონ უნდა მოუაროს 
და რომ თავისუფლება ხელგაუნძრევლად არავის ენიჭება, (ნაწილობრივი წყვეტა) 
დღეს ჩვენ გვსურს სიბნელეს, გამოურკვევლობას და გაუბედავობას ზურგი 
შევაქციოთ და ქართულ თავისუფალ პოლიტიკურ აზრს თავისუფალი პოლიტიკურ 
მოქმედების ნიადაგი მოვუმზადოთ. 
ჩვენი აზრს განსახორციებლებად, სხვათა შორის ორ საშუალებას უნდა მივმართოთ, 
ვეცდებით გამოვააშკარავოთ და გამოვამჟაღვნოთ ყოველი ძალმომრეობა და 
უსამართლობა, რომელსაც რუსეთის მთავრობა ჩვენში სჩადის, აგრეთვე საჭიროა 
გამოქვეყნება და გმობა ჩვენი ცხოვრების შინაური უსამართლობა-უკუღმართობასა, 
ხოლო ფაქტების გამომჟღავნება, ჩვენ ვერ დაგვაკმაყოფელებს, ამიტომ მეორე მხრივ 
საჭიროდ მიგვაჩნია ქართველი ეროვნების და ქართველი ხალხის მომავალ ეროვნულ 
სოციალურ იორგანიზაციის შესახებაც ლაპარაკი. (ნაწილობრივი წყვეტა) 
დასასრულს უნდა ვსთქვათ რომ ქართული თავისუფალი ორგანოსთან ერთად ჩვენ 
ვაარსებთ ფრანგულ დამატებასაც, რომელიც ჩვენის აზრით განსაკუთრებული 
მნიშვნელობა უნდა ჰქონდეს. 
ქართული გაზეთის ფრანგულ გამოცემას ერთის მხრივ უნდა იყოს შუამავალი 
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ქართველი ხალხის და რუსეთის მებრძოლი პარტიათა შორის, რაღა რუსეთის 
ლიბერალთა და სოციალსტთა პროგრამებში ქართული ეროვნების კითხვაც იყოს 
შეტანილი, 
მეორეს მხრივ ჩვენ გვსურს დასავლეთ ევროპასათანაც გავმართოთ საუბარი, 
ევროპასაც უნდა გავაცნოთ საქართველოს, მისი წარსული, აწყმო და მომავალის 
იმედი２６. 
 
［史料２７］ 
,,დრო მოვიდა და უნდა ნათლად და სრულიად გამოვსთქვათ ჩვენი აზრი, უნდა 
გამოვარკვიოთ, როგორ გვესმის საქართელოს ეროვნული ავტონომია? ჩვენ 
სეპარატისტები ვართ თუ ეროვნული ავტონომია რუსეთის პოლიტიკური 
ორგანიზაციის ფარგალში გვინდა გავახორციელოთ? რუსეთისა და საქართველოს 
შორის რა დამოკიდებულება უნდა დამყარდეს? რა საზღვარი ექმნება ჩვენს შინაურ 
თავისუფლებას? ჩვენს მეზობლებთან, სხვა ერებთან, რა დამოკიდებულება უნდა 
გვქონდეს? აი ყველა ეს ყველა ეს უნდა იყოს ნათლად, გარკვევით და მკაფიოთ 
შემუშავევებული და განმარტებული, ამ წერილში გვსურს ამ საგანზედ 
მოვილაპარაკოთ. 
თავდაპირველად ჩვებ ვაღიარებთ რომ სეპარატისტები არ ვართ, ე. ი. ვფიქრობთ 
რომ საქართველოს სრული მოშორება რუსეთისგან, პოლიტიკური განკერძოება არც 
შესაძლებელი და არც სასურველა და აი რატომ. 
კავკასიის სხვა-და-სხვა ერთა ცხოვრება ეკონომიურად ისე გადაება ერთამანეთს  
და ამასთან ისეთი მგრძნობიერი გახდა ამ ერთა ეროვნული თავმოყვარეობა რომ ამ 
მრავალ მოქოშპე ერთა შორის ერთის განცალლკევებულის სახელმწიფოს დაარსება 
დღევანდელი პირობებში მძიმე პოლიტიკური პრობლემად მიგავჩნია. ეს ერთი. 
მეორე მიზეზი კიდევ უფრო პატივსადებია. კავკასიის სრული დამოუკიდებლობა 
ან კიდევ კავკასიაში ერთი განკერძოებული სახელმწიფოს დაარსება, მხოლოდ ერთ 
შემთხვევაშია შესაძლებელი, თუ რუსეთმა კავკასიაზედ აიღო ხელი და ევროპის 
სახელმწიფონი კავკასიას ხელუხლებელ ნეიტრალ ტერიტორიად აღიარებდნენ, არის 
16 
 
ამის იმედი? ჩვენ გვგონია, რომ არა, ღრმად დარწმუნებულები ვართ რუსეთი კავკასიას 
თავისი ნებით ხელიდან არ გაუშვებს, რაც გინდა თავისუფალი პოლიტიკური რეჟიმი 
დამყარდეს რუსეთში. უნდა გვახსოვდეს, რუსეთი სტიქიურად აღმოსავლეთისკენ 
მიიწევა. კავკასია აღმოასვლეთისაკენ რუსეთის მსვლელობისათვის აუცილებელი 
სადგურია. ბაზისია. რუსეთის აღმოსავლეთისაკენ სხვა-და-სხვა მოსაზრებათა 
ძალდატანებით მიისწარაფვის. უმთავრესი ამ მოსაზრებათაგანი ეკონომიური 
ინტერესია. უმთავრესი მამოძრავებელი ძალა თანამედროვე ცხოვრებისა 
კაპიტალიზმია და პირველი მიზეზი ამა თუ იმ სახელმწიფოს საზღვართ 
გაფართოვებისა სავაჭრო ახალ ბაზრის მოპოვებაა, რეჟიმიც რომ შეიცვალოს რუსეთში, 
პოლიტიკური თვით-მპყრობელობის დამხობის შემდეგ, რუსეთის გაძლიერებულ და 
განვითარებული კაპიტალიზმი საკოლონიზაციო პოლიტიკის გაგრძელებას მაინც 
მოითხოვს, შორს რომ არ წავიდეთ, ამის მაგალითს კონსტიტიციური გერმანია 
გვიჩვენებს, მიუხედავად დემოკრატიულ მოძრაობის ზრდისა, გერმანია სახელმწიფოს 
საზღვართა გაფართოებას ცდილობს, ამასვე ვხედავთ თავისუფალ ინგლისშიაც და 
ისეთ რესპუბლიკებშიც როგორც არის ამერიკა და საფრანგეთია, ამ გზას ვერ ასცდნენ. 
რუსეთიც, რაც გინდ დემოკრატიული ხასიათის კონსტიტუცია დამყარდეს, იქ 
(პრაქტიკულად უნდა შევხდეთოთ საქმეს) უეცრად ერთბაშად არ აიღებს ხელს 
საკოლონიზაციო პოლიტიკაზედ. ე.ი. აღმოსავლეთიდან არ აიბარგება, მაშასადამე, 
კავკასიას თავს არ დაანებებს, რადგან კავკასია და მცირე აზია და თვით აზიის 
შუაგული ნაწილი ძლიერ ვიწროდ არიან დაკავშირებულნი’’ ２７. 
 
［史料２８］ 
,,ქუთაისის გუბერნიაში წელს სამხედრო ბეგარის მოსახდელად გაიწვევენ, როგორც 
მთავრობის მიერ გამოქვეყნებული ანგარიშიდან სჩანს, 3,727 კაცს, ხოლო ტფილისის 
გუბრნიიდან, ზაქათალის ოლქითურთ - 3,416 კაცს; ბათუმის ოლქიდან წელს ყველაზე 
ნაკლებს გაიწვევენ -43 კაცს; თერგის ოლქიდან 720 კაცს, ამათში 100 კაცი ოსი 
იქნება’’２８. 
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［史料２９］ 
,,გურიიდან გვატყობინენ რომ გლეხებს პირობა დაუდვიათ და აღარ გადიან 
ჯარისკაცებად (სამხედრო ბეგარის მოსახდელად), სრული საბუთი გვაქვს ვიფიქროთ 
რომ თუ კავკასიაში მობილიზაცია მოხდა, როგორც გურიაში, ისე მთელ საქართველოში 
და სომხებ შორისაც უარს განაცხადებენ ჯარში გასვლაზე: ხალხს შეგნებული აქვს რომ 
იაპონია კი არ არის მისი მტერი, არამედ თვითონ რუსეთის მთავრობაა, ასე უყურებს 
ხალხი მთავრობას და უკანსკნელს კი იმდენად დაბრმავებულია რომ იმედი აქვს 12 
ათას თავისუფალ მეომარს მისცემს ,,დრუჟინების’’ შესადგენად და შორეულ 
აღმოსავლეთში სასაკლაოზე გასაგზავნად’’２９. 
 
［史料３０］ 
,,მაშ იარაღი ხელში კავკასიის ხალხნო! უკვე იცით, რა დღე დაადგათ პეტერბურგში 
მუშებს რომელთაც უიარაღოდ მოინდომეს მთავრობასთან ლაპარაკი! თავისუფლება 
კაცობრიობის ისტორიაში ყოველთვის ხალხიდან წარმოშობელა, თავისუფლებისთვის 
დაღვრილი სისხლი წმიდაა! თავისუფლებისთვის განწირულ სიცოცხლე დიდებულია! 
მას გაუმარჯოს იმ გმირ მებრძოლთ, ვინც ადამიანის და ხალხთა 
განთავისუფლებისათვის მზად არიან შესწირონ თავიანთი ძალღონე, ახალგაზრდობია 
და სიცოცხლე! 
გაუმარჯოს კავკასიის მშრომელ ხალხთა შორის ერთობას! 
გაუმარჯოს ინტერნაციონალურ სოციალიზმს! 
გაუმარჯოს რუსეთის რევოლუციას და კავკასიის მომავალ კონფედერაციას!  
საზღვარგარეთის კომიტეტი ქართველ სოც-ფედერ სარევ. პარტიისაა. 
პარიზი 30 იანვარი, 1905 წ’’３０. 
 
［史料３１］ 
,,ანტევრპენამდე მთელი გზა გავატარე გაზეთების კითხვაში. რუსებს სჯობნიან 
იაპონელები. ევროპიელებს უკვირთ რადგან არ იციან(,) რომ რუსეთს დამპალი ძირი 
აქვს, ყველა დამონებული ერები წინააღმდგეგი არიან. ყველა მოწინავე რუსეთის 
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პარტიები წინააღდგეგნი არიან. (ნაწილობრივი წყვეტა) იაპონელებმა აიღეს ნიუ ჩვანგი, 
ინკუე, ჩქარა აიღებენ პორტარტურს და მუგდენსაც, პატარა იაპონელებმა, თავისი 
ცივილიზაციით აჯობეს დიდრონ და მძლავრ რუსებს ３１. 
 
［史料３２］省略 
 
［史料３３］省略 
 
［史料３４］省略 
 
［史料３５］省略 
 
［史料３６］省略 
 
［史料３７］ 
,,მივიღე ბ-ნ გ. დეკანოზიშვილისგან 60 600 - სამოცი ათას ექვსასი ფრანკი შვიდი 
ათასი  (7.000) ვეტტულუსის თოფის და ერთი მილიონი ასი ათასი  - 1. 100.000 
ტყვიის შეძენისათვის. 
 ლოზანა,  22 ივლისი, 1905 წ, ევგენი ბო’’３２. 
 
［史料３８］ 
16 აგვისტო, 1905 წელი 
რუსის მართებელს არ სძინავს და ყოველ საშუალებას ხმარობს რომ აღმოაჩინოს (.) 
როგორ და რა გზით გაიგზავნება იარაღი. რუსის აგენტები გარშემო მარტყიან. 
ყიდულობენ აქაურ ფოსტალიონებს, აქაურ დეპეშების მომტანებს და ცდილობენ ამ 
გვარათ გაიგონ ყველაფერი. მაგრამ მეც არ მძინავს, ვცდილობ სხვა ადრესები მივცე. 
ვცდილობ(,) რომ ჩემს სახელზედ არა მოვიდეს-რა, მაგრამ ეს ძლიერ აპრკოლებს საქმეს. 
მე მშველელები არ მყავს (,) იმათ-კი მთელი შტატი ჰყავთ, რომელიც მოძრაობს. არ 
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ვიცი(,) როგორ აუვალ, ერთხელ უკვე გამოფუჭეს საქმე. ჯერ არ იციან(,) როგორ წავა 
საქონელი, თუმცა-კი ტრიალებენ აქ. დღეს სადილის შემდეგ მიველი ბოსთან, თუმცა 
ძალიან ცდილობს ჩვენთვის, მაგრამ რა იცის(,) როგორ ებრძოლოს რუსის შპიონებს, 
ყოველ წამს გაძღოლა უნდა３３.  
 
［史料３９］ 
ბატონი დეკანოზისათვის მე ვიყიდე, ჩემის ძმის, ვაჭარ თ. ლ. კორნელისსენის 
მეშვეობით, ამსტერდამში, გემი ,,სირიუს’’, ჰოლანდიის სამეფო საზოგადოებისგან, 
რომლის ფასი არის 2.900 გირვანქა სტერლინგი. 
ხარჯი მოწყობისა 825 გირვანქა სტერლინგი３４. 
 
［史料４０］ 
26 დეკემბერი 
როდესაც მიველი სტამბოლში(,) გემზედ ამოვიდა ოსმალეთის ჩინოვნიკი, მან 
შემიყვანაო ცალკე ოთახში და მითხრა, აქ თქვენ გემზედ იარაღი არისო, მე ნამდვილად 
ვიციო. მე ყველა ქაღალდები უჩვენეო და უთხარი(,) რომ მხოლოთ, ყავა, ნახშირი და 
ბურბუშელა მაქვს(,) რომელიც გალაცში მიმაქვს. თუმცა ქაღალდები კარგია, მაგრამ 
იარაღი მაინც გაქვსო(,) მიპასუხა პორტის თანაშემწემო, მაშინ მე ფული დაუდეო წინ, 
პორტის თანაშემწემ ფული ჩაილაგა ჯიბეში და მშვიდათ გავიდა ოთახიდან და თან 
მითხრა ,,ეხლა შეგიძლიან მშვიდათ წახვიდეთო’’. როდესაც ეს თანაშემწე გავიდაო(,) 
მაშინ თვით უმფროსი მოვიდაო და მითხრა(,) ეს გემი უნდა შევაჩერეთო(;) თანაშემწემ 
კაპიტნის მაგიერ უპასუხა(,) რომ მისი ქაღალდები წეს-რიგზედ არიან და არავითარი 
მიზეზი არ აქვს გაჩერებისა. მოილაპარაკეს ერთ მანეთთან და მითხრეს ,,მშვიდობით 
მგზავრობა გქონდეს’’. ამ სიტყვების შემდეგ უბრძანეო, რომ მაშინა ყოველის ძალით 
ემუშავნათ და ჩქარა წავსულიყავითო. 18 ნოემბერს გავცილდითო სულ მთლად 
სტამბოლს და სი(ს)წრაფით გაუდექით ფოთისკენ３５. 
 
［史料４１］ 
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1905 წელს ჰაერში რევოლუციის სუნი ტრიალებს. საქართველოს სხვადასხვა 
პოლიტიკური პარტიები აშკარად რაზმავენ ხალხს ნიკოლოზის ტახტის ძირის 
გამოსათხრელად. ქართველ სოციალს-ფედერალისტთა პარტიის კომიტეტიც დიდ 
მზადებაშია. თადარიგს ვიჭერდით დასახვედრად დასაბინავებლად იმ თოფ-იარაღისა, 
რომელიც საზღვარგარეთ (შვეიცარიაში) შეიძინა ხსენებული პარტიის პარიზის 
კომიტეტის თავმჯდომარემ ინჟინერმა გიორგი დეკანოზიშვილმა. ამ იარაღით 
დატვირთული, პარტიის მიერ საკუთრად შეძენილი გემი ,,სირიუსი’’ რამდენიმე თვეში 
უნდა მოადგეს შავი ზღვის აღმოსავლეთ სანაპიროს, ფოთიდან ოცი კილომეტრის 
მანძილზე.  
თიბათვის გასულია თბილისიდან ბათუმში ჩამოდის ალექსანდრე ჯაბადარი 
ცნობების შესაკრებად, თუ ადგილობრივი გარნიზონი რა როლს იკისრებს ხალხის 
გამოსვლისას, ამასათვის უნდა დავკავშირდებოდით ბათუმში დაბანაკებულ 
ოფიცრებს,. ამ ოფიცრებში სანდო ადამიანად ითვლებოდა დავით კლდიაშვილი, 
რომელიც ცოლშვილიანად ცხოვრობდა ეგრეთ წოდებულ ,,გოროდოკში’’. 
(ნაწილობრივი წყვეტა) 
-მადლობელი ვარ თქვენი, რომ გამახარეთ, - გვითხრა პასუხად დავითმა, - და 
გულს იმედი ჩამისახეთ, იქნება მოვესწროთ, დაემხოს ნიკოლოზის ტახტი და ჩვენს 
უბედურ ქვეყანაში, ჩვენს გაწამებულ ხალხს ეღირსოს, რუსეთის ორსთავიანი არწივის 
კლანჭებს თავი დააღწიოს და საკუთარი, დამოუკიდებელი ცხოვრებით იცხოვროს, 
სხვა ერებს გვერდით ამოუდგეს, როგორც სწორი სწორს. მაგრამ...მაგრამ...მარტო ვარ, 
მარტო ჩემო ალექსანდრე, გარშემო სულ შავრაზმელები მახვევია. ჩემი როტა რომ 
გამომყვეს სხვები გამომყვებიან?３６. 
 
［史料４２］省略 
 
［史料４３］ 
Berlin, Constantinople, Paris, Vienne, London３７, Rome, Washington, Moscou, 
Tokio,  Bukarest, Téhéran, Madrid, La-Haye,  Kiev,  Stockholm,  Kristiania,  
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Kopenhagen.  
                     Ministre des  Affaires Étrangères. 
Conseil Nationale de Géorgie a déclaré le 26 courant à 5 heures après-midi 
indépendance de la Géorgie et a institué la république démocratique géorgienne stop. 
En vous faisant part du ci-mentionné j’ai l’honneur de prier Votre Excellence d’en 
informer Votre Gouvernement.  
 
   N. Ramichvili  Président du  Conseil des Ministres.  
     Conforme : Sokolovski. 
      Premier Secrétaire.  
 
Le Conseil National de la Géorgie, dans sa séance plénière du 26 Mai 1918 à 5 
heures de l’après-midi, a déclaré ce qui suit : 
 
  ACTE  DE L’INDEPENDANCE DE LA GÉORGIE. 
 
« Pendant plusieurs siècles la Géorgie a existé comme État libre et indépendant. A 
la fin du XVIIIème siècle,  serrée de tous côtés par des ennemis, la Géorgie  s’est 
alliée volontairement à la Russie à la condition que la Russie s’engage à défendre la 
Géorgie contre ses ennemis extérieurs.  
«  Au cours de la grande révolution russe il s’est produit un tel état de choses qui a 
entraîné la dissolution de tout le front militaire et l’armée russe a quitté la 
Transcaucasie.  
« Abandonnés ainsi à leurs propres forces, la Géorgie et avec elle toute la 
Transcaucasie ont décidé de prendre eux-mêmes la direction de leurs destinées et ont 
créé pour cela les organes respectifs, mais sous l’influence de forces extérieures, les 
liens qui unissaient les peuples de la Transcaucasie se sont défaits et l’unité politique 
s’est dissoute.  
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« La situation actuelle du peuple géorgien dicte impérieusement à la Géorgie la 
nécessité de créer une organisation propre, afin de se sauver de l’asservissement par 
les forces extérieures, afin de poser une base solide pour son libre développement. 
 « En conséquence le Conseil National de la Géorgie, élu par l’Assemble Nationale 
de la Géorgie le 22 Novembre (5 Décembre) 1917 déclare :  
1. Dorénavant le peuple géorgien est souverain et la Géorgie est un État jouissant 
de tous les droits d’un État indépendant. 
2. La forme d’organisation politique de la Géorgie indépendante est – la 
République démocratique. 
3. En cas de conflits internationaux  la Géorgie reste toujours neutre.  
4. La république démocratique Géorgienne tendra à établir des relations amicales 
avec toutes les autres nations et particulièrement avec les peuples et Etats 
avoisinants. 
5. La République démocratique Géorgienne garantit sur son territoire des droits 
civils et politiques à tous les citoyens, sans distinction de leur nationalité, de leur 
religion, de leur état social ou de leur sexe. 
6. La République démocratique Géorgienne laisse à tous les peuples habitant son 
territoire le champ libre pour leur développement.  
7. Jusqu’à la convocation de la Constituante, à la tête de l’administration de toute 
la Géorgie se trouve un Conseil National, complété par des représentants des 
minorités nationales et le ministère provisoire est responsable devant le Conseil 
National ».   
 
Copie conforme 
Ghambachidze３８ 
 
［史料４４］ 
Délégation 
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de la 
République géorgienne 
Grand Hôtel, Paris 
(copie) 
         
   
A LA DELEGATION JAPONAISE  
  
 A LA CONFERENCE DE LA PAIX  
Aucune réponse ne nous est parvenue de la part des grandes puissances alliées et 
associées au sujet des questions formulées dans nos notes précédentes et se rattachant 
à l’indépendance de la Géorgie. Il paraît que les gouvernements des dites puissances se 
réservent d’entrer en discussion du problème géorgien en connexion avec l’ensemble 
des question concernant l’ancien Empire russe. 
Pourtant cette méthode ３９  de procéder n’est pas sans présenter quelques 
inconvénients très graves, car elle complique pour la Conférence la solution du 
problème russe en multipliant d’une façon assez artificielle les éléments dont il se 
compose, au lieu de le simplifier par la division naturelle des questions.  
Comme la Pologne et la Finlande et plus que la Bessarabie, la Géorgie est à la 
vérité hors du problème russe proprement dit. Mais la Géorgie a quelques titres à faire 
valoir qui lui sont propres. Jamais conquise par la force armée russe (comme le furent 
les deux autres pays sus-mentionnés) la Géorgie devint partie de l’Empire russe par 
suite de certains arrangements politiques bilatéraux, bientôt abolis par la Russie. 
Après l’écroulement de cet Empire le peuple géorgien, affranchi du joug séculaire, se 
déclara libre, proclama son indépendance, et se créa une organisation politique, basée 
sur sa volonté et sa souveraineté. La notification en fut faite à toute les puissances, et 
c’est la consécration internationale d’une situation existant de fait que la Géorgie 
attend de la Conférence de la Paix. 
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Les territoires que le peuple géorgien revendique ainsi comme son patrimoine 
légitime le furent déjà dans les temps très reculés, alors que ni la Russie, ni aucune 
des puissances jouant maintenant un rôle principal dans la politique européenne, 
n’existait encore. Dans ces frontières historiques, le peuple géorgien, rajeuni par ses 
aspirations profondément démocratiques, reste toujours l’élément dominant et son but 
est d’organiser son indépendance politique en pleine harmonie avec les peuples 
voisins.  
Séparée de la Russie par la chaîne du Caucase, la Géorgie autrefois base 
principale pour agressions russe, en Asie, n’a pas d’importance vitale pour la Russie 
pacifique de demain ; et on ne voit pas par quelles raisons pourrait-on justifier le refus 
de reconnaître l’indépendance d’un pays qui, au point de vue géographique, ethnique, 
remplit toutes les conditions requises pour une existence politique indépendante ;  
Dans ces circonstances, comment faire dépendre la solution d’un problème aussi 
simple, précis, sûr, que le géorgien de la liquidation du chaos russe, où déjà la 
restauration d’une certaine unité politique des seuls grands-russiens présente des 
difficultés énormes et où la question de l’Ukraine et de la Russie blanche, pour ne pas 
[en] citer d’autres, est grosse de complication d’une portée internationale. 
Il est évident que pour commencer une existence régulière, la Géorgie ne peut pas 
attendre la fin d’une évolution dont on ne voit pas encore se dessiner même les étapes 
principales. La Géorgie doit nouer les relations économiques avec les pays étrangers, 
notamment avec les puissances occidentales et organiser sa vie sans délai et sans avoir 
à attendre l’issue des convulsions politiques dont on est témoin dans les pays situés 
entre la mer Baltique et le littoral du Pacifique. 
La Géorgie ne saurait plus être considérée comme une dépendance d’un autre Etat, 
elle doit trouver sa place propre et assurée en Asie antérieure, et pour cela, il est 
nécessaire que la cause géorgienne soit dès maintenant mise à l’étude et à la 
discussion par les grandes puissances dont la volonté et les suffrages seront à la base 
de l’ordre public international, qu’on est en train d’organiser. 
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Ces puissances n’ignorent pas les événements qui pour un moment éloignèrent la 
Géorgie du contact avec leur politique, grâce à son isolement géographique. Très 
nombreux néanmoins sont les officiers et soldats géorgiens tombés glorieusement pour 
la cause commune des Alliés sur les différents fronts de Riga à la Mésopotamie.  
Le pays qui a versé ce sang n’a point participé à l’aventure politique qui plus tard 
aboutit au traité de Brest-Litovsk, cet instrument et ses auteurs ne furent jamais 
reconnus par la Géorgie. 
Ayant combattu pour les Alliés et plus tard, livrée à ses propres forces contre les 
bolchévistes et contre les Turcs, la Géorgie aurait, paraît-il, le droit de compter sur les 
sympathies des puissances alliées, sans parler des principes énoncés par ces 
puissances et qui forment comme fondement  inébranlable des revendications 
politiques d’un peuple aussi vieux, aussi organisé et aussi distinct qu’est le peuple 
géorgien.  
Vu ce qui précède, les soussignés délégués du gouvernement de la république 
Géorgienne, ont l’honneur d’émettre les vœux suivants :  
La question géorgienne doit être isolée de l’ensemble des problèmes russes « elle 
doit être  immédiatement soumise à la Conférence de la Paix ». 
La Conférence interalliée d’abord aura à se prononcer sur le principe même de 
l’indépendance de la Géorgie et sur la fixation de ses frontières, ainsi que sur d’autres 
questions dérivant de la reconnaissance de la Géorgie, comme république 
indépendante.  
Il serait très avantageux d’instituer une commission spéciale pour l’étude 
approfondie de la question géorgienne.  
Ayant entendu les délégués de la Géorgie, et, le cas échéant, ceux des autres 
parties intéressées, cette commission soumettrait son rapport à la Conférence 
interalliée dont la fonction est de préparer les éléments constitutifs de ce règlement 
définitif qui sera le gouvernement des travaux de la Conférence de la Paix.  
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    Délégués du Gouvernement Géorgien :  
Signé : C. Gvarjaladze,  Z. Avalichvili,  D.Ghambachidze ４０ 
 
［史料４５］省略 
 
［史料４６］ 
   Délégation  
de la 
République géorgienne 
     Rue La Pérouse, 37 
           Paris 16ème 
 
Paris, le 19 Février 1919 
 
à la Délégation des 
           États-Unis à la Conférence de la Paix58  
De Grande-Bretagne  «  «  «       59 
 De France     «      «      «       60 
Du Japon         «    «    «       61 
D’Italie       «    «     «    «      62 
 
Le peu d’attention que les Gouvernements des  Grandes Puissance Alliées 
prêtent à la cause géorgienne et à la question de l’Indépendance  de la Géorgie 
montre clairement que dans la pensée de ces Gouvernements, le problème géorgien n’a 
qu’une importance très secondaire.  
Sans exagérer la portée politique de ce problème il serait peut-être opportun d’en 
approfondir certains éléments pour le faire apprécier à sa juste valeur. 
Il serait long et ardu de montrer aux époques plus reculées de l’histoire, mais nous 
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tenons à rappeler que dernièrement la question géorgienne fut posée au seuil même du 
XIXéme siècle. C’est en vain que les rois de Géorgie implorèrent, en certaines 
occasions, l’assistance et la protection de l’Europe, alors trop éloignée, contre l’Islam 
militant et envahisseur ; et la politique très active de ces rois cherchant à cette fin le 
protectorat russe aboutit en définitive à l’annexion pure et simple. 
de la Géorgie par la Russie, ce qui fut pour la Géorgie une catastrophe nationale, 
mais en même temps détermina, dans une large mesure, le développement de 
l’impérialisme russe en Asie, la mainmise de la Russie sur les communications de 
l’Europe avec la Perse et l’Asie Centrale, l’exclusion de l’influence européenne de ces 
vastes territoires devenus la proie facile d’une expansion qu’aucune nécessité 
économique ni politique ne justifiait.  
Le point de départ de tout cette évolution si importante, fut, on peut l’affirmer, la 
solution de la question géorgienne au commencement du XIXéme siècle, c’est-à-dire 
l’annexion de la Géorgie par l’Empire russe. La situation géographique de ce pays au 
sud de la Chaîne du Caucase, entre les deux mers, suffit pour expliquer ce phénomène 
singulier. 
Mais il ne faut pas oublier cet enchaînement de la cause et des effets lors du 
règlement de la question géorgienne dans les conditions de nos jours.  
Dans l’état actuel des choses, où l’ancien Empire des Tsars se trouve en pleine 
dissolution et où certaines de ces parties s’érigèrent déjà en Etats indépendants, les 
grandes Puissances victorieuses ont à choisir une politique à l’endroit de ces unités 
récemment organisées. Ces Puissances, en ménageant l’avenir d’une Russie rênée 
sinon restaurée, d’une Russie rentrant dans la voie de l’ancien Empire russe, 
montrèrent une extrême réserve quant à la reconnaissance formelle de ces nouveaux 
États, en ne l’accordant que dans des cas tout à fait exceptionnels.  Ou bien, vu l’état 
amorphe de la Russie et l’impossibilité d’en attendre la résurrection soudaine, ces 
Puissances procéderont à un remaniement territorial national de ce qui fut l’Empire 
russe, conformément aux grandes ligne de la politique européenne qu’ils veulent 
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suivre et aux principes qu’ils ont énoncés.  
Il paraît que la première de ces deux hypothèses n’est plus du domaine de la 
politique pratique. En consacrant le principe de l’indépendance complète de la Pologne, 
en admettant celle de la Finlande et la réunion de la Bessarabie avec la Roumanie, les 
Grandes Puissances rejettent d’une manière très décisive, non seulement l’idée de la 
restauration de la Russie de jadis, Etat un et indivisible, mais portent aussi un coup 
mortel aux espérances de ces partis et groupemements russes modérés, qui rêvent 
[d’]une rénovation de l’Empire russe et qui parlent, il est vrai dans des termes assez 
vagues, des États-Unis de la Russie, d’une Russie, État fédéré , etc…. Mais sans 
Varsovie et Vilna, sans Sveaborg et sans Kichinev, point d’Empire russe d’antan! 
S’il se forme une Russie grande et vigoureuse - et la réunion de la Grande Russie 
avec l’Ukraine et la Sibérie la rendra possible - ce sera sur d’autres bases et dans 
d’autres limites. 
L’autre hypothèse envisagée est la politique d’un remaniement territorial de la 
Russie en conformité avec certains besoins politiques de l’Europe entière. Il paraît 
après ce qui fut dit que c’est plutôt vers cette politique que gravitent nécessairement 
les Grandes de la Russie- n’est point et ne sera jamais compatible avec une Russie 
impérialiste, elle exige comme un complément naturel une Russie démocratique et 
paisible. 
Dans ces conditions et étant donnée l’équilibre politique et l’ordre international 
qu’on va créer à Constantinople, en « Asie antérieure, en Arménie, en Syrie et ailleurs, 
comment laisserait-on la Russie reprendre la possession des pays Transcaucasiens et 
surtout de la Géorgie, qui en est la clef ? Est-ce pour faciliter à la Russie le retour à sa 
politique d’expansion territoriale, est-ce pour préparer une nouvelle pression du 
colosse russe sur la Perse, sur l’Arménie, sur ce qui restera de la Turquie ? Est-ce pour 
favoriser un renouvellement de la poussée russe vers les Détroits, vers la 
Méditerranée, vers le Golfe Persique ? 
C’est pour sauvegarder l’avenir de l’œuvre que les grandes Puissances 
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poursuivent, c’est pour mieux garantir l’Orient européen et le Levant d’une menace 
formidable à l’avenir que la chaine du Caucase doit être mise, comme frontière 
politique et comme barrière infranchissable, entre la Russie et les pays 
transcaucasiens, en premier lieu, la Géorgie, appelée à devenir [un] des éléments 
importants du système  politique qu’on va organiser en Asie antérieure en 
reconnaissant l’indépendance de certains peuples et en plaçant certains autres  sous 
la tutelle protectrice d’une grande Puissance. 
La possibilité d’un réveil de l’impérialisme russe n’est pas la seule éventualité 
qu’il faudrait prévoir. L’Allemagne aussi doit être prise en considération quand on 
analyse le problème géorgien. Si l’impérialisme y triomphait, dans ce cas la pression 
que la Russie pourrait exercer en se frayant la route barrière infranchissable, entre la 
Russie et les pays transcaucasiens, en premier lieu, la Géorgie, appelée à devenir un 
des éléments importants du système politique qu’on va organiser en Asie antérieure 
en reconnaissant l’indépendance de certains peuples et en plaçant certains autres sous 
la tutelle protectrice d’une Grande puissance. 
La possibilité d’un réveil de l’impérialisme russe n’est pas la seule éventualité 
qu’il faudrait prévoir. L’Allemagne aussi doit être prise en considération quand on 
analyse le problème géorgien. Si l’impérialisme y triomphait, dans ce cas la pression 
que la Russie pourrait exercer en se frayant la route vers la Méditerranée et vers le 
Golfe Persique serait augmentée de tout le poids que l’Allemagne y ajouterait. Et la 
Transcaucasie, ce corridor naturel entre les deux continents et la voie de 
communication la plus importante de l’Europe avec l’Asie centrale se trouverait à la 
disposition de la Russie et de l’Allemagne alliées ? 
Telle est la portée de cette question géorgienne à la lumière des intérêts vitaux des 
Grandes Puissances alliées, des Etats qu’elles sont en train de créer et de l’avenir de 
l’Europe et de l’Asie. 
Mais il y a encore une chose : le droit sacré du peuple géorgien de décider de son 
propre sort. Pour proclamer son indépendance, pour organiser son gouvernement, pour 
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combattre ses ennemis, la Géorgie n’a pas recouru à l’aide et à l’assistance des 
Puissances alliées. La Géorgie s’adresse à ces Puissances avec la prière de reconnaître 
le gouvernement.  
comme existant de fait, d’entamer avec lui des rapports diplomatiques et 
économiques, et d’admettre la représentation de la Géorgie à la Conférence de la Paix, 
afin que la voie de la Géorgie soit entendue et que son indépendance soit reconnue 
formellement et sanctionnée par des accords internationaux. 
 
  Délégués du Gouvernement Géorgien : 
 
       Signé : C. Gvarjaladze, Z. Avalichvili, D. Ghambachidze ４１. 
 
［史料４７］ 
DELEGATION       PARIS, le 14 Juin 1919 
  
              De la  
REPUBLIQUE GEORGIENNE            Mons. Le Présid. De la Conf.de 
la Paix 
37, Rue La Pérouse                         
Délégat :Américaine 
PARIS (16)                            
Britannique  
N°351-356                                   
Française  
I annexe                              
Italienne 
                              
Japonaise  
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Des dépêches parvenues de Tiflis, dernièrement à la Délégation géorgienne, il 
s’ennuit que l’attitude de l’armée russe des volontaires, commandée par le général 
Dénikine, envers la République Géorgienne, devient de plus en plus menaçante. Ce 
général, encouragé, aidé et approvisionné par les Puissances alliées dans la lutte 
engagée contre les bolchevistes vient de provoquer un conflit de frontières avec la 
Géorgie en exigeant que les troupes géorgiennes évacuent l’espace compris entre les 
rivières Mékhadyr et Bzyb sur le littoral de la Mer Noire.  
Le territoire ainsi convoité fait partie de ce pays d’Abkhazie dont le rattachement 
à la Géorgie a été sanctionné par le vote de son peuple, et dont l’administration dans le 
cadre de la république géorgienne est assurée par le Conseil National d’Abkhazie élu 
au suffrage universel. 
Dans ces conditions, l’action militaire du général Dénikine, qui emploie contre la 
Géorgie les armes et munitions fournies par les grandes Puissances, constituerait un 
flagrant détournement du but dans lequel l’armée des    
volontaires est assistée par les grandes Puissances. 
Une pareille tentative d’agression, avec l’arrière-pensée de mettre la Conférence 
de la prix en présence d’un fait accompli, doit être considérée comme d’autant plus 
inadmissible et inexcusable, qu’un terrain semble actuellement être préparé pour 
l’ouverture de négociations concernant le règlement du statut des nouveaux États 
limitrophes de l’ancienne Russie. 
En signalant aux délégations des grandes Puissance le grand danger 
qu’impliquerait, pour l’ordre et la paix, une offensive du général Dénikine dans les 
pays Transcaucasiens, la délégation géorgienne croit de son devoir de soutenir devant 
lesdites Puissances la protestation adressée à cette occasion par le Gouvernement 
géorgien, aux missions des Puissance alliées et associées à Tiflis, (voir annexe) et de 
prier des Gouvernements des grandes Puissances d’enjoindre à l’armée des volontaires 
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russes le respect des frontières que la Géorgie a occupées de fait entre la chaine du 
Caucase et la mer Noire, conformément à ses droits et à la volonté de la population, 
avec le consentement du  Commandement allié.  
        Le Présidant  
de la Délégation  
        Signé : N. 
Tcheidze４２ 
 
Pour copie conforme 
Paris, le 26 Mars 1920   
 
［史料４８］ 
Paris, le 28 Juin 1919 
La même à MM  Clémenceau 
Balfour 
Tittoni 
Lansing 
Makino 
 
     Monsieur le Président,  
Des documents publiés par les Gouvernements des grandes Puissances Alliées et 
Associées, l’opinion publique du monde entier apprit que les relation futures des 
nouvelles républiques formées dans les limites de l’ancien Empire russe, avec la 
Russie rénovée sur des bases démocratiques, seront réglées, d’une manière ou d’une 
autre, par des accords entre les parties intéressées, avec l’intervention éventuelle de la 
Société des Nations. Cette décision vise entre autres les États caucasiens.  
Telle apparaissait la volonté des grandes Puissances, mais ce qui se passe dans les 
pays du Caucase se trouve en flagrante contradiction avec cette volonté. Deux 
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républiques indépendantes de Transcaucasie, la Géorgie et l’Azerbaïdjan, sont 
directement menacées par l’armée du général Denikine, assurée du puissant concours 
tant matériel que moral des grandes Puissances Alliées.  
Forte surtout de cet appui, l’armée des Volontaires prépare une invasion de la 
Transcaucasie entière, du coté de la mer Noire, ainsi que côté de la mer Caspienne, 
une  
Monsieur le Président  
De la Conférence de la Paix  
   P A R I S ４３ 
 
［史料４９］  
Conférence de  la Paix        Quai 
d’Orsay  
Secrétariat Général  
   
                        Paris,  le 7 
février 19  
 
Le Secrétariat Général de la Conférence de la Paix a l’honneur de faire connaître à 
Monsieur le Président de la Délégation de Géorgie, que le Gouvernement Japonais 
vient de notifier qu’il s’associait à la démarche par laquelle les Gouvernements 
britannique, français et italien ont reconnu le Gouvernement géorgien comme 
Gouvernement de fait/ 
Monsieur le Président  
De la Délégation de Géorgie. ４４ 
 
［史料５０］省略 
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［史料５１］ 
Copie       
AMBASSADE IMPERIAL       
               
DU JAPON 
 
 
PARIS, le 8 Mars 1921 
 
Monsieur Le Président, 
 
Dans sa séance du 26 Janvier 1921 le Conseil Suprême des Alliés a décidé de 
reconnaître la Géorgie comme Etat de jure.  
Le Gouvernement impérial du Japon vient de décider de confirmer formellement 
cette décision du Conseil Suprême et m’a chargé d’en aviser le Gouvernement de 
Géorgie. 
En portant cette décision de mon Gouvernement à la connaissance de Votre 
Excellence, je me permets d’exprimer de nouveau les sentiments de sympathie qu’il 
éprouve à l’égard du peuple géorgien, et de rendre hommage aux efforts qu’il a 
accomplis, afin d’organiser sa vie nationale. 
Veillez agréer, Monsieur le Président, les assurances de ma plus haute 
considération.  
 
        S) ISHII. 
Monsieur le Président  
Du conseil des ministres 
De la Géorgie４５ 
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［史料５２］省略 
 
［史料５３］ 
 (copie) 
 
SITUATION STRATEGIQUE 
SUR LA FRONTIÈRE SUD-OUEST DE LA GÉORGIE 
 
N° 2056 
 
Le chiffre restreint de sa population, l’insuffisance de ses ressources financières ne 
permettent pas à la Géorgie  d’avoir une armée suffisante, par rapport à sa superficie 
et à sa situation géographique ; il serait nécessaire que ce pays ait des frontières 
militaires telles qu’il lui soit possible de les défendre avec ses faibles forces, en gardant 
sur les lignes de chemins de fer réserves prêtes à être dirigées au moment donné sur le 
point le plus menacé, afin de porter un coup décisif à l’ennemi et de transporter 
ensuite ces réserves ou partie de ces dernières où leur présence serait jugée nécessaire. 
La direction des voies ferrées et des chaussées favorise les opérations sur les lignes 
intérieures. 
D’après les dernières novelles reçues   de Tiflis, un profond changement s’est 
produit tant dans la situation politique que dans la situation militaire de la 
Transcaucasie. L’alliance projetée entre le Gouvernement des Soviets et le 
Gouvernement nationaliste Kemal Pacha de l’Anatolie orientale est en train de 
s’accomplir.  
Le coup d’État survenu à Bakou démontre clairement que le parti panturc 
« ETIKHAT », soutenu par le Gouvernement des Soviets, a triomphé en Azerbaïdjan. 
Il en résulte que l’alliance militaire défensive entre la Géorgie et l’Azebaidjan perd 
sa raison d’être et que les   
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 (copie) 
SITUATION STRATEGIQUE 
SUR LA FRONTIÈRE SUD-OUEST DE LA GÉORGIE 
 
N° 2056 
Le chiffre restreint de sa population, l’insuffisance de ses ressources financières ne 
permettent pas à la Géorgie  d’avoir une armée suffisante, par rapport à sa superficie 
et à sa situation géographique ; il serait nécessaire que ce pays ait des frontières 
militaires telles qu’il lui soit possible de les défendre avec ses faibles forces, en gardant 
sur les lignes de chemins de fer réserves prêtes à être dirigées au moment donné sur le 
point le plus menacé, afin de porter un coup décisif à l’ennemi et de transporter 
ensuite ces réserves ou partie de ces dernières où leur présence serait jugée nécessaire. 
La direction des voies ferrées et des chaussées favorise les opérations sur les lignes 
intérieures. 
D’après les dernières novelles reçues  de Tiflis, un profond changement s’est 
produit tant dans la situation politique que dans la situation militaire de la 
Transcaucasie. L’alliance projetée entre le Gouvernement des Soviets et le 
Gouvernement nationaliste Kemal Pacha de l’Anatolie orientale est en train de 
s’accomplir.  
Le coup d’État survenu à Bakou démontre clairement que le parti panturc 
« ETIKHAT », soutenu par le Gouvernement des Soviets, a triomphé en Azerbaïdjan. 
Il en résulte que l’alliance militaire défensive entre la Géorgie et l’Azebaidjan perd 
sa raison d’être et que les   
une station d’embranchement du chemin de fer Transcaucasie située sur la ligne 
Poti-Tiflis. Cependant, les monts de l’Adjarie non seulement ne sauraient constituer 
une défense sérieuse, vu leur accès facile, mais encore, vu les nombreuses routes qui 
les traversent, pourrait être utilisés par l’ennemi pour dissimuler ses plans. 
Cette partie de la frontière couvrant la région la plus importante de la Géorgie est 
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trop rapprochée de l’artère vitale du pays, - le chemin de fer Poti-Tiflis-ligne qui nous 
relie à l’Europe. 
La frontière s’infléchit ensuite vers le sud, descendant presque en droite ligne sur 
une distance d’environ 85 kilomètres jusqu’au Mont Khorossan par la crête des Monts 
Arsian. Cette crête est traversée par 6 cols qui aboutissent sur le flanc droit et l’arrière 
des troupes géorgiennes d’Ardahan et coupent les communications entre Ardahan et 
Koutaïs.  
Puis, la frontière, à partir de la région des sources de la Koura, suit le cours de 
cette rivière qui, au point de vue tactique, ne saurait présenter un obstacle sérieux 
pour la défense.  
Au contre de cette partie de la frontière est situées la ville d’Ardahan, point de 
jonction de routes très importantes, pour la couverture duquel les troupes de sa 
garnison devront, dès le début des hostilités, se porter en avant. 
La défense du haut plateau d’Ardahan qui est accessible à des corps de toutes 
armes par toutes ses routes, exige une quantité importante de troupes bien exercées. 
Suivant les calculs du général Odichélidze, Sous-Secrétaire d’Etat au Ministère de 
la Guerre, ancien chef d’Etat- 
Major de la 1ère Armée russe, commandant de la 3ème armée russe, et 
commandant en dernier lieu l’Armée russe du Caucase, la quantité de troupes 
nécessaires pour accepter les premières batailles avec les Turs, sur notre frontière 
provisoire actuelle s’établit comme suit :  
1) Pour la défense de la frontière de la région de Batoumi : I8 Bat11- 2 Esc. - 24  P. d’Art. - 
144 Mitr. 
2) Pour la défense de la ligne de la Koura : 32      “    - 4     ”   - 48      “ - 130                
“ 
       --------------------------- 
          50 Bat11 - 6 Esc - 72 P. 
d’Art. - 274 Mitr.  
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Ces chiffres dépassent déjà sensiblement la totalité de nos forces, et nos autres 
frontières resteraient ainsi entièrement découvertes. 
La défense nationale exige donc impérieusement que la ligne de défense soit 
portée plus au Sud. 
 A cet effet, il existe deux solutions ; 
1) autoriser le Gouvernement géorgien à faire occuper par ses troupes certains 
points de la région de Batoumi et de l’arrondissement d’Ardashan, c’est-à-dire à reporter 
notre frontière dans la région de Batoumi à l’ancien de la Russie, à lui faire suivre ensuite 
la partie méridionale de la Chaine des Monts Arsian à partir du Mont Khorossan par les 
cols de Pandjour et d’Agoundir, jusqu’aux Monts Alsikpar ; ou  
2) autoriser le Gouvernement  géorgien à faire pénétrer ses troupes sur le 
territoire de l’arrondissement d’Olty, peuplé de géorgiens musulman, jusqu’à l’ancienne 
frontière russe passant par les Monts Saganlough, et de cette manière transporter la ligne  
1
7 
de résistance sur l’ancienne frontière Russie-turque depuis la Mer Noire jusqu’aux 
Mons du Saganlough. 
 
Dans le cas de la première solution la frontière suit les contreforts septentrionaux 
de la Chaine Pontique ? du Lasiestan ? qui sont très abrupts et qu’on ne peut franchir  
que du coté de la mer à Liman, de telle  sorte qu’il suffit, pour boucher ? cet unique 
passage, de l’occuper par de faibles forces qui seraient soutenues par la garnison de 
Batoumi composée de troupes interalliées. L’occupation de Liman et de quelques 
points importants de la région de Batoum par de petits détachements géorgiens aura 
l’avantage d’assurer la tranquillité dans tout le pays. 
Du coté de l’Est, la frontière qui longe ? la partie méridionale de la Chain des 
Monts Arzian ?, intercepte   toutes les routes d’Ereroum ? à Ardashan par Oity. 
Mais il y a lieu de remarquer que cette solution de la question, la défense de cette 
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frontière exigerait des forces considérables et nous ne serions pas maitres des passes 
des Monts Yassamal ? que les Turcs pourraient utiliser dans une offensive sur Batou 
par Olty ? 
En effet, pour accpter les premiers combats avec es Turcs, sur les frontières de la 
région de Batoum et de l’arrondissement d’Ardahan ? les forces suivantes seront 
nécessaires : 
1). Pour la défense de la région de Batoim : 6 Bat11- 4 Bac.- 12 d’Art. -48 Mitr 
2). Pour la défense de l’arrondissement d’Ardaham : ---------------16 Bat 11-4 Bac.- 
36 P.d’Art. 192 Mitr. 
Il ressort de ce tableau que les 2/3 de l’armée géorgienne seraient absorbés par ces 
opérations, de telle sorte qu’il ne resterait pour la défense des autres frontières que des 
forces tout à fait insuffisantes.  
Envisageons maintenant la seconde solution – consistant à porter les avant-postes 
de l’Armée géorgienne à l’ancienne frontière russe, non seulement dans la province de 
Batoumi, mais aussi dans le district d’Olty.  
Cette solution présente un avantage considérable. En effet, en rendant la Géorgie 
maîtresse de la région d’Olty, ce qui lui donne la possibilité de couvrir toutes les routes 
conduisant à Batoumi et à Ardahan par les Monts Yassamal et Arsian, la défense 
devient beaucoup plus aisée : les voies aboutissant à la région d’Olty ne franchissent 
que les deux défilés très encaissés du Sivri-tchaï et de l’Olty-tchaï dont la largeur ne 
dépasse pas ½ kilomètres.  
Dans ce cas il suffira, pour défendre cette ligne couvrant la région d’Olty, d’occuper 
les positions de Zardanès et de Nariman, ce qui n’exigera pas plus de 4-6 bataillons. 
 Pour ce qui est des positions avancées des villages de Péniak qui défendent en 
même temps les voies d’accès aux Monts Yassamal et Arsian, il suffira pour les 
défendre d’environ 2 bataillons. Quant à la défense de la rivière Péniak-tchaï et du 
ruisseau d’Angoundinka, celle-ci pourra être assurée à l’aide de quelques compagnies. 
Tandis qu’au contraire la défense des cols de Pandjour, de Pansakert et d’Angoudine 
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envisagée dans la solution précédente exigerait des forces quatre fois plus grandes.  
Il ressort de ce qui précède que, pour assurer la défense de l’arrondissement d’Olty, 
2 régiments et 6 batteries suffisent. En outre, grâce aux positions échelonnées, on 
pourra se défendre avec des forces réduites jusqu’à l’arrivée des réserves. 
L’autorisation demandée par le Gouvernement géorgien de faire pénétrer ses 
troupes dans la région de Batoumi et dans l’arrondissement d’Olty est donc 
impérieusement exigée par la défense de la Géorgie menacée actuellement tant du côté 
de la Turquie que du côté des bolchévistes.  
L’entrée de troupes géorgiennes dans ces provinces ne peut être que bien 
accueillie par leur population géorgienne-musulmane et la présence de ces troupes 
dans ces régions où règne actuellement l’anarchie contribuera à rétablir l’ordre 
nécessaire pour permettre aux habitants de vaquer à leurs occupations. 
Depuis des milliers d’années, les provinces dont il s’agit, entre autres celles d’Ispir 
et du Lazistan sont peuplées de géorgiens qui, bien qu’ayant embrassé la religion 
musulmane au début du XVIIème siècle, ne se sont pas encore dénationalisés . 
Les forces nécessaires pour se défendre contre les Turcs, et l’autorisation 
d’introduire ses troupes dans la région de Batoumi et dans les arrondissements 
d’Ardahan et d’Olty est accordée à la Géorgie, ne dépasseront pas les chiffres suivants.  
1). Pour la défense de l’ancienne frontière russe dans la region de Batoumi ------ 8 
Bat11 - 2 Esc. - 18. P.d’Art. - 64 Mitr. 
2) Pour la défense de l’arrondissement d’Olty ----- 6 « « - 1 » » - 12 » » - 48 » » 
14 Bat11 - 4 Esc. - 24 P. d’Art - 112 Mitr. 
    C O N C L U S I O N  
 
 Pour conclure, nous résumerons ci-après, en un tableau, les chiffres qui 
précèdent comparés avec ceux des effectifs dont la Géorgie pourrait disposer au début 
d’hostilités.  
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1) Total des forces de la Géorgie ; 
2) Forces nécessaires pour défendre la frontière provisoire actuelle ; 
3) Forces nécessaires pour défendre la région de Batoumi et l’arrondissement 
d’Ardahan ; 
4) Forces nécessaires pour défendre l’ancienne frontière russe. 
La conclusion est évidente. 
Si le Gouvernement géorgien n’est pas autorisé dès maintenant à introduire ses troupes dans la 
région de Batoumi et dans les arrondissements d’Ardahan et d’Olty, il  ne nous restera pas de 
forces pour défendre les autres frontières, et encore moins pourrons-nous songer à entreprendre des 
opérations offensives dans la direction de Bakou  
2
1 
Par contre, si cette autorisation est accordée au Gouvernement géorgien, celui-ci 
disposera comme réserves du tiers de ses forces pour passer à des opérations offensives, 
opérations qui, seules, peuvent résoudre les questions d’État si elles sont décidées par 
la force des armes. 
          S) Général 
Eristavi  
         de l’Armée 
DESIGNA
TION 
1 2 3 4 
Bataillons 
Escadrons 
Pièces 
d’artillerie 
Mitrailleus
es 
36 50 24 14 
4 6 4 3 
96 72 36 24 
216 274 192 112 
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géorgienne  
Paris 12/5/20 ４６ 
 
［史料５４］ 
Ambassade Impériale                          
   
du Japon 
N°79 
 
PARIS, le 30 mars 1923  
 
 Monsieur le Ministre, 
 
J’ai l’honneur de vous accuser réception de la lettre en date du 29 mars à notre 
Ambassadeur, par laquelle vous avez bien voulu lui envoyer un mémorandum de votre 
Gouvernement au sujet des crimes inouïs que vient de commettre en Géorgie le 
pouvoir d’occupation soviétiste russe.  
Je m’empresse de vous faire connaître que selon le désir que vous m’avez exprimé, 
je n’ai pas manqué de transmettre le document en question à mon Gouvernement. 
Veillez agréer, Monsieur le Ministre, les assurances de ma haute considération.  
 
M., chargé d’affaires du Japon 
 
 
 
Son Exellence 
Monsieur TCHENKELI 
Ministre de Géorgie 
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